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ＦＤの取組みと実践について 

 

FD 推進機構長（学長）下村 輝夫 

 

 FD とは、教育にどのような付加価値を課して、学生が満足するような教育力とするかに

帰結するとも言えます。中央教育審議会においても、教育の質の保証の観点から FD の重要

性を指摘しています。福岡工業大学では、“For all the Students”の経営理念の下、「丁寧な教

育システムの確立」のため、2010 年 4 月に「FD 推進機構」を設置し、その取組を進めてま

いりました。 

 

 2016 年から始まった第 7 次マスタープラン（中期経営計画）においては、教育の質的転

換による付加価値向上に向け、FD を基盤とした教育内容・方法の更なる改革・改善が重要

な戦略として位置付け、「幅広い職業人育成」の実践として全学的に取り組んできたキャリ

ア教育の充実、教育の質的転換を実現させるための方策である「アクティブラーニング」 

の全学展開を基本的な方向性として定めつつ、教養教育の体系化、学修成果の可視化に基づ

く教育の質保証システムの実質化を推進しています。 

 

 今回の FD Annual Report には、学生の自己認識から「学びとは何か」について理解を深め

るためのカリキュラム設計とその効果、実践的指導力の向上につながる教育プログラムと

して受講生同士の相互チェック体制の構築に向けた取り組み、国内外において他大学ある

いは他学科の学生が協働で取り組む PBL の実践事例、授業外学修時間を増加させるための

講義実践報告、地域との連携教育など、学生が多様な他者とどのように学び合い、何ができ

るようになったかを明らかにする取り組みについて、論文、実践報告、トピックス記事の形

式で掲載しています。 

 

 大学での学びは、学生と教員と職員との信頼関係によって成り立っています。この信頼関

係を構築するには、カリキュラムの可視化、明確な目標設定、教育改善のための PDCA サ

イクル化を基盤とした具体的な取り組みと実践が不可欠です。教職協動の下に教育の質の

保証に向けて、今後とも努力を行って参ります。 

 

 「FD Annual Report 2018」に対しまして、皆様から率直で忌憚のない御意見を賜わります

よう御願い申し上げます。 
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「知と教養」のカリキュラム設計と効果 
 

中 野 美 香（社会環境学科） 
 

The curriculum development for “Knowledge and Liberal Arts” and its effects 
 

Mika Nakano (Department of Socio-Environmental Studies) 
 

Abstract 

 

 This paper aims to introduce the curriculum development of “Knowledge and Liberal Arts” and to test its effects. At the 

Fukuoka Institute of Technology, the new curriculum for liberal arts opened in April 2018, with an interdisciplinary approach. 

Its core subject, “Knowledge and Liberal Arts” is open to all the three majors; Engineering, Information Engineering, and 

Socio-Environmental Studies (Humanities). In this way students can acquire others’ viewpoints through discussion on present 

social problems. In this subject, students acquire knowledge and discuss numerous problems which Japan currently faces. The 

curriculum was constructed to foster intellectual curiosity with a broad and deep understanding toward various themes. 327 

students took this class (April semester) this year and learn by small group. Two questionnaire researches were conducted for 

testing effects. Both results show the positive change of students through the course, not only knowledge and skills but also a 

feeling of self-efficacy. This indicates that this subject over all succeeded in student-center learning.   

 

Key words: Discussion, Liberal Arts, Literacy, Interdisciplinary Approach, Social Problems 

 

1 . 問題と目的  

 国際化が急速に進む昨今の社会において共通点

をほとんど持たない他者と協力して意思決定し，

新しい社会を創っていくには，領域横断的に多様

な も の の 見 方 を 駆 使 で き る バ ー サ タ イ リ ス ト

（ ve rsa t i l i s t：どのような場にもなじみ，どのよう

な人ともコミュニケーションをとることができ，

さらに自分を際立たせていく多機能な人材）が求

められている 1 )。このような時代背景から高等教

育においても，知識偏重の従来型の講義から自律

的 な 学 習 能 力 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 な ど の

21 世 紀 型 ス キ ル を 育 む 学 習 内 容 に 移 行 し つ つ あ

る。近年では専門教育の高度化の反動から全人格

的陶冶をはかるための新しいリベラル・アーツの

構築が見直され 2 )，多くの大学で時代に合った新

しい教養教育が展開されるようになった 3 , 4 , 5 )。教

養教育の一環で開講される科目群は，東京工業大

学の東工大立志プロジェクト 6 )や，九州大学基幹

教育院におけるアクティブ・ラーナーの養成 7 )な

ど，各大学の理念や目標下において多様な内容で

構成されている。その中で個別学問領域を超えた

文理融合型の教育が重視され 8 , 9 )，学習者が生涯を

通じて幹となるような学びが含まれていることは

共通している。  

 福岡工業大学においては 2007 年度に電気工学

科で議論教育を基盤にしたコミュニケーション教

育 1 0 )を導入した後，就業力育成科目「キャリア形

成」「コミュニケーション基礎」が 2012 年度に全

学的に必修化され，これまで社会的動向や学生の

変化に対応するために実践・研究を継続してきた

1 1 , 1 2 , 1 3 )。その後， 2018 年度より教養教育カリキュ

ラムが開講されることとなった。「キャリア形成」

「コミュニケーション基礎」では大学生活への適

応をねらいつつも就職活動の支援につながるテー

マを扱い，コミュニケーション能力を向上させる

内容になっている。しかしながら，必修科目のた
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め多様なレベルの学生に対応しなければならず，

時間的な制約が大きい。そのため，様々な社会問

題について自身の考えをまとめ，それを他者にわ

かりやすく発表し，議論を基に文章にまとめる過

程を丁寧に扱った発展的な内容を取り入れること

は困難であった。高等教育においては，高校から

大学，社会への移行（トランジッション）を見据

えて，求められる知識を効率よく身に付けること

が求められるが，それと同時に身の回りの問題に

対して「自分は何を考えるか？」「自分が何者であ

るか？」という自己との対話を深めていく学習の

機会は青年期の発達の観点からも極めて重要であ

る。このような幹としての自己を育むことが専門

知識や実践的なスキルを有機的に統合し，異なる

他者と変化する時代に生きていく力を身に付ける

ことができると考える。そのためには新規な情報

や知識を求めて方向性を定めず探索行動を動機づ

ける拡散的好奇心（ divers ive  cur ios i ty）と，矛盾あ

るいは情報の不整合に対して，方向性を定めて探

索 行 動 を 行 う こ と を 動 機 づ け る 特 殊 的 好 奇 心

（ specif ic  curiosi ty） 1 4 )を育む必要がある。  

 筆者は以上を踏まえて，教養教育の基幹科目で

ある「知と教養」を組み立てることとなった。本

論は開発者の立場から平成 30 年度の「知と教養」

のカリキュラム設計の全体像とその効果をまとめ，

今後の課題について述べることを目的とする。  

2 . 講義概要  

2 .  1 カリキュラムの構成と評価  

 「知と教養」は前期科目の選択授業で 2 単位で

ある。講義のねらいは，実践知を通して自分を知

ることを本学における教養として捉え，高校から

大学への学びの接続として「教養とは何か」「学ぶ

とは何か」について理解を深めることとした。講

義・演習はアクティブラーニングを取り入れた。

「コミュニケーション基礎」で得られた知見を基

に，効果的な学習のため 15 回の講義を基礎期，応

用期，発展期の 3 期に区分した。表 1 に平成 30 年

度のスケジュールを示す。基礎期（第 1〜 2 回目講

義）では，「知と教養」の基本的な考え方を学ぶ。

応用期（第 3〜 10 回目講義）では，多様なテーマ

についてリレー講義を行い，講義の中から異分野

（学部混成のクラス）のメンバーで問いを立てて

ディスカッションする。発展期（第 11〜 15 回目講

義）では，基礎・応用期で発見した問いを深め，

批判的思考力や分析力を伸ばすとともに，講義全

体の振り返りをおこない，ポスター発表を通じて

クラスで学びを共有した。各期の学習内容の詳細

は次節で述べる。  

 講義の達成目標は以下の通りである。〇「物事

を多角的に検討することができる」，◎「あるテー

マについて自ら情報収集し，問題を発見し，解決

策をデザインすることができる」，◎「自分の考え

表  1 H30「知と教養」のスケジュール  

― 週
1
2

― 週 講義室R1 （テーマ） 講義室R2 （テーマ） 講義室R3 （テーマ） 講義室C22 （テーマ）

3 中野① 少子高齢化社会 阿山① リスクと援助 徳永① 「私」さがし 白坂① 中等教育
4 中野② ジェンダー 阿山② 国際協力 徳永② 過去と未来 白坂② 高等教育
5 白坂① 中等教育 中野① 少子高齢化社会 阿山① リスクと援助 徳永① 「私」さがし
6 白坂② 高等教育 中野② ジェンダー 阿山② 国際協力 徳永② 過去と未来
7 徳永① 「私」さがし 白坂① 中等教育 中野① 少子高齢化社会 阿山① リスクと援助
8 徳永② 過去と未来 白坂② 高等教育 中野② ジェンダー 阿山② 国際協力
9 阿山① リスクと援助 徳永① 「私」さがし 白坂① 中等教育 中野① 少子高齢化社会

10 阿山② 国際協力 徳永② 過去と未来 白坂② 高等教育 中野② ジェンダー

11 中野③-1 メディアと社会 阿山③-1 人間社会の成熟に向けて 徳永③-1 人生の設計 白坂③-1 社会学のものの見方

12 中野③-2 メディアと社会 阿山③-2 人間社会の成熟に向けて 徳永③-2 人生の設計 白坂③-2 社会学のものの見方

13 　　　　　学びの振り返り・レポート作成【各クラス：中野・阿山・徳永・白坂】
14 　　　　　 ポスター作成・発表準備【各クラス：中野・阿山・徳永・白坂】
15 ポスター発表会【各クラス：中野・阿山・徳永・白坂】

場所：FITホール3階

基礎期
（合同）ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ【全員】/自校教育【上寺】

（合同）大学での学び【上寺】【全員】

応用期

発展期
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を 他 者 に わ か り や す く 伝 え る こ と が で き る 」， 〇

「自主的に課題に取り組み，学び続けることがで

きる」，〇「学習計画を立て，遂行し，学びのプロ

セスを振り返ることができる」，◎「他者と協力し

て，ディスカッションを進めることができる」上

記のうち◎は主たる目標を指す。  

 講義の評価方法と割合は，①ディスカッション

20%，②レポート 30%，③ポスター発表および資料

作成 30%，④学習ポートフォリオ等の提出物 20%

で評価するものとした。評価基準は順に，①話し

合いにおける積極性，主体性，貢献度，②丁寧さ，

内容の具体性，③丁寧さ，内容の具体性，④分量，

内容の具体性とした。毎回の講義の取り組みに対

する評価は①と④で，講義終盤の発展期の学びの

成果に対する評価は②③にあたる。  

 開講 1 年目となる平成 30 年度の担当教員は阿

山光利先生，上寺康司先生，徳永光展先生，白坂

正太先生，筆者の 4 名であった。平成 30 年度の受

講者数は月曜 3 限は 141 名，水曜 2 限は 114 名，

木曜 4 限は 72 名で，すべて 3 学部混成クラスで

あった。  

 

2 .  2 講義内容  

2 .  2 .  1 基礎期  

 第 1～ 2 回目の基礎期の講義はホールで実施し

た。第 1 回目講義では，最初に筆者がコース・イ

ントロダクションで受講者の興味関心を把握し，

知と教養のカリキュラムの位置づけや目標などに

ついて説明した。その後，上寺康司先生より，「自

校教育」として建学の綱領に基づき品性の陶冶，

教養を啓培し，社会貢献・世界に雄飛する「福工

大魂」の確立について説明した。  

 第 2 回目の講義では， FIT-AIM の説明や講義の

受講の仕方などコース・イントロダクションの補

足説明を筆者がおこなった。その後，「大学での学

び」として上寺先生より生涯学習時代における学

びのプロとして，学びの本質，人生の目的，立志

について学習する機会とした。  

2 .  2 .  2 応用期  

 第 3〜 10 回目講義の応用期では受講者を学部の

偏りがないよう 4 クラスに分類し， 4 教室でリレ

ー講義を行うものとした。応用期の期間，学生は

指定された教室で同じ学生と学習し，教員が教室

を二回ごとに移動する形となる。講義内容は以下

の通りである。阿山光利先生の「リスクと援助」

では，日常生活における安全とリスクについて，

自身の管理と社会の制度の必要性について考える

機会とした。「国際協力」はリスクに関する視野を

世界に向け，守るべきもの，問題点，解決策と課

題 に つ い て 考 え る 機 会 と し た 。 徳 永 光 展 先 生 の

「「私」さがし」では，自分自身について振り返り，

将来の職業観や目標を明確化する。「過去と未来」

過去・現在・未来の重要な出来事を列挙すると共

に，就職に必要な知識とその獲得法を知る。白坂

正太先生の「中等教育」では，中等教育の歴史的

位置づけを整理しながら，学校教育を振り返った。

「高等教育」では大学の新しい潮流を踏まえ，こ

れからの大学が社会的にどうあるべきか考えた。

筆者の「少子高齢化社会」では少子化・高齢化の

問題を統計データから読み解き，これからの日本

社会の在り方を議論した 1 5 )。「ジェンダー」では

ニュースや統計データを基に社会的・文化的に作

られた性差の意味や現状の課題を議論した。応用

期終盤の第 9 回目講義で各教員の発展期テーマを

説明した後，希望調査を実施し，第二希望までで

決定するように調整した。  

  

図  1 応用期の講義の様子（中野クラス）  
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2 .  2 .  3 発展期  

 第 11〜 15 回目の発展期の講義では調査結果に

より配属された担当教員と共に学びを深めること

とした。各教員の発展期のテーマを以下に示す。

阿山光利先生の「人間社会の成熟に向けて」では，

リスクコミュニケーションの視点から，私と生活，

私と社会そして世界の中の私について考え，より

安全で望ましいと考える社会的価値観や世界観を

ポスターに表現する。徳永光展先生の「人生の設

計」では不合理な信念の修正，ライフ・キャリア

の構築，就職不安への対処，やりたいこと志向の

光と影，偶然の出来事を生かせる可能性，複数の

未来の想定などを通して，自分自身をでき得る限

り掘り下げ，人生設計への指針を得ることを目指

す。白坂正太先生は「社会学のものの見方」で中

等教育・高等教育を通してみてきた社会学的視点

への理解をより深めるため，「家族」（家族の構造

や結婚相手選択の原理等）をテーマとして，社会

のしくみを考える。筆者の「メディアと社会」で

は，インターネット技術の発展はメディアそのも

のだけでなく私たちのコミュニケーションまでも

変化させた。講義ではオンラインメディアに着目

し，現代社会の洞察を通してよりよい社会を創る

ための策を立案する。  

 第 11 回目の講義で基礎期・応用期の振り返りを

おこなったあと，各テーマを第 12 回講義を含む 2

回の講義で深め，知と教養の総括としてレポート

作成（第 13 回），グループ発表，ポスター発表の

準備（第 14 回）をおこなった。第 15 回講義はポ

スター発表を行った。発表は責任発表時間を定め，

それ以外の時間はどの教室の発表を聞いてもよい

ものとし，相互評価表に記入してもらった。  

 

3 . 方法  

3 .  1 目的  

 本論の目的は平成 30 年度の「知と教養」カリキ

ュラムの概要を紹介し，その効果を明らかにする

ことである。このため，本論では平成 30 年度の

「知と教養」の受講者を対象にした二つの調査デ

ータを分析する。一つは福岡工業大学の期末に実

施される授業アンケートである。このアンケート

により過去の関連科目の授業と比較することがで

きる。もう一つは，授業内で実施した独自のアン

ケートである。カリキュラムの設計が実際に効果

があったかどうかを明らかにするための質問項目

を筆者が作成した。  

 

3 .  2 授業アンケート  

 大学の全学的な手続きの下，第 13～ 14 週目にあ

たる 2018 年 7 月 2 日～ 7 月 19 日の期間に実施し

た。各講義中にアンケートに回答するよう学生に

依頼した。対象者（未回答者）と回答率，および

自由回答の数は，月曜 3 限講義 141（ 43）名，69 .5%，

水曜 2 限 114（ 23）名， 79 .8%，木曜 4 限 72（ 22）

名，69 .4%であった。本論では，授業全体の満足度

とコメントの自由記述の分析結果を報告する。  

 

3 .  3 独自のアンケート  

 第 14 週目講義でアンケートの趣旨を説明し，第

15 週目講義の 2018 年 7 月 23 日～ 7 月 26 日の各

講義にオンライン上のアンケートに回答してもら

った。回答時間は約 10 分で，有効回答数 206（有

効回答率 63%）であった。アンケートは講義の中

で興味関心のあったテーマや，意欲などについて

問う全 13 項目で構成されるが，本論では講義の効

果を明らかにするため以下の二項目を分析対象と

した。問 1「「知と教養」を受講する前と比較して，

質問項目の内容に変化はありましたか」について

5 段階評価で回答してもらった。下位項目は以下

のとおりである： 1「考える力」，2「他者と議論す

る力」， 3「教養が身に付く」， 4「自分の考えをわ

かりやすく書く」， 5「自分で調べる」， 6「意見を

発表できる」， 7「情報を吟味する」， 8「物事を多

角的に検討する」， 9「自ら情報収集・問題を発見

し，解決策を考える」，10「自分の考えを他者にわ

かりやすく伝える」，11「自主的に課題に取り組み，

学び続ける」，12「学習計画を立て遂行し，学びの

プロセスを振り返る」，13「他者と協力してディス
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カッションを進める」であった。問 2 は自由回答

として，①「講義で難しかったところ」，②「面白

かったところ」，③「もっと学びたかったところ」

について問うた。  

 

4 . 結果と考察  

4 .  1 授業評価アンケート  

 はじめに大学の授業評価アンケートの結果を示

す。月曜 3 限は 3 .46，水曜 2 限は 3 .42，木曜 4 限

は 3 .44 であった。 100 名前後の学生が回答する中

で 4 段階評価で 3 .4 を超えたということは一部の

学生が満足するのではなく，学生が均質に学びを

得たことがうかがえる。クラス間で大きな差は見

られず 3 .4 台であったことから，クラスの人数が

異なり，実際の授業進行に違いが生じてもカリキ

ュラム開発によって質保証が可能であることが示

唆される。  

 また自由記述については，月曜 3 限講義 120 件，

水曜 2 限 95 件，木曜 4 限 58 件と，他の講義と比

較して件数も一人あたりの記述量も多かった。回

答内容を見ると，自分の体験や講義を通して何を

学んだのかを丁寧に言語化しているものが多数だ

った。「知と教養」の講義中に頻繁に振り返りをお

こない，まとまった量の文章を書いて学生同士で

発表する訓練の成果だと考えられる。自由記述の

抜粋を示す（下線は筆者による）。  

・この授業は生徒が一言もしゃべらないことがな

い授業でコミュニケーション能力を鍛える機会

があり，自分は少し人見知りで初めて会う人と

話すのが苦手でしたが，この授業で他学科の人

などいろいろな人と話していくうち自分からい

かない受け身タイプでしたが，自分から話しか

けるようになりました。  

・今の社会の問題を自分なりに考え，意見を共有

することができました。改めて人それぞれの考

えがあり，自分だけの意見ではまとまらないこ

とを感じました。人事には出来ない問題がいっ

ぱいあると改めて感じました。ありがとうござ

いました。  

・この授業を通して今までの自分とこれからの自

分に対して向き合うことができました。今まで

は何をやるにも楽観的でテキトーに過ごしてき

ましたが，この授業を受けて自分の将来に対し

て真剣に考えようという気持ちになりました。

自分はアピール不安が最も高かったので，それ

を解消するためにも，ボランティアなどの活動

に参加して自分をアピールできるポイントをい

ろんな経験や実績から作っていこうと思いまし

た。貴重な時間をいただけて良かったです。あ

りがとうございました。  

・最後の授業で発表します。卒業研究発表会の練

習に繋がります。ぜひ履修してください。  

 これらの回答から，学生が自分自身の変化に気

付き，将来的な展望を持っていること，また社会

的な視野が獲得されていることがうかがえる。  

 

4 .  2 講義独自のアンケート  

 講義で独自に実施したアンケートのうち，授業

前後の変化について問うた質問の回答結果を図 2

に示す。全項目にわたり肯定的な回答が多数を占

めており， 5 段階評価の平均値は 3 点台後半から

4 点台前半の範囲に収まっていた。平均点が高か

った上位項目は「 1  考える力がついた」 4 .07（ SD

＝ . 87），「 2  他者と議論する力がついた」4 .13（ SD

＝ . 87），「 13  他者と協力して，ディスカッションを

進めることができるようになった」4 .01（ SD＝ . 85），

「 5  自分 で 調べる よう になっ た」 4 .00（ SD＝ . 85）

であった。この結果より，多くの学生が毎回の講

義で訓練することで，新しいことを知り，調べ，

議論し，自分の考えをまとめるという一連の学習

方略の獲得を実感していると言える。一方，平均

点の低かった項目は，「 12  学習計画を立て，遂行

し，学びのプロセスを振り返ることができるよう

になった」3 .68（ SD＝ . 92），「 10  自分の考えを他者

にわかりやすく伝えることができるようになった」

3 .77（ SD＝ . 92），「 4  自分の考えをわかりやすく書

くことができるようになった」3 .79（ SD＝ . 90）で

ある。学習計画については 1 年次前期の段階では
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自律的な学習方法を獲得するための経験が不足し

ているかもしれない。また問 10 と問 4 について

はどちらも「分かりやすく」という言葉が含まれ

ていることから，自己評価としては肯定的な変化

を感じていても，それが成功しているかどうかに

ついては自信がない可能性がある。これは高い学

習意欲の現れでもあるだろうが，今後は講義中に

他者から適切なフィードバックを得る機会が求め

られる。  

 次に講義全体の印象について問うた 3 つの質問

項目に対する自由回答の抜粋を示す。  

①  講義で難しかったところ  

・初めて聞くことをディスカッションすること  

・高校まではあまりディスカッションを行う機会

がなかったので，実際初めて会う人とディスカ

ッションをするのが難しかったです。  

②  面白かったところ  

・一人ひとり違う意見を聞くことができたこと。  

・他学科の人とも交流できたこと様々な分野につ

いて講義を受けられたことです。  

③  もっと学びたかったところ  

・まだ交流していなかった人がいたのでまだ交流

していたいという点でもっと学べることがあっ

たと思います。  

・社会が抱えている問題について私たちにどのよ

うな影響を与えるのか，どうするべきなのかを

もっと知りたいと思いました。  

・人生設計，発展期のテーマ  

 「難しかったこと」については，知らない人と

話し合いをしたり，発表をするなど高校までにな

い形態の学びに関する回答が多かった。しかしな

がら，スキルが定着するまで同じ流れを繰り返し

たことで難しすぎたという回答はほとんど見られ

なかったことから，学生自身が困難さを克服した

ことがうかがえる。二つ目の「面白かったこと」

については大多数が学部間の関わりを挙げていた。

この講義以外では学部混成でのディスカッション

の機会はほとんどないため，主張の違いから興味

関心の違いを感じることで，自分の専門性に気づ

く機会になったと考えられる。多様なテーマにつ

いて多様な意見を尊重しながら考えをまとめてい

く過程は多くの学生の知的好奇心が満足する時間

になったようである。最後のもっと学びたかった

ことについては，講義で扱わなかあったテーマを

挙げる学生もいれば，講義で学んだことをさらに

深めたかったという回答もあった。前期中に新し

いテーマに直面し，調べて，話し合って自分の意

見をまとめ，発表するという習慣が定着したこと

の現れだと考えられる。  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

13 他者と協力してディスカッションを進める

12 学習計画を立て遂行し，学びのプロセスを振り返る

11 自主的に課題に取り組み，学び続ける

10 自分の考えを他者にわかりやすく伝える

9 自ら情報収集・問題を発見し，解決策 を考える

8 物事を多角的に検討する

7 情報を吟味する

6 意見を発表できる

5 自分で調べる

4 自分の考えをわかりやすく書く

3 教養が身に付く

2 他者と議論する力

1 考える力

1「そう思わない」 2 3 4 5「そう思う」

図  2 講義の効果に関する質問の回答結果（ N＝ 206）  
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5 . まとめと今後の展望  

 本論は平成 30 年度の「知と教養」のカリキュラ

ム設計とその効果をまとめ，今後の課題について

述べることを目的とした。二つのアンケートの結

果より，講義がねらいとした項目について受講者

に肯定的な変化が見られ，自由記述からも主体的

な取り組みの様子や満足感がうかがえる。過去の

講義で得られた知見がカリキュラム開発に役立っ

たと言える。一方，講義の効果をさらに高めるた

めの課題は多く残されている。 1 つ目は学習内容

のわかりやすい提示である。コース・イントロダ

クションで趣旨を説明したが，毎回テーマが変わ

るなど全体的な視点を持っていないと現在の学習

内容が何のためにあるのか理解が難しい学生が見

られた。今後は各期の後の振り返りの時間で何を

学んだか，その学びが「知と教養」の学び全体に

どのようにつながるのかについて丁寧に説明する

ことが求められる。二つ目はカリキュラムにおけ

るタテ・ヨコの関連付けである。「知と教養」で取

り上げた学習方略を発展させるため，教養教育科

目間はもちろんのこと，専門科目との連携が必要

不可欠である。三つ目は，受講者の追跡調査であ

る。 1 年前期で得た学びが 4 年間を通じてどのよ

うに変化するか，非受講者と比較した検討をする

ことで，大学におけるリーダーシップ育成につい

て重要な知見が得られると考える。今後もカリキ

ュラムの効果を高めるための実践・研究を継続し

ていきたい。  
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実践的指導力を高める「教科の指導法」の教育プログラム構築 

―「社会科・公民科教育法」における相互チェックプログラム― 

 

白 坂 正 太（社会環境学科） 
 

Construction of the educational program of “Teaching method of curriculum” to 
improve practical teaching skill 

- Mutual check program in “Education method of Social Studies and Civics” - 
 

Shota Shirasaka (Department of Socio-Environmental Stuies) 
 

Abstract 

 

 This report was written about the learning outcomes of the mutual check programs that in “education method of Social 

Studies and Civics”. In the class, students evaluate each other’s trial classes. It is named mutual check programs in this report. 

The report of student was analyzed by KH coder. As a result, in the problem awareness which the class student had, it became 

clear that there were two ingredients of a teacher-based element and the student-based element. 

 

Key words: practical teaching skill, teaching method of curriculum, active learning 

 

1 . はじめに  

 本稿は，「教科の指導法」において，受講生の実

践的指導力の向上につながる教育プログラムを構

築するために， H30 年度の「社会科・公民科教育

法Ⅰ・Ⅱ」の取り組みとその学習成果から考察を

行うものである。特に本稿では，受講生同士の相

互チェック体制の構築と実践の観点から検討を進

めていく。  

 教職課程における「教科の指導法」の位置づけ

は，平成 27 年度中央教育審議会答申の「これから

の学校教育を担う教員の資質能力の向上について

～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構

築に向けて～」 1 )  において議論され，その在り方

の見直しが図られてきた。「教科の指導法」におい

て，大きな改正となったのは，「教職課程における

科目の大くくり化及び教科と教職の統合」が挙げ

られる。この改正は，教職における理論的な教育

方法などを教科の専門性を加味したうえで，授業

実践に落とし込んでいくために，従来の科目区分

である「教科に関する科目」と「教職に関する科

目」を撤廃し，両者を統合的に捉える教育プログ

ラム（新しいカリキュラムで言えば，「教科及び教

科の指導法に関する科目」）の必要性を意味してい

るといえる。体系的な整備として，平成 29 年 11

月に「教職課程コアカリキュラム」2 )  が作成され，

教科の専門性と指導方法を統合した教育目標が示

されている。  

 同様に，「新たな教育課題に対応した教員研修・

養成」では，今後求められる授業の在り方につい

ても触れられており，その中で「アクティブ・ラ

ーニングの視点からの授業改善」「 ICT を用いた指

導法」などの必要性についても述べられている。  

 こうした動向を踏まえれば，今後求められる実

践的指導力を高める「教科の指導法」の教育プロ

グラムを構築することが急務であることが窺える。

そこで，本稿では，教科と教職における統合的理

解 を 促 す 理 論 と 実 践 を 往 還 す る 視 点 や ア ク テ ィ

ブ・ラーニングと教育目標の関連付けなどを踏ま
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えた実践的指導力を高めるための「教科の指導法」

の在り方を考察するために，筆者が担当する「社

会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」の取り組みとその学

習成果を検討していく。  

 

2 . 実践的指導力のための理論的背景  

 「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」における教育

目標は，「受講学生が 50 分間の模擬授業を行い，

その授業実践における課題を発見し，その改善点

を示すことができるようになる」ことである。す

なわち，学校教育現場で自身の授業実践の課題と

改善を考えるための基礎的な視点を身につけるこ

とを目的とした「教科の指導法」の授業である。

こうした視点を身につけさせるために，「探求的な

学習過程」を実践的指導力のための理論的背景と

して説明した。まずは，「社会科・公民科教育法Ⅰ・

Ⅱ」の中での「探求的な学習過程」の解釈につい

て確認しておこう。  

 「探求的な学習過程」は，「【総合的な学習の時

間編】中学校学習指導要領」3 )，「【総合的な探究の

時間編】高等学校学習指導要領」 4 )  の中でそれぞ

れ詳しい説明がなされているわけであるが，教科

横断的視点が求められる昨今では，各「教科の指

導法」においても踏襲しておくべき学習の在り方

である。「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」の受講学

生は，「探求的な学習過程」を念頭に置き，模擬授

業の授業計画を立てるように指導を行った。  

 「探求的な学習過程」は児童・生徒自身が課題

を設定することで，主体的な学びを促進し，問題

解決の過程の中で生じた様々な課題に対して新た

な探求の精神が生まれることで，探求の過程が繰

り返されることを想定した学習過程である。その

ため，従来の知識取得主義的な授業体系ではなく，

児童・生徒自らが問題解決の方法について考える

機会を積極的に取り入れる授業設計が必要である。

この点においては，「新たな教育課題に対応した教

員研修・養成」にて上述したとおり，「アクティブ・

ラーニングの視点からの授業改善」とも重なる部

分がある。アクティブ・ラーニングでは，主体的

に授業に取り組む機会を確保するため，「探求的な

学習過程」を児童・生徒たちに定着させやすい。  

 そのため，「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」の課

題である模擬授業（特にⅡ）では，アクティブ・

ラーニングを取り入れることを条件とした。理論

と実践の往還を経験的に理解する基盤を受講学生

に身につけさせたいと考え，「社会科・公民科教育

法Ⅰ・Ⅱ」の授業全体の設計を行った次第であり，

この視点からも本授業の学習成果を検討していく。 

 

3 . 「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」の教育プログ

ラムと相互チェック体制  

3 .  1 教育目標と授業枠組み  

 それでは，本授業の教育プログラムの全体像を

紹介及び相互チェック体制について紹介しよう。  

 まず，「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」の教育プ

ログラム全体像からの紹介である。「社会科・公民

科教育法」では，「社会科・公民科教育」における

歴史的な背景や教育の在り方など共通にするとこ

ろもあるが，実践的な教育目標としては，ⅠとⅡ

で性質が異なるものとなっている。  

 「社会科・公民科教育法Ⅰ」は，主に 3 つの取

り組みから構成した。1 つ目は，アクティブ・ラー

ニングの体験的な理解である。今後，受講生自身

がアクティブ・ラーニングを取り入れた授業設計

を行うために，比較的取り組みやすい事例を授業

内で紹介し，実際に体験させた。それにより，教

師としていつ・どのような支援が必要であるのか

考えさせる機会を作っている。  

 2 つ目は，学習指導案の作成である。基本的に

「教科の指導法」の前期段階で，学習指導案の作

成手法を学ぶことが多いのではないかと思われる

が，本講義でも同様に，「社会科・公民科教育法Ⅰ」

の中で，多くの受講学生は初めて学習指導案を作

成することとなる。学習指導案のテンプレートを

紹介した上で，授業担当者が机間巡視を行い，適

宜授業の構成やアイディア等の指導・助言を行い

ながら，各受講生に学習指導案を作成させた。ま

た，担当する単元については， 4 人を 1 グループ
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として，分担させる形で設定させた。これは，授

業計画などをグループ間で相談しあえるようにす

るための配慮でもある。  

 3 つ目は，模擬授業の実践である。初回か 50 分

丸々行うのはハードルが高いので，まずは 8 分間

の時間設計を行った。この時間は，授業構成にお

ける「導入」の時間として適切であると考えられ

るため，今回は 8 分間の導入を想定し，学習指導

案を作成させた。また，学習指導案作成において，

工夫した点などについても一人当たり 5 分間を設

定し，発表させた。単元内の分担においても，そ

の理由等を考えさせるため，代表者が 3 分程度で

説明する時間を設けた。模擬授業後には，学習指

導案及び授業内容について相互チェック体制を導

入し，評価しあう機会を設定した。  

 「社会科・公民科教育法Ⅰ」では，「アクティブ・

ラーニングの体験的な理解」「学習指導案の作成」

「模擬授業の実践」の 3 つの取り組みがメインと

なる。当然これらを有機的に組み合わせ理解させ

る必要があるため，最終課題としての位置づけと

なる「模擬授業の実践」において，対話的な授業

を行う上で必須となる「発問」（ 8 分間の中で 3 回）

を条件に加えた。授業は教師本位で行われるもの

ではなく，児童・生徒の関心と結び付けることで，

主体的な学びを促進することが可能となることを，

実践的に理解・定着させようという意図である。  

 次に「社会科・公民科教育法Ⅱ」の取り組みに

ついてであるが，こちらは大部分が受講生による

模擬授業から構成される。特に学習指導案の作成

と模擬授である。「社会科・公民科教育法Ⅱ」では，

通常の授業同様，50 分丸々受講生が模擬授業を行

い，その授業に関する議論を受講生全体と行い，

授業における課題点や改善策などを検討する時間

を設けた。受講生同士のチェック体制も設けてい

る。授業は，①模擬授業（ 50 分），②模擬授業の評

価（ 5 分～ 10 分），③フロアからのコメント（ 5 分

～ 10 分），④授業改善に関する議論（ 25 分程度）

となる。①の模擬授業では，50 分間丸々行うため，

授業構成における「導入」「展開」「まとめ」のど

れかに必ずアクティブ・ラーニングの機会を加え

ることを条件に課した。今回は書き込み式のワー

クシートなどを作成し，模擬授業内で配付するこ

とも義務付けた。  

 ③と④について，模擬授業担当者には，授業に

おける課題点や改善策などを検討するための論点

を準備してくることを課題とした。なお，ここで

の課題点や改善策などについては，フロアからの

コメントや全体での議論を踏まえたうえで，レポ

ートにまとめ提出することを最終課題としている。 

 先の「社会科・公民科教育法Ⅰ」の内容をより

深化させ，実践的指導力の向上につながる「探求

的な学習過程」に基づいた授業設計と授業実践を

行えるような取り組みを中心として，「社会科・公

民科教育法Ⅱ」の授業の構成を行った次第である。 

 

3 .  2 模擬授業における相互チェック体制  

 上述のとおり，「社会科・公民科教育法Ⅰ」では

8 分間「導入」パート，「社会科・公民科教育法Ⅱ」

では 50 分間の模擬授業を受講生に課した。模擬授

業においては，自身が授業を行うだけでなく，他

の受講学生による模擬授業を受けることによって，

自身の授業内容を振り返る視点を養うことを目的

として，相互チェック体制をとることとした。相

互チェック体制とは，用意したチェック項目を確

認し，それらの項目を学習指導案・及び模擬授業

が満たしているかどうかに点数をつける仕組みで

ある。これによって，学習指導案の作成や実践的

授業力の向上に寄与すると考えられる項目を意識

させるよう努めた。学習指導案・及び模擬授業に

おけるチェック項目は図表 1 と 2 のとおりである。

受講学生の実践的指導力を踏まえ，「社会科・公民

科教育法Ⅰ・Ⅱ」で異なる項目を作成した。  

 「社会科・公民科教育法Ⅰ」においては，受講

生学生は，学習指導案の作成・模擬授業を行うこ

とが初めてであるため，それぞれの構成を意識し

て取り組みを振り返ることができるように配慮し

ている。そのため，全体の大枠を大局的に捉えて

いくことを意識させるようなチェック項目を中心
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に作成した。また，対話形式をより意識させるた

めに課題とした発問については，具体的なチェッ

ク項目を用意することで，発問が与える授業への

影響を理解させるよう努めた。  

 一方で「社会科・公民科教育法Ⅱ」では，学習

指導案においては具体的に細かな内容のチェック

項目を設定し，模擬授業においては授業全体の成

に加え，アクティブ・ラーニング時の生徒への対

応をチェック項目として加えている。また，50 分

間を使用する「社会科・公民科教育法Ⅱ」の模擬

授業では，生徒役となった受講学生に役割を与え，

演じさせた。模擬授業担当者は，ここでどのよう

な役割が演じられるのかについては，事前に知ら

されていないため，その場で臨機応変な対応が求

められることとなる。チェック項目には，この点

についても，適切な声掛けができていたか問うも

のを準備した。  

 チェックされた結果については，受講学生一人

分をそれぞれまとめ，項目ごとの結果を確認しや

すい形にして返却した。また，授業へのコメント

も記入させているので，こちらも同様に受講学生

ごとにまとめ結果を返却している。模擬授業を撮

影した映像データについては DVD に保存し，各

自に渡した。受講学生は，返却されたチェックシ

ート，自身の模擬授業の映像データ，模擬授業後

に行った議論を踏まえ，最終レポートを作成する。

本稿では，ここで作成された最終レポートの内容

を分析し，検討を進めることとしている。分析の

内容については，次章で扱う。  

 

3 .  3 相 互 チェ ック の 方法 と社 会 科・ 公民 科 教育

への応用  

 本授業で行う相互チェックの方法には， ICT を

活用している。これは，結果を効率的にまとめる

という意図もあるが，同時に受講学生がアンケー

トを用いた授業展開を考えるためにも行っている。 

 本授業では，質問フォームを Microsof t  Forms を

用いて WEB 上に作成し， URL や QR コードを PC

やスマートフォン等で読み込ませる形で実施した。

Microsof t  Fo rms では，選択式・記述式，ランキン

グ式，リッカートなど多様な方法を用いた質問を

行うことが可能であり，集計結果についても，瞬

時に Microsof t  Exce l に打ち出すことが可能である。

つまり，学校現場においても，児童・生徒のアン

ケートへの回答結果を瞬時にまとめ，短時間でそ

の結果を紹介することが可能なのである。こうし

た機能を活用すれば，児童・生徒の関心から授業

の導入を考えたり，児童・生徒が学習内容を理解

社会科・公民科教育法Ⅰ 社会科・公民科教育法Ⅱ

単元観に説得力があるか。
【題材観】社会的な背景を踏まえながら、授業と
して取り扱うべきテーマであることが記述されて
いる。

単元観は単元指導目標の一部を担うことができる
ように位置づけられているか。

【生徒観】生徒の学習状況やクラスの雰囲気等を
示したうえで、本題材による学習が生徒に与える
影響が記述されている。

指導観は単元観・生徒観を踏襲した形となってい
るか。

【指導観】本題材で扱う授業方法及びその授業方
法が有効である理由が記述されている。

指導計画における時間割り当ては適切であるか。
【指導目標】【関心・意欲・態度】【思考・判
断・表現】【（資料活用の）技能】【知識・理
解】の4つの観点から記述されている。

指導目標に【関心・意欲・態度】【思考・判断・
表現】【技能】【知識・理解】がバランスよく含
まれているか。

【教材】指導目標を達成するうえで適切な教材が
用意されている。

手立ては目標を達成する上で適切なものとなって
いるか。

【学習過程・導入】題材について、知ることや考
えることが必要であることが伝わる導入が計画さ
れている。

授業仮説において、手法と学習成果のつながりが
適切であるか。

【学習過程・展開】生徒が主体的取り組むアク
ティブラーニングが計画されている。

生徒の探求的な興味・関心を引き出すものとなっ
ているか。

【学習過程・まとめ】本時の学習内容がその後ど
のように展開していくのかについても考えられて
いる。

生徒個々人が主体的に思考・判断・表現を行う機
会が設けられているか。

【板書計画・授業スライド】授業内容がわかりや
すく伝わるよう工夫されたものとなっている。

次回の授業につながる工夫があるか。
【ワークシート】アクティブラーニングが促され
るワークシートが準備されている。

図表1　授業ごとの学習指導案チェックシート　

学
習
指
導
案

図表  1 授業ごとの学習指導案チェックシート

社会科・公民科教育法Ⅰ 社会科・公民科教育法Ⅱ

教室全体に聞こえる大きさで授業を行っている
か。

教室全体に聞こえる大きさで授業を行っていた。

授業（講話）のスピードは適切であるか。 授業（講話）のスピードは適切であった。

話し方・視線は生徒全体に向けられたものとなっ
ていたか。

話し方・視線は生徒全体に向けられたものとなっ
ていた。

言葉だけではなく、体全体を用いて、授業（講
話）を進めていたか。

言葉だけではなく、体全体を用いて、授業（講
話）を進めていた。

「めあて」は適切なタイミングで板書されていた
か。

教師の表情は豊かであった。

教室のどの座席からも見やすいことが考慮された
板書となっていたか。

【ロールプレイ】生徒の行動に対して、適切に対
応できていた。

口頭のみの（授業）講話とならぬよう、適切に板
書が行われていたか。

【時間配分】授業は計画通りに進められていた。

発問は、回答しやすさを考慮されたものとなって
いたか。

【アクティブ・ラーニング】生徒の学習活動を促
す机間巡視・声かけができていた。

発問のタイミングは、生徒の【思考・判断】を促
すものとなっていたか。

【全体の流れ】導入・展開・まとめがスムーズに
行われ、メリハリのある授業が展開されていた。

発問は特定の生徒に偏ることなく行われていた
か。

【目標達成】めあては十分に達成できる授業で
あった。

生徒の発問への回答に対して、教師からの評価を
与えていたか。

生徒の発問への回答を取り入れて授業を展開して
いたか。

模
擬
授
業

図表2　授業ごとの学習指導案チェックシート
図表  2 授業ごとの学習指導案チェックシート
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しているのかを知るための形成評価に使用したり

することも可能である。昨今の学校現場では，PC

やタブレットなどの ICT 機器が身近にあり，一人

一台所持しているケースも少なくない。各学習指

導要領においても， ICT を活用した授業が推進さ

れていることも踏まえ，受講学生にはこれからの

授業計画を考える上で，少しでも多くの引き出し

を持ってもらいたいと考え，相互チェック体制の

中で ICT を活用した質問フォームを使用すること

とした。  

 特に，社会科・公民科教育において，児童・生

徒の価値観を知ることは非常に重要であり，授業

展開にも効果的に応用することが可能である。例

えば，新しい単元に入った際，児童・生徒にこれ

から学習する内容についてどの程度予備知識があ

るか，社会的な課題としてどの程度認識している

かといった点を把握したり，ある物事への考え方

に対し，クラスに所属するメンバーは賛成派が多

いのか，反対派が多いのかなど，クラスの状況を

提示したりとすることが可能である。「探求的な学

習過程」での触れられているように，児童・生徒

自らが課題を設定するに至るためには教師側のサ

ポートが必要不可欠である。そのためのきっかけ

づくりとして，アンケートを活用する視点を経験

的に理解できれば，社会科・公民科教育における

指導にも広がりがでるのではないだろうか。  

 

4 . 学習成果の可視化に向けた分析  

 それでは，こうした授業の取り組みによって，

受講学生がどのようなことを学び，何が自身に足

りないと考えたのか，その学習成果の可視化に向

けた分析を行っていく。分析方法は，受講学生に

課したレポートの計量テキスト分析である。分析

には， KHCoder（樋口 2014） 5 )  を使用した。  

 

4 .  1 分析の流れ  

 KHCoder による分析の流れについて，樋口（2014）5)

は，「自動抽出した語を用いて，恣意的になりうる

操作を極力避けつつ，データの様子を探る」段階

1 と「分析者が主体的かつ明示的にデータの中か

らコンセプトを取り出し，分析を深める」段階 2

を提示している。樋口（ 2014） 5 )  はこうした段階

の 2 つのアプローチを組み合わせた手法を，接合

アプローチと呼んでいる。段階 1 は，cor re la t i ona l

アプローチにならいデータの要約を目的とし，段

階 2 は Dic t ionary -based アプローチにならい，仮

説の検証や問題意識の追求を目的とした分析手法

であるとしている。  

 本稿では，学生による学習成果の計量的に可視

化し，全体像をつかむことを目的としているため，

段階 1 までの分析を行う。そして，この段階 1 に

おいても，その処理の目的も「多く出現していた

語の確認」「語と語との結びつきを探る」「テキス

トの部分ごとの特徴を探る」「内容が似た文書の群

を探す」「テータを取り出す」といったものが示さ

れている。本稿では，実践的指導力に焦点を当て

ているため，どのような授業シーン・準備段階で

どのような学び・課題を感じたのかを知るために，

「語と語との結びつきを探る」ことを行い，それ

ら具体的な授業シーン・準備段階におけるカテゴ

リーごとの「テキストの部分ごとの特徴を探る」

分析を行うこととした。「語と語との結びつきを探

る」分析では，共起ネットワークの作成，「テキス

トの部分ごとの特徴を探る」分析では，授業シー

ン・準備段階内容ごとの外部変数を用いた対応分

析を行うこととする。  

 

4 .  2 共起ネットワークによる分析  

 それでは，共起ネットワークを作成することに

よって，相互チェック体制を用いることで受講学

生がどのような学びを得たのかみていこう。分析

では，出現頻度が上位 60 の語を抽出し，共起ネッ

トワークを作成した。その結果，図表 3 が得られ

た。特に解釈が可能だと考えられた結びつきの強

い語群を円で囲み， 4 つの群を抽出することにし

た。それぞれの解釈についてみていこう。  
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 第Ⅰ群では，「授業」「生徒」「時間」「意見」「自

分」「ワークシート」などが抽出されている。この

群では，特に授業展開に関するものが中心である。

例えば，「授業」という語は，「終盤焦って授業を

行うことになってしまった点を指摘された」や「ア

クティブ・ラーニング後の感想を言ってもらう場

面でも聞くだけになっていたので，発言に対して

深め（ら）れるところはしっかりと深めていき，

授業を展開していきたいと思った」などで用いら

れており，授業展開の改善に努めようとする受講

学生の姿勢を読み取ることができる。  

 第Ⅱ群では，「黒板」「説明」「板書」「計画」「指

摘」などが抽出されている。この群では，特に黒

板への書き込み，すなわち板書に関するものが中

心である。例えば，「黒板」という語は，「黒板で

の見やすさや，字の書き順，言葉の意味など，た

だ書いていくというのではなく，誰が見ても見え

やすく，書きやすいようにしっかりとどのように

工夫していくべきか板書計画についても練習を重

ねていかなければいけないと感じました」や「特

に黒板の下部に書いた文章が右下がりになりがち

であった。全ての文章が平行で真っ直ぐ書けるよ

うに黒板に書く練習もしていきたい」といった内

容で用いられていた。また，この群には，「指摘」

という語も含まれており，「字の大きさについては，

めあての字が小さいという指摘を得た」といった

ような形で使われていることからわかる通り，模

擬授業の担当学生が，相互チェックの中で，板書

に関する「指摘」を受けたことによって，自身の

経験不足を実感し，訓練の必要性を強めていく過

程が見受けられた。  

 第Ⅲ群では，「模擬授業」「教育実習」「改善」「言

葉」「意識」「対応」などが抽出されている。この

群では，教育実習を視野に入れた授業改善に関す

る内容が多く含まれている。そのため，同じ群に

含んではいないが，「教育実習」と「反省」の 2 語

の結びつきがみられる。例えば，「教育実習」とい

う語は，「教育実習まで，自分の悪いところを改善

し，今回の模擬授業の反省点を活かして，教育実

習に行きたいと思います」や「遠くまで届かせる

つもりで意識してトーンを上げ，これから教育実

習までの間に聞き取りやすい声質を考え，常にそ

の声で話せるようにしたい」など，今回の模擬授

業を振り返って，積極的に改善に努める姿勢がみ

図表  3 相互チェックを導入した模擬授業の受講学生の振り返り結果  
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てとれる内容となっている。また，「授業」という

語とは別に「模擬授業」という語を中心に，「改善」

「教育実習」といった語と結びつきがある点も見

逃せない。つまり，受講学生は，今回の取り組み

はあくまでも「模擬授業」であり，教育実習中に

行う生徒の前での「授業」ではないことを意識し

ていることを意味している。それは，受講学生が

生徒の前で行う「授業」に対して，特別な姿勢を

もって臨もうとしているともいえる。相互チェッ

クシートを用い，50 分間という本番と同様の時間

で行う「模擬授業」の中で，自身の苦手や改善点

などに気付いたのであれば，大きな収穫があった

取り組みであったといえよう。この点においては，

「言葉」という語が「改善」や「対応」といった

語と結びついていることからも，授業の展開だけ

でなく，自身の振る舞いについても見直す機会と

して捉えることができたのはないかと思われる。  

 最後に，第Ⅳ群をみていこう。第Ⅳ群では，「導

入」「難しい」「発表」という語が抽出されている。

この結びつきからは，受講学生が，授業展開にお

いて，「導入」の中で児童・生徒に発表する機会を

設けようとしていることを見てとることができる。

この点は，群による抽出は行っていないが，Ⅰ群

の右側の「教師」と「興味」の結びつきから解釈

を行うことができる。この結びつきは，「教師」が，

児童・生徒の「興味」を引き出すことが重要であ

ると受講学生が認識していることを意味している

のであろう。そのため，授業の「導入」部分で，

児童・生徒に「発表」の機会を与え，興味を引き

出すような形をとりたいが，それは「難しい」と

いうことが経験的に理解されたのであろう。特に

今回は 50 分の中で必ずアクティブ・ラーニングを

取り入れる必要があるので，経験的に理解するこ

とにつながったのではないかと思われる。  

 

4 .  3 対応分析  

 次に，レポート作成において，提示された論点

ごとにどのような特徴があったのかをみることで，

授業シーン・準備段階による受講学生が考える学

習課題を整理していく。レポートでは，受講学生

自身が考える学習課題を 3 つ提示し，最後にまと

めを行うよう指示している。そこで，作成された

3 つの学習課題の内容に応じて，「授業展開」「資

料活用」「アクティブ・ラーニング」の 3 つの変数

を割り当てることとした。レポート内容に応じて

変数を後から割り当てているので，受講学生によ

って，提示される学習課題が 1 つに偏るケースも

ありうる点にご留意いただきたい。「まとめ」につ

いては， 3 つの学習課題が提示された後，必ず行

うことになっているので，対象となる受講学生は

全員が作成している。まずは，それぞれの学習課

題のカテゴリーごとの特徴をみるために，どのよ

うな語が多く出現するのか見ていこう（図表 4）。 

 「授業展開」を論点としてものの特徴としては，

「生徒」「必要」「授業」などの語が頻出している。

ここでは特に，「生徒」「時間」「質問」の項目に着

図表  4 学習課題ごとの頻出語  

授業展開 資料活⽤ アクティブラーニング まとめ
⽣徒 .371 ノート .500 ⽣徒同⼠ .500 教育実習 .750
必要 .333 集中 .400 グループ .429 意識 .667
授業 .324 少ない .364 共有 .429 改善 .615
理解 .316 ⽤いる .364 コミュニケーション .400 模擬授業 .600
時間 .286 フロア .357 取り組む .400 改めて .600
質問 .278 使⽤ .308 調べる .400 初めて .600
書く .269 書く .304 アクティブラーニング .308 分かる .571
計画 .263 ワークシート .300 出来る .300 話す .539
他 .263 理由 .300 発表 .300 多い .500
⾒る .261 ⽣徒 .286 段階 .286 反省 .500

※数値は各受講学⽣が論点としたレポート項⽬内での語の出現率
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目して，解釈していこう。「生徒」が頻出している

ことは，受講学生が生徒との関係性を授業の中に

盛り込んだ展開を考えていることが窺える。「時間」

については，授業の流れを意識したペース配分に

ついての振り返りのことが窺える。「質問」につい

ては，上述の「生徒」との関連が考えられるが，

「質問」を活用した授業展開，すなわち対話型の

授業展開を模索する受講学生の気づきをみてとる

ことができる。  

 「資料活用」では，「ノート」「集中」「少ない」

などが頻出語となっている。ここでは特に，「ノー

ト」「フロア」「ワークシート」に着目したい。「ノ

ート」は児童・生徒に効率的に授業を理解させる

こと，復習を踏まえた授業づくりが考えられてい

たことが窺える。児童・生徒自身が必要な内容を

まとめる機会を積極的に作ろうとする学生の気づ

きがみてとれる。「フロア」については，フロアの

児童・生徒役の受講学生の反応や議論を行ったフ

ロアとのやり取りを振り返りに用いていることが

わかる。この点は，相互チェックによる結果も活

用して，改善点につなげる学習過程がみてとれる。

「ワークシート」は次の「アクティブ・ラーニン

グ」ともつながるところであるが，児童・生徒の

主体性を引き出すためには，具体的な取り組みを

授業内で行う必要がある。そのため受講学生は，

資料としてもワークシートを活用する必要性を感

じ取ったのではないかと思われる。  

 「アクティブ・ラーニング」を論点としたもの

の特徴としては，「生徒同士」「グループ」「共有」

などの語が頻出している。ここでは特に，「生徒同

士」「コミュニケーション」「調べる」に着目しよ

う。「生徒同士」という語が頻出していることから

は，アクティブ・ラーニングにおいて生徒同士の

やり取りの重要性が認識されていることがみてと

れる。この点は，「コミュニケーション」の語から

もいえることであり，受講学生がアクティブ・ラ

ーニングの実施の際，グループワークやペアワー

クなど一人ではなく複数人の学習形態を想定して

いることを意味しているといえよう。そして「調

べる」については，児童・生徒の理解を促す手法

として，自身で「調べる」活動を想定しているこ

とが窺える。この点は，「探求的な学習過程」にも

つながることだと考えられるため，実践的指導力

を身につけるための理論的背景を学生が十分理解

できたと考えてよいのではないだろうか。  

 最後は「まとめ」について書かれたレポートに

ついてである。その特徴として，「教育実習」「意

識」「改善」などが頻出している。特に，「教育実

習」「改善」「反省」に着目しよう。まず「教育実

習」であるが，これは言わずもがな，受講学生が

教育実習を想定しながら「社会科・公民科教育法」

の授業を受講したことを意味している。これは，

教職課程に位置づく教科教育法における一つの目

的を果たしたものとして捉えてよいのではないだ

ろうか。多くの受講学生が教育実習を視野に入れ

たまとめを行っており，そのために必要な力につ

いて検討を行う機会として位置付けることができ

ていたといえる。「改善」「反省」語が頻出してい

ることからは，多くの受講学生が自身の授業に修

正が必要だと感じていることが窺える。しかしな

がら，「反省」という語については，単に授業改善

を行えばよいのではなく，自身が行う授業に責任

が発生することを受講学生が念頭に置いてレポー

トを作成していることも窺えた。  

 

生徒からすると教育実習に来る先生も，学校の先

生と何も変わらずに接すると思いますし，授業を

受けていくと思うので，生徒の時間を無駄にしな

いように自分を高めていきたいと考えています。

今回の社会科・公民科教育法では，自分の授業は

もちろん他受講生の授業を見ることができ，考え

方の幅が多く広がったと思います。また，他受講

生の反省点や改善点も見ることが出来たのでそれ

も学びに繋がったと思いました。なので，今回の

社会科・公民科教育法を受けることで多く学ぶこ

とが出来たので，受講出来良かったです。（受講学

生のレポートより）  
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 引用部分で「反省」という語は，自身の反省と

いう意味ではないが，多くの受講学生が 50 分の模

擬授業を実施した後，うまくいかなかった部分の

改善点を提示したり，そのことへの準備不足等へ

の反省があったりしたことが記されている。特に，

「生徒の時間を無駄にしないように」という表現

からは，教育実習において教師を務めることに十

分に責任を感じていることを見てとることができ

る。この点においても，学校で児童・生徒に授業

を行うことへの理解を深めることにつながってい

るので，教師としての自覚につながる経験となっ

たのではないかと思われる。  

 図表 5 は，語の布置関係である。円形の囲みは

筆者がそれぞれの群を解釈する上で有効な範囲で

あると判断した部分である。それぞれの群で特徴

的である語をみていこう。「授業展開」群では，「時

間」や「計画」，「黒板」などの語がみられ，具体

的には授業全体の進行に関する用語が目立った。

そのため，授業で取り扱う内容に関する語である

「宗教」「人物」なども，ここに位置している。「ま

とめ」群では，「教育実習」「模擬授業」「全体」な

どの語が目立っており，自身の取り組みを総合的

に振り返る形で書かれていることがわかる。特に，

授業展開とは重なる部分も多く，特徴的にも似て

いた。「資料活用」は成分 1 の要素が強く出ており，

「ワークシート」「読む」「教科書」など，具体的

な授業方法に関する語が目立っている。一方，「ア

クティブ・ラーニング」群は成分 2 の要素が強く，

「発表」「出来る」「理解」といった児童・生徒目

線の用語が目立つ。  

 こうした位置関係から，成分 1 と成分 2 に名前

を付けるとすれば，成分 1 が「教師主体要素」，成

分 2 が「生徒主体要素」となろうか。 X 軸のベク

トルで表現される成分 1「教師主体要素」は，教師

が事前に準備しておく必要があることを意味する

用語が並んでいる。「読む」といった語も存在する

が，これは生徒が主体的に教科書等を読むのでは

なく，授業の中で教科書を読ませることを意味し

図表  5 学習課題と頻出語の対応分析  
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ており，授業の進行の中で教科書をどのように活

用するのかといった視点で記されている。一方，

Y 軸のベクトルで表現される成分 2「生徒主体要

素」は，生徒が主体となる「発表」「理解」「出来

る」といった語が中心となり，その成分が強いも

のに，言葉のとおりであるが，「アクティブ・ラー

ニング」が位置づいている。  

 結果から導かれる課題として，「アクティブ・ラ

ーニング」と「ワークシート」の結びつきを強め

る必要性が感じられる。効果的なアクティブ・ラ

ーニングを行うためには，児童・生徒に問題関心

を持たせるような働きかけが必須である。そのた

めに，具体的な作業を伴うような取り組みを行う

ケースもあるだろう。その場合，児童・生徒がそ

の作業の趣旨を十分に理解するためにも，取り組

みやすいようワークシートを作成する必要がある。

このように考えれば，「アクティブ・ラーニング」

と「ワークシート」の親和性は高いはずであるが，

受講学生のレポートの分析結果からはそのことを

見てとることはできない。すなわち，この点の理

解が十分ではないということであろう。実践的指

導力を高める「教科の指導法」のためには，改善

が必要な点であるといえる。  

 

5 . おわりに  

 このように本稿では，「社会科・公民科教育法Ⅰ・

Ⅱ」の相互チェックの取り組みにおける受講学生

の学びについて， KHcoder による共起ネットワー

クの作成と対応分析を行った。共起ネットワーク

では，授業を行うことへの受講学生の姿勢や授業

方法における課題点などが明確に表れる結果が得

られた。対応分析では， 4 つの変数を作成するこ

とによって，「教師主体要素」と「生徒主体要素」

の 2 つが成分として抽出された。この結果におい

ては，「アクティブ・ラーニング」と「ワークシー

ト」の関係性をめぐる課題がみられた。  

 本稿で扱った相互チェックの仕組みでは，受講

学生同士が評価し合うこととなる。当然，受講学

生が他者からの指摘によって，自身の授業課題を

見つけるケースも見受けられたわけであるが，評

価をされているということを自覚することで，主

体的に授業の課題部分を見つけ出し，改善してい

こうとする意識付けにもつながっていたのではな

いかと思われる。  

 そのため，実践的指導力を高めるための授業展

開として，相互チェックによる取り組みは一定程

度の成果が出ているのではないかと思われるが，

これは受講学生が不十分なところがないかを確認

する姿勢をもってして，自身の模擬授業に臨むこ

とができていたからであるというのが今回の見解

である。授業は，当然教師だけで行えるものでは

なく，児童・生徒との対話が必要不可欠である。

そのことを経験的に理解し，一つ一つの経験を次

回につなげていく，そうした姿勢を育てていくこ

とが教職課程における実践的指導力を高める「教

科の指導法」の一つの役割ではないだろうか。そ

の点において，今回得られた「アクティブ・ラー

ニング」と「ワークシート」の関係性をめぐる課

題は早急に解決が必要なものだと考えられる。こ

の点は，次年度の授業の中で解決できるような仕

組みづくりや受講学生への意識付けを行っていき

たい。  
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教職課程に求められる教育プログラムの検討 

―教育実習後の学習成果調査から― 

 

白 坂 正 太（社会環境学科） 
 

Consideration of the educational program required in the teacher-training curriculum 
- From learning outcomes survey after Teaching Practice – 

 

Shota Shirasaka (Department of Socio-Environmental Stuies) 
 

Abstract 

 

 This report is intended to considerate the future guideline in the teacher-training curriculum. Therefore the questionnaire 

survey for the student of the teacher-training curriculum was conducted. This questionary survey is intended to visualize the 

learning outcomes of the student of the teacher-training curriculum. From a result of the questionary survey, two problems 

became clear. The first is to expand school internship and a volunteer experience of the extracurricular activities. The second 

is to expand the liberal arts to lead to the deepening of the specialized subject. 

 

Key words: teacher-training curriculum, learning outcomes, teaching practice, competence 

 

1 . はじめに  

 本稿では，教員に求められる資質の視点から，

学生が不十分であると考えている教職に関する能

力を明確にすることを通して，教職課程における

今後の指針を検討することを目的としている。  

 教員に求められる視点については，具体的な教

科指導や生徒指導に関するものから，資質に関す

るような概念的なものまであり，非常に多岐にわ

たっている。本稿では，多様な学校段階で共通す

ると考えられる資質の視点から議論を行っていく

こととする。この点において，文部科学省は，「養

成と採用・研修との連携の円滑化」1 )を図るために，

その資質能力について 3 つの視点から分析 2 )して

いる。一部を抜粋し，以下に記す。  

 

①  いつの時代にも求められる資質能力  

 教育者としての使命感，人間の成長・発達につ

いての深い理解，幼児・児童・生徒に対する教育

的愛情，教科等に関する専門的知識，広く豊かな

教養，そしてこれらを基盤とした実践的指導力と

いった能力がいつの時代にも教員に求められる資

質能力である。  

 

②  今後特に求められる能力  

 教員には，まず，地球や人類の在り方を自ら考

えるとともに，培った幅広い視野を教育活動に積

極的に生かすことが求められる。また，教員とい

う職業自体が社会的に特に高い人格・識見を求め

られる性質のものであることから，教員は変化の

時代を生きる社会人に必要な資質能力をも十分に

兼ね備えていなければならない。  

 

③  得意分野を持つ個性豊かな教員の必要性  

 学校においては，多様な資質能力を持つ個性豊

かな人材によって構成される教員集団が連携・協

働することにより，学校という組織全体として充

実した教育活動を展開すべきものである。教員の

資質能力の在り方を考えるに当たっては，画一的
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な教員像を求めることは避け，生涯にわたり資質

能力の向上を図るという前提に立って，全教員に

共通に求められる基礎的・基本的な資質能力を確

保するとともに，更に積極的に各人の得意分野づ

くりや個性の伸長を図ることが必要である。  

 

 ①は，全教員に求められる実践的指導力につい

てまとめられている。特に，児童・生徒との関わ

りに関する力と教科指導力及び教養を有機的に組

み合わせることができる力と解釈してもよいかも

しれない。すなわち，教師としての人間力とも呼

べるものであろう。  

 ②は，地球や人類規模といった広い視野で教育

を考える力と日々学び続けることで変化の時代に

対応できる力について述べられている。特に，昨

今では AI の発達などによって産業構造が大きく

変化しつつあり，次の時代に合わせて児童・生徒

にはどのような力が必要なのかを見通し，自分自

身もその力を身につけ教育に活かせるようにして

いく必要があることを示しているといえよう。  

 ③は，多様な教員の必要性について述べられて

いる。児童・生徒にとって，多様な人間と関係性

を持つことは教育的に必要不可欠である。そのた

め，教員が画一的な存在にならないよう，教員と

して最低限の資質能力として，①や②を求めつつ，

各教員が長所を伸ばすことで，多様な人間との関

係づくりにつなげようとしていることが窺える。  

 3 つの項目から教員に求められる資質から必要

な能力を整理してみると，「教育実践力」「時代に

対応できる力」「得意分野の専門力」と類型するこ

とができようか。③は，必ずしも専門的な能力が

求められているとはいえないが，教員として他者

と異なる個性が求められることを踏まえれば，得

意分野における卓越した能力があることが望まれ

ていると解釈しても問題はなかろう。この 3 つの

項目において，教職課程で今後学生にその意識付

けを特に促す必要があるのは，②の「時代に対応

できる力」であると考えられるだろう。①につい

ては，最も重要であるといっても過言ではないだ

ろうが，教職課程におけるカリキュラムの中で，

既に意識的に行われているものである。平成 31 年

度からはコアカリキュラムに準拠した形で教職課

程の授業を展開することが求められることからわ

かるように，既に力を入れて行っている項目であ

る。同様に，③についても，学生は，各学科等の

専門的な学問体系を学んでいることからも，個性

の伸長を図る上での素地は十分にできていると考

えられるだろう。加えて，②の「時代に対応でき

る力」については，どのような力が求められてい

るのかを主体的に考える視点も必要となる。その

ため，①の「教育実践力」や③の「得意分野の専

門力」と関連させて，教育に活かしていく必要も

ある。すなわち，①や③をどのように時代に合わ

せて変容させていく必要があるのかを考えなけれ

ばならないのである。  

 こうした視点から本稿では，「時代に対応できる

力」の観点から，本学の教職課程における今後の

課題について検討を進めていく。  

 

2 . 「時代に対応できる力」の学習成果可視化  

 まずは本稿が着目する「時代に対応できる力」

について，文部科学省の見解に合わせて，その視

点を検討してみよう。  

 文部科学省は，「今後特に教員に求められる具体

的資質能力の例」 2 )として，「地球的視野に立って

行動するための資質能力」「変化の時代を生きる社

会人に求められる資質能力」「教員の職務から必然

的に求められる能力」の 3 つの観点から整理して

いる。それぞれが先述した「時代に対応できる力」

に該当する能力として位置付けることができるた

め，本稿ではこの整理に依拠する形で議論を進め

ていこうと思う。  

 1 点目の「地球的視野に立って行動するための

資質能力」では，より具体的な項目として，「地球，

国家，人間等に関する適切な理解」「豊かな人間性」

「国際社会で必要とされる基本的資質能力」の 3

つが設定されている。  

 2 点目の「変化の時代を生きる社会人に求めら



－ 23 － 

れる資質能力」についても同様に，「課題解決能力

等にかかわるもの」「人間関係にかかわるもの」「社

会の変化に適応するための知識及び技能」の 3 項

目がより具体的に設定されている。  

 3 点目の「教員の職務から必然的に求められる

能力」についても上記 2 つの項目と同様に，「幼

児・児童・生徒や教育の在り方に関する適切な理

解」「教職に対する愛着，誇り，一体感」「教科指

導，生徒指導等のための知識，技能及び態度」の

3 つの項目がより具体的な項目として設定されて

いる。  

 本稿では，これらの項目から質問を作成し，教

育実習後の学生にそれらの能力が十分に身につい

ていたかを問うことで，教職課程における全体的

な学習成果を分析する形で進めていく。  

 

3 . 質問項目  

 「地球的視野に立って行動するための資質能力」

「変化の時代を生きる社会人に求められる資質能

力」「教員の職務から必然的に求められる能力」か

ら抽出した項目は，図表 1 の通りである。  

 ここで設定された質問項目は，対象が広くやや

抽象度の高い表現になっているともいえる。より

具体的な教職に関する質問項目として，「児童・生

徒を叱ること」「生徒指導」「保護者との関係構築」

「地域住民との関係構築」「同僚教員との関係構築」

「教科指導全般」の 6 つを加え，掛け合わせるこ

とで，抽象度の高い項目の学習状況がどのように

変化するのか検討できるようにしている。  

 

4 . 教育実習の担当科目  

 教育実習では，基本的に自身が取得を目指す教

科の授業を担当することになる。加えて，学級活

動・ホームルーム活動や道徳の授業を担当するこ

ともある。学級活動・ホームルーム活動について

は，朝一の授業開始前やその日の授業全体が終了

した後に行うショートホームルームと学級全体の

課題の解決などを目指すロングホームルームがあ

り，生徒の日常的な取り組みに対する助言や指導

を行う機会が得られる場合もある。学生が教育実

地球環境に関する理解 ⼦どもの発達に関する理解
国家に関する理解 教育の在り⽅に関する理解
⼈間の在り⽅に関する理解 教職の使命感に関する理解
社会・集団の規範意識に関する理解 教師の責任感に関する理解
⼈権尊重の精神 教員の役割に関する知識
男⼥平等の精神 ⼦どもの個性を活かす能⼒
ボランティア精神 教育相談援助に関する能⼒
考え⽅や⽴場の相違を受容し、多様な価値観を尊重する態度 困難な事態をうまく処理できる能⼒
国際社会に貢献する態度 地域と円滑な関係を構築できる能⼒
⾃国や地域の歴史・⽂化を理解・尊重する態度 家庭と円滑な関係を構築できる能⼒
論理的思考⼒ 児童・⽣徒を叱ること
課題解決能⼒ ⽣徒指導
継続的な⾃⼰教育⼒ 保護者との関係構築
社会性 地域住⺠との関係構築
コミュニケーション能⼒ 同僚教員との関係構築
⾃⼰表現能⼒ 教科指導全般
外国語の能⼒
メディア・リテラシー
コンピューター活⽤能⼒

図表1 教職課程の学習成果可視化のためのアンケート項⽬
（「時代に対応できる⼒」に関連する項⽬）

地球規模で考
える能⼒

変化の時代を
⽣き抜くため

の能⼒

教員の職務能
⼒

教員の具体的
な役割全般

図表  1 教職課程の学習成果可視化のためのアンケート項目  

（「時代に対応できる力」に関連する項目）  
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習の学習成果を見直すきっかけを考える上でも，

教育実習中にどのような科目を担当したのかにつ

いては，把握しておく必要がある。そこで，今回

分析の対象となる学生がどのような授業科目を担

当したのかについてまとめておいた。同様に，ど

の学校種に教育実習に行ったのかについても，学

習の不十分さを実感する程度に違い生じる可能性

があると考えられるため，その点も含めて整理し

ている。  

 H30 年度の教育実習を終えた教職課程履修性の

担当科目は図表 2 の通りである。自身が取得する

教科以外に担当した授業の割合としては，ショー

トホームルームが 4 割近くになっているが，道徳

とロングホームルームについては， 1 割程度にと

どまっていることがわかる。教育実習中において

は，基本的に実習先の教育プログラムに沿うこと

になるため，このように担当科目に差が生じるこ

とは致し方がないともいえる。しかしながら，学

生に均一な学習機会を与えることを考えれば，こ

うした実習中の教育プログラムの差も保証できる

ような教職課程の教育プログラムを開発すること

も考えなければならないともいえる。  

 次に上述した質問項目への学生の回答を基に，

学習成果をみていこう。回答については，学習内

容が十分だったか否かを学生自身が判断するメタ

認知的な把握の手法であり，実際に学習内容が定

着しているかどうかを試験のようなもので測定し

て判断しているものではないことにご留意いただ

きたい。  

  

平均
標準
偏差

地球環境に関する理解 2 （ 6.90% ） 12 （ 41.38% ） 14 （ 48.28% ） 1 （ 3.45% ） 0 （ 0.00% ） 2.48 0.68

国家に関する理解 3 （ 10.34% ） 11 （ 37.93% ） 12 （ 41.38% ） 3 （ 10.34% ） 0 （ 0.00% ） 2.52 0.81

⼈間の在り⽅に関する理解 0 （ 0.00% ） 3 （ 10.34% ） 11 （ 37.93% ） 12 （ 41.38% ） 3 （ 10.34% ） 3.52 0.81

社会・集団の規範意識に関する理解 0 （ 0.00% ） 4 （ 13.79% ） 10 （ 34.48% ） 13 （ 44.83% ） 2 （ 6.90% ） 3.45 0.81

⼈権尊重の精神 0 （ 0.00% ） 3 （ 10.34% ） 10 （ 34.48% ） 11 （ 37.93% ） 5 （ 17.24% ） 3.62 0.89

男⼥平等の精神 0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 8 （ 27.59% ） 11 （ 37.93% ） 8 （ 27.59% ） 3.86 0.90

ボランティア精神 1 （ 3.45% ） 4 （ 13.79% ） 11 （ 37.93% ） 11 （ 37.93% ） 2 （ 6.90% ） 3.31 0.91

考え⽅や⽴場の相違を受容し多様な価値観を尊
重する態度

0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 11 （ 37.93% ） 12 （ 41.38% ） 4 （ 13.79% ） 3.62 0.81

国際社会に貢献する態度 1 （ 3.45% ） 7 （ 24.14% ） 14 （ 48.28% ） 6 （ 20.69% ） 1 （ 3.45% ） 2.97 0.85

⾃国や地域の歴史・⽂化を理解・尊重する態度 2 （ 6.90% ） 6 （ 20.69% ） 11 （ 37.93% ） 9 （ 31.03% ） 1 （ 3.45% ） 3.03 0.96

図表３ 学習成果のメタ認知（ 「地球的視野に⽴って⾏動するための資質能⼒」）
学習が不⼗分であっ

た
やや学習が⾜りな

かった
どちらともいえない ある程度は学習でき

ていた
学習は⼗分であった

図表  3 学習成果のメタ認知（「地球的視野に立って行動するための資質能力」）  

図表  2 実習先の学校種と担当教科  

（ n＝ 2 9， 複 数 回 答 ）

数学 9（ 31.03% ） 6（ 20.69% ）

理科 2（ 6.90% ） 4（ 13.79% ）

社会科・公⺠科 4（ 13.79% ）

情報 3（ 10.34% ）

⼯業 1（ 3.45% ）

道徳 2（ 6.90% ）

ショートホームルーム 5（ 17.24% ） 6（ 20.69% ）

ロングホームルーム 1（ 3.45% ） 2（ 6.90% ）

⾼校 中学校
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5 . 「時代に対応する力」は身についているのか？  

5 .  1 「 地 球的 視野 に 立っ て行 動 する ため の 資質

能力」  

 第一に「地球的視野に立って行動するための資

質能力」についてアンケートの結果についてみて

いく。結果は図表 3 の通りである。集計結果の平

均値が 3 を下回るものに着目していこう。  

 これらの項目については，「地球環境に関する理

解」「国家に関する理解」「国際社会に貢献する態

度」の 3 つの項目において，平均値が 3 を下回る

結果が得られた。「地球環境に関する理解」「国家

に関する理解」「国際社会に貢献する態度」の共通

項としては，やや広範囲的な解釈になるが，教育

における社会的位置づけに関する理解としてみる

ことができるだろう。実際に子どもたちの教科横

断的な学びをみて，それらが社会にどのようにつ

ながるのか，さらにはどのような活用の道筋を学

生自身が考えているのかによって，学習内容のメ

タ認知が変わってくるであろう。すなわち，ここ

で取り扱う「地球環境に関する理解」「国家に関す

る理解」「国際社会に貢献する態度」が教育の意義

と結びついていれば，学習が十分にできていると

感じ，それでなかった場合に学習が不十分である

と感じるということが想定される。この点におい

て，教職課程における教養教育の充実が求められ

ると考えられる。多角的な視点から教育を捉える

ことができれば，生徒の一つ一つの学びを適切に

位置づけたうえで，解釈していけるようになると

考えられるからである。  

 

5 .  2 「 変 化の 時代 を 生き る社 会 人に 求め ら れる

資質能力」  

 次に，「変化の時代を生きる社会人に求められる

資質能力」についてアンケートの結果についてみ

ていく。結果は図表 4 の通りである。前項と同様

に，集計結果の平均値が 3 を下回るものに着目し

つつ，検討を進めてみよう。  

 「変化の時代を生きる社会人に求められる資質

能力」の項目では，「外国語の能力」についてのみ

平均値が 3 を下回る結果となった。そのほかの項

目は軒並み 3 以上の値を示しており，学生たちが

学習内容の定着に自信を持っていることが窺える。

特に，コミュニケーション能力については， 4 を

超える数値が出ており，学生たちが教育実習中に

多様な人間関係をうまく築くことができているこ

とが推察できる。  

 平均値が 3 を下回る「外国語の能力」について

は，学校教育現場でこれまで以上に英語教育に力

平均
標準
偏差

論理的思考⼒
0 （ 0.00% ） 4 （ 13.79% ） 16 （ 55.17% ） 7 （ 24.14% ） 2 （ 6.90% ） 3.24 0.77

課題解決能⼒
0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 12 （ 41.38% ） 14 （ 48.28% ） 1 （ 3.45% ） 3.48 0.68

継続的な⾃⼰教育⼒
0 （ 0.00% ） 1 （ 3.45% ） 17 （ 58.62% ） 9 （ 31.03% ） 2 （ 6.90% ） 3.41 0.67

社会性
0 （ 0.00% ） 3 （ 10.34% ） 9 （ 31.03% ） 15 （ 51.72% ） 2 （ 6.90% ） 3.55 0.77

コミュニケーション能⼒
0 （ 0.00% ） 0 （ 0.00% ） 3 （ 10.34% ） 16 （ 55.17% ） 10 （ 34.48% ） 4.24 0.62

⾃⼰表現能⼒
0 （ 0.00% ） 1 （ 3.45% ） 10 （ 34.48% ） 13 （ 44.83% ） 5 （ 17.24% ） 3.76 0.77

外国語の能⼒
9 （ 31.03% ） 10 （ 34.48% ） 7 （ 24.14% ） 2 （ 6.90% ） 1 （ 3.45% ） 2.17 1.05

メディア・リテラシー
0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 15 （ 51.72% ） 7 （ 24.14% ） 5 （ 17.24% ） 3.52 0.86

コンピューター活⽤能⼒
1 （ 3.45% ） 7 （ 24.14% ） 8 （ 27.59% ） 9 （ 31.03% ） 4 （ 13.79% ） 3.28 1.08

ある程度は学習でき
ていた

学習は⼗分であった

図表4 学習成果のメタ認知（ 「変化の時代を⽣きる社会⼈に求められる資質能⼒」）
学習が不⼗分であっ

た
やや学習が⾜りな

かった
どちらともいえない

図表  4 学習成果のメタ認知（「変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力」）  
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を入れた取り組みがなされているからだと考えら

れる。前項でも述べたように，これからの社会で

は問題解決能力の養成が急務であり，英語教育に

おいても，これまでのような wri t i ng・read ing 中心

の教育の在り方から，「 4 技能」が重視されるよう

になりつつある。「 4 技能」とは，wri t ing・ read ing

の他に， l i s t en ing・ speak ing も対象としたもので，

より実践的に英語を使用することを前提とした教

育が展開されていくことが窺える。学生たちがこ

うした現場の文脈を実習の中で感じ，これまでの

学習体系と異なる形で「外国語の能力」を養成す

る必要があると感じたため，自身の学習不足を感

じる結果になったのではないだろうか。  

 また，「外国語の能力」については，前項の「国

際社会に貢献する態度」にも関連しており，次世

代を似合う生徒たちに国際通用性を備えてもらう

ためにも，教員側もこれらの力を十分に身につけ

ていく必要がある。教職課程の学生においても，

これからの生徒たちにどの程度の英語能力が求め

られるのか，また専門との関係の中にどのように

位置づけていくのかといった内容の教育プログラ

ムを開発し，学生がこれらのテーマで主体的に議

論できるような素地を整えていく必要があると考

えられる。  

 

5 .  3 「教員の職務から必然的に求められる能力」 

 3 つ目は，「教員の職務から必然的に求められる

能力」のアンケートの結果についてみていこう。

結果は図表 5 の通りである。前項と同様に，集計

結果の平均値が 3 を下回るものに着目しつつ，検

討を進めていく。  

 「教員の職務から必然的に求められる能力」の

項目では，「地域と円滑な関係を構築できる能力」

「家庭と円滑な関係を構築できる能力」の 2 つの

項目において，平均値３を下回る結果となった。  

 これらの項目で特徴的な点として，「学習が十分

であった」と感じている学生がほとんどいなかっ

た点も挙げることができる。この点については，

実習先の学校の校務分掌の実態などを知り，自身

の学習不足を感じる過程があったのではないかと

考えられる。特に，地域住民や保護者との関係構

築については，実習先で初めてその必要性を大き

く感じるということもあるだろう。また，実習先

の様々な文脈によって，その内容も大きく異なる。

平均
標準
偏差

⼦どもの発達に関する理解
0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 14 （ 48.28% ） 12 （ 41.38% ） 1 （ 3.45% ） 3.41 0.67

教育の在り⽅に関する理解
1 （ 3.45% ） 1 （ 3.45% ） 12 （ 41.38% ） 13 （ 44.83% ） 2 （ 6.90% ） 3.48 0.81

教職の使命感に関する理解
0 （ 0.00% ） 0 （ 0.00% ） 7 （ 24.14% ） 17 （ 58.62% ） 5 （ 17.24% ） 3.93 0.64

教師の責任感に関する理解
0 （ 0.00% ） 1 （ 3.45% ） 6 （ 20.69% ） 14 （ 48.28% ） 8 （ 27.59% ） 4.00 0.79

教員の役割に関する知識
0 （ 0.00% ） 0 （ 0.00% ） 7 （ 24.14% ） 16 （ 55.17% ） 6 （ 20.69% ） 3.97 0.67

⼦どもの個性を活かす能⼒
0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 14 （ 48.28% ） 10 （ 34.48% ） 3 （ 10.34% ） 3.48 0.77

教育相談援助に関する能⼒
0 （ 0.00% ） 2 （ 6.90% ） 9 （ 31.03% ） 17 （ 58.62% ） 1 （ 3.45% ） 3.59 0.67

困難な事態をうまく処理できる能⼒
0 （ 0.00% ） 4 （ 13.79% ） 17 （ 58.62% ） 7 （ 24.14% ） 1 （ 3.45% ） 3.17 0.70

地域と円滑な関係を構築できる能⼒
3 （ 10.34% ） 6 （ 20.69% ） 13 （ 44.83% ） 7 （ 24.14% ） 0 （ 0.00% ） 2.83 0.91

家庭と円滑な関係を構築できる能⼒
4 （ 13.79% ） 7 （ 24.14% ） 11 （ 37.93% ） 6 （ 20.69% ） 1 （ 3.45% ） 2.76 1.04

図表5 学習成果のメタ認知（ 「教員の職務から必然的に求められる能⼒」）
学習が不⼗分であっ

た
やや学習が⾜りな

かった
どちらともいえない

ある程度は学習でき
ていた

学習は⼗分であった

図表  5 学習成果のメタ認知（「教員の職務から必然的に求められる能力」）  
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より具体的に自身の動きを考えるようになれば，

圧倒的に経験が不足していることを学生たちは実

感するであろう。こうした学習不足を克服するた

めには，学校現場それぞれの文脈の中で，どのよ

うなことが必要であるのかといった視点を含みつ

つ，教職課程における教育プログラムの中で機会

保障を行う必要がある。昨今では教育実習前に学

校インターンシップや正課外でのボランティア活

動を通して，児童・生徒との関係性を実践的に身

につけていく教育プログラムの在り方についても

検討されている。本学においても，教職課程にお

ける実践的な取り組みを検討していく必要がある

と思われる。  

 

5 .  4 「教員の具体的な役割全般」  

 最後になるが，「教員の具体的な役割全般」に関

するアンケートの結果についてみていく。結果は

図表 6 の通りである。前項と同様に，集計結果の

平均値が 3 を下回るものに着目しつつ，検討を進

めてみよう。  

 「教員の具体的な役割全般」に関する項目では，

「児童・生徒を叱ること」「生徒指導」「保護者と

の関係構築」「地域住民との関係構築」において，

平均値 3 を下回る結果となった。これらの項目を

グループ分けしてみれば，「児童・生徒を叱ること」

「生徒指導」の第 1 のグループ，「保護者との関係

構築」「地域住民との関係構築」の第 2 のグループ

に分かれることになる。各グループについて，検

討を進めていこう。  

 「児童・生徒を叱ること」「生徒指導」のグルー

プは，実習の中で実際に生徒と関わる中で学習不

足を感じる者が多かったのではないかと考えられ

る。前項でも触れたが，こうした実践的な教育経

験と大きく関係することが考えられるものについ

て，学校インターンシップや正課外でのボランテ

ィア活動などを教職課程内の教育プログラムの中

で充実させていく必要があるだろう。  

 第 2 のグループ「保護者との関係構築」「地域住

民との関係構築」については，第 1 のグループと

異なり，実習中に保護者や地域住民と直接関わる

機会は少ないと考えられるため，具体的な校務分

掌を目の当たりにしたときに，自身がこなすこと

ができるのかという観点から学生が不安を抱いた

のではないかと思われる。この点においても，第

1 のグループと同様に学校インターンシップや正

課外でのボランティア活動の中で，実際に保護者

や地域住民とも関わりが持てるような教育プログ

ラムを構築することが求められるといえ，より実

践的な教育機会が必要になってくると思われる。  

 

6 . おわりに  

 本稿では，教職課程における学習成果を可視化

し，今後の教育課題を明らかにするために，教育

実習後のアンケート調査を基に検討を進めてきた。

平均
標準
偏差

児童・⽣徒を叱ること
1 （ 3.45% ） 11 （ 37.93% ） 11 （ 37.93% ） 6 （ 20.69% ） 0 （ 0.00% ） 2.76 0.82

⽣徒指導
1 （ 3.45% ） 6 （ 20.69% ） 15 （ 51.72% ） 7 （ 24.14% ） 0 （ 0.00% ） 2.97 0.76

保護者との関係構築
12 （ 41.38% ） 4 （ 13.79% ） 13 （ 44.83% ） 0 （ 0.00% ） 0 （ 0.00% ） 2.03 0.93

地域住⺠との関係構築
11 （ 37.93% ） 6 （ 20.69% ） 10 （ 34.48% ） 2 （ 6.90% ） 0 （ 0.00% ） 2.10 0.99

同僚教員との関係構築
1 （ 3.45% ） 0 （ 0.00% ） 10 （ 34.48% ） 16 （ 55.17% ） 2 （ 6.90% ） 3.62 0.76

教科指導全般 3 （ 10.34% ） 5 （ 17.24% ） 8 （ 27.59% ） 9 （ 31.03% ） 4 （ 13.79% ） 3.21 1.19

図表6 学習成果のメタ認知（ 「教員の具体的な役割全般」）
学習が不⼗分であっ

た
やや学習が⾜りな

かった
どちらともいえない

ある程度は学習でき
ていた

学習は⼗分であった

図表  6 学習成果のメタ認知（「教員の具体的な役割全般」）  
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ここでは，これまでの考察結果をまとめて，分析

の深化のための今後の課題について検討を行って

いこう。  

 本稿では，教員に求められる能力の例として，

文部科学省が「今後特に教員に求められる具体的

資質能力の例」( 2 )として示す，「地球的視野に立っ

て行動するための資質能力」「変化の時代を生きる

社会人に求められる資質能力」「教員の職務から必

然的に求められる能力」に加え，「教員の具体的な

役割全般」の計 35 項目から，教育実習においてそ

れまでの学習の十分さ・不十分さを問うた。本稿

では，これらの項目をまとめて，教員として「時

代に対応する力」として表現している。考察を行

う上では，平均値 3 を下回る結果となった項目に

着目し，なぜその項目の数値が低い結果となって

いるのかを検討した。結果として，「地球的視野に

立って行動するための資質能力」の項目では，「地

球環境に関する理解」「国家に関する理解」「国際

社会に貢献する態度」の 3 項目，「変化の時代を生

きる社会人に求められる資質能力」の項目では「外

国語の能力」の 1 項目，「教員の職務から必然的に

求められる能力」の項目では，「地域と円滑な関係

を構築できる能力」「家庭と円滑な関係を構築でき

る能力」の 2 項目，「教員の具体的な役割全般」の

項目では，「児童・生徒を叱ること」「生徒指導」

「保護者との関係構築」「地域住民との関係構築」

の 4 項目，合計 10 項目で平均値 3 を下回る結果

が出ていた。これらの項目をグループ分けしてみ

ると，大きく 2 つの性質を持つことになるだろう。 

 1 つ目のグループは，「地域と円滑な関係を構築

できる能力」「家庭と円滑な関係を構築できる能力」

「児童・生徒を叱ること」「生徒指導」「保護者と

の関係構築」「地域住民との関係構築」のグループ

である。これらの項目からは，学校現場の文脈を

知る教育プログラムの充実が示唆される。教育実

習で初めての教育現場を経験する学生にとっては，

現場の文脈を多様な視点から比較しながら学習し

ていくには経験が足りない。生徒の実態や校務分

掌の在り方については，その現場の性質が色濃く

出るため，必ずしも教育実習中に経験することが，

各学校種のメジャーな在り方であるとはいえない

可能性もある。その点において，「この現場では，

〇〇はこんな風にしているのだな」と思えるよう

になれる比較の視点を持っていれば，自身の経験

を体系的に組み上げていくことにつながる。特に，

授業において必要不可欠である学習指導案の様式

など，固定的な見え方が身についてしまうと学生

自身の育ちを阻害する要因になりかねない。広い

視野をもって，教育実習に臨み，各学校現場にお

ける文脈を理解することに努めるといった視点を

持つためにも，教育実習前に何らかの形で学校現

場と関わることは必要不可欠ではないかと思われ

る。  

 2 つ目のグループは，「地球環境に関する理解」

「国家に関する理解」「国際社会に貢献する態度」

「外国語の能力」のグループである。このグルー

プからは，専門の教科教育のみならず，広い教養

を身につけ，専門教科を横断的視点から位置付け

ることができるようにするための教育プログラム

の充実が求められる。全国的に展開される全国学

力・学習状況調査においても，令和 2 年度より問

題解決能力を問うことが示されているように，こ

れまでの知識偏重型の教育から問題解決型の教育

の転換を窺い知ることができる。教員としても自

身の専門を単なる知識として位置付けるのではな

く，専門的な知識をどのように応用し，地球規模・

国際的視点でどのように役立てるのかを把握する

ためにも多面的な教養力は必要不可欠である。そ

こで，こうした内容を身につけていくための教育

プログラムとして，教科横断的視点の習得につな

がる教養教育の充実は必要不可欠であるといえる。 

 本稿では，上述したように，教員として「時代

に対応する力」について，その平均値が 3 を下回

る項目に着目しながら検討を進めてきた。その結

果，①学校インターンシップや正課外ボランティ

ア体験などの充実，②専門科目の深化につながる

教養教育の充実という 2 つの課題を見出すことが

できた。しかしながら，各項目同士の関係性や，
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各項目の学習成果のメタ認知における属性的な傾

向などについては統計的な分析から把握すること

はできていない。今回の調査結果，さらに次年度

以降の調査結果を踏まえたうえで，項目ごとの関

係性をみるための相関分析及び属性や性質ごとの

特徴を把握するためのクロス集計など，さらに深

い分析が必要になるが，それらは今後の課題とし

たい。  
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科目「卒業研究」の今後の展開に関する考察 
 

高 橋 昌 也（情報メディア学科） 
 

A Consideration of My Future Development of a Subject “Graduation Study” 
 

Masaya Takahashi (Department of Information and Multimedia Technology) 
 

Abstract 

 

 In the recent years, I offer classes on fundamental calculus, discrete mathematics, statistics and information processing at 

Fukuoka Institute of Technology, Junior College. However, society require the higher knowledge and ability to junior college 

students. So, after fiscal year 2020, I will develop the classes of Graduation study and Project based learning for growing the 

scientific thinking method ability of students. For the development of the classes, we select “Graph theory,” “Origami” and 

“Accumlation of the past problems of university transfer examinations and their answers.” In this paper, I discuss the prototype 

to develop the teaching methoed of the degree sequence problems of graph theory, by using the active learning and the game 

of “rock–paper–scissors.”  

 

Key words: graph theory, discrete mathematics, scientific thinking method, tournament, game of “rock–paper–scissors” 

 

1 . はじめに  

 本学では 2020 年度に学科改組，カリキュラム改

定を考えており，実現した際には従来のプロジェ

クト学習（現情報メディア学科），専門ゼミナール

（ 現 ビ ジ ネ ス 情 報 学 科 ） に 代 わ り 「 PBL（ Pro jec t  

Based  Learn ing  課題解決型学習）科目」が設置さ

れ，全教員がその PBL 科目を担当することになる。

また，現情報メディア学科では「卒業研究」はプ

ロジェクト学習の総仕上げとして位置づけられて

いるため，プロジェクトを担当していない一部の

教員（筆者もその一人である）は卒業研究も担当

していないが，新カリキュラムでは全教員が卒業

研究を担当することになる。筆者は PBL 科目では

「情報数学演習」を担当する予定であり，この科

目の授業計画・授業内容等の明確化，テーマとそ

の教材の整備を日々進めており，それらに関する

論考は別の機会で既に行っている 1 2 )。しかし，卒

業研究についての論考は具体的には進めてこなか

った。そこで本稿では，筆者の卒業研究の今後の

展開について考察していくことにする。  

2 . 「卒業研究」の展開の概要  

2 .  1 開講科目との関連  

 筆者が近年，本学で担当している主な科目は以

下の表 2 .1 のとおりである。  

 

表  2 .1 筆者の近年の主な担当科目  

学科名  科目名  

情報メディア学科

情報数学  

微分積分学 I  

微分積分学 I I  

システム設計演習  

ビジネス情報学科

プログラミング基礎 I  

プログラミング基礎 I I

ビジネス統計学  

 

 これらの科目に対して，「微分積分学 I・ I I」で

は進路に合わせたクラス編成（国公立大学の理系・

情報系学部編入希望者とその他）を実施している

が，それ以外の科目では学籍番号による多様な学

生の混成クラスのため，初歩的な内容の講義・演
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習しかできていない。例えば，「情報数学」では 2

進数・ 8 進数・ 16 進数・ 10 進数の相互変換，固定

小数点表現・浮動小数点表現，簡単な論理演算と

半加算器・全加算器，等である。また，「微分積分

学 I・ I I（その他クラス）」では微分公式と合成関

数の考え方による微分の計算や積分公式，置換積

分法，部分積分法による不定積分・定積分の計算，

等である 1 0 , 1 1 )。しかし，社会が情報系短大の卒業

生に求めるスキルや学力はもっと高い。とは言え，

短大の 2 年間で身につけることができるスキルや

知識には限度があることも確かである。  

 そこで，2020 年度の学科改組・カリキュラム改

定後の PBL 科目や「卒業研究」では，社会に出て

から役に立つように，『論理的思考を含む科学的思

考方法を身につけることができる』ような授業を

展開する。  

 ところで，「科学的思考方法」とはどういうもの

かまだ述べていない。そこで次節では，それにつ

いて述べる。  

 

2 .  2 科学的思考方法  

 ここで，「論理的思考」を含む「科学的思考方法」

とは，『学習者自らが様々な現実事象に対して，そ

れを数学的に関わる問題と捉え，論理的に思考し

て証明する，実験などの客観的な手法を用いて検

証する，などの方法によって問題解答を図る。』と

定 義 され ， 具 体 的に は 以 下 の (B1)～ (B6)の 手 順 を

通して問題解決を図る方法である 5 )。  

 

 科学的思考方法による問題解決手順  

(B1)  問題発見： 現実の問題場面（現実事象）に

対して，既存知識に基づいて問題を想起・理解

し，数学的な観点から「何が問題であり，何を

数学で解決したいのか」を明確化する。  

(B2)  計画： 明確化された問題に対して，必要な

情報を得るための具体的な方法を考案する。問

題解決のための大まかな手順も決めておく。  

(B3)  情報収集： 計画に基づいて，調査する，観

察する，実験する，計測する，記録する，「論理

的考察」を行う，などの具体的な活動を通して

情報を収集する。ここでは，物理的な器具，デ

ジタル機器，コンピュータ，等のツールを用い

る場合もある。  

(B4)  情報整理： 得られたものの分散している情

報を理解し，関連付けるために，それらの情報

を分類する，比較する，選択する，などの操作

活動を通して情報を編集・整理する。そして，

整理された情報を取捨選択する。  

(B5)  数学的処理： 整理された情報を取捨選択す

ることで「数学化」（数学的モデルの作成）を行

い ， そ れ を も と に 「 数 学 的 結 果 の 導 出 ・ 検 証 」

を行う。  

  数学化では，情報を数量化，図形化，式化，

変数化などの数学的に表現する能力が要求され

る。数学的結果の導出では，作成した数学的モ

デルを基に，計算や証明などの的確な処理能力

が要求される。数学的結果の検証では，検証方

法や導出された結果に対する読み取り能力が要

求される。  

(B6)  振り返り： 得られた結果をまとめ，最終的

な答えを決定する。得られた結果や問題解決方

法が妥当なものであったかどうかの確認も行う。 

※  「論理的考察」は筆者が加筆した。また，こ

の手順はただ順番どおりに流れていくのではな

く，ある手順で問題点が発見された場合などは，

それ以前の適切な手順まで戻る。  

 

 ここで，上記の手順 (B1)については，参照した

論文 5 )が数学教育に関するものであるため，「数学

あるいは数学的な思考方法で解決する」ことが前

提になっている。同様に，上記手順 (B5)について

も「数学化」とか「数学的結果の導出・検証」と

いう表現になっている。  

 しかし，上記「科学的思考方法による問題解決

手順」は，「数学以外の手段も用いて解決したい」

問題にも応用することができる。ただし，どのよ

うな問題を解決するかにより，手順の内容を工夫

する必要がある。  
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 例えば「情報処理システムの開発による問題解

決手順」はソフトウェア工学の手法 4 )に準拠して

上記「科学的思考方法による問題解決手順」をア

レンジすることができるが，ページ数の関係で省

略する。  

 以上のような「科学的思考方法による問題解決

手順」を通して問題解決を図るためには，論理的

思考が不可欠である。そこで，このような『論理

的思考を含む科学的思考方法を身につけることが

できる』ような授業を，筆者が卒業研究という科

目の中で展開するためには，適切なテーマが必要

である。次節では，筆者の「卒業研究」のテーマ

について述べる。  

 

2 .  3 「卒業研究」のテーマ  

 2 .1 節で述べた筆者の近年の主な担当科目，およ

び下記表 2 .2 に掲げた 2020 年度の学科改組・カリ

キュラム改定後の筆者の主な担当予定科目との整

合性を考慮して，筆者は「卒業研究」のテーマと

し て ，以 下 の (C1)～ (C3)の よ う な 分 野 の 諸問 題 を

考えている。  

 

 卒業研究のテーマとする分野と諸問題  

(C1)  離散数学，特にグラフ理論  

(C2)  編入学試験の過去問題とその解答の蓄積  

(C3)  折り紙とそれを表現するプログラム作成  

 

表  2 .2 学科改組・カリキュラム改定後の  

筆者の主な担当予定科目  

学科名  科目名  

「新たな」  

情報メディア学科  

情報数学  

情報数学演習  

微分積分学 I  

微分積分学 I I  

プログラミング基礎  

卒業研究  

 

 「微分積分学そのもの」の諸問題をテーマとし

ない理由は，以下のとおりである。微分積分学の

起源は少なくとも 2500 年以上昔の古代ギリシャ

人の面積を求める方法にまで遡ることができ 1 9 )，

線 形 代 数 の 起 源 も 古 代 エ ジ プ ト の パ ピ ル ス や

1000 年 以 上 前 の 中 国 の 九 章 算 術 に ま で 遡 る こ と

ができる 1 5 )。それだけに両者とも多くの問題の解

法が確立されている。しかし，学修を深めていく

と理論的に複雑で，難解となる。国公立大学の数

学科の卒業研究ならともかく，短期大学の卒業研

究にはなじまないと思われる。  

 ただし， 3 年次への編入学を希望する学生をサ

ポートする目的で，福岡工業大学や他大学の微分

積分学や線形代数の編入学試験の過去問題の解答

を蓄積することは，意義のあることである。  

 また，「統計データの可視化」等，統計学に関す

る興味深い題材はあるが，統計学に関する担当予

定科目がなくなったため，それらは「卒業研究」

のテーマとしない。  

 離散数学については，「情報数学」という科目で，

論理演算などに触れる。また，「情報数学演習」と

いう PBL 科目で扱う予定である。この科目も上記

(B1)～ (B6)の 「 科学 的 思 考 方法 に よ る 問題 解 決 手

順」に沿って「科学的思考方法」の修得を目指し

て筆者が設定したテーマに対して，筆者が考案し

た教材を用いて授業展開する予定である。  

 ここで，本学では離散数学の初歩的な内容を「情

報数学」という科目名で実施しているが，その英

文表記は “Disc re te  Ma themat ic s”となっていて，こ

れは日本語では離散数学と訳される。また，いく

つかの書籍の目次を見た限り同じような内容であ

るのに，本のタイトルは「離散数学」であったり

「情報数学」であったり 1 , 3 , 6 , 7 , 1 3 , 1 4 )と，表記がマチ

マチである。よって，離散数学は「情報数学」と

いう科目の延長線上にあり，担当予定科目「情報

数学演習」とも整合が取れている。  

 「折り紙」は授業科目の中では実施されてはい

ない。しかし，上記 (B1)～ (B6)の「科学的思考方法

による問題解決手順」に沿って「科学的思考方法」

の修得を目指して考案された教材は「折り紙」で

ある 5 )。よって，「卒業研究」のテーマとする。  
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 以降の章ではページ数の関係で，上記 (C1)の「離

散数学，特にグラフ理論」の部分についてのみ述

べ ， (C2) (C3)に つ い て は 別 の 機 会 で 述 べ る こ と と

する。  

 

3 . 離散数学  

 離散数学には以下の (D1)～ (D3)のような特徴が

あるとされている 7 )。  

 

 離散数学の特徴  

(D1)  難解ではないが，初めて見る用語や定義が多

く，取り掛かりにくい。  

(D2)  離散数学の本題である組合せ理論，数え上げ，

グラフ理論の他に，集合や代数系の初歩，オー

トマトン・形式言語・ブール代数の入門など，

多岐にわたる。  

(D3)  それ故，『考える力』が必要である。  

 

 簡単に纏めると，離散数学には『難解ではない

が，考える力が必要である』という特徴がある。

さらに論点を掘り下げるために，下記に例題を示

す。  

 

 例題 1：  n 組の整数のペアからなる集合  

 =  { ( ,  )  |  i  =  1 ,  2 ,  …. ,  n}  

と，それらから生成される n (n  –  1 ) /2 組の整数の

ペアからなる集合  

 =  { (  =   +  ,   =   +  )  |   

i  =  1 ,  2 ,  …. ,  n  –  1 ,  j  =  i  +  1 ,  i  +  2 ,  …. ,  n}  

について，  のすべてのペアが偶数同士にならな

いように集合   を定めることができるか。ただ

し， n≧ 2 である。  

 

 上記「例題 1」を考える場合，「可能」ならばそ

の「例」を与えればよく，「不可能」ならばその「理

由」を考察し，述べる必要がある。ページ数の関

係で解答例は省略するが，「できるかどうか」とい

う問の答は以下のとおりである。  

 例題 1 の解答  

(1 ) 2≦ n≦ 4 の場合，「可能」である。  

(2 ) n≧ 5 の場合，「不可能」である。  

 

 解答例という表現をしたのは，「可能」な場合の

定め方，「不可能」であることを証明する方法とも

に，特別に高度な訳でもない既存の数学の知識を

組合わせて用いることで解を導き出すことができ，

その解法も 1 通りではないからである。  

 このように，離散数学に属する問題には以下の

(D4) (D5)のような特徴もある。  

 

 離散数学の問題の特徴（追加）  

(D4)  難解ではなく，既存の数学の知識を組合わせ

て用いることで解決できることが多い。  

(D5)  それ故，解答例や解法も 1 通りではなく，解

法が定まっていないことが多い。  

 

 離散数学が筆者の志向する「卒業研究」のテー

マとする大 きな理由が ，上記 (D4) (D5)に挙げた特

徴にある。  

 

4 . グラフ理論と「卒業研究」のテーマ  

 前章の (D2)で述べたとおり，グラフ理論は離散

数学の主要な分野である。また，グラフ理論は点

とそれらを結ぶ線から構成された図形を扱う学問

であるため，他の離散数学の分野に比べて視覚的

に理解し易い。そのことが，離散数学の中で，特

にグラフ理論が筆者の志向する「卒業研究」のテ

ーマとする大きな理由である。  

 「卒業研究」で「グラフ理論」を扱う場合，以

下の (E1)～ (E3)のようなテーマで考察する。  

 

 「卒業研究」における「グラフ理論」のテーマ  

(E1)  グラフ理論の諸問題の授業展開方法  

(E2)  グラフ理論の諸問題のコンピュータ処理  

(E3)  ス ポ ー ツ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 9 , 1 6 , 1 7 )に 関 す る

考察  
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 以降ではページ数の関係で，上記 (E1)の「グラ

フ理論の諸問題の授業展開方法」の部分について

の み 述 べ ， (E2) (E3)に つ い て は 別 の 機 会 で 述 べ る

こととする。  

 上記 (E1)の「グラフ理論の諸問題の授業展開方

法」とは『グラフ理論の諸問題の解説と演習を行

う授業について，その授業展開・授業方法を，筆

者と筆者の「卒業研究」に配属された学生により

研究する』というものである。つまり，『こういう

授 業 を す れ ば 受 講 生 は そ の 授 業 に 親 し み を 感 じ ，

授業内容を十分理解できる』という授業展開・授

業方法を研究するのである。  

 研究は，主に『筆者が授業展開・授業方法のプ

ロトタイプを作成し，それを基に筆者の「卒業研

究」の学生に対し模擬授業を行い，その結果を基

に皆で議論を重ね，2 .2 節の「科学的思考方法によ

る問題解決手順」を通して，授業展開・授業方法

案を収斂させていく』という方法で行う。  

 なお，グラフ理論の諸問題 2 , 7 , 8 )はページ数の関

係で付録に掲載する。また，授業を実施する上で

の前提条件は以下の (E4)～ (E6)のとおりである。  

 

 授業を実施する上での前提条件  

(E4)  受講生としては，卒業研究生の後輩に当たる

本学学生，高短・高大接続授業などの高校生な

どを想定している。  

(E5)  AL（アクティブラーニング）や UDL（学び

のユニバーサルデザイン）を活用する。  

(E6)  演習問題・演習課題等は，可能な限り 2 .2 節

の「科学的思考方法による問題解決手順」を通

して解決する。  

 

 以下では，付録に記したグラフ理論の諸問題の

中から「 1 .8  グラフ的数列か否かの判定」（以後，

次数列問題）を採り上げ，その授業展開・授業方

法についてのプロトタイプを提案する。  

 

 本章の始めに『グラフ理論は視覚的に理解し易

い』と述べたが，いきなり次数列問題の諸定義，

諸定理，例題の順に説明されても，論理的には理

解しにくいであろう。また，次数列問題を学ぶ意

義も見出しにくいであろう。そこで，次数列問題

に関する授業を上記の「前提条件」の下で，下記

の表 4 .1 のような流れで展開する。（表 4 .1 内の各

項目については以降で述べる。）  

 

表  4 .1 次数列問題の授業展開の流れ  

手順 グループ作業  個人作業  

1  グループ分け  

2  導入作業 A 導入作業 B 

3  発表会 1  & 諸定義説明作業  

4  事例考察作業 A 事例考察作業 B 

5  事前チェック  &  発表会 2  

6  メインテーマ説明作業  

7  発展的課題の説明作業  

 

 グループ分け： 上記「表 4 .1・手順 1」の作業

内容である。基本的には AL を活用しグループに

よる協働学習を随所に盛り込んでいくが，グルー

プ学習を苦痛に感じる学生に対しては，UDL の精

神によりグループ学習を強制せず，別の選択肢を

提示する。  

 

 導入作業 A： 上記「表 4 .1・手順 2」の作業内

容を以下の (F1)～ (F4)に示す。  

(F1)  n 人で 1 つのグループを作り，各グループに

模造紙を 2 枚ずつ配付する。  

(F2)  グループ内で『 1 回戦総当たりのジャンケン

によるリーグ戦』を行ってもらう。ただし，各

対戦は必ず勝負けの決着をつけることとする。  

(F3)  配付した模造紙 1 枚に下記の表 5 .2 のような

「 n 人によるジャンケン大会対戦結果表」を作

成する。  

(F4)  もう 1 枚の模造紙に，まず n 人に対応する

点を n 個書く。続いて勝った人に対応する点か

ら負けた人に対応する点へ矢印を書き込む。  

 

 導入作業 B： 上記「表 4 .1・手順 2」の作業内
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容を以下の (F5) (F6)に示す。  

(F5)  各人に模造紙 1 枚と下記の表 4 .2 が書かれた

紙 1 枚を配付する。（表 4 .2 は筆者と卒業研究生

とで予め作成しておく。）  

(F6)  配付した模造紙に，まず 6 人に対応する点を

6 個書く。続いて勝った人に対応する点から負

けた人に対応する点へ矢印を書き込む。  

 

表  4 .2 6 人によるジャンケン大会対戦結果表  

人  A  B  C D E  F  

対 A –  ●  ◯  ●  ◯  ◯

対 B ◯  –  ◯  ●  ●  ●

対 C ●  ●  –  ●  ●  ●

対 D ◯  ◯  ◯  –  ●  ●

対 E ●  ◯  ◯  ◯  –  ●

対 F ●  ◯  ◯  ◯  ◯  –  

※  ◯は勝ちを，●は負けを表す。  

 

 上記の「導入作業 A または B」の終了後，以下

の「発表会 1」を行う。その後，次数列問題の授業

に必要な最低限の「諸定義説明作業」を行う。  

 

 発表会 1：  上記「表 4 .1・手順 3」の前半の作

業である。各グループや各人で記入した模造紙を

示しながら，描いたジャンケン大会対戦結果表と，

それに対応して描いた図形の説明をする。  

 

 諸定義説明作業： 上記「表 4 .1・手順 3」の後

半の説明内容を以下の (G1)～ (G5)に示す。  

(G1)  上記の「導入作業 A または B」によって作成

された図形が有向グラフである。  

(G2)  各 点 か ら 出 て い る 矢 印 の 数 を そ の 点 の 出 次

数，各点へ入っている矢印の数をその点の入次

数，各矢印のことを有向辺という。  

(G3)  こ の 有 向 グ ラ フ は 上 記 (F3) ま た は ( F6) で 作

成したジャンケン大会対戦結果表を反映してい

る。また，(F3)で描かれた有向グラフのすべて点

について，その出次数と入次数を合計すると必

ず n  –  1 となる。さらに， (F6)で描かれた有向グ

ラフのすべて点について，その出次数と入次数

を合計すると必ず 5 となる。  

(G4)  こ の よ う な 有 向 グ ラ フ の こ と を ト ー ナ メ ン

トという。そして，トーナメントの出次数のこ

とを得点ということがある。  

(G5)  一般に，n 個の点からなるトーナメントの点

集合を  V  =  { ， ，…， }，各点   ( i  =  1，2，

…，n )  の得点の集合を  S  =  ( ， ，…， )  と定

義する。また， S  を得点列といい，通常は  ≦

≦ …≦  とする。  

 

 このような手順で展開すれば，有向グラフ，出

次数と入次数，トーナメントと得点の概念が視覚

的にも論理的にも理解し易くなると思われる。こ

うしてそれらの概念の理解ができたであろうとこ

ろで，以下の「事例考察作業」を行う。  

 

 事例考察作業 A： 上記「表 4 .1・手順 4」の作

業内容である。上記「導入作業 A」を行ったのと

同じグループに対し新しい模造紙を 3 枚ずつ配付

し，以下の「例題 2」と「演習問題」を配付し，グ

ループ討議のみにより答を考え，配付した模造紙

に 1 問ずつ答を記述してもらう。  

 事例考察作業 B： 上記「表 4 .1・手順 4」の作

業内容である。上記「導入作業 B」を行った各人

に対し新しい模造紙を 3 枚ずつ配付し，以下の「例

題 2」と「演習問題」を配付し， 2 .2 節の「科学的

思 考 方 法 に よ る 問 題 解 決 手 順 」 に よ り 答 を 考 え ，

配付した模造紙に 1 問ずつ答を記述してもらう。  

 

 例題 2：  8 人のメンバー  X  =  ( ， ， …， )  

で『 1 回戦総当たりのジャンケンによるリーグ戦』

を行った結果，  ( j  = 1， 2， …， 8)  の勝数がそれ

ぞれ   であったとする。 ， ，…，  がそれぞ

れ以下の問 1 や問 2 のようなとき，各点   の得

点 が そ れ ぞ れ   で あ る よ う な ト ー ナ メ ン ト を 構

成することができるか。できるなら例を少なくと

も 1 つ示し，できないならばその理由を述べよ。  

問 1：   =  2，  =  2，  =  2，  =  2，  =  4，  
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=  4，  =  6，  =  6。  

問 2：   =  1，  =  1，  =  2，  =  2，  =  3，  

=  6，  =  6，  =  7。  

 

 演習問題：  上記「例題 2」を「諸定義説明作

業」の定義の要領でグラフ理論の問題に書き換え，

問 1 と問 2 に解答せよ。  

 

 以下に演習問題の解答例を示す。  

 

 演習問題の解答例（問題部分）： 8 個の点から

なるトーナメントの点集合を  V  =  { ， ，…， }，

各点   ( i  =  1，2，…，8)  の得点の集合を  S  =  ( ，

，…， )  とする。このとき，以下の問 1，問 2 で

与えられた数列 S について，『 S を得点列とするよ

うなトーナメントを構成することは可能か』とい

う問の答えが Yes ならばそのようなトーナメント

の例を 1 つ示せ。 No ならばその理由を示せ。  

問 1：  S  =  (2， 2， 2， 2， 4， 4， 6， 6)  

問 2：  S  =  (1， 1， 2， 2， 3， 6， 6， 7)  

 演習問題の解答例（解答部分）：  

問 1： 存在する。1 例として以下の表 4 .3 のよう

なトーナメントを示す。  

問 2（解法 1）：  存在しない。理由は以下のとお

りである。  の得点は 7 であるから，他のすべ

ての点に有向辺が出なければならない。よって

残りの点の得点と入次数は以下の表 4 .4 のよう

になる。次に   の得点は 6 であるから，他の  

～  の す べ て の 点 に 有 向 辺 が 出 な け れ ば な

らないが，  の入次数は 0 であるため，  へは

有向辺を出せない。よって，問 2 の数列 S を得

点列とするようなトーナメントは存在しない。  

問 2（解法 2）：  ～  に着目すると，すべての

i  =  1， 2， 3， 4， j  =  i  +  1 ,  i  +  2， …， 5 について

トーナメントには「  から  への」有向辺かそ

の逆向きの有向辺のどちらか一方が必ず存在し

なければならないので  ～  の合計は 10 以上

でなければならない。しかし，問 2 ではその合

計は 9 である。よって，問 2 の各得点を満足さ

せるようなトーナメントは存在しない。  

 

表  4 .3 演習問題・問 1 のトーナメントの例  

点     

To 0  1  0  1  0  1  1  1  

To  0  0  1  1  0  1  1  1  

To  1  0  0  0  1  1  1  1  

To  0  0  1  0  1  1  1  1  

To  1  1  0  0  0  0  0  1  

To  0  0  0  0  1  0  1  1  

To  0  0  0  0  1  0  0  0  

To  0  0  0  0  0  0  1  0  

得点 2  2  2  2  4  4  6  6  

※  背景色が白の部分について，左から i 列目上

から j 行目の要素の値を   とすると，  

	
1： 	 		から 		への有向辺が存在する。  

0： 	 		から 		への有向辺が存在しない。
 

 

表  4 .4 残りの点の得点と入次数  

点        

得点  1  1  2  2  3  6  6  

入次数 5  5  4  4  3  0  0  

 

 上記の「事例考察作業 A または B」の終了後，

「表 4 .1・手順 5」では，以下の「事前チェック」

を通して「発表会 2」を行う。  

 

 事前チェック：  上記「演習問題」についての

グループ討議や「科学的思考方法による問題解決

手順」での考察により，「発表会 2」の後で行う「メ

インテーマ説明作業」の内容に至った場合，特に

問 2 の考察で，トーナメントを構成することがで

きるための必要十分条件を探し出した場合，模造

紙の答は当人達だけで保管してもらい，「発表会 2」

用の解答として上記の「演習問題・問 2（解法 2）」

へ誘導し，それを別の模造紙に記述してもらう。

ただし，当人達が実は「メインテーマ説明作業」

の内容に至っていたことは，「メインテーマ説明作

業」の終了時に必ず触れる。また，問 1 のトーナ
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メントの構成方法が「メインテーマ説明作業」の

内容と同じだった場合も同様に必ず触れる。  

 

 発表会 2：  各グループや各人で記入した模造

紙を示しながら，問 1 と問 2 の答の説明をする。

ただし，問 1 については結果のみの説明に止める

（答えに至った経緯の説明は省略させる）。また，

問 2 については，「事前チェック」を経た答の説明

をしてもらう。  

 

 最後に，授業のまとめとして，以下の「メイン

テーマ説明作業」と「今後の展開の説明作業」を

行う。  

 

 メインテーマ説明作業： 上記「表 4 .1・手順 6」

の作業内容を以下の (H1)～ (H5)に示す。  

(H1)  トーナメントが与えられたとき，そのトーナ

メントの得点列を求めることは簡単であるが，

数列 S  =  ( ， ， …， )  が必ずしも n 個の点か

らなるトーナメントの得点列となるとは限らな

いことが分かった。  

(H2)  そこで，『与えられた数列 S  =  ( ， ，…， )  

が n 個の点からなるトーナメントの得点列かど

うか判別でき，得点列ならば S からトーナメン

トを構成できる』方法があれば非常に便利であ

るが，なければ上記「演習問題」のように，与

えられた数列毎に考察しなければならない。そ

の結果は以下のとおりである。  

(H3)  『与えられた数列 S  =  ( ， ，…， )  が n 個

の点からなるトーナメントの得点列かどうか』

を判定する方法が存在する 1 8 )。  

(H4)  また，『得点列 S からトーナメントを構成す

る』方法も存在する 2 0 )。  

(H5)  実際には上記「演習問題」を例題として利用

しながら，その判定方法とその証明の説明をす

るのであるが，ページ数の関係で省略する。  

 

 発展的課題の説明作業： 上記「表 4 .1・手順 7」

の作業内容を以下の (H6) (H7)に示す。  

(H6)  以下の「課題演習」を配付する。  

(H7)  配付した「演習課題」は，上記「表 4 .1・手

順 1～ 6」で示した内容を発展させた内容となっ

ている。次回の授業では，2 .2 節の「科学的思考

方法による問題解決手順」により，受講生が主

体となって「課題演習」に取り組んでもらう。  

 

 課題演習  

 仮定：  n 人でグループを作り，グループ内で

『 r 回戦総当たりのジャンケンによるリーグ戦』

を行い，ジャンケン大会対戦結果表を得たとする。

ただし， r は任意の自然数である。  

 問 A： 上記の (G1)～ (G5)の要領で，r–トーナメ

ントとそれに関連する用語を定義せよ。  

 問 B： 『与えられた数列 S  =  ( ， ，…， )  が

n 個の点からなる r–トーナメントの得点列かどう

か』を判定する方法を記述せよ。また，その証明

を記述せよ。  

 問 C： 『得点列 S から r–トーナメントを構成

する』方法について考察せよ。（方法が解れば記述

し，その証明を記述せよ。）  

 問 D：  上記「演習問題」のような例題を作成

し，問 B（と問 C）の方法で判定せよ。また，その

過程も記述せよ。  

 

 問 B と問 C の解答（判定方法および構成方法）

は既に存在している 2 1 )。しかし，構成方法は受講

生にとってはかなり難解であると予想される。よ

って，問 C と問 D の受講生の解答が不十分な場合

は，上記 (H4)と同様の説明を実施し，受講生を十

分理解させる必要がある。  

 

 以上が付録の「 1 .8  グラフ的数列か否かの判定」

の授業展開・授業方法についてのプロトタイプで

ある。「卒業研究」ではこのプロトタイプを収斂さ

せていくことになる。  
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5 . まとめと今後の課題  

 筆者が近年，本学で担当している殆どの科目で

は概ね初歩的な内容の講義・演習しかできていな

い。そこで，2020 年度の学科改組・カリキュラム

改定後の PBL 科目や「卒業研究」では，社会に出

てから役に立つように，『論理的思考を含む科学的

思考方法を身につけることができる』ような授業

を展開しようと考えた。そのための適切なテーマ

として，「離散数学，特にグラフ理論」「編入学試

験の過去問題とその解答の蓄積」「折り紙とそれを

表現するプログラム作成」を採用することとし，

本稿では「グラフ理論の諸問題の（特に，付録の

『 1 .8 グラフ的次数列か否かの判定』に関する）授

業展開方法」のプロトタイプについて論じた。  

 今後は上記のプロトタイプをより収斂していく

ことであり，また付録のその他の事項についての

授業展開方法について考察することである。また，

ページ数の関係で本稿では省略した「編入学試験

の過去問題とその解答の蓄積」「折り紙とそれを表

現するプログラム作成」「グラフ理論の諸問題のコ

ンピュータ処理」「スポーツスケジューリングに関

する考察」についての論考も今後の課題である。  
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付録  

 グラフ理論の諸問題 2 , 7 , 8 )の主なものとして，以

下の事項が挙げられる。  

 

1 .  基礎事項  

1 .1  グラフの定義  

1 .2  グラフの表現  

1 .3  部分グラフ，同型なグラフ  

1 .4  完全グラフ，道，サイクル  

1 .5  頂点の次数  

1 .6  次数の性質  

1 .7  隣接行列  

1 .8  グラフ的数列か否かの判定  

1 .9  グラフの基本的な変形，操作など  

2 .  一筆書き  

2 .1  オイラーの定理  

2 .2  条件付き一筆書き  

2 .3  郵便配達員問題  

3 .  マッチング  

3 .1  マッチングとは  

3 .2  2 組グラフ  

3 .3  結婚定理  

3 .4  交互道  

4 .  ハミルトンサイクル  

4 .1  ハミルトンサイクルとハミルトン道  

4 .2  ハミルトンサイクルの存在定理  

4 .3  巡回セールスマン問題  

5 .  木  

5 .1  木  

5 .2  橋と切断点  

5 .3  全域木  

5 .4  根付き木と幅優先探索アルゴリズム  

5 .5  向き付けと深さ優先探索アルゴリズム  

6 .  平面グラフ  

6 .1  正多面体  

6 .2  平面上の曲線  

6 .3  オイラーの多面体公式  

6 .4  多面体グラフ  

6 .5  平面グラフの双対グラフ  

7 .  彩色問題  

7 .1  頂点彩色  

7 .2  辺彩色  

7 .3  地図の彩色  

8 .  ネットワークフローと最大流問題  

8 .1  ネットワークとは  

8 .2  ネットワークの基礎概念  

8 .3  最大流アルゴリズム  
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鞆 田 顕 章（知能機械工学科） 
 

A report on the 2018 global project-based learning (gPBL) program 
held at King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang 

 

Kei Eguchi (Department of Information Electronics) 
Baorong Ni (Department of Information Electronics) 

Akinori Tomoda (Department of Information Electronics) 
 

Abstract 

 

 In this paper, we report the 2018 global project-based learning (gPBL) program which was held at King Mongkut’s Institute 

of Technology Ladkrabang (KMITL), Bangkok, Thailand. In this gPBL program, 6 FIT students, 9 KMITL students and 16 

Tongji university students undertook the project: “Smart farming system for mushroom through multicultural working 

environment”. After the gPBL program was finished, we conducted a questionnaire survey for 6 FIT students. The questionnaire 

survey revealed that this gPBL program had a great influence on the learning will of students. Furthermore, affirmative answer 

was obtained from all students concerning the effectiveness of this program. 

 

Key words: Global project-based learning, Problem solving learning, Short-term studying abroad, Team making 

 

1 . はじめに  

 近年のグローバル化の進展を背景に，高等教育

においては，“国際的な流動化による急速な科学技

術の進歩と高度化に対応できる能力を持った人材”

の育成 1 )が急務とされている。このグローバル人

材の育成にあたっては，我々福岡工業大学を含む

高等教育機関において，これまでに様々な取り組

み 2 ) - 5 )が行われている。なかでも，その代表的な

取り組みとして，芝浦工業大学が実施している国

際 プ ロ ジ ェ ク ト 実 践 教 育 （ gPBL： Globa l  Pro jec t  

based  Learn ing） 2 ) - 4 )は有名である。具体的には，

芝 浦 工 業 大 学 で は GTI コ ン ソ ー シ ア ム （ Globa l  

Technology  In i t i a t ive  Consor t ium）を組織すること

で，gPBL プログラムを通じた「問題解決能力を有

するグローバル理工系人材」の育成を広く行って

いる。本学においても芝浦工業大学の好例に倣い，

平 成 30 年 3 月 に 芝 浦 工 業 大 学 が 実 施 し て い る

gPBL プログラムに参加させて頂いた。具体的には，

ベ ト ナ ム の ハ ノ イ と ダ ナ ン で 実 施 さ れ た 2 つ の

gPBL プログラムに，本学工学部電子情報工学科の

学生 5 名を参加 5 )させることで，その実施・運営

に関するノウハウを学ばせて頂いた。言うまでも

なく，本学においても先進的な海外協力プログラ

ムを実施・深化させることで，①近隣大学の学生

にはない付加価値を付けること，②学部学生の学

習意欲を高め，大学院進学に繋がる高度グローバ

ル教育を実施すること，③グローバル教育のため

のより先進的なプログラムを開発することは急務
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である。  

 本論文においては，本学協定校であるモンクッ

ト王工科大学ラカバン校（ KMITL:  King  Mongkut ’s  

Ins t i tu te  o f  Technology  Ladkrabang）で平成 30 年 8

月に開催された gPBL プログラムへの参加報告を

行う。本プログラムは，芝浦工業大学が提供する

gPBL プログラムから離れ，本学協定校間で行われ

た初めての gPBL プログラムである。 KMITL から

提供された本プログラムの特徴は，平成 30 年 3 月

に 参 加 し た “ 電 子 情 報 工 学 科 の み を 対 象 と し た

gPBL プログラム”ではなく，分野横断型の gPBL

プログラムという点である。このため，今回のプ

ログラム参加にあたっては，工学部の全学科から

参加学生を募ることで，分野横断型 gPBL プログ

ラムへの参加に臨んだ。本論文では，今回の gPBL

プログラムへの参加経験を通じて，分野横断型の

gPBL プログラムに関する知見を新たに得たので，

その詳細について述べる。また，事後アンケート

通じて分析した，参加学生の情意面における変化

について併せて報告する。  

 

2 . gPBL プログラムの内容  

2 .  1 事前指導  

 KMITL から提供された gPBL プログラムの学習

課題は，「 Smart  fa rming system for  mushroom through 

mul t i cu l tu ra l  work ing  env i ronment（多文化協働環境

を通じてのマッシュルーム用スマート栽培システ

ム）」であり，本学から学生 6 名が参加した。具体

的には，電子情報工学科の学生 2 名（ 4 年生男子

学生），生命環境化学科の学生 1 名（ 4 年生女子学

生），知能機械工学科の学生 2 名（ 4 年生男子学生），

ならびに，電気工学科の学生 1 名（ 4 年生女子学

生）が参加した。今回の学習課題が“マッシュル

ーム用スマート栽培システム”を設計するという

分野横断的な内容であったため，参加学生を工学

部全体から有志を募った。プログラム参加前には，

表 1 に示す事前教育を参加学生に対して行った。

具体的には，専門学科教員による組込みシステム

の基礎学習，ならびに，国際戦略室のネイティブ

スピーカーによる英語レッスンを行うことで，当

該プログラムへの参加に備えた。  

 

表 1 事前指導の内容  

 指導内容  

6 -7 月  

スタートアップ・ガイダンス  

Arduino の基礎学習  

アイディア構想と具現化  

合計 6 回

7-8 月  
国際戦略室による英語レッスン  

合計 3 回

 

2 .  2 プログラムの内容  

 表 2 に，本プログラムの行程表を示す。同表が

示す通り，プログラムはエクスカーションを含む

合計 12 日間で実施され，日々の活動終了後には，

図 1 に示す英語による日報（ Dai ly  Repor t）の作成

が義務付けられた。  

 本プログラムに参加した学生は，本学学生 6 名

を含む，タイ・KMITL の学生 9 名（情報工学分野），

ならびに，中国・同済大学の学生 16 名（建築分野）

の合計 31 名である。課題解決型学習においては，

図 2 に示すように，専門分野の異なる学生 5～ 6 名

で 1 つのグループが構成された。ここで，各グル

ープはタイ人学生，中国人学生，ならびに，日本

人学生との混成チームになっており，基本的な会

話は英語で行われた。  

 図 3 に，本プログラムにおける学生活動の様子

を示す。参加学生は KMITL の教員から，学習課題

の技術的な内容に関する講義を受けた後，グルー

プ毎に学習課題に取り組んだ。具体的には，参加

学生はお互いの専門知識を生かしながら，タイ・

マッシュルームプラントの作製，生育状況監視と

温湿度制御を行うための IoT 機器のプログラミン

グと設計を行った。  

 プログラム最終日には，図 4 に示すように，最

終報告書（ Fina l  Repor t）の作成，ならびに，英語

による成果発表が行われ，プログラムを修了した

学生には認定証書が贈られた。なお，他大学では，
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2 週間程度の課題解決型学習への参加に対して，

単位が与えられるケースがある。本学におけるグ

ローバル化を加速する意味においても，gPBL 参加

学生への単位付与の制度化が求められる。  

 

表  2 行程表  

8 月  プログラム内容  

5 日 (日 )  バンコク到着・ホテルチェックイン

6 日 (月 )  
アイスブレイクとガイダンス  

ウェルカムパーティー  

7 日 (火 )  

gPBL プログラムへの参加  

（タイ・マッシュルームに関する講

義とプラントの設計）  

8 日 (水 )  

gPBL プログラムへの参加  

（マッシュルーム・プラントの作製

と遠隔操作機器の設計）  

9 日 (木 )  

gPBL プログラムへの参加  

（マッシュルーム・プラントと遠隔

操作機器の作製と動作試験）  

10 日 (金 )  

gPBL プログラムへの参加  

（作製したプラントの作製と遠隔操

作機器の機能検証）  

11 日 (土 )  自由行動  

12 日 (日 )  自由行動  

13 日 (月 )  
サムットサーコーン県の視察（マン

グローブ資源開発振興センター）  

14 日 (火 )  
アユタヤ県の視察（バンパイン宮殿，

ワット・マハタートなど）  

15 日 (水 )  
gPBL プログラムへの参加  

（最終報告書と発表原稿の作成）  

16 日 (木 )  
gPBL プログラムへの参加  

（最終発表会）と帰国  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 学生によるデイリーレポートの一例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 グループディスカッションの様子  
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(a ) 組込みシステムについての講義  

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) マッシュルーム・プラントの作製  

 

 

 

 

 

 

 

(c ) タイ・マッシュルームについての講義  

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 組込み機器のプログラミング  

図  3 プログラムにおける学生活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

(a ) 英語による成果発表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 最終報告書の一例  

 

 

 

 

 

 

 

 

(c ) プログラム認定証書の授与  

図 4 最終成果発表の様子  
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3 . 事後アンケート調査の結果  

 gPBL プログラム終了後に，本学参加学生 6 名

を対象として，表 3 に示す事後アンケートを実施

した。同アンケートは，本学における学生授業評

価アンケートを基に作成しており，平成 30 年の

gPBL プロ グラ ムに 対 して 実施 し たア ンケ ー トと

同一の内容である。  

 図 5 に，設問番号 1 に対する回答結果を示す。

同図が示す通り，参加学生全員が肯定的意見を示

しており，なかでも 83%の学生が本プログラムを

「①充分に取り組んだ」と回答した。（平均値：3 .8）

同結果から明らかなように，本プログラムでは学

内授業では見られない積極的な学習への取り組み

が見られた。  

 図 6 に，設問番号 2 に対する回答結果を示す。

回答者によって学習時間に隔たりがありものの，

1 名を除く学生全員が 15 時間以上の学習に取り組

んだと回答した。この設問内容は，「プログラム期

間以外で学習に取り組んだ時間」であり，授業外

学習時間に相当する。同結果から明らかなように，

本プログラムでは，学内授業を遥かに超える授業

外学習を行っていることがわかる。この結果は，

設問番号 1 に対する回答結果の妥当性を定量的に

裏付けるものである。  

 図 7 に，設問番号 3 に対する回答結果を示す。

同図が示す通り，参加学生は「 I )  チームで仕事を

するための能力（回答率： 100%）」と「 F)  論理的

な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーシ

ョン能力（回答率： 83%）」の『力』を伸ばすこと

ができたと実感している。本 gPBL プログラムが，

“外国人学生との混成チームによる課題解決型学

習”という内容であることから，参加学生が上述

の『力』を伸ばすことができたと実感したのは自

然である。  

 図 8 に，設問番号 4 に対する回答結果を示す。

同図が示す通り，参加学生全員が肯定的意見を示

しており，なかでも 83%の学生が本プログラムを

「①充分に意義があった」と回答した。（平均値：

3 .8）同結果から明らかなように，参加学生は本プ

ログラムに対して意義を感じており，肯定的に本

プログラムを受け止めていることが明らかとなっ

た。  

 図 9 に，設問 5 の回答に対して，テキストマイ

ニング手法の一つである共起ネットワーク分析 6 )

を行った結果を示す。図 9 は，最小出現回数が 4

回 以 上 の 語 の 共 起 関 係 を 示 し て お り ， Random 

walks 6 )によってサブグラフの検出を行っている。

なお，図 9 では比較的強く結びついているノード

を検出して色分けされている。同図のノード群よ

り明らかなように，参加学生から「（本プログラム

への参加が，）良い経験になった」との肯定的回答

が得られている。また，「海外大学（ KMITL と同済

大学）学生との英語でのプログラム課題への参加

に不安であった」との心配の声や，「（分野横断型

の課題解決型学習であったために，）事前に詳細な

学習内容を知りたかった」との意見が寄せられて

いる。平成 30 年 3 月に参加した学習課題「ライン

トレースロボットの機能拡張課題への取組み」と

「 Andro id ソフトウェアと Rasber ry  P i 組込みソフ

トウェア開発」の，所謂，特定分野のみを対象と

した gPBL プログラムでは同様の声は上がらなか

ったため，分野横断型のプログラムに特有の問題

であると考えられる。次回以降の分野横断型 gPBL

プログラムの実施においては，参加学生の専門知

識の深さだけでなく，その専門性と学習課題との

隔たりも考慮し，参加大学間でプログラム内容の

すり合わせを綿密に図ることで，この問題を改善

する必要がある。また，プログラム参加前に，学

習内容に関わる専門知識のみならず，英会話の訓

練，対人能力の育成などを学内で事前に行うこと

で，参加学生の精神的な負担を減らすことができ

ると思われる。この点に関しては，今後関係部署

と検討を重ねることで改善していきたい。  
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表  3 事後アンケートの内容  

設問  

番号  
アンケートの内容  

1  

本 gPBL プログラムに自主的かつ意欲を

もって取り組むことができましたか？  

①  充分に取り組んだ  

②  ある程度取り組んだ  

③  あまり取り組んでいない  

④  全く取り組んでいない  

2  

本 gPBL プログラムの参加にあたり，プ

ログラム期間以外でどのくらいの学習に

取り組みましたか？（事前学習の時間）

①  5 時間以下  

②  5 時間～ 10 時間未満  

③  10 時間～ 15 時間未満  

④  15 時間～ 20 時間未満  

⑤  20 時間～ 25 時間未満  

⑥  25 時間～ 30 時間未満  

⑦  30 時間以上  

3  

本 gPBL プログラムを通じて実際に伸ば

すことができたと実感している『力』は

何ですか。当てはまるものを 3 つまで選

んでください。  

A)  地 球 的 観 点 か ら 多 面 的 に 物 事 を 考 え

る能力とその素養  

B)  技 術 が 社 会 や 自 然 に 及 ぼ す 影 響 や 効

果，及び社会に対して負っている責任

に対する理解  

C)  数学及び自然科学（人文社会科学）に

関する知識とそれらを応用する能力  

D)  当 該 分 野 に お い て 必 要 と さ れ る 専 門

知識とそれらを応用する能力  

E )  種々の科学技術，情報及び知識を活用

し て 社 会 の 要 求 を 解 決 す る た め の デ

ザイン能力  

F )  論理的な記述力，口頭発表力，討議等

のコミュニケーション能力  

G)  自主的，継続的に学習する能力  

H)  与 え ら れ た 制 約 の 中 で 計 画 的 に 仕 事

を進め，まとめる能力  

I )  チームで仕事をするための能力  

4  

本 gPBL の内容は全体として意義あるも

のでしたか。  

①  充分意義があった  

②  ある程度意義があった  

③  あまり意義がなかった  

④  全く意義がなかった  

5  
本 gPBL の感想や学んだこと，意見や要

望を記述してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 5 設問番号 1 に対する回答結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 設問番号 2 に対する回答結果  
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⑥２５
時間〜
３０時
間未満

⑦３０
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上

度数 0 1 0 4 0 0 1

0

1

2

3

4

5

6

度
数



－ 46 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7 設問番号 3 に対する回答結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  8 設問番号 4 に対する回答結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  9 設問番号 5 に対する共起ネットワーク  

分析の結果  

4 . まとめ  

 本論文においては，平成 30 年 8 月に行われた

分野横断型の gPBL プログラムへの参加報告を行

った。事後アンケートの結果，本プログラムが参

加学生から充分意義のあるものと捉えられており，

本学内で行われている授業よりも積極的に参加し

ていたことが明らかとなった。また，参加学生の

殆どが「 I )  チームで仕事をするための能力」，なら

びに，「 F)  論理的な記述力，口頭発表力，討議等

のコミュニケーション能力」の『力』を伸ばすこ

とができたと回答していた。その一方で，今回の

ような分野横断型のプログラムにおいては，参加

大学間で事前に綿密な取り決めを行い，プログラ

ムの詳細を学生に事前に周知することが重要であ

ることが明らかとなった。  

 今回のプログラムは，本学協定校から提供され

た分野横断型の gPBL プログラムであり，今後，

本学工学部全体を対象とした独自の gPBL プログ

ラムをスタートさせるためのパイロットケースと

なる。これまでの gPBL プログラムの経験を踏ま

え，次年度実施に向けた独自プログラムの実施を

検討していきたい。  
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卒論テーマを決めずに進める研究室運営 
 

久 保 裕 也（生命環境化学科） 
 

Hironari Kubo (Department of Life, Environment and Applied Chemistry) 
 

Key words: 卒業研究，研究室運営，研究テーマ，実験 

 

1 . はじめに  

 国立大学と私立大学では，研究室の組織は大きく

異なる。表 1 に国立大学における研究室の構成員

を例示した。教授をトップに准教授，助教，スタ

ッフが職として業務を分担している。学部生の多

くは修士課程に進学し，留学生が多いが博士課程

の学生もコンスタントに在籍している。学部生は

5～ 6 人程度で構成員に占める割合は小さく，主体

的に研究を遂行できるメンバー，主に修士・博士

課程の学生が実験手順やそれまでの経緯を詳細に

伝達するため，教員は要所の実験に立ち合い，定

期的にディスカッションをする程度で実験結果を

得ることができる。また，教員の担当講義数も 1

年で 2 科目程度，世界レベルの研究をすることが

本務の研究所に至ってはゼロの場合さえある。  

 

表  1 国立大学における研究室の構成員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これに対して私立大学は学生から徴収する学費

を基盤とするため，教員数は少なく，各教員の担

当科目は多い。また，学生募集が生命線であるた

め，国立大学以上に入試，就職，広報にも力を注

ぐ必要がある。著者の所属学科では，教員 1 人に

対して学部 4 年生が毎年 6～ 10 人配属され，修士

課程に進学する学生は少ない。そのため教員が自

ら毎年学生 1 人 1 人に初歩から実験スキルや知識

を教える必要がある。さらに 4～ 6 月は就職活動時

期と重なり，研究はほとんど進まない。  

 私立大学である以上，教員の研究時間が短いの

は宿命である。それでも国立大学に引けを取らな

い研究をしようと，研究室運営を試行錯誤してき

た。2018 年度は企業の運営方法を取り入れ，ある

程度納得のいく研究室運営ができたと考えている。

研究分野，研究室によって事情や考え方は千差万

別である。賛否両論は覚悟の上で，著者が 2018 年

度に試行した研究室運営を紹介する。  

 

2 . 一般的な研究室運営の課題  

 多くの研究室（少なくとも著者の専門分野であ

る材料系）では， 4 月の配属直後に 1 人 1 テーマ

を割り当てる。教員の研究計画を元に学生間で調

整するか，将来の進路に応じて教員が指定する場

合が多い。この運営では，学生，教員双方にとっ

て以下の不都合があると考える。  

 

2 .  1 教員側の不都合  

(1 ) 力を入れたい研究テーマが進まない  

 研究室には，外部資金，共同研究，先行性など

の観点から力を入れたい研究テーマが存在する。

そのような研究テーマが，能力，やる気，相性，

就職活動などの問題で進められない学生に割り振
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ってしまうと後の祭りである。研究能力は 3 年生

までの成績とあまり相関がなく， 4 月の段階で学

生の適性を見定めることは難しい。  

(2 ) 作業量が多い研究が進まない  

 実験には手間や時間を要する地道な作業がつき

ものである。著者の研究では，1～ 2 か月に 1 回学

外研究施設で集中的に実験を行い，サンプルを持

ち帰ってから処理，分析を行うテーマがある。こ

の作業を 1 人の学生が担当すると，スキルや根気

の個人差はあるが，結果が出るまで 1 か月程度を

要する場合もある。  

(3 ) 相手の都合で研究が滞る  

 実験機器や消耗品の納期，あるいは連携先の都

合で数週間～数か月研究が中断することはしばし

ば発生する。これは研究計画の不備に伴う場合も

あるが，実験結果を受けた上での装置改良や追加

実験に伴う場合が多く，研究を進める上では避け

られない問題である。その間学生は手空きになる。 

(4 ) 新規テーマに対応できない  

 研究テーマはいつ生まれるか分からない。著者

の場合は，研究相談，学会での情報収集，あるい

は研究中のテーマをきっかけにアイデアがひらめ

くことが多い。 4 月中に研究テーマを決めてしま

うと， 5 月以降に新しい研究テーマが生まれたと

しても実験を担当する学生はいない。10 月に生ま

れようものなら，半年後に卒論テーマとするか，

教員が自ら実験を実施するか選択することになる。 

(5 ) 学生全員に目が届かない  

 研究以外の業務をこなしながら学生の実験をじ

っくり見守ろうとすれば，同時に進められるのは

2，3 が限度だと思う。学生数が多く，良好な結果

が得られていない研究が多かった年には，全員を

指導するため 1 月， 2 月の土日，早朝，深夜をほ

ぼ全て大学に費やしたが及ばず，体調を崩した。

やる気のある学生とやる気のない学生のどちらが

良いかと問われれば，通常であればやる気のある

学生と答えるであろうが，そうとも限らない。や

る気のある学生が多く研究室に在籍していても，

学部 4 年生ばかりで 5 つも 6 つも同時に実験を進

めると，教員の目が十分に届かない。教員のミス

に加え，学生の理解不十分，思い込み，誤操作な

どによって，失敗や事故が発生しやすくなる。さ

らに悪いことに，うまくいかない，待ち時間が長

いということが続くと教員がしっかり見てくれな

いという不信につながる。  

 

2 .  2 学生側の不都合  

(1 ) 教員がしっかり見てくれない  

 先述の通り，経験の浅い学部 4 年生の実験を同

時にじっくり見守ることができる数は 2，3 が限度

だと思う。講義も配属学生数も多く，研究以外の

業務も多い私立大学では，しっかりした修士課程

の学生がコンスタントに在籍する研究室を除き物

理的に厳しい。しかしこれは教員の都合であって，

個々の学生の立場からすればしっかり見てくれな

いという認識になる。実験が夕方に差し掛かれば

帰れないと不満を抱き，夜に卒論を提出しておき

ながら翌朝までにチェックが終わっていなければ

遅いと言うような学生すら過去にはいた。  

(2 ) することがないのに拘束される  

 著者の研究室も含め，コアタイム（学生が研究

室に在室しなければならない時間）を設定してい

る研究室は多い。しかし，実験器具の納入待ちで

実験を進められない，文献を読むにも先例が乏し

い，教員が立ち会わないと実験できないなどの事

情ですることがない日は必ず生じてしまう。特に

前期は教員が立ち会わないと実験できない場合が

多く，この時期にすることがないとやる気を削ぐ

ことにもなりかねない。  

(3 ) 研究テーマ間の作業量および成果の格差  

 研究室では，新しい方法を模索する黎明期の研

究と，組成，温度，時間などが異なる条件で多数

実験を行う詳細検討段階の研究が併存するのが一

般的 であ る 。前 者は 様 々な 方法 で トラ イ &エ ラー

を繰り返す実験であり，努力しても成果が出ない

場合もあれば，運が良ければ早々にコアになる成

果が得られる場合もある。後者はやれば一定の成

果が見込める半面，作業量は多い。特に学外研究
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施設で実験を行う場合は，持ち帰ったサンプルの

処理，分析の膨大な作業を 1 か月程度地道に継続

する必要がある。作業量が多い学生の傍らで遊ん

でいるあるいは早く帰宅する学生がいる，努力し

ているにも関わらず長期間成果が出ない学生の傍

らで，運良く早々にコアとなる結果だけは出て余

裕な顔をしている学生がいる，このような状況は

特に学生のストレスを増幅しやすい。  

 

3 . 著者が経験・実践した研究室運営  

3 .  1 企業における研究開発部の運営  

 著者はかつて企業の研究開発部に所属していた。

研究員は重点プロジェクト，工場の合理化，中長

期の投資的研究など複数あるグループのいずれか

に所属し，個別に研究テーマ（業務）が 1～ 3 程度

割り振られる。半年単位の工程表は一応存在する

ものの，それは当てにはならない。研究開発部で

は，顧客や市場の影響で突然中断したり，新しい

研究テーマに担当を割り振ったり，重点プロジェ

クトに人員を集中投下して進行を速めたりと，人

員を柔軟に活用し，全員が常時何らかの業務を担

当するように運営している。実用化に至らないま

ま短期間で研究テーマを次々に変更される不運な

社員もいるが，研究テーマの割り振りは上層部の

責任であるため，担当業務を遂行していれば評価

は下がらない。つまり，企業では全員が各々まと

まった成果を出さなくても構わない。一方，大学

では，全学生が 2 月の卒論発表までに成果をまと

めなければならないため，この運営方法を直接取

り入れるにはリスクが大きい。  

 

3 .  2 著者が 2018 年度に試行した研究室運営  

3 .  2 .  1 2018 年度における研究室の前提条件  

 2018 年度に著者の研究室に配属された学生は，

学部 4 年生 7 名，大学院生 0 名，成績上位層はお

らず，全員が就職希望であった。  

 5 件の外部資金を獲得し，共同研究も 3 件進行

中であったため，いずれの研究テーマも 1 年間で

一定程度の結果を出さなければならなかった。  

3 .  2 .  2 初期の研究室運営  

 著者は廃棄物に含まれる有価成分あるいは有害

成分を分離する研究を主なテーマとしており，そ

の手法としては，高温溶融，ガス反応，加圧浸出，

溶解，粉砕，磁気分離などがあり，分析およびそ

の前処理も加えると，必要な実験スキルは多岐に

わたる。例えば，サンプルをホールピペットで量

り取ってメスフラスコで希釈するという簡単な操

作 1 つでも，清浄に保ちながら，正確に，効率的

に行うには，留意点，コツも含めると数十のポイ

ントがある。そのため，実験を任せられるように

なるまでには，相当の反復と時間が必要である。  

 そこで，毎日著者がやりたい実験 1 つを全員で

一緒に行う研修形式からスタートした。4～ 5 月は

就職活動のピークであるため，日によって出欠に

ばらつきがあった。しかし，実験は 1～ 2 日で 1 サ

イクルのものが多く，同様の実験操作は繰り返し

行うことになる。習得速度には個人差があるが，

全員で同じ実験操作を行い，互いに指摘，確認し

合いながら作業するため，正確に情報共有されや

すかった。出席率が高い学生については 2 か月経

過する頃までにかなりのスキルが身についた。初

期は出席点で評価することを明言し，実験や計算

を 20 個習得すること（レベル 20）を目標と設定

した。スキルを 1 つ習得する度に「これでレベル

が 1 上がったね」と褒めると喜び，様々な実験に

参加する意欲が高まった。  

3 .  2 .  3 中期の研究室運営  

 メインの実験方法全体を体験し，就職活動も落

ち着いた中期には，分担して 2，3 の実験を並行し

て進められるようになった。この頃になると，得

意な実験や研究室での役割がある程度決まってお

り，著者が分担を割り振らずとも自然に分かれて

実験をしていた。  

 著者の研究室の研究テーマは，物理中心，化学

中心，半々の 3 系統に分類できる。本学の入試は

理科が 1 科目であることから， 4 年生になっても

受験科目以外は苦手意識が根強く，避けようとす

る傾向がある。研究は実験結果を最終的に物理あ
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るいは化学で説明することになるが，得意科目と

実験の好みは必ずしも一致しない。好きな実験に

ついては，苦手科目であっても該当範囲だけでも

何とか理解しようと取り組んでいた。 4 月の段階

で，これは物理中心の研究，これは化学中心の研

究と説明して研究テーマを割り振っていた場合，

このような成長は見込めなかったであろう。  

 当該年度は，新たな廃棄物サンプルを入手して

予備実験をする機会があった。好奇心旺盛な学生

が何人かおり，話題を振ると志願して積極的に実

験を行った。この頃には，工夫しながらトライ＆

エラーを繰り返す実験が向いている学生や，確立

した方法でコツコツと積み上げる実験が向いてい

る学生など各人の特性が明らかになってきた。  

 研究テーマの中には，複数の学外研究機関に出

張して実験・分析をしなければ遂行できないもの

がある。学生の志願とスケジュールを調整し，毎

回 1，2 名の学生を連れて出張していたが，3 回目

の出張時点で 1 名の学生が皆勤であったため，主

担当が自然の流れで実質的に確定した。  

3 .  2 .  4 終期の研究室運営  

 11 月中旬には，2 人組×2, 1 人×3（時々 2 人組）

の研究グループが形成された。 2 人組のグループ

内の研究対象は同じだが，原理の解明（化学反応

式や物理現象の推定）と多数の実験から最適条件

を見出すことが不可分一体であったため，最後ま

で連携して研究を進め，卒論発表の時点で個々に

分割した。 1 つは独立行政法人からの受託研究で

あり，相当量の研究量が求められていたが，初期

は全員，終期は 2 人組で担当させたことによって

期限までに十分な成果を出すことができた。  

 1 人は前項の学外装置を中心とした研究を独立

して行った。作業量が多い実験であったが，根気

強い学生であったため，終盤は 1 人で黙々と研究

を進めていた。もう 1 人は好奇心旺盛で，前項の

予備実験の中から可能性が高いサンプルに集中し

て詳細検討を行った。待ち時間が長い実験であっ

たため，空いた時間に他の実験を自然に手伝うま

でに成長していた。残りの 1 人は好奇心があり，

成績こそ良いものの，研修期間からサボり癖があ

り，実験スキルの習得は他の学生より大幅に遅れ

ていた。指示に従わず暴走して失敗する特性もあ

り，既に実験が安定してきた研究に入ると妨げに

なる懸念があった。幸いにも外部資金，共同研究

と関係のない新規テーマに強い関心を示していた

ため， 1 人で担当させることにした。著者が望む

方向から脱線してばかりではあったが，実験自体

は手綱を締めながら無事故で終えることができた。

実験結果は散々であったが，本人は楽しかったそ

うなので，運営自体は成功と考えている。  

 

4 . まとめ  

 著者が 2018 年度に試行した卒論テーマを決め

ずに進める研究室運営を紹介した。教員側には，

実験スキルを確実に習得させた上で事故なく実験

を進められ，新規テーマの予備実験も含め，重点

的に取り組みたい研究成果を確実に得られる利点

があった。教員の最大のストレスは，学生が遊ん

でばかりで早く進めたい実験をやってくれない事

だと思う。この研究室運営では，教員がやりたい

実験を優先して進められるため，そのようなスト

レスはなく，精神的に落ち着いていた。  

 全員研修から始まり，各人の特性や研究室内の

役割に合わせて研究テーマが自然に決まっていっ

たため，学生は研究テーマを与えられてやらされ

ているという感覚は希薄であったように思う。膨

大な作業を長時間地道にこなす実験は皆で取り組

むため，むしろ楽しくやっていた印象さえある。  

 今回は単年度の結果であり，今後配属される学

生の特性や研究計画によって，当然見直しは必要

になるであろう。今後も研究成果を出しつつ，学

生，教員双方にとって不満が少なくなるよう，研

究室運営の改善に取り組みたい。  
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電気工学科の基礎的実験科目における 

レポート作成指導の取り組み 
 

中 西  真 大（電気工学科） 

北 﨑    訓（電気工学科） 

鈴 木  恭 一（電気工学科） 

北 川  二 郎（電気工学科） 
 

Key words: レポート作成指導，実験 

 

1 . はじめに  

 本実践報告では，筆者らが福岡工業大学電気工

学科の実験科目「電気基礎学実験」において取り

組んだ，レポートの作成指導の詳細について報告

する。この取り組みでは，レポートの手本の配布，

投稿規定の配布，添削指導などユニークな方法に

よって，単に手を動かして実験作業を経験するこ

とだけでなく，レポート作成能力の育成を目指し

た。  

 高等教育では，中等までの教育と比べて，文書

作成の機会が多く与えられる。これは，文書作成

が他者と知見を共有しながら協同で仕事を進める

ために不可欠だからであろう。しかしながら，こ

うした文章作成の機会の多さの割に，それをどの

ように執筆すべきかについての指導はほとんどな

いと感じる。そのため，多くの学生は型やルール

など知らずに，小中学校の作文のような感覚で，

感想のようなレポートを書いたり，データをただ

貼り付けただけのようなレポートを書いたりして

いるものと想像される。そうして，卒業研究，修

士課程，博士課程と進み，多くの文献を読む経験

をとおして書き方を学習していくのであろう。人

によっては，こうした経験の中で優れた文書作成

指南書 1 – 3 )の存在に気づき，独学でライティング

の勉強をするかもしれない。  

 このようなやりかたは這いまわる経験主義教育

と同質で，非効率であると言わざるを得ない。せ

っかくレポートを執筆する機会がたくさんあるの

であるから，その前に理想的なレポート作成のた

めの方針，基本的なやり方，ルールなどをまず知

識として示したうえで，その知識を実際のレポー

ト作成をとおして練習すれば，ずっと見通しがよ

い。そうして，明確な方針のもとでレポート作成

の経験を繰り返せば，卒業論文執筆時にはかなり

の文書作成能力が身につくはずである。  

 筆者らの担当する「電気基礎学実験」は 2 年生

後期に開講される必修科目である。この科目は，

3 年生前期の電気工学実験 I，同後期の電気工学実

験 I I， 4 年生の卒業研究，そして修士課程と続く

実験科目の 初に当たる。したがって，この科目

でレポート作成の基本的な考え方を示しておくこ

とは非常に意義深い。  

 本取り組みを行う以前の電気基礎学実験では，

実験を行って既習事項を実際に確認するというこ

とに重点が置かれ，レポートの作成についてはあ

まり力点が置かれてこなかった。レポート作成法

の指導が全く行われていないわけではなかったが，

グラフの形式などの説明が主で，文章やレポート

の節構成などに関する指導はほとんどなかった。

そのため，学生から提出されるレポートの文章は，

この実験の教科書をそのまま書き写したものであ

ることがほとんどであった。また，指定される形

式もこの科目独自のものが多く含まれ，研究活動

まで使える一般的なルールとはいいがたいもので
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あった。  

 実験の教科書とレポートはその目的が全く異な

る。前者は，これから学生が行うべき実験が，教

員の指示のもと，滞りなく，漏れなく行われるよ

うにするためのガイドブックである。一方，後者

の目的は，各自が行った実験の結果とそこから導

かれる科学的な結論を，その実験を知らない人物

に正確に伝えることである。教科書の文章をその

まま書き写しても，まともなレポートにはならな

いことは明白である。そのため，教科書を書き写

しても，レポートの型の習得には全く寄与しない

といえる。  

 次に，レポート作成法の学習にとって障害にな

ったのが，手書きで清書したものを提出しなけれ

ばならないというルールである。これには本学の

ような大学特有の事情が関係している。可能な限

り楽をしようという意識の低い学生がかなり存在

す る と 疑 わ れ る た め ， パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

（ PC）のワープロソフトを用いたレポート作成で

は，他人のレポートの電子データを安易に複製（い

わゆるコピペ）する恐れがある。しかし，レポー

トの内容に力点を置く場合，文章の推敲は欠かせ

ない。文を自在に書き直したり，順序を入れ替え

たりするには，PC を用いなければ過度な労力と時

間が必要である。そのため，レポートを PC で書

かせつつ，いかに安易なコピペを防止するかも重

要な問題である。  

 PC によってレポートを作成する場合，手書きの

場合には目立たなかった体裁の問題も顕在化する。

PC で 文 書 作 成 す る と 簡 単 に き れ い な 体 裁 の 文 書

が作成できる反面，フォントや行間などの体裁に

一貫性がなかったり，いい加減な使い方をしてい

たりすると，かなり目立ってしまう。例えば，全

角文字で数式を書いていたり，同じ文字変数が互

いに異なるフォントで書かれている場所があった

り，図で線を引くときに Shi f t を押さずに線がわ

ずかに斜めになっていたりと，細かい点まで気を

遣って作成しなければ，かなりいい加減な印象の

文書になってしまう。このように細部に気を遣っ

て文書作成する習慣は，実際に PC でたくさんの

文書作成をしてみなければ，なかなか身につくも

のではない。現代では，手書きの文書を作成する

機会は実務上ほとんどないと言ってよいであろう。

PC で美しい文書を作成する能力は，社会人として

働く際にも大いに役立つはずである。  

 こうした問題を解決するために，2017 年度から

次の 3 点を目標として電気基礎学実験の授業改善

に取り組んだ。まず，実験教科書のコピーではな

く，自ら文章を考える努力をし，推敲する態度を

養うこと。次に，レポート作成時に目標となるよ

うな型を示し，その型を真似させて覚えさせるこ

とである。 後に，PC を使った文書作成に慣れさ

せ，細かい体裁に注意を払う姿勢を養うこと。こ

うした態度を一連の実験科目群の 初の段階で養

成することによって，引き続く実験科目や卒業論

文作成の質向上を狙った。  

 

2 . レポート作成指導の取り組み  

2 .  1 全体の流れ  

 本稿で紹介する電気基礎学実験は 1 回 3 時間の

15 回分の実習からなる。 初の 1 回目はガイダン

ス，その後，①針金の直系および管の体積測定，

②定常電流場における等電位線の測定，③電圧降

下法による中位抵抗の測定，④直流回路網（ 2 回），

⑤基本素子（ R・C・L）の電気的特性，⑥誘電体・

磁性体の電気的性質（ 2 回），⑦太陽電池の特性計

測（ 2 回），の 7 つのテーマの実験が行われた。 2

回と記載されたテーマでは 2 回分の授業で 1 つの

テーマを行っている。各テーマが終了する毎にレ

ポートを課した。テーマ①～③ではレポート作成

指導を実施した。 後の 15 回目授業は欠席者のた

めの補講実験である。  

 1 クラス 50 人程度の受講者は各 10～ 15 人程度

の 4 つのグループに分けられ，講義を担当する 4

人の教員で各グループを週替わりで順番に受け持

った。学生は，各テーマ終了後，その翌週の前日

13:00 までにその回の 自分の担当 教員にレポ ート

を提出しなければならないこととした。なお，実
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験はグループをさらに細かく分けた 2，3 人の班で

行わせた。  

 

表  1 レポート評価項目と代表的な評価観点  

項目  代表的な評価観点  配点

全体  形式  章の体裁が整っているか  5 点

内容  教科書以上のことを自分で

考えてまとめているか  

5 点

緒言  形式  背景→目的の流れになって

いるか  

5 点

内容  背景が適切に述べられてい

るか  

5 点

方法  形式  手順が過去形で記述されて

いるか  

5 点

内容  実験を再現するために必要

な情報が過不足無くまとめ

られているか  

5 点

結果  形式  箇 条 書 き に な っ て い な い

か，図の形式は正しいか  

5 点

内容  データの特徴を十分説明し

ているか  

5 点

考察  形式  教科書のヒントを問題文の

ように扱わず，自分で考え

たように記述されている  

5 点

内容  自分なりに工夫して解析し

たか  

5 点

結論  内容  結論が目的に対応している

か  

5 点

課題  形式  問題文と解答の両方が書か

れていて，一目で区別しや

すいか  

5 点

内容  十分な論述がされているか 5 点

参考  

文献  

形式  質問サイトが引用されてい

ないか  

5 点

 

2 .  2 成績評価  

 各テーマにおける学生の取り組みを 100 点満点

で評価し，その全７テーマ分の平均点を評点とし

た。各テーマの実験を行い，レポートを提出する

ことで 30 点が与えられ，残りの 70 点をそのレポ

ートの質で評価した。レポートの評価では，各グ

ループの担当教員が所属の学生のレポートの評価

を行うこととした。テーマ毎に担当教員が順番に

変わるため， 1 人の学生のレポートが，同じ教員

に毎回評価されることがないようになっている。  

 レポートの質の評価では，各節の形式と内容の

それぞれを 5 点満点で評価した。一般的に，科学

の レ ポ ー ト は ， い わ ゆ る IMRAD 形 式 （ 緒 言

（ In t roduc t ion），実験方法（ Mate r ia l s  & Methods），

結果（ Resul t s），および（ And）考察（ Discuss ion））

で構成されるべきであるといわれている 4 )。主張

すべき内容によっては若干の変更はありうるが，

基本的な論理構造はこの形式に従っていなければ

ならない。IMRAD 形式の各節に点数をつけること

で，この形式での論述を意識させる狙いがある。

本取り組み以前には，レポートの末尾に感想を書

かせていたが，感じたことは科学ではないので削

除し，結論の節に置き換えた。  

 レポートの評価項目の概要を表 1 に示す。形式

の項目は，ほとんどの学生がおおむねできるよう

になることを要求されるが，内容の項目は，意欲

的な学生のために用意した項目である。全 7 つの

内容項目がすべて 1 点であっても，全 7 つの形式

項目が「おおむね満足できる」レベルの 4 点あれ

ば，35 点となる。実験を遂行しレポートを提出し

たことによる 30 点を加えると，計 65 点となり，

可のレベルとなる。こうして 低レベルの点数を

確保したうえで，内容項目に関しては厳しく採点

し，努力の程度によって積極的に差をつけた。  

 

2 .  3 レポート作成指導回  

 テーマ①～③の 3 回分では，それぞれの実験の

翌週にレポートの作成指導の授業を行った。学生

には実験の翌週前日（レポート作成指導回の前日）

までに PC で作成したレポートを印刷のうえ提出

させており，そのレポートを作成指導回で返却し

て，推敲作業を行わせた。普段の実験授業は学生

実験室で行ったが，このレポート作成指導回は PC
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演習室で行った。2017 年度は前日までに提出させ

たレポートを返却し，配布した相互チェック表に

基づいて，互いに評価させた。2018 年度は教員が

レポートにコメントを添えたものを返却した。い

ずれの場合にも，この段階のレポートに点数はつ

けていない。学生たちは，この相互チェックもし

くは教員のコメントに従って，PC を用いてレポー

トの推敲作業を行った。この間，教員は担当グル

ープの学生を机間巡視しながら，推敲作業が適切

に行われるよう指導を行った。  

 初のレポート作成指導回（テーマ①）の授業

開始時には，レポートの見本を配布した。学生に

は，この見本を念頭に，それを真似して各自のレ

ポートを推敲させた。また，その見本に基づいて，

各節の役割や書き方の注意点について 1 時間程度

講義を行った。  

 実際の PC 作業の方法に関して，共通の質問が

出たり，教員側から必要を感じたりした場合には，

適宜，共通のスクリーンを用いて作業方法を演示

した。例えば，グラフの描き方やコマンド入力を

用いた数式の書き方などである。  

 レポート作成指導回の前に学生が十分推敲した

レポートを作成してくる動機づけのために，教員

が納得する出来のレポートを完成させた場合には，

作成指導回ではすぐに退出してよいというルール

を設けたが，これまでに途中で完成したという学

生はいなかった。  

 作成指導回はレポートの推敲の時間であり，レ

ポート作成の時間ではない。レポートを作成せず

に作成指導回に臨むことを防ぐため，事前にレポ

ートを提出していなかった場合には，作成指導回

は欠席とすることを繰り返し通達しておいた。  

 

2 .  4 投稿規定  

 本科目では投稿規定を作成し，授業初回のガイ

ダンス時に配布した。配布された投稿規定を付録

に示す。この規定は基本的には電気学会論文誌の

形式に準じており，それに教育上必要なルールを

盛り込んだものである。 2 段組や行間，フォント

など，この投稿規定に慣れ親しんでいれば，形式

上は立派に見えるレポートを作成することができ

るようになり，実験レポートから卒業論文，そし

て学術論文と，継ぎ目なく進んでいけるように設

計されている。  

 文章を読む習慣のついていない本学科学生のた

めに，あえて長い文章で書いたが，この程度の長

さでも，一部の学生にとってはかなり読むことが

苦痛なようだった。こうした学生のために，実は，

この投稿規定の形式を真似て文書を作成すれば，

おおむね規定通りになるようになっている。多く

の論文誌の投稿規定と同様な方法である。  

 本規定では，一般的な論文誌と異なる 2 つのル

ールを，教育的効果を狙って設けた。  

 1 つ目のルールは図表を文中に掲載せずに，別

紙にまとめて載せることである。本学科の学生の

中には，段落の概念が欠落している者が散見され

る。そのため，手書きでレポートを提出させてい

たころには，インターネット上の文章のように，

1 文毎に改行されたレポートが多くみられた。ま

た，段落をまとめる意識が低く，図を名詞などと

同様な文章の部品と考え，文や段落の途中で図表

を挿入してしまうこともよく見られた。そのため，

図への参照の多い結果の節などでは，ほとんど箇

条書きのようになってしまうことも多かった。文

章と図表を分離することで，段落を常に目に見え

る形で意識させる効果を期待した。  

 2 つ目のルールはレポートの長さに制限を設け

たことである。以前のレポートでは，教科書の内

容をそのまま書き写したようなレポートになって

いたため，10 ページを優に超えるかなり長いレポ

ートになってしまっていた。レポート執筆学習の

初の段階にある本科目では，そのような長大な

レポートの作成はふさわしくない。より短いもの

から，まとめ方を学習していくべきであろう。ま

た，教科書を書き写すという意識は，なんとして

も払拭したい。こうした理由から「 1 日分の実験

のレポートでは全体が 3～ 4 ページ程度，2 日分の

実験の場合は 5～ 7 ページ程度となるように工夫
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してまとめること。その内訳として，緒言は 1 ペ

ージ以内，さらに実験方法から結論までが 1 日毎

に 2～ 3 ページ程度とする。」と規定した。レポー

トの長さをあえて短く制限することで，学生が短

くまとめる工夫をすることを目論んだ。  

 

2 .  5 レポート見本  

 レポート作成の基本的な考え方やルールを示す

だけでは，レポート作成の上達を期待することは

難しい。本科目では，テーマ①のレポートの見本

を配布し，良いレポートを具体的に思い浮かべら

れるようにした。  

 一般的な学習者にとって具体例は非常に大事で

ある。「学（まな・まね）ぶ」という言葉には真似

をするという意味もあるように 5 )，物事のやり方

を学ぶ際には，まず具体例の真似を何度か繰り返

し，その型をつかんでいくのが一般的である。我々

教員は，大学院などで幾度となく論文を読み，そ

れらをお手本として，文書作成のやり方を学んで

きた人がほとんどであろう。  

 そこで，本科目では，テーマ①のレポートの見

本を作成し，そのレポート作成指導回に配布した。

レポート見本には，要所要所に吹き出しでコメン

トを添え，注意すべきポイントを意識させるよう

努めた。  

 

3 . 評価と今後の課題  

3 .  1 授業運営  

 レポート作成指導回において，学生の推敲活動

を有効に機能させるためには，学生の書いたレポ

ートに対するフィードバックのやり方が重要な役

割を占める。2018 年度の取り組みでは，実験終了

後の翌週のレポート作成指導日の前日までに学生

にレポートを提出させ，それに一日でコメントを

付けて，レポート作成指導日に学生に返却したが，

この方法はかなり慌ただしい運営を強いられた。

本科目は慢性的な人手不足により，非常勤講師を

雇用している。非常勤講師の場合，前日にレポー

トを受け取ることが困難なため，当日それを受け

取り，10～ 15 人分を急いで読まなければならない。

常勤教員の場合でも半日程度しか時間がなく，会

議や授業などの日程によってはかなり慌ただしい

作業になる。そのため，教員主体のフィードバッ

クよりも，学生がより主体的に取り組めるような

方法が望ましい。  

 一方 2017 年度には，レポート作成指導回当日に

学生相互でレポートを読ませ，評価シートを用い

て修正点などを互いに指摘させていたが，学生自

身が良いレポートのあるべき姿を十分に理解して

いなかったため，相互評価では有効なレポートの

改善には向かわないことが分かっていた。本学科

の学生はこれまでに活字をほとんど読まずに育っ

ている者が多いと推察される。そのため，率直に

言って読むに堪えない日本語のレポートも少なく

ない。ほんの些細な形式のミスなどは学生同士で

も指摘できるであろうが，大規模な改変が必要な

場合には，教員でなければ手が付けられない。こ

のため，翌 2018 年度は相互評価をやめ，教員によ

る指摘という制度に変更したという経緯があった。 

 この問題を解決するためには，学生の知識レベ

ルを相互評価可能な程度まで高めておく必要があ

る。そのためには，初回のガイダンスなどで，さ

らに詳細で体系的な講義を行う必要があろう。そ

の際に，実際のレポート作成より簡単な実習とし

て，学生に適当な内容のレポート文章を与え，そ

の体裁を適切なものに改変させることなども考え

られる。2018 年入学学生からの新カリキュラムで

「論理表現」という授業が始まったことも，この

問題をいくらか解決してくれるかもしれない。重

要なのは，全員のレポート作成能力を高めておく

ことではなく，全体の議論をリードすることがで

きる優秀な学生を一人でも増やすことであろう。  

 

3 .  2 体裁レベルのレポート作成能力  

 体裁のレベルでは，学生のレポートの質は，取

り組み以前に比べて著しく向上した。多くの学生

は，見本を真似し，レポート作成指導やその後の

添削で何度も指摘を受けることで，科学のレポー
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トに要求される型をおおむね習得したようである。 

 このことは，この科目の合格率からも確認でき

る。本科目の評価はレポートで行われ，レポート

を毎回提出し，各節の形式と内容をそれぞれ評価

される。このうち形式の項目をおおむね満足（ 4 /5

程度）すれば合格できるようになっている。一般

的には，内容項目の方がより高度で，内容は非常

に素晴らしいが形式はほとんどできていないとい

う学生は見られなかった。従って，評価が正しく

なされていると仮定するなら，合格者の数は形式

を満足に整えられるようになった学生の数におお

むね一致するはずである。 レポートをすべて提出

しなかった途中脱落者を除くと，2018 年度の本科

目の合格率は 97%（受講者 93 人，脱落者 16 人，

合格者 75 人，脱落者込み合格率 81%）と非常に高

く，指導の効果が窺える。  

 

3 .  3 内容レベルのレポート作成能力  

 本取り組みによって，体裁レベルのレポート作

成能力は大きく向上したものの，内容に関しては

限定的だったと言わざるを得ない。10 人に 1，2 人

程度の一部の学生については論の運びの著しい上

達がみられたが，平均的な学生のレポートはかな

り不自然な日本語で，論理も支離滅裂なものにと

どまっていた。 論理は考えることそのものであり，

個々の学生の思考力の直接的な結果である。その

ため，やり方を教えたからといって，すぐにでき

るようになるものではない。また，本学科の学生

はこれまでに活字の長文をほとんど読んでこなか

った（読むことができなかった）者が多くおり，

活字に対する不慣れさも本取り組みの成果が限定

的であった一因であろう。  

 もっとも，このような不自然な日本語や支離滅

裂な論理は，学生たちが自分で文章を考えたこと

の裏返しでもあり，実験科目，卒業研究，学術論

文と続く過程の 初のステップとしては，悪くは

ないと言えよう。本取り組みの指導を，順次要求

レベルを上げながら，上位学年の科目でも続ける

ことで，より多くの学生のレポート作成能力を向

上させることができ，卒業論文，学術論文へと継

ぎ目なく接続できると期待される。  

 

4 . まとめ  

 電気工学科の 2 年生後期科目，電気基礎学実験

におけるレポート作成能力向上の取り組みについ

て紹介した。この取り組みで著者らは，レポート

の見本の配布，投稿規定の配布，レポート提出後

の指導などの方法を試みた。  

 科学の文書の型の習得や PC を用いて体裁の整

ったレポートを作成する能力に関しては一定の成

果がみられた。文章自体の論理性や，内容の独自

性などの，文書の内容については，目立った成果

は見られなかったものの，教科書の丸写しからの

脱却にはある程度成功し，その結果，論理的に未

熟なレポートが多数みられるようになった。今後

は，この活動を学科全体に広げ，全実験科目，卒

業研究，修士課程の学術論文執筆と一貫性のある

指導へと広げていきたい。  
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「i-STEM 教育」の向上 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

江 口   啓（電子情報工学科） 

桑 原 順 子（生命環境科学科） 
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Key words: University-High school collaboration, STEM education, Education method, Creativity education, i-STEM 

 

1 . はじめに  

 世界的に科学技術人材の育成が求められており，

わが国においても，理工系人材の育成を国家の重

要戦略の 1 つとして積極的に推進すべきとしてい

る 1 )。 欧 米 で は 国 家 戦 略 と し て STEM（ Science ,  

Technology,  Enginee r ing  and  Mathema t ics）教育 2 - 4 )

が行われており，特にアメリカでは， STEM 教育

のこれらの 4 つの分野が国の発展の中心を担うと

し，最重要政策課題と位置付けている。 STEM 教

育とは，子ども達の科学技術の理解促進をスター

トとして，科学技術リテラシーの普及，向上を図

ることで，長期的にグローバルな舞台でイノベー

ションを起こすことができる人材を増やすことを

目的としている。  

 これに対し我々は，全国有数の教育拠点として

イニシアチブを取るための本学独自の取組みとし

て， 2016 年度から「 i -STEM 教育」を行っている。

i -STEM 受講者の満足度は高く，高校関係者，地域

関係者および保護者からも高い評価を得ている 5 - 8 )。

さらに， Q-conference2017  9 )で学生が発表するなど

し，大学生の主体的な成長も散見されるようにな

った。高大接続の効果や，地域における理系工業大

学の魅力や大学進学の意義を広めるためには，本

取組みを継続し，地域貢献と同時にブランディン

グおよび，広報活動を行うことが重要であると考

えられる。「 i -STEM」とは，本学の特色の 1 つでも

ある informat ion（情報）を STEM 教育に加えたも

のであるが，学生が本学（ PBL・卒研等）で修得し

た学術的情報（ informat ion）を基にして，中・高校

生と相互作用（ in te rac t ion）しながら，独自の STEM

教材を創造（ innovat ion）するという意味も含んで

いる。実施するのは選抜された大学生であり，主体

的に実施したり教える技術が向上したりすること

になり，大学生に対する教育の付加価値向上にな

る。さらに，地域で活動することにより，社会貢献

にも繋がる。本報では，2018 年度の「 i -STEM 教育」

について，実施内容とその効果について報告する。 

 

2 . 2018 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科で

昨年に引き続き，高大連携課外授業を実施した 1 0 )。

2018 年 度 は ， 電 子 情 報 工 学 科 江 口 啓 教 授

（ Technology 担当），生命環境科学科桑原順子教授

（ Science 担 当 ）， 情 報 通 信 工 学 科 前 田 洋 教 授

（ Engineer ing 担当），情報システム工学科下戸健

准教授（ In fo rma t ion 担当），情報システム工学科丸

山勲准教授（ Mathemat i cs 担当）の指導のもと，そ

れぞれの学科の大学生が，1 年間を通じ全 15 回を

主体的に実施した。さらに，社会環境学科上寺康

司教授の指導のもと，社会環境学科の教職課程の
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大学生もペアティーチングのため参加した。  

 2018 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情

報科スペシャリストコースの 2 年である。第 1 回

目に高大連携課外授業について説明し 9 )，希望者

の中から 16 人を選抜した。第 2 回では，選抜され

た 16 人に対しオリエンテーションが開かれ，高校

と大学の関係者の自己紹介と同時に，高校と大学

の「学び」の違いについても説明が行われた。こ

れは，受動的な学習ではなく，能動的な学修とは

どういうものかを認識させ，高大連携課外授業に

対するモチベーションを向上させることを目的と

している。さらに，各テーマの紹介が担当教員や

担当大学生からされた（図 1）。前期に各テーマの

準備がされ，後期の第 3 回目から第 14 回目では，

高校生は 4 人 4 グループに分かれて， 2 回ずつ異

なるテーマを受講した。第 15 回目では，「振り返

り」が行われた。行動プロセスの枠組みのひとつ

に PDCA サイクルがある。Plan（計画），Do（実行），

Check（確認）， Act ion（行動）の 4 つで構成され

るが，この「振り返り」は PDCA の C にあたり，

「これまでどのようなことを学んできたのか？」，

「得られたことを説明することができるのか？」，

「より良いものにするためにはどうしたらよいの

か？」を高校生と大学生がディスカッションし，

高校生は学んだことを発表できるようになること，

大学生は自分の教育内容・教育教材の反省点を見

つけることを目的としている。これを受けて大学

生が Act ion（行動）を起こす。第 16 回目では，大

学生が「これまで学んできたものはどういうもの

だったのか？」，「何が得られたのか？」，「より良

いものにするための改善方法は何なのか？」をテ

ーマ毎にプレゼンを行い，来年度に繋げた 9 )。そ

れぞれのテーマの詳細を次節で紹介する。  

 

2 .  1 テーマ詳細  

2 .  1 .  1 ゲームプログラミング（ Informat ion）  

 情報システム工学専攻 2 年の宮本知佳，情報シ

ステム工学科 4 年の葛島航大と渡部俊樹，情報シ

ステム工学科 2 年の末綱琉華が主体的に実施し，

本学の PC 教室で行った。情報技術について学ん

でもらうためにゲームプログラミングを行っても

表  1 2018 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

1：05/29 オリエンテーション1 城東高校スペシャ
リストコース全員

2：06/18 オリエンテーション2
選抜された高校生
16人

(06/18) （i-STEM大学生オリエンテーション）

3：09/11
4： +1日

5：10/03
6： +1日

7：10/19
8： +1日

9：10/29
10： +1日

11：11/07
12： +1日

13：11/19
14： +1日

・ゲームプログラミング
（Information）

・科学実験1
（Science）

・科学実験2
（Science）

・SPICEを利用した論理
回路設計
（Technology）

・身近なモノでつくる光
通信装置
（Engineering）

・数式処理
（Mathematics）

高校生は4人4グ
ループに分かれて，
2 回 ずつ 異 な る
テーマを受講

15：12/14 振り返り 関係者全員

16：03/11 学生プレゼン 関係者全員

図  1 i -STEM アシスタント大学生と  

参加高校生の交流  
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らい，講義を通して Java 言語等のプログラム言語

に対する理解を深めることを目的とした。ゲーム

対象は「 15 パズル」とし， Andro id アプリケーシ

ョンを Andro id  S tud io で開発し，実機で実行でき

るように環境を整備した。機能拡張や自主学修も

促し，サポートするようにした。  

 まず，Andro id アプリケーションの仕組み，開発

環境の Andro id  S tud io の使い方，プログラミング

の仕方および Andro id での実行の仕方を学ばせた。

次に，ボタンとテキストビュー，イメージビュー

について深く学ばせ，最低限のアプリケーション

の開発ができるようにした。その後，自分の好き

な機能を追加し，オリジナルのアプリケーション

開発を行った。 2 日目はまず，用意した「 15 パズ

ル」のサンプルプログラムの全体構成や何の処理

をしているかなどについて学ばせた。次に，イン

ターネットを検索して，15 パズルで使用したい画

像を選ばせ，選択した画像を ImageCombin という

ソフトウェアで 4×4 の 16 分割し，プログラムに

組込ませた。最後に，実機で実行させバグがない

か確認させ，グループ内で意見交換し，改善をさ

せた。  

 今年度は指導教員が海外研究で指導ができない

ことと，このテーマに長く携わってきた宮本知佳

が卒業するということで，新しく加わった 3 人が

主体で行った。本 i -STEM 教材は教える側にとっ

ても分かりやすくなっており，教育の質を保った

まま引き継ぐことができた。  

2 .  1 .  2 科学実験（ Science）  

 生命環境化学科で中学校教員（理科）の教職免

許取得を目指す田代  晃大，森山  亜耶，岩並  桃佳，

守山  拓の 4 名が主体的に実施し，新設された本学

の B 棟 6F 食品農医薬品研究センターならびに A

棟 5F の実験室で行った。今年度は 2 グループに

分かれ ,「走査型電子顕微鏡（ SEM）」による様々な

物質のミクロスケールの観察を行った。試料とし

て，グループ A では孔雀石を，グループ B では昆

虫やキャベツの葉裏などを観察した。特に，グル

ープ A では中学理科，高校（化学）で学習する「酸

化・還元」の項目を取り入れ，市販の孔雀石から

銅を取り出す -酸化銅の還元 -についてチューター

によるミニ講義と SEM による観察を二日に分け

て行った。また，グループ B では中学理科，高校

（生物）で学習するキャベツや椿の葉裏の「孔辺

細胞」，あるいは土壌中に生息する「環境微生物」

について観察することができた。目視では観察不

可な物質であっても電子顕微鏡では容易に観察で

きること，電子顕微鏡は金属などの工業製品から

バイオの分野まで幅広く利用されていることをチ

ューターのミニ講義と実践を通して学習すること

ができた。なお，本事業に携わったチューター 4 名

のうち，今春 1 名が福岡県中学校（理科）教員と

して本採用され，他 2 名は常勤講師として教職に

就いた。  

2 .  1 .  3 SPICE を利用した論理回路設計（Technology） 

 本授業においては，電子情報工学科に在籍する

韓国・啓明大学からの留学生 1 名（都旺緑）と，

タイ・モンクット王工科大学からの留学生 1 名（キ

ッティパンヤンガーム・ソラナット）が指導を行

った。今年度の“ Engineer ing”における目標は，

①電子回路技術の基礎である論理回路（ディジタ

ル回路）に関する基礎技術の修得と，②外国人留

学生との交流による国際理解の促進である。  

 本授業では，ディジタル回路の設計と機能検証

を行うために，リニアテクノロジー社の回路シミ

ュレータ LTspice を利用した。 SPICE（ Simula t ion  

Program wi th  In tegra ted  Ci rcu i t  Emphas i s）は，カリ

フォルニア大学バークレー校で 1973 年に開発さ

れた回路シミュレータであり，現在の電子回路設

計ではデファクト・スタンダートとなっているツ

ールである。生徒は設計したディジタル回路の機

能検証を SPICE 上で行った後，市販のディジタル

IC を 用 い て そ の 回 路 を ブ レ ッ ド ボ ー ド 上 に 製 作

し，実験による動作確認を行った。このように，

基本的なディジタル回路作製の一連の流れを体験

できるように配慮した。  

2 .  1 .  4 身近なモノでつくる光通信装置（Engineering） 

 本テーマは， 100 円ショップなどで手に入る身
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近なモノ（太陽電池付き電卓，アルミカップ，紙

コップ等）を利用して，自分の声などのアナログ

音声信号を光変調／光空間伝送／復調し，マイク

入力端子付きラジカセのスピーカを鳴らす実験装

置の製作と動作原理の理解である。実験装置は，

電話の発明者であるアレキサンダー・グラハム・

ベルの伝記 1 1 )に“ The  pho tophone ,  1880”としてイ

ラスト付きで紹介されている装置の現代版である。

また，同様の装置を使った科学教室の取組が電子

情報通信学会誌 1 2 )でも紹介されており，これらを

参考に実験を行った。  

 担当する大学生は情報通信工学科 2 年生 3 名で

あり，全員が教職課程を履修中である。教える経

験を積みながら大学生も学ぶことができるよう，

教職志望の学生に声をかけた。また，情報通信工

学科 2 年生で学修する，アナログ信号の変復調に

関する理論を理解していることが望ましいため，

2 年生に担当を依頼し，3 名全員から了解を得られ

た。  

 2018 年度前期終了後に大学生 3 名が装置の試作

を行った。更に，大学生には夏季休暇中の課題と

して装置の動作原理および高校生向けの説明スラ

イドをパワーポイントで作成してもらった。メー

ルでのやり取りで担当教員が内容を確認し， 9 月

からの本番に臨んだ。  

 高校生 4 人の各グループを 2 人組に分け，装置

の製作と実験，動作原理の理解と装置の改良を 2

週にわたり行った。18 年度は計 4 グループを担当

した。大学生が作成したスライドや助言のおかげ

で，高校生は手際よく装置を製作し，第 1 週目の

時間の終わりには，全グループが受信側のラジカ

セから音声出力を出せるようになった。第 2 週目

には，装置の改良として，当初の通信距離が 1 メ

ートル程度であったのを，虫眼鏡や手鏡を使って

十数メートルにまで伸ばすことができたグループ

もあった。  

 最初のグループを担当したときは担当教員が声

をかける場面も多かったが， 2 回目以降は大学生

のみで高校生にプレゼンし，装置の製作・改良に

ついての助言ができるようになった。高校生にと

っては，簡単に手に入るモノで自分の声が光に変

換されてラジカセから聞こえる体験が，新鮮であ

り楽しそうに取り組んでいた。現代では，テレビ

やパソコン内部の電子回路は，集積化・モジュー

ル化されており，初心者が見ても単なるブラック

ボックスで全く興味がわかない。この実験装置は

部品数が少なく，単純な原理に基づくため，高校

生にも容易に理解でき改良のアイデアも思いつき

やすかったようである。大学生は，高校生よりも

上位の数学（三角関数）・物理学（波動）・電気工

学（回路）の知識で現象を理解しているはずだが，

それを高校生にわかるよう咀嚼して表現すること

で，教えることの難しさと楽しさを味わったので

はないかと思う。  

2 .  1 .  5 数式処理（ Mathemat ic s）  

 昨年度と同様，数学と情報の専門知識を持つ情

報システム工学専攻の中川朋奈（修士 2 年）と，

教職科目を履修した社会環境学科の中山歩美（学

部 4 年）がペアティーチングを行い，本学の PC 教

室で行った。途中から新たに，情報システム工学

科の神園弘大（学部 4 年）が参加し，来年度へ向

けての教材開発を先取することとなった。  

 微分方程式という高校生には難しい大学数学を，

実際に数式処理ソフトを用いて解く事が目標であ

る。それを通して数学の苦手意識を減少させ，自

作問題を作成しながら数式処理ソフトで遊ぶ事で，

数学の楽しさを知ってもらう事が目的である。  

 昨年度からの改善として，フリーの数式処理ソ

フト Maxima  だけではなく，WEB 上で無料利用で

きる  Wol f ramAlpha を用いた。これにより ICT 数

学と呼ぶにふさわしい状況が完成した。数式処理

ソフトのコマンド集は書き方を改善して分かりや

すくし，ドーナツ店の商品や，ゲームの有名キャ

ラクターをグラフ化（図 2）することで，より興味

を引くように工夫した。  

 その結果，宿題として出題された自作問題では，

微分の問題や微分方程式の問題を作成した生徒が

見られ始めた。多くは例年通り，グラフの図示で
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あるが，高度な 3 次元グラフや，追加機能を自ら

調べて利用した生徒も昨年に引き続き見られた。

生徒からの改善要望として「微分を習ってからが

良かった」という意見が見られたため，今後の課

題である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 生徒が体験する WolframAlpha の画面  

 

2 .  1 .  6 振り返り  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，本学の AL

対応型教室で行った。高校生と大学生がディスカ

ッションし，高校生は「学んだことを発表できる

ようになる」こと，大学生は「自分の教育内容・

教育教材の反省点を見つける」ことを目的として

いる。  

 高校生の振り返りとして，「すごいと思った」，

「感心した」という意見から，生徒に魅力ある高

度な内容が提示できていることが分かった。一方

で，「身近でやりがいがあった」，「自分で出来るか

も」という意見から，高度な内容を高校生に上手

く落としこめていることも窺えた。また「授業で

使える」，「理解が深まる」，「意義を知った」など

の意見からは，今後の生徒の学業へポジティブな

影響を期待できる。  

 さらに，「時間が短い」，「休憩をなくす」などの

講義設計への改善案や，「机を広くして欲しい」，

「暗室でやりたい」などの要望など，次年度につ

ながる有益な意見も認められた。  

 最後に，集まった大学教員から総評がされ，こ

こで学んだ事を普段の学業にどのように活かすか

などについて生徒に説明された。  

2 .  1 .  7 学生プレゼン  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，本学のオ

アシスで行った（図 3）。高校生は自分たちの意見

がどのような影響を与えるか考えること，大学生

は自分の教育内容・教育教材の改善結果をフィー

ドバックすることを目的としている。「振り返り」

の回で高校生から貰った意見をもとに，「これまで

ど う い う こ と を し て き た か ？ 」，「 何 が 得 ら れ た

か ？ 」，「 よ り 良 い も の に す る た め の 改 善 方 法 と

は？」を，各テーマの大学生がプレゼンを行った。

これは，高校生は本学の i -STEM 教育を体験しな

がら，最後には大学生と共に，教材評価と改善に

参加したことになり，大学教員や高校教員では生

み出せない教育効果になった。  

 学生プレゼン時では，高校生，大学生，高校教

員，大学教員からのコメントなどがあり，総括が

行われた。参加した高校生からは，「大学生の方々

が工夫してくれていたので，興味関心を持って楽

各テーマの大学生によるプレゼン 

図  3 学生プレゼンと総括の様子  
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しみながら参加することができた。」，「光通信の実

験で，通信距離を伸ばすにはどのようにすればよ

いかという課題に対し，自分の考えた方法で距離

を伸ばすことができ，考察することの楽しさを学

べた。」，「色々な実験を通して電子顕微鏡やモノづ

くりセンターなどの大学の設備に触れられたこと

や，大学生との交流によって大学生活について知

ることができ，福工大に対する興味が沸いた。」，

「 i -STEM をやってみて，高校で習ったことを実際

に実験してみたり，数学の難しい問題を，パソコ

ン を 使 っ て 一 瞬 で 解 い た り し て と て も 楽 し か っ

た。」といった意見を聞くことができた 1 3 )。  

 

2 .  2 高校から見た i -STEM 

 今年度の i -STEM には，進学希望者，就職希望

者，そのどちらか迷っている生徒など様々な生徒

が参加した。進路だけでなく，学力的にも幅広い

層の生徒が参加していたが，すべてのテーマにお

いて全員が積極的に発言し，各自で課題に取り組

む姿が見受けられた。本校生徒は電気科・電子情

報科の生徒であるが，ゲームプログラミングや光

通信，科学実験など幅広い分野の授業が行われた

ことや，大学生が高校生を引きつけるような専門

性の高い講義内容，大学でしか使用できない機材

などを取り入れて授業を展開してくれたことで，  

常に刺激を受けるような環境にあったことが生徒

たちの積極的な姿勢につながっていた。  

 また，大学生とコミュニケーションを密に取り

つつ，楽しみながらテーマに取り組めていた。本

学の学部学科間の違いや受験のこと，大学生活の

ことといった授業内容以外についても関心が高ま

り，大学生が主体で授業を行う効果は高かった。  

 i -STEM は保護者からの評価も高く ,「大学の学

部学科のことなどを知ることができるのはとても

良い機会になった。」，「他校ではできないことなの

で城東高校を選んで良かった。」，「進路を迷ってい

たが，福岡工業大学に進学したいと言うようにな

った。」など，3 者面談を通して様々な声をいただ

いた。“生徒と保護者が大学について話をするきっ

かけとなったこと”，“大学進学に対する意識が芽

生えたこと”，この 2 点は i -STEM の大きな教育的

効果だと実感している 1 4 )。  

 以上のことから，高校では多くの教育効果の表

れを実感しており，本活動は他校では行うことの

できない，本学独自の高大連携のメリットだと捉

えている。（城東高校電子情報科  高濱勇樹）  

 

2 .  3 2017 年度の i -STEM 高大連携課外授業に参

加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭クラスであり，第一種電

気工事士や IT パスポート，基本情報処理技術者な

どの資格取得も目指している 1 0 )。 i -STEM 高大連

携課外授業はコースの特色の 1 つにもなっており，

スペシャリストコースの中から 16 名が選抜され

実施される。  

 高校 2 年で i -STEM を受講した高校生は，修得

した知識や技術，および大学生とコミュニケーシ

ョンをとった経験をもとに高校 3 年生を過ごして

卒業することになる。そこで，2017 年度の i -STEM

高大連携課外授業に参加した高校生の進路を調査

し，まとめたものを図 4 に示す。  

国公立大学
・熊本大学 1名
・山口大学 1名
・広島市立大学1名
・山口東京理科大学1名

福岡工業大学
・情報工学部 6名

短大
・福岡工業大学短期大学部1名

専門学校 1名

就職
・トヨタ自動車1名
・デンソー1名

大学校
・九州職業能力開発大学校1名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4 2017 年度 i -STEM 高大連携課外授業を  

受講した高校生の進路先  
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 就職したのは 2 名であり，他の学生は進学を選

択していた。進学先の内訳は国公立大学 2 名，大

学校 1 名，福岡工業大学 6 名，短大 1 名，専門学

校 1 名であり，福岡工業大学への進学が最も多か

った。さらに，福工大以外の私大への進学はなく，

本学短大への進学も散見された。i -STEM 経験者は

すでに本学の雰囲気や所属学科・他学科の特徴を

知っていることになり，高大接続になっていると

考えられる。彼らが他の学生に良い影響を与える

と同時に，次の i -STEM や高大接続に繋げていっ

て欲しいと考える。  

 

3 . その他の活動  

 「 i -STEM 教育」は高大連携課外活動が主である

が，その他にも地域貢献を含んだ活動を行ってい

る。それらについて，次に示す。  

 

3 .  1 世界一行きたい科学広場 in 宗像 2018  

 8 月 11 日（土）に宗像ユリックス（福岡県）で

開催された「世界一行きたい科学広場 i n 宗像 2018」

に参加した（図 5）。本イベントは福岡県内各地で

科学の地域連携事業（科学実験や理科読など）を

通じ，将来の日本を担う科学技術系の人材育成を

推進することを目的に開催されている。本学は 6

年連続でブース参加している。情報システム工学

科下戸研究室，生命環境科学科桑原研究室および

i -STEM メンバーが中心に 3 ブース出展し，それぞ

れの研究に関するサイエンスを子供たちに体験し

てもらった。タイトル名はそれぞれ，「水性ペンで

FIT あさがおを咲かせてみよう！」，「空気の力を

感じて，おうちで「 FIT 砲」をつくろう！」および

「情報工学技術を体験してみよう！」であった。

これらのイベントを通して，サイエンスに興味を

抱く子供が 1 人でも多くなることを願っている 1 5 )。 

 

3 .  2 城東高校文化祭（城東祭）  

 福岡工業大学附属城東高校・電子回路同好会か

ら依頼があり，城東祭での出展物の開発のサポー

トを行った。 Raspber ry  P i と Fel iCa カードリーダ

ーを使って， SUGOCA や Suica の利用履歴をディ

スプレイに表示させるというものである。高校生

は大学生のサポートの元，大学の施設を利用して

開発した。城東祭では，自分が持っているカード

の中の情報が見れることに興味を抱いていた（図

6）。  

 

4 . おわりに  

 4 年目を迎えた「 i -STEM 教育」は，教育の主役

である高校生と大学生を新規教材開発によりつな

ぐもので，高大接続による高校生へのメリットだ

けでなく，教える事で学ぶ大学生側にも有益な教

育効果をもたらし，教育の付加価値向上に繋がる。

i -STEM 受講者の満足度は高く，関係者から高い評

価を得ていると同時に次年度実施も期待されてい

る。「 i -STEM アシスタント」として採用される大

学生は，教員志望の学生が主であり，教職関連講

義や教育実習以外の学修経験になる。2018 年度は

西日本新聞をはじめとしたメディアの取材が複数

あった。2020 年度からスタートする「大学入学共

通テスト」が迫る中で，「高大接続」や「 STEM 教

育」をキーワードとする本取組みの内容について

の取材であり，注目され始めている。本学ならで

はの i -STEM 教育を本学教職課程受講学生に経験

させ，小学生から高校生までの次世代に i -STEM 教

育を受講してもらうことで，双方に教育的付加価

値を持たせたいと考える。それと同時に，本取組図  5 世界一行きたい科学広場 in 宗像 2018 に出展
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みを全国に類を見ないものに発展させていきたい

と考える。  
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情報工学部の「FIT ポケットラボ」の向上 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

福 本   誠（情報工学科） 

松 尾 慶 太（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

田 嶋 拓 也（システムマネジメント学科） 

木 室 義 彦（情報システム工学科） 
 

Key words: Motivation Driven Learning, Science and technology, Independent study, Creativity education 

 

1 . はじめに  

 意欲ある学生をエンカレッジしたいという教員

の思いから，低学年時からユニークな学術活動に

専念でき，自主的に知的探究心を追及できるよう

な環境を整えられ，「 FIT ポケットラボ」は 2012 年

に設立された。この活動は『 FIT ポケットラボ参

加学生に関する分析』1 )，『 MDL（ Mot iva t ion  Dr iven  

Learn ing）としての FIT ポケットラボ』2 )，『 FIT ポ

ケットラボの活動と今後の展開―落選と口頭発表

昇格―』3 )にもあるように，大学の本義に沿った有

効なものだと考えられた。2016 年度には情報工学

部の学科横断で実施することになり，『情報工学部

4 学科の「 FIT ポケットラボ」』4 )や『情報工学部 4

学科の「 FIT ポケットラボ」の進展』 5 )で，各学科

の特色が交流し，先端的教育に発展したことを報

告した。「 FIT ポケットラボ」の活動は，  

 (A)   低学年での学術活動の実現  

 (B)   文科省主催のサイエンス・インカレにおい

て 6 年連続ファイナリスト選出  

 (C)   参加学生の大学表彰  

 (D)   主体的・能動的学修の伸長  

 (E)   大学院進学  

 (F)   学科横断的な取組み  

とその広報的価値をもたらしてきた。サイエンス・

インカレでは 5 年連続で入賞しており，2015 年度

には実質 2 位，2017 年度には実質 3 位の受賞とな

った 6 - 1 0 )。成果発表はサイエンス・インカレのみ

に 留 ま ら ず ， 他 の 大 会 に も 参 加 し 受 賞 も し て い  

る 1 1 - 1 4 )。この活動により，学内でも i -Tech  LAB の

中核プロジェクトの 1 つに育っている。全国トッ

プクラスの実績を継続的に出しつづけるために，

本取組をさらに活性化・高度化させ，学生のレベ

ル向上，学部全学生の学修意欲向上に寄与したい

と考えている。本報では，2018 年度の活動内容に

ついて報告する。  

 

2 . FIT ポケットラボの活動目的  

 参加学生が希望する研究が，全国で同じように

研究している同世代と同等のレベルであることを

認識するために，文部科学省主催の「サイエンス・

インカレ」 1 5 )のファイナリストに選出されること

を全員の目標として活動を行っている。サイエン

ス・インカレとは，文部科学省主催であり，自然

科学を学ぶ全国の学部学生，高等専門学校生等を

対象として行われる研究発表会である。自主研究

の発表の場を提供することで，学生の研究意欲を

高めるとともに，課題設定能力・探究能力，独創

性，プレゼンテーション能力等を備えた創造性豊

かな科学技術人材を育成することを目的としてい

る。自分の研究が全国でどのくらい評価されるの

か，全国にはどんな研究をしている学生がいるの

かといったことを知る意味でも，絶好の機会とい
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える。研究の審査は厳しく， 3 月上旬に開かれる

大会に出場できるファイナリストは書類審査によ

り決定される。前年 11 月に 12 ページにおよぶ論

文を提出し，複数の大学研究者による査読を経て

選抜されるもので，審査が厳しくかつ学生自身の

本当の実力が問われる大会である 1 6 )。  

 

3 . 2018 年度 FIT ポケットラボの活動  

 4 月上旬に募集を行い，最終的に情報工学科 1

年生 1 名， 3 年生 2 名，情報システム工学科 1 年

生 1 名，2 年生 1 名，3 年生 5 名，4 年生 2 名の 12

名が活動を行った。今年度は東北大学とも連携し，

東北大学 1 年生 2 名も参加した。指導教員の構成

は各学科の協力の下，  

 ・木室義彦  教授（情報工学部長）  

 ・福本誠  教授（情報工学科）  

 ・松尾慶太  教授（情報通信工学科）  

 ・下戸健  准教授（情報システム工学科）  

 ・丸山勲  准教授（情報システム工学科）  

 ・田嶋拓也  教授（システムマネジメント学科） 

であった。研究活動では，サイエンス・インカレ

経験者および大学院生の 5 名の学生がアドバイザ

ーとして活動を支援した。さらに，大学院生 2 年

生 1 名を学生代表として配置することで，指導教

員と学部生の距離を遠ざけ，学生だけで創意工夫

して活動を進めるような環境にした。  

 

3 .  1 2018 年度研究テーマ  

 2018 年度に実施した学生の自主研究 6 件につい

て紹介する。  

3 .  1 .  1 心筋細胞構造体の拍動力解析ソフトウェ

アの開発  

 伊藤大陸さん（情報システム工学科 3 年）と許

斐櫻さん（情報システム工学科 3 年）が取組んだ

研究である（図 1）。研究の動機について， 2 人は

進展する情報化社会の影響もあり，情報技術およ

びロボットの開発に興味を持ち，情報系の大学に

進学した。進学後，本学部で医工連携に関する研

究が行われていることを知った。情報系の大学で

医療分野の研究に携われることに興味を持ち，工

学的立場から医学分野の研究に携われることに魅

力を感じたことが研究の動機である。  

 近年，再生医療分野において，人工的に作製さ

れた臓器および組織を治療目的以外の用途でも活

用しようとする研究が，実用化に向け盛んに行わ

れている。その中でも特に，化粧品の安全評価お

よび医薬品の毒性試験等に応用することが期待さ

れている。しかしながら，評価方法やシステムは

確立されていない。そこで本研究では， 3 次元構

造体を非侵襲で定量的に評価することを目的とし

た。開発したシステムは，剣山状に積層する形で

作製された心筋構造体を上部から撮影した動画を

使用する。動画を解析し，心筋構造体の拍動力を

算出できた。結果より，心筋細胞構造体を非侵襲

で評価比較することが可能になった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 開発した解析ソフトウェア  

 

3 .  1 .  2 スマートフォンを利活用した物理実験用

教 育 教 材 の 提 案  ～ 身 近 な も の で 運 動 の 視

える化を～  

 甲斐遼太郎さん（情報システム工学科 4 年）と

神園弘大さん（情報システム工学科 4 年），牛島渉

さん（情報システム工学科 3 年）が取り組んだ研

究である（図 2）。研究の動機について， 3 人が所

属している学科において 1 年生の必修科目に情報

物理実験という科目がある。その中にテンプレー

トマッチングを用いた身近な運動の可視化を行う

実験があった。しかしながら，当実験では WEB カ

メラを使用することやボルダ振り子のような実験

装置自体が，身近ではないと感じた。身近なスマ

Measurement Point 

● 

Input / Output Panel

Play / Stop Button
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ートフォンを利活用することで，より運動の可視

化を身近にし，物理学への苦手意識を楽しさへと

変えることができるのではないかと考えたことが

研究における動機である。  

 WEB カメラ，iPhone6s，iPhone8 を用いてそれぞ

れのカメラで 5 回ずつ，ボールの自由落下を撮影

し，解析を行った。重力加速度について，WEB カ

メラよ り iPhone の方 が 福岡県 の重 力加速 度に 近

かった。標準偏差について，iPhone8 で撮影・解析

を 行 っ た 際 の 標 準 偏 差 が ， WEB カ メ ラ に 比 べ て

48 .0%小 さ く な っ た こ と か ら ， 精 度 が 向 上 し た と

いえる。さらに，携行性が高いため，日常生活で

体験している運動の可視化が可能になったと考え

られる。教材としての評価は，アンケート結果よ

り，物理や数学，画像処理への理解および興味向

上への貢献の見込みがあると考えられる。結果よ

り，本教育教材は精度と教材の有用性において，

WEB カメラより優れており，実際の教育現場での

活躍に期待できると考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 第１回物理サークルのデモ実験の様子  

 

3 .  1 .  3 技支援システムを加えた男子新体操採点

シ ス テ ム の 開 発  ～ 男 子 新 体 操 の 更 な る 興

味向上を目指して～  

 斉藤大和さん（情報工学科 3 年）と小川隼和さ

ん（情報工学科 1 年）が取組んだ研究である（図

3）。男子新体操経験者の斉藤大和さんは男子新体

操の審判資格を持つほど男子新体操に嵌まってい

る。男子新体操を楽しく体験してもらうことでよ

り多くの人に男子新体操の素晴らしさを広めたい

と考えたことが研究の動機である。  

 興味向上の方法として，以前の研究では Kinec t  

V1 を 用 い て 男 子 新 体 操 採 点 シ ス テ ム を 開 発 し た

が，システムの不可解性が明らかになった。そこ

で本研究では，システムの精度と解像度を上げる

ために，Kinec t  V2 を用いて開発した。初心者でも

分かるように，技支援として以前の研究で開発し

た「男子新体操採点システム」にデモンストレー

ション動画を取り入れた。実験では，性能確認・

比較の予備実験，体験前後での興味の変化につい

ての本実験を通して，46 名の実験協力者を対象に

調査を行った。結果より，開発したシステムは男

子新体操への興味向上に寄与できたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 開発した男子新体操採点システム  

 

3 .  1 .  4 カプセルネットワークを用いた自然言語

処 理 の 有 用 性 に つ い て  ～ 無 操 作 に よ る ス

ケ ジ ュ ー ル 全 自 動 入 力 シ ス テ ム の 開 発 を

目指して～  

 多田信洋さん（情報工学科 3 年）と森亮輔さん

（情報システム工学科 1 年）が取組んだ研究であ

る（図 4）。多田さんは過去に自動でスケジュール

管理を行うアプリケーションの開発を試みた。し

かしながら，既存のライブラリを用いたプログラ

ムのみで行うには，スケジュールの抽出が困難で

あった。調査を行ったところ，文脈を理解できる

可能性のあるカプセルネットワークが存在するこ

とを知ったことが研究の動機である。  

畳み込みニューラルネットワーク（ CNN）は， AI

が画像分析やテキスト分類を行うための学習手法

の 1 つである。しかしながら，CNN で画像認識を

する際には，認識した画像の特徴点のみを判別す

Demonstration

PC
Kinect v2
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るため，位置関係を保持出来ないといった問題点

がある。CNN の欠点を改善するために，カプセル

ネットワークを自然言語処理に応用し，カプセル

ネットワークが自然言語処理の分野において有用

であることを検証することを目的とした。文章の

ジャンルを 4 クラスで分類し，先行研究の論文中

のモデルと本研究で作成したモデルの精度を比較

した。データセットには， 100 万件を超えるニュ

ー ス 記 事 を 集 め た デ ー タ ベ ー ス で あ る AG news  

a r t i c l e s  co rpus を使用した。結果より，カプセルネ

ットワークを用いて C NN より高い精度を出すこ

とに成功した。  

 

 

 

 

 

 

 

図  4 本研究で用いたカプセルネットワークの図  

 

3 .  1 .  5 学生団体のイベント企画をチャットから

分析  ～代表の負担を軽減するには～  

 下柳田千晶さん（情報システム工学科 2 年）と

東北大学 1 年生 2 名が取組んだ他大学連携研究で

ある（図 5）。著者は過去の「サイエンス・インカ

レ  研究発表会  要約集」という資料を拝見した。

その資料の目次には出場者の学校名が書かれてお

り，ここから遠隔地での共同研究者が少ないこと

に注目した。  

 本研究では，リーダーの負担を減らしたイベン

トの運営方法を見つける事を目的とした。その手

段として，東北と九州の学生団体の構成が同質で

あることやイベントの実施の仕方が同じであるこ

とから，イベントにおける 2 つの団体の運営方法

の比較を行った。結果として，イベントを主催す

る学生団体についてのデータの分析から，学生団

体がイベントを行うにあたってリーダーの負担が

特に大きいことが示された。この負担の差はメン

バーのイベントや担当業務への理解度に起因する

と考えられる。したがって，メンバーのイベント

や担当業務への理解度を上昇させることがリーダ

ーの負担を減らすイベント運営のカギとなると考

えられる。  

 

 

 

 

 

 

図  5 共同研究学校間の距離と頻度  

 

3 .  1 .  6 脳 波 計 を 用 い た 香 り に よ る リ ラ ッ ク ス

度 の 定 量 的 評 価  ～ 本 能 で 惹 か れ る 香 り

を 探 そ う ～  

 末竹隆也さん（情報システム工学科 3 年）と手

嶋千尋さん（情報システム工学科 3 年）が取組ん

だ研究である（図 6）。手嶋さんは以前から香りに

興味があり，メディカルアロマテラピーについて

研究を行いたいと考えていた。末竹さんは大学入

学時から BCI（ Bra in  Compute r  In te r face）に関する

研究に興味があり，脳波計から取得したデータを

入力要素として用いたエンタテイメントシステム

の作成を目指している。 BCI を用いた研究を実現

するため 1 年次から脳波の研究に着手していたが，

優位な特徴量を検出することができず，サイエン

ス・インカレの出場を 3 年間実現できないでいる。

そこで，香りと脳波を結びつけることで研究を発

展させ，サイエンス・インカレのファイナリスト

に選ばれることが動機である。  

 アロマなどの匂い刺激は，自律神経に直接関与

し，心理反応への効果が高いとされている。さら

に，鼻から得られた香りは電気信号に変換された

後，最終的に前頭葉に伝わり香りを認知するとさ

れている。そのため，前頭葉の脳波データに対し

て周波数解析を行うことで大まかな心理状態を推

測することが可能であるとされている。以上のこ

とから，本研究では前頭葉の脳波計測を行うこと

Quantization input 
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で香りによるリラックス度の評価を行い，各個人

が本能で惹かれる香りを探せるようにすることを

目的とした。 6 種類のアロマに対してリラックス

度を 7 段階で評価を行った。解析手法として，リ

ラックス度の評価および脳波データを基に算出す

るパワースペクトルデータ（ 0Hz～ 255Hz を 0 .25Hz

刻み）の平均値を算出した。この 2 つのデータ群

から相関分析による相関係数の算出を行った。相

関分析を用いた算出の結果， 8Hz 以下の周波数帯

でアンケートとの相関が最も優位な結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6 実験の風景  

 

3 .  2 活動結果  

 「サイエンス・インカレ」に参加することが最

終目標であるが，それまでに至る，その他の代表

的な成果も含めて示す。  

3 .  2 .  1 九州夢大学  

 2018 年 7 月 24 日（火）は福岡県， 7 月 31 日

（火）は大分県にてブースを出展し， FIT ポケッ

トラボで行われている研究を地元高校生たちに紹

介した（図 7）。  

3 .  2 .  2 オープンキャンパス  

 2018 年 7 月 28 日（土）と 8 月 5 日（日）に本

学にて両日，受賞経験のある学生がそれぞれのポ

スター発表を行った（図 8）。  

3 .  2 .  3 高校生のためのプレミアム学び体験  

 2018 年 9 月 22 日（土）に本学の Cul -S i t e 前に

て， FIT ポケットラボで行われているユニークな

研究について紹介した（図 9）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7 九州夢大学の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  8 オープンキャンパスの様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  9 高校生のためのプレミアム学び体験の様子  
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3 .  2 .  4 第 8 回サイエンス・インカレに参加  

 2018 年度の第 8 回大会では，国立大学や日本を

代表する私立大学から 224 件の応募があり，口頭

発表部門 52 件とポスター発表部門 48 件が選ばれ

た。研究成果は 11 月の論文提出までにまとめるこ

とができ，書類審査の結果， 2 チーム 4 人がファ

イナリストに選出された。詳細は Campus  Mai l 1 7 )

で紹介された。  

 2019 年 3 月 2 日（土）と 3 月 3 日（日）に東京

都豊島区の立教大学池袋キャンパスで開催された，

第 8 回サイエンス・インカレに参加し（図 10），

研究発表を行った（図 11）。有名国公立大学も多

く参加する本大会において，肩を並べて発表する

と同時に，他大学の研究を聞いたり交流したりす

ることで，全国の同級生は様々な分野でこんなに

も研究を楽しみ，熱心に活動していることを知っ

た。大会を通じて得られた貴重な経験を忘れず，

全国の同級生に負けないように学業や研究に取組

んでくれることを期待する。詳細は Campus Mai l  1 8 )

で紹介された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  10 第 8 回サイエンス・インカレの参加  

 

4 .  FIT ポケットラボ参加学生に関する分析  

4 .  1 大学での学術活動の様子  

 今年度の活動も 4 学科で行われ，研究テーマも

多岐に渡り様々な経験ができたが，末竹隆也さん

（情報システム工学科 3 年）について紹介する。

彼の考動には，自身を体現する「技術」の取得を

目的として実現している。 FIT ポケットラボに参

加したきっかけは，高校時代に思い描いたモノの

実現を行うためだという。また， FIT ポケットラ

ボに参加したことで「考えを行動に起こせる環境」

と巡り合い，自分の全力を注ぐことができたと語

っている。  

 彼が思い描く開発物は，人間が入力する動作と

情報の出力の境界を極限まで減らしたものであり，

非覚醒状態で明晰夢の現象を体験できるようなシ

ステムを理想としている。大学１年次では，情報

や電気，機械等の技術系の知識が皆無だったが，

先輩方や共同研究者，自身の努力から成果物を獲

得することができた。結果として，九州工業大学

で行われた PBL 合同発表会で未来志向賞を受賞す

ることが出来た 1 9 - 2 0 )。しかしながら，執筆した論

文は開発物に対して論じたものであり，研究論文

とは呼べない代物であった。そのため，目標とし

ていたサイエンス・インカレへの出場は叶わなか

った。大学 2 年次では，自身の研究における研究

者の思考や，専門的な知識が不足していると考え，

研究者や企業様とのコネクション獲得に踏み出し

た。実際に，専門家からの情報収集と研究機材を

図  11 発表の様子  



－ 76 － 

開発している専門会社へのインターンを実施した。

しかしながら，行った研究内容は既存研究に到達

することすら叶わなかった。大学 3 年次では，技

術と経験の不足を補うため，研究分野とは異なる

分野に視野を広げた。従来研究に使用されていた

解析方法に自分自身の新たな視点を加えることで，

研究論文として成立させることができた。その結

果，大学の 3 年間を費やし， 1 年次から目標とし

ていたサイエンス・インカレへの出場を果たすこ

とができた。以上のように，落選してもなお自主

的にサイエンスを続け， 3 年次に目標を達成した

末竹さんは， 4 年次生で目を見張るほどの卒業研

究と後輩指導をしている。  

 

4 .  2 サイエンス・インカレでの様子  

 ファイナリストに選ばれたメンバーが招待され

たサイエンス・インカレでは，堂々と発表練習の

成果を披露するだけではなく，株式会社オリィ研

究所代表取締役所長の吉藤健太朗氏の講演や，他

大学学生との研究交流などを経験し，学生達は大

きく成長したと感じられた。過去にサイエンス・

インカレに出場した卒業生も駆けつけてくれて，

発 表 を 見 て く れ る の と 同 時 に 再 会 を 喜 ん で い た

（図 12）。また，サイエンス・インカレ・ファイナ

リストを経験した学生は，運営側学生として参加

し，全国の学生達が学生同士で高めあっている環

境で活躍していた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  12 アドバイザーや卒業生も大会に参加  

5 . おわりに  

 今年度の活動も 4 学科で行われ，学科横断的な

学生活動が実施された。 i -Tech  LAB.（本部棟 3Ｆ

図書館横）を利用し，自主的学術活動の自由度は

増加している。例年は指導教員からサイエンス，

研究方法，論文執筆方法，論文添削など様々なサ

ポートがあったが，2018 年度は初めて学生だけで

活動した年となった。  

 サイエンス・インカレのファイナリスト採択結

果の連絡があった後に，今年度メンバー 6 名，ア

ドバイザー 5 名，昨年度までのポケラボ経験者，

教員 6 名が集まり，慰労会が行われた。採択され

たメンバーは大会に対する意気込みを発表し，落

選したメンバーは，自身が行った研究内容と査読

結果を指導教員に見せ，心機一転今後に向けて動

き始めていた（図 13）。  

 これまでの成果を冊子でまとめたり（図 14），

活 動 内 容 や ス ケ ジ ュ ー ル を ホ ー ム ペ ー ジ 2 1 )で 公

開したりするなど，広報活動も活発化している。  

 ポケラボを経験した学生は，お互いが切磋琢磨

して学術を向上させたり，大学院進学やサイエン

ス・インカレ・アンバサダーに就任したり，難易

度の高い資格取得に挑戦しており，取組の効果が

広がりを見せている。  
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等支援予算により，「情報工学部  F IT Pocke t  LAB.  

－創造性豊かな科学技術人材を育成する学術支援

卒 業 生  
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活動－」として取組まれます。 4 学科の学科長に

心から感謝いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  13 2018 年度メンバー慰労会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  14 2012 年度から 2016 年度までの論文誌  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  15 2018 年度修了  
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授業外学修時間 4 時間を目標とした物理学講義の実践報告 
 

丸 山   勲（情報システム工学科） 
 

Key words: 授業外学修時間，授業改善，ICT 活用，アクティブラーニング，物理学講義 

 

1 . はじめに  

1 .  1 背景  

 授業外学修時間は，一般に半期 1 科目（ 2 単位）

あたり毎週 4 時間と定められ，本学学生便覧 1 )に

も明記されている。履修登録上限（ CAP 制）は大

学や学部により異なるが，仮に 2 単位科目を半期

10 科目履修すれば，授業外学修時間は 40 時間／

週になる。しかし，多くの調査で示されるのは，

大学生の授業外学修時間の欠如である（図 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1  小中高の平日の学校外平均学習時間 2 )と大

学 生 の 授 業 時 間 を 除 く 予 習 復 習 な ど の 勉

強時間（分／日）3 )をあわせて表示し，下部

には数値も表記した。  

 

 仮に小中高より短い学修時間１時間／日を一週

間続けても，7 時間／週でしかない。川嶋 4 )による

と，自主的な学修時間を増やすという文脈の中で

能動的学習（アクティブ・ラーニング）の必要性

が説かれたが，2014 年調査では全く状況は変わっ

ていない。  

 

1 .  2 先行報告  

 このような背景のもと，双方向型の新たな講義

手法に基づいて授業外学修を増加させた授業 5 )な

どが報告されている。しかし，そこでも今後の課

題として挙げられているように授業外学修の質が

問題である。  

 学修の質に関しては，一見驚く事に，授業外学

修時間と GPA 指標の 相関は低い ことが良く ある

ことが知られており，それは本学でも確認されて

いる 6 )。良く考えれば，高い GPA に重要なのは，

楽勝科目情報や協力して学ぶ友人関係だと気づく。

また入学時学力差が大きい大学では，それを挽回

するのに多くの勉強時間を要し，相関を下げる。

特に，「学び取る力」としての学力に差がある場合

には，GPA 低位層ほど学修時間が伸びるのは当然

となる。  

 むしろ，授業外学修時間と GPA 指標との相関を

高めるためには，学修評価の妥当性や，学生の授

業外学修の効率が重要である事が指摘されている 7 )。 

 

2 . 本報告の経緯と目的  

 福岡工業大学のスローガンは，「全国トップクラ

スの教育拠点」である。このスローガンがまだ「九

州 No.1 の教育拠点」だった 2013 年度から筆者は，

本学の情報システム工学科で 1 年生前後期の講義

を担当してきた。前後期の科目名は 2013 年と 2014

年では情報科学概論・情報科学基礎演習，2015 年

からは物理学 I・ I I である。  

 担当科目は異なるが，一貫して学生の勉強習慣

の獲得を目指してきた。これは講義が始まった当
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初に，予復習を含む学修時間の欠如が，講義アン

ケートから見えてきたからである。最低でも勉強

時間を全国平均以上にしなければ，スローガンに

ある九州 No.1 も有り得ない。それを達成するに

は，少なくとも何かが光る講義内容を，他大学学

生よりも長時間学ぶ必要があると考えた。  

 以上の経緯を基に，次の目標  

  「全受講者，授業外学修 4 時間／週」  

を掲げ，授業改善に取り組んできた。これは，本

講義だけで，日本の大学生が全講義に対し学修す

る時間（図 1）に迫ろうという目論みであり，本学

スローガンに見合う挑戦といえる。  

 結論から言えば，2019 年度からは別目標を立て

たため，目標は未達成となる予定である。しかし，

受講者の半分までは授業外学修 4 時間を超えた結

果と，その試行錯誤の過程で生み出された講義の

特色は，報告する価値はあると考え，以下に記述

する。  

 

3 . 講義方法  

 授業外学修時間を増加させるべく「何故勉強習

慣が大切か」を余談として語っているので，3 .1 節

で最初に触れたい。続く 3 .2 節では，講義の演習

化と，3 .3 節では，その演習問題を解くための学習

相談コーナーについて述べる。さらに 3 .4 節では，

ICT 活用を述べた後， 3 .5 節では講義難易度， 3 .6

節では講義内容の改善について触れる。その中で

学生情報ポータルサイト my fi t 8 )を用いて行われる

学期末アンケート（以下アンケートと表記）に寄

せられた学生コメントにも触れていく。このコメ

ントには講師向けと後輩向けの二種類が存在する。 

 

3 .  1 勉強習慣の重要性  

 科学ではデータが重要であり，物理学では何故

という疑問が大切だという流れの上に，何故勉強

習慣が大切かという余談を毎年，語っている。以

下では，公表データをもとに，一日あたり，ある

いは一週間当たりの学修時間を算出した結果をま

とめる。ただし，アンケート項目が「 1 時間～ 2 時

間」となっている場合には，平均値の 1 .5 時間と

し，6 時間以上などの場合には，換算値を用いた。  

 学生に身近な近隣大学では，九州大学 9 )は予復

習時間 40 分／日（学部生 4230 人，ただし試験前

以外），九州工業大学 1 0 )は授業外学修 1 .9 時間／

日（学部生，ただし 6 時間以上は 8 時間と換算）

となっている。これが，学生にとって比較基準と

なる。  

 しかし，日米の大学生を比較すると，日本 1 1 )は

11 時間／週（学部生 4 .8 万人，授業除く，ただし

31 時間以上は 35 時間換算）だが，米国 1 2 )は 27 時

間／週（ただし 26 時間以上は 30 時間換算）であ

り，特に 6 時間／週以上の割合では，日本 33%，

米国 84%と顕著な差がある。これは学生にとって

はチャンスであり，週 6 時間勉強は，米国では当

たり前でも，日本では上位 1/3 に食い込めるので

ある。  

 ちなみに社会人（日本）の勉強時間については，

役職別の民間企業アンケート（回答数 593 人）1 3 )で

は「課長以下」は勉強時間 20 分／日だが，「役員以

上」は勉強時間 1 時間／日である。特に 30 分／日

以上の割合では，「課長以下」は 26%，「役員以上」

は 82%と顕著な差がある。つまり，勉強すれば役員

になれるわけではないが，役員は勉強している。  

 情報工学部学生の就職先の一つである IT 業界

の「業務外学修時間」の 8 カ国調査（回答数 3800

人） 1 4 )では，インドネシア・ベトナム・タイ・中

国と比較して，米国・インド・韓国・日本は勉強

しない傾向にあり，特に「業務で必要かどうかに

かかわらず，自主的に勉強している」と答えた割

合は，日本は 19%で 8 カ国中最下位である。下か

ら二番目は韓国（ 20 .2%）で，日本・韓国は，IT ス

キル標準レベルの平均が 8 カ国中第 7 位・第 8 位

と低迷している。日々新技術が生まれる IT 業界で

は，自主的勉強が必要と予想されるが，そう予想

した学生ならば，本講義で勉強習慣を身に着ける

意義を理解できるはずである。  

 以上のようなデータを数回に分けて講義に入る

前に紹介している。狙いは授業外学修時間の増加



－ 81 － 

であり，実際，「授業外学習の大切さも学び，意識

的に授業外学習に取り組みました」というアンケ

ートも見られた。  

 

3 .  2 演習型講義  

 講義形式は従来の演習型講義である。本講義の

評価は，テスト 50%，レポート 50%とし，通常の

物理学講義よりレポートに比重を置いている。高

校物理未受講の学生も多く，数学の学力差が大き

いため，テストだけだと授業外学修時間と成績評

価に相関が出ないと懸念されるためである。先行

研究で指摘された学修評価の妥当性 7 )を踏まえて，

レポートに時間をかけた学生を評価する事にして

いる。  

 レポート課題の量は非常に多いが，可をとるた

めの最低限の必須課題と，そこから加点されるた

めの多くの選択課題に分かれている。課題量は最

初から多かったが，学修時間は少なく，次に述べ

るような最適化を行う事で，時間をかけて丁寧に

課題に取り組む学生が増加していったと考えられ

る。  

 まず，選択課題は低難易度のものを含める事で，

出来るからついやってしまう学生が認められる。

一方，課題数増加や少数の難問の存在により，課

題の全制覇を志向する秀才型の学修時間は増える

ことも確認できた。実際，意欲のある学生のレポ

ートページ数は 70 ページを超え，おそらく授業外

学修時間も 6 時間／週以上と思われる。  

 逆に，必須課題の難易度調整は非常に難しい部

分があった。簡単すぎると学修時間は増えないが，

難しすぎるとドロップアウトによる学修時間ゼロ

が発生する。この最適化には，いまだ答えを見出

せていない。  

 レポート〆切も工夫した。複数のレポート〆切

がある実験科目は，授業外学修時間が多い。これ

を参考に本講義でもレポート課題を 4～ 5 回の〆

切に分けて提出させた後，複数レポートを一つの

レポートに束ねた最終提出物を提出させた。当初

は，〆切を一回にしていたが，複数回〆切にする

ことで，未提出が減り，レポートの質も上がる事

が確認された。  

 15 回講義の中で，レポート課題を解説する演習

回が 4～ 5 回設けられているが，アンケートによる

と学生の認識では，レポート課題を一緒に解いて

くれる回であり，学生の感謝の言葉が見られる。

しかし，解法は見よう見まねで出来たとしても，

何故その解法を用いるのかの説明をレポートで問

われるため（説明のない結果だけのレポートは点

数がない），授業をしっかり理解する必要がある。

実際，アンケートでも「授業中，先生がさりげな

く言ったこともメモしておいた方がレポートが楽

になる」という後輩へのアドバイスが見られる。  

 以上のようなレポートに比重を置く演習型講義

のため，アンケートでは「課題が多すぎる」など

の様々な悲鳴が毎年大量に寄せられる。一方で，

「最初は苦痛だったレポートが今ではとてもやり

がいがあって楽しくなりました」といった達成感

に言及するアンケートが少数だが毎年存在する。

また「毎週課題を出すというのは勉強する習慣を

つけることにつながるので，とても良い」という

講義設計意図を見抜いた意見もあった。さらに，

結果（ what  i s）や解法（ how to）ではなく，何故そ

の解法か（ why  so）の説明を求めたため，「深く考

える力とレポート能力は上がった」という意見も

見られた。  

 

3 .  3 学習相談コーナーの活用  

 福岡工業大学情報工学部の取り組み「初年次教

育の充実」を利用し，本講義でも 2015 年度より 2

名の学生 SA を用いた学習相談コーナーを週 2 回

2 時間で開催している。つまり週 4 時間の授業外

学修は，学習相談コーナーに毎回行きさえすれば，

確保される設計である。問題は，行くのが当然と

いう認識を学生が持つかどうかであるが，それに

効果があったと考えられる工夫を以下に二つ述べ

る。  

 一つ目は，講義中の小テストの不合格者の口頭

諮問である。学生 SA は，不合格者を口頭諮問し
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て，暗記項目や解法の手順などを確認する。同時

に，単位取得に問題がありそうな学生を見つけた

ときには，レポートで点が取れるように特別に相

談に乗ることを SA 業務に含め，相談コーナーに

来なければ学生 SA がメールで呼び出すことも行

っている。  

 二つ目は，レポート課題全制覇を目指す秀才型

の学生が，学習相談コーナーに毎回参加すること

である。このタイプの学生は，レポート〆切前に

のみ参加する友人に教えている姿も散見されるた

め，クラス全体の学修時間の増加に寄与している

と考えられる。  

 以上のような工夫により，アンケートでは「学

習相談コーナーに行くべき」という後輩へのアド

バイスが多く見られている。  

 

3 .  4 ICT 活用  

 ここで情報通信技術（ ICT）の活用について，触

れておく。講義と，前述の学習相談コーナーは全

て PC 教室で行われる。講義資料は， CMS である

Wifky 1 5 )や，2018 年度からは本学 Moodle 1 6 )を用い

て WEB 配布し，講義中も，それを見ながら講義を

受講する。レポートは WORD とし，課題ファイル

も WEB 提出か，学生ＰＣから情報教育支援シス

テム Wingne t 1 7 )を用いて回収している。Wingne t は，

暗 記 問 題 の 小 テ ス ト や ， 数 学 記 号 処 理 ソ フ ト

Mathemat ica や 物 理 シ ミ ュ レ ー タ を 用 い た 問 題 を

解かせた際に，正解を得た学生の画面を，全員に

共有する際にも用いている。  

 また，問題の解法について，実際の手順を学生

SA に動画として作成させ，授業アーカイブシステ

ム Fi tReplay 1 8 )で 2015 年度から公開し，口頭諮問

対象の不合格者には学習相談コーナーで強制視聴

させている。  

 以上のような ICT 活用を行っているが，アンケ

ートでは，資料配布への好評価が見られる程度で，

学生からの言及は少ない。一方で， 100 人規模の

講義で，レポートに複数回〆切を課す場合には，

ICT を使わなければ，未提出者管理などを含めて

不可能であった。また当初は WORD によるレポー

ト提出が一年生に可能か不安であったが，本学科

では一年前期の情報リテラシーで WORD 等を学

んでいるためか，アンケートにも記載がなく，実

際にも問題は生じなかった。  

 最初の 2 年で担当した情報科学講義で，数学記

号処理ソフト Mathemat ica や各種ソフトウェアを

体験させた経緯を受けて，2015 年からの物理学講

義でも引き続き Mathemat ica や力学シミュレータ，

電気回路シミュレータ，量子力学の電子状態計算

ソフトを体験させている（全て無料でダウンロー

ドできる）。また力学シミュレーションに関しては，

C 言語による簡単な数値計算もさせるなど，通常

の座学講義の物理学には見られない，情報システ

ム工学科ならではの新奇な講義になった。アンケ

ートでも「まさか物理をパソコンを使って習うと

は思いもよりませんでした」という意見が良く見

られる。実際， ICT 活用はレポート課題でも好ま

れ，図 2 のように，物理に対する印象を逆転させ

る事が可能である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2  講義中の物理好感度調査：2015～ 2018 まで

に取得できたデータの合計  

 

3 .  5 講義難易度  

 講義中の内容の難易度として，レポートをやら

ないと理解できないようにする事を心がけた。実
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際狙い通りに，アンケートでは「レポートなどを

通してより理解を深めることができました」，「授

業だけでは理解できないことが多く，物理学の学

習時間が必然的に多くなった」という意見が見ら

れる。分かりたいという欲求や，自力で分かった

という充実感を，授業外学修増加につなげられる

と考えている。いわば，わかりやすい講義をしな

い努力である。  

 難易度を上げるために，前期は微分方程式（物

理では運動方程式や LCR 回路方程式），後期はベ

クトル解析（物理では体積分による慣性モーメン

トの定義）を扱う。ただし，計算は記号処理ソフ

トを用いる。本学科ではこれらの数学は 2 年で習

うが，先にこれを記号処理ソフトで扱う事により，

本講義の有用性を学生に伝えやすい。  

 難易度が上がることで，アンケートでも難しい

という意見は多いが，「できないなりに頑張ればだ

んだんと知識が身についてくる」，「慣れるまで大

変でしたが難しい計算を簡単に行えるのでとても

凄い」という意見が見られている。講義中アンケ

ートからも，数学が出来るかどうかの印象が逆転

している事が分かる（図 3）。主観ではなく客観的

な事実として，テストでもバネ・ダンパ系の線形

二階微分方程式は 9 割以上の正解率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3  講義中の数学実力アンケート： 2017， 2018

の合計  

3 .  6 講義内容の改善  

 特に現代は，ドリルの計算程度なら，スマホを

かざせば答えが出てくる時代である。微分方程式

でさえ WEB サイトで解が出てくる。その意味で，

ICT 時代は，微分方程式が “解ける ”新入生に，物

理学を教える事を可能にしたと言える。  

 しかし，解法の原理を知らずに解けたことには

ならない。よって講義では，微分方程式の解法の

原理を説明するのだが，図 4 のように方程式や四

則演算に立ち戻れる事は，大きな学力差を持つ学

生全体をカバーするために効果的であった。つま

り，全員が知らない微分方程式を教えながら，実

は，方程式の意義を振り返るリメディアルを行っ

ているのである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4  講義中説明の例：四則演算と方程式 	 ，

微積分と微分方程式 	の関係。  

 

 この「より深いリメディアル」を物理学にも応

用し， 2015 年に物理学が始まってからは，「 1＋ 1

＝ 2」というレベルに立ち戻っている。例えば， 2

時間 +1 時間＝ 3 時間だが，午後 2 時＋午後 1 時は

足し算できない。だが和を差にすると，午後 2 時

－午後 1 時＝ 1 時間となる。これは一体どういう

ことなのか？入試で物理を選択した学生も答えら

れない。実は，小学校低学年で習う時刻 t・時間 ∆t	 

や，中学で習う座標原点などを，この話題から全

学生が学びなおす。同様に，「分数の割り算は，何

故ひっくり返すのか」という定番の疑問からは速

さの概念を，後期に再登場する「 1＋ 1＝ 2」からは，

位置ベクトルを学びなおす。  

 つまり本講義で学生は，分からない微分方程式
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が出来るようになり，出来る四則演算が分かって

いないと学ぶのである。この学びが，幅広い学力

差にかかわらず平等に与えられるのが重要で，こ

のような講義内容により評価を行う事で，入学時

学力差への依存性をなくし，成績と授業外学修時

間との相関を高めている。だからこそ良い成績を

取るために，学生は授業外学修時間を増加させる

必要があることになる。アンケートでは後輩への

アドバイスとして，「物理を高校で習った人は有利」

というコメントも当然見られるが「物理を習って

いる習っていないに関わらずに一からスタートで

きるので，専門学校から来た人でも頑張れる科目

だと思います」というコメントも見られている。  

 全国の大学生は分かってないことを知らない状

態であり，かつ世間では「サインコサイン不要論」

がたびたび話題になるレベルだからこそ，本講義

の有用性を学生に伝えやすい。実際アンケートで

も「中学・高校でやった内容をいざ問われてみる

と，なぜそうなるのかということが全く説明でき

ずに深く考えられた」というコメントが見られる。 

 

4 . 結果と考察  

4 .  1 授業外学修時間の結果  

 本講義の授業外学修時間の結果を述べる。デー

タは，これまで述べてきた学生コメントと同じく

学期末アンケートで得られたものであるが， 2 013

年度には授業外学修時間は質問されていないため，

欠落している。  

 図 5 は， 2014 年から 2018 年までの本講義の授

業外学修時間である。参考として 2013 年度前期第

６回講義で採取した予復習と課題レポートの学修

時間（数値記入）は 33 分／週であった（ N＝ 93）。

この 33 分という短さが，目標「全受講者授業外学

修時間 4 時間」を定めた発端であり，この 33 分と

いう値から比べれば，図 5 の結果は大きく増加し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  5  2014 年度前期から 2018 年度後期まで本講

義のみの授業外学修時間（時間／週）。N は

回答者数。  

 

 ただし注意として，図 5 のアンケート回答者数

N が後期はかなり少なく，データの信憑性に乏し

い。この差は，前期は履修人数の多い（前期は必

修だが後期は JABEE コース選択）のと，前期の回

答率が高い（アンケートの回答方法を知らないの

で講義中に教えている）ためである。  

 もう一つ注意として，図 5 の授業外学修時間は

過小評価されている。アンケートにおける選択項

目は，表 1 のようになっており，図 5 の算出にお

いて，「～以上」の項目は，換算せずにその数値を

採用したためである。深刻なのは，例えば， 2 017

年度前期では平均 3 .5 時間であり， 6 時間以上を

選択した割合も約 1/4 存在するため，実際の「回

答者の平均」からの大きな乖離が容易に予想され

る。  
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表  1 アンケートにおける選択項目  

年度  授業外学修時間の選択項目

2014  ① 0 分，② 30 分未満，③ 30 分以上 1 時

間未満，④ 1 時間以上 2 時間未満，⑤ 2

時間以上  

2015  ① 0 分  ② 10 分  ③ 20 分  ④ 30 分  ⑤ 40

分  ⑥ 50 分  ⑦ 1 時間  ⑧ 1 時間 30 分  ⑨

2 時間  ⑩ 2 時間 30 分  ⑪ 3 時間  ⑫ 3 時

間 30 分  ⑬ 4 時間以上  

2016～  

2018  

① 0 分  ② 10 分  ③ 20 分  ④ 30 分  ⑤ 40

分  ⑥ 50 分  ⑦ 1 時間  ⑧ 1 時間 30 分  ⑨

2 時間  ⑩ 3 時間  ⑪ 4 時間  ⑫ 5 時間  ⑬

6 時間以上  

 

 より正確に目標値を定量化するため，本講義の

授業外学修時間が 2 時間／週， 4 時間／週以上の

割合を，図 6，図 7 にそれぞれ示す。これが本報

告の主な結果であり，図 7 はおろか図 6 さえ 100%

に届いていない事は，目標とした「全受講者が授

業外学修 4 時間／週」が未達成となっている事を

あらわしている。ただし，回答者数 N＝ 3 の 2018

年度後期のデータは，回答者全員が 2 時間／週を

超えるため，読者をミスリードしないよう除外し

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6  2014 年度前期から 2018 年度前期までの授

業外学修時間が本講義のみで 2 時間／週以

上の割合（ %）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7  2015 年度前期から 2018 年度前期までの授

業外学修時間が本講義のみで 4 時間／週以

上の割合（ %）。最大は 2017 年度前期の 54%

である。  

 

 最も目標に近づいたのは，図 7 の 2017 年度前

期で，回答者 N＝ 98 名のうち 54%が授業外学修 4

時間／週以上であることが分かる。人数で言えば，

履修登録者 107 名の内，少なくとも 54 名が授業

外学修 4 時間／週以上である。  

 

4 .  2 考察  

 授業外学修時間が増加した要因の中でも，因果

関係が明確なものは学習相談コーナーである。こ

のコーナーへの参加者が増えれば，そこで何らか

の学修を行うため，時間は増加する。実際，図 8

に示すとおり，履修者が約 100 名規模である前期

だけをみれば，平均参加回数が増加している。  

  



－ 86 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  8  週 2 回開催する学習相談コーナーの 1 回あ

たりの参加人数。 2014 年度から 2018 年度

の前期のみ。  

 

 学習相談コーナーは 1 回 2 時間であるが，学生

は諮問が終わるとすぐ帰ったり，あるいはレポー

ト〆切の間際には PC 教室が閉鎖される午後 8 時

まで滞在していたりと様々である。学習相談コー

ナーに参加した場合の平均学修時間は算出してい

ないため，今後の課題である。  

 一方で，図 8 で問題ないとみえる 2018 年度前

期だが，結果的に学修時間は前年度を下回ってい

る。この下落は図 5 の学修時間においても，ある

いは図 6，図 7 においても，確認できる。  

 この理由は，最適化に失敗している点にあると

考察される。2018 年度には，それまで使い慣れて

いた Wifky の独自構築の CMS から，新たに全学

で利用可能になった Moodle に移行した事で，不

便さや負担増が発生し，高度に最適化されていた

講義スタイルにネガティブな影響を与えた。実際，

中間アンケートにおける理解度が例年の想定より

低くなりすぎていた。さらに，それを挽回するの

に紙資料ではなく Moodle によるデータ配布を行

ったなど，細かい部分で改悪を行ったと考えられ

る。この考察は，学修時間の増減が，このような

定量化しにくい要因による事を示唆している。  

 

5 . まとめと今後の課題  

 授業外学修時間 4 時間／週を超えた学生は最大

でも約半数にとどまり，当初の目標は未達成であ

った。しかし，半数という実績は，中位層―いわ

ゆる普通の学生―に及んでいることから，「普通は

1 科目に毎週 4 時間は勉強しない」という常識を

破っている点で重要だろう。  

 6 年間続けた本目標だが， 2013 年に目標を立て

る前は，平均 33 分／週でしかなかった（ 4 .1 節の

本文参照）。この事実は，同じような授業外学修時

間にある講義を持つ大学教員に，「まずは目標を立

ててみる」というポジティブな刺激を与えると期

待したい。本講義のアンケートにあった「自分で

課題をする時間をとることが普通になり，友達と

一緒に課題をする習慣ができたので良かったです」

というコメントから連想されるように，全国どの

講義室にも「大学に学びに来た」学生がいるので

はないか。万が一にも，そんな彼らを，大学教職

員が示す「建前だけの学修時間 4 時間／週」と，

CAP 制により休み時間だらけになった時間割で，

スポイルしてはならないはずである。  

 最後に，今後の課題は，後期履修者の増加であ

る。 2018 年度から物理学 I I は， JABEE コース必

修から選択科目となるなど，幾つかの不運が重な

り，履修者が前年度後期の 1/5 になった。高学年

での専門科目への接続のためにも，学科定員の 1/3

程度は履修者が必要と思われるが，分かりやすい

他の選択科目ではなく，授業中には分からない本

講義を学生に履修してもらうのは難しい課題であ

る。まずは，前年度アンケートで「授業進行速度

が光速並みに速かった」とのコメントが見られた

ため，今年度は 1～ 2 割速度を落とすことから授業

改善を行いたい。  
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学生が組織する授業外学修活動の報告 

―同級生に教えるために学ぶ― 

 

大 園 裕 矢（情報システム工学科） 

木 村 美咲子（情報システム工学科） 

下柳田 千 晶（情報システム工学科） 

田 中 裕 人（情報システム工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 
 

Key words: 授業外学修時間，主体的な学び，授業改善，PCDA，教える間に学ぶ 

 

1 . はじめに  

 教える間に学ぶ（ Dum docent  d i scun t）という考

えは，本学も推進するアクティブラーニング（ AL）

の幾つかの講義形式 1 )の基礎概念とも呼べる。本

当に学生が主体的に学ぶなら，授業外学修時間は

自然に増加するはずだが，実際には講義形式を AL

に変えても授業外学修時間を増加させるのは容易

ではない 2 )。むしろ授業外学修時間を増加させる

のに重要なのは，授業外において主体的に学ぶ環

境に学生を置くことのはずである。この着想に基

づき，授業外に学生が「教える間に学ぶ」ために

始められたのが，本活動である。本活動は学生に

よって自己的に組織されており，単位や金銭的報

酬のない自主的活動である。  

 ただし，この着想には本質的な困難がある。そ

もそも授業外に自主的な学修を学生に行わせるだ

けでも難しく，しかも教員によるファシリテーシ

ョンも無い環境で，遊ばずに教え合わせるのは，

さらに難しくなる。よって組織はあっても学修し

なかったり，活動組織自体が消滅したりする可能

性は大きい。  

 にもかかわらず，2014 年度から現在に至るまで，

本活動は福岡工業大学情報システム工学科で継続

的に実施された。さらに 2016 年からは活動評価の

ためのデータ採取に取り組んできたため，次章以

降で活動内容と活動成果を報告する。  

2 . 活動内容  

2 .  1 活動趣旨  

 活動趣旨を述べるにあたり，大学の学びにおけ

る「差」を考えてみる。学生間の学力差もあるが，

大きく見れば高校（普通科・工業科など）の履修

科目差があり，一方小さく見れば個人の好き嫌い

もある。このような差は，学生にとってはお互い

教え学びあうチャンスになる。例えば，数学が得

意な普通科出身学生と，プログラミング経験のあ

る工業科出身学生が，互いに教えあう。苦手科目

で不可を取らないよう助け合うだけではない。分

かりやすく教えるために，日々の講義の教授法を

参考にし，さらに先輩から引き継いだ勉強会資料

や試験対策問題などで分かりやすく学ぶ。その意

味では学生が科目を教える動機は，得意だから・

履修済だからというだけではなく，好きだから・

よく学びたいからというものも含まれる。  

 教員にとって学力差は教えにくさになるが，こ

の視点に立てば，教える学生がより熱心に講義を

受け，教わる学生が授業外学修組織に自主参加す

るチャンスになる。水位差や電位差によってエネ

ルギーを生み出すように，互いに教えあう授業外

学修を生み出す。それが本活動の趣旨である。  

 

2 .  2 活動組織  

 学生主体の組織の名称は，国家試験でもよく見
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られる「試験対策委員会」とした。組織形体は，

各年度によって異なるが，各学年に委員長と各科

目の担当委 員 5～ 12 名程度で構 成される .各科目

担当委員は基本的に自分の科目だけに注力すれば

よいが，担当外も教えられるように委員会で扱う

科 目 は 基 本 受 講 す る .同 級 生 に 教 え る た め に 自 ら

学ぶという点で，まずは委員会メンバー内での教

えあいが可能になる。教員に質問できなかった事

でも，委員会内で教え合う雰囲気が重要となる。  

 

2 .  3 活動の流れ  

 試験対策委員会の基本的な活動の流れを表 1 に

示す。 1 年生が大学に慣れ始めた 5 月頃に年度の

委員会を発足し，それ以降は半期ごとに活動を行

い，現在では 3 年生に上がるまで活動を継続して

いる。発足初期では，活動の進め方に戸惑うため，

1 つ上の委員会メンバーがサポートに入り，メイ

ンの活動である試験対策のための勉強会を実施し

ていく。勉強会を実施する点が，過去問の収集・

配布のみ行う他大学の学生組織とは異なっている。 

 

表  1 発足からの活動順序  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この活動を PDCA サイクルで見た場合，Plan（計

画）は，各科目の担当わけの際に行われ，そこで

勉強会の参加人数や実施回数，達成したい目標を

独自で設定する。 Do（実行）では，勉強会実施よ

りも，実施準備が重要である。先輩から引き継い

だ勉強会資料を，日々の講義を受講しながらアッ

プデートし，より良い勉強会にする事を目指す。

勉強会の配布資料や実施方法は，時に挑戦的に変

えることもある。Check（評価）は，半期ごとの振

り返り やア ンケー トの 結果を 用い て行い ， Act ion

（改善）では， Check で出た問題を解決するため

に，改善点を報告書で記入し，次年度の科目担当

者（下級生）に引き継いでいく。  

その他，活動を進める中で，特に重要な５つのポ

イントについて以下の項で個別にまとめる。  

2 .  3 .  1 委員会内の役割分担  

 委員会メンバーが担う役割には，勉強会を行う

各科目担当と勉強会やデータ管理などを行う運営

担当の 2 つがある。科目担当は，勉強会で講師役

となり，そこで用いるプリントや資料を日々の講

義で準備していく。運営担当には，スケジュール

や進捗管理を行う統括業務，勉強会の実施場所を

確保する業務，日程を周囲に伝達する広報教務が

ある。この役割分担の方法は各年度で異なってい

る。 2016 年度生は， 1 人 1 人に科目担当と運営担

当の役割が割り振られていた。しかし 2017 年度生

は，組織の人数自体が少なく，運営担当を明確に

決めずに，手が空いている人で運営した。また，

2018 年度生では，各担当科目者を 1～ 3 名のグル

ープとして活動している。ただし，役割分担が不

明確になると，各科目の勉強会実施日程を把握し

あっていない問題が起こるため，今後注意が必要

である。  

2 .  3 .  2 実施場所の選定  

 実施場所については，勉強会は不定期に実施し

ているため，講義のように確定して教室を確保で

きない。そのため，勉強会ごとに様々な場所を利

用し活動する。（表 2）基本的には，講義室，図書

館， Cul - s i t e， C 棟 1 階を利用する。  

 

表  2 勉強会実施場所の一覧  

 

 

 

 

 

  

前期 後期 活動内容
4⽉〜5⽉ − ・リーダー任命+委員会の発⾜

・各科⽬の担当わけ
・担当科⽬の勉強と対策⽤プリント作成

・勉強会の実施連絡
・勉強会実施+アンケートの配布
・半期の活動振り返り,次期の活動計画作成
・報告書の作成

1⽉

2⽉

5⽉ 10⽉〜11⽉

・開催⽇程の決定、勉強会の実施場所の確保6⽉ 12⽉

7⽉

8⽉
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 学生だけで教室を予約できる場所として，図書

館と C 棟 1 階にあるグループ学習用オープンスペ

ースがある。図書館は，利用している学生が多い

ため比較的容易に人が集まるが，参加人数が多す

ぎると席に限界がある。また， C 棟 1 階は，人が

ある程度収容でき，機材も多いため利用の便は良

いが借りる際手間が多い。  

 講義室は，座席に余裕があり，特に実際の講義

の前後の時間に同じ教室で勉強会を開催すると参

加人数は非常に多くなるため，実際の勉強会でも

多く利用した。ただし  教務課にて空き教室の利用

申請を行い教員の押印が必要となる不便な点があ

る。  

2 .  3 .  3 活動の情報発信  

 勉強会を実施する上で，参加者がいなければ活

動が始まらない。そのため，できる範囲の方法で

活動を外部発信している。例えば，一年必修講義

（情報システム工学科の物理学Ⅰ）で用いる WEB

ページや，情報工学部 FD 部会が実施している学

習相談コーナーの利用，学科の掲示板へのポスタ

ー掲載，同学年の約 8 割が参加する LINE グルー

プでの情報発信などである。また，より柔軟な対

応 が で き る よ う に 参 加 意 志 の あ る 人 向 け の LINE

グループを別途設けた年度もある。  

2 .  3 .  4 勉強会の実施内容  

 勉強会の実施内容は各科目担当者が独自に決め

る。前年度の反省点を改善するだけでも良い。例

えば，準備資料をスクリーンに表示しながら授業

形式でのプログラミング復習を行ったり，AL 教室

で紙資料を使って周りと相談しながら数学問題が

解けるようにしたりした。特に，本学科で開催さ

れている数学学習相談コーナーに，数学が得意な

学生でも参加して教えあいを持続させるケースも

見られた。 また，出題される問題のポイントが変

化しない場合には類似問題を作成し，その応用問

題も行った。  

2 .  3 .  5 活動振り返り  

 半期ごとの活動後，活動振り返りと次の活動へ

の準備として，反省会を行う。この反省会の内容

が活動報告書にまとめられ次年度の委員会へとフ

ィードバックされる。この反省会では，各勉強会

での参加人数や実施しての気付きを互いに報告し

あう。図 1 は 2018 年度生が前期の終わりに行っ

たホワイトボードである。ここで出た反省点をも

とに，次の活動でのスケジュールや役割分担を改

善していく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 活動振り返りの様子（ 2018 年度生）  

 

3 . 活動成果  

3 .  1 実施回数・参加人数の報告  

 データ採取に成功した 2016 年度から 2018 年度

までにおいて，勉強会を全 62 回実施（各学年半期

あたり 6 .2 回）し， 1 回あたりの平均参加人数は

19 人／回であった。勉強会 1 回はほぼ１コマ（ 90

分）で，それが参加者の授業外学修時間の増加に

寄与している計算になる。  

 勉強会の実施回数と，勉強会担当者以外の参加

人数（のべ数）を，入学年度毎にまとめた表が表

3，表 4 である。勉強会開催は，科目担当者の自主

性に任せられているため，実施回数のばらつきが

2016生 2017生 2018生
1年時前期 7回 5回 5回
1年時後期 13回 3回 8回
2年時前期 4回 6回 -
2年時後期 8回 3回 -

表  3 各期の勉強会実施回数  
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大きい。各回の参加人数も学科定員（約 100 名）

に比べれば少ないが，人数が多すぎても科目担当

の手に余る問題が発生するため注意が必要である。

勉強会実施状況の詳細は付録に記載する。  

 また，データに記載していない活動として 2017

年前期に 2016 年度生と 2017 年度生（当時の 1，2

年生）で合同勉強会を実施した。内容は，科目を

決めずに，参加者の要望のある科目を取り組んだ。

具体的には，課題で不明な点の勉強や試験対策用

の定期勉強会となった。取り組んだ結果として，

実施回数が 7 回，参加人数が合計で 67 人となっ

た。  

 

3 .  2 アンケートについて  

3 .  2 .  1 アンケートの実施概要  

 各勉強会終了時に感想用紙という形で参加者に

アンケートを実施した。図 2 は，実際に配布した

感想用紙である。質問内容は，Q1：参加しての感

想， Q2：意見・要望について記述の 2 つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 配布用感想用紙  

 

3 .  2 .  2 参加者アンケートの結果  

 次に，アンケートの結果の中でも特に多い意見

を表 5 に記述している。Q1 の回答としては，わか

った，良かった，わかりやすかったなどの短い文

が殆どであった。また，Q2 では，やってほしい科

目や日時，プリントの誤字に関する注意などもあ

った。  

 

表  5 アンケート結果の一例  

 

 

 

 

 

 

 実際には，アンケートは肯定的意見が多い。図

3 は， 2016 年度後期の 1 科目のアンケート（回答

総数 n＝ 78）の中で肯定的意見（ 85%）を図示した

ものである。ただし，良かった，助かった，わか

った，有意義だった，楽しかったなどの良い評価

を肯定的，それ以外をその他としたときの割合を

求めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 肯定的意見の割合（ n＝ 78）  

 

3 .  2 .  3 科目担当者アンケートの結果  

 最後に，科目担当者が担当科目を勉強した学修

時間の変化を表 6 に記述する。表 6 では，半期の

活動における担当科目以外の一週間あたり平均学

修時間と，それと比較して増加した担当科目の平

均学修時間を算出した。結果として，担当科目の

学修時間が約 1 時間／週（半期 15 時間）だけ増加

している。この増加時間は半期の平均であり，実

際には勉強会直前に学修時間が集中する事になる。 

良かった点 改善すべき内容

・講義の復習ができた ・時間が⾜りていない

・式などをまとめることができた ・プリントの誤字が多い

・わからなかったことが理解できた ・周りがうるさくて説明が聞こえない

・楽しくやることができた ・⽇程の連絡が遅いので困る

・試験前でとても助かった ・配布プリントの問題量を増やしてほしい

2016生 2017生 2018生
1年時前期 63人 46人 207人
1年時後期 250人 70人 163人
2年時前期 62人 171人 -
2年時後期 125人 65人 -

表  4 各期の総参加人数（のべ）  
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表  6 科目担当者の学修時間増加  

 
他科目平均  

学修時間  

担当科目の  

増加時間  

A（ 2016 年度生）  30 分／週  +120 分／週  

B（ 201 7 年度生）  60 分／週  +30 分／週  

C（ 201 7 年度生）  60 分／週  +120 分／週  

D（ 2018 年度生）  30 分／週  +60～ 120 分／週

 

4 . まとめと今後の課題  

4 .  1 まとめと考察  

 2014 年度入学生から始まった本活動は，学生の

自主活動であるため，運営組織の消滅，勉強会の

不開催などの可能性を常に抱えている。しかし，

本活動報告のデータが示す所では，勉強会は各学

年半期あたり 6 .2 回実施され，約 19 人／回が参加

し，また教える学生の授業外学修時間は，担当科

目について 1 週間あたり約 1 時間増加している。  

 勉 強 会 開 催 が 比 較 的 安 定 し た 一 つ の 要 因 は

PDCA を意識した活動形態になったためと考えら

れる。例えば，アンケートの肯定的評価が科目担

当者の意欲向上につながり，報告書を通じて上級

生の失敗例を下級生が学ぶことで，勉強会の開催

能力が上がる。特に，勉強会の実施という学生に

とって自由度の高すぎる業務内容が，前回の失敗

の改善という明確で実施可能な課題に変わる。こ

のメリットは，報告書作成コストに比べて，大き

かったと考えられる。  

 また，担当科目の授業外学修時間は，金銭など

の報酬のためではなく，同級生に教えるために，

自主的に学修した時間である。この学修時間が増

加した原因は，教員と同様，良い授業にするため

に準備時間が自然と伸びたと思われる。むしろ逆

に，教える間に学ぶ（ Dum docent  d i scunt）という

考えを，「教えるために自発的に増加する準備学修

時間」という形に上手く応用出来たとも言える。  

 

4 .  2 今後の課題  

 一方，課題の一つとして，学年間の連携が低い

事があげられる。活動ノウハウの継承や，過去資

料の引継ぎが出来ず，勉強会の質や量にバラツキ

が見られる。さらに，教えるために十分な学修が

足りていない場合に，上位学年からアドバイスが

出来ていない。今後は例えば， 1 年生を 2 年生と

連携させるため，大学予算で行う学習相談コーナ

ー（福岡工業大学情報工学部「初年次教育の充実」

の取り組みによる）の学生 SA などを，学年間連

携のハブとする事などが考えられる。  

 最後に大きな問題として勉強会の質があげられ

る。勉強量はデータで示した通りだが，例えば，

勉強会参加者の学力は上がっているのか？という

疑問も存在する。例えば，授業ノートを配布する

ような勉強会にすると，学生は後でノートをもら

えるからと日々の学修に手を抜くなどもありうる。

また，勉強会の解説で問題を分かった気にさせす

ぎても，試験前に勉強しなくなる問題もありうる。

このように本活動が存在する事で，逆に全体の学

力は低下することもありうるため，今後とも気を

つけていく必要がある。  

 現実問題として，教員の授業改善（ 1 科目を複

数年担当）と比べると，本活動の PDCA サイクル

（１科目を毎年新人学生が担当）を，勉強会の質

の改善につなげるのは難しい。ただし，勉強会の

質や学力への悪影響についての問題も委員会内で

は提起されており，その意味で，委員会メンバー

が本活動を通して学んでいる事は，教えるという

ことそのものとも言える。学力向上につながる革

新的な解決法が，将来の本活動学生から発案され

る事を期待したい。  

 

5 . 謝辞  

 本活動を見守っていただいている情報システム

工学科教員の皆様，場所確保に対応していただい

た教務課をはじめとする職員の皆様に感謝いたし

ます。  
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【付録】活動状況の詳細  

 

 

 

 

 

活動時期 講義（科目） 日時 場所 人数

7月05日　5限 B34 12人

7月11日　1限 cul-site R-2 5人

7月06日　5限 PC演習室A2 9人

7月19日　5限 cul-site R-2 3人

数学演習 7月18日　1限 図書館 12人

技術基礎数学 7月18日　2限 図書館 12人

解析Ⅰ 7月26日　5限 図書館 10人

10月19日　3限 図書館 6人

11月15日　3限 B33 20人

1月25日　4限 A35 40人

11月16日　3限 演習室A-2 20人

1月18日　3限 A14 30人

12月16日　3限 B32 不明

1月17日　3限 B33 22人

11月18日　3限 B33 15人

1月18日　4限 A14 18人

ロボット設計 11月08日　3限 B33 17人

物理学Ⅱ 1月19日　5限 演習室A-2 10人

解析Ⅱ 1月25日　3限 A35 25人

線形代数Ⅱ 1月27日　5限 B32 24人

論理回路 7月19日　4限 A14 21人

情報解析学 7月20日　3限 A15 15人

解析Ⅲ 7月24日　3限 B32 10人

データアルゴリズム 8月03日　3限 B37 16人

11月22日　3限 B34 20人

1月19日　4限 B31 20人

システム制御工学Ⅰ 1月11日　4限 A15 10人

応用プログラミングⅠ 1月11日　5限 B34 20人

微分方程式 1月18日　3,4限 A15 15人

基礎ロボット工学 1月19日　3限 A31 17人

情報ネットワーク 1月22日　5限 B32 13人

学習相談コーナー 1月24日　3限 B61 10人

2016年度生 活動状況

2017年度前期

2017年度後期

確率統計学

2016年度前期

CプログラミングⅠ

線形代数Ⅰ

電気工学基礎

2016年度後期

電子工学基礎

CプログラミングⅡ

計算機工学Ⅰ

活動時期 講義（科目） 日時 場所 人数

CプログラミングⅠ 7月05日　4限 A14教室 12人

線形代数Ⅰ 7月12日　3限 図書館 12人

数学演習 7月19日　4限 A14教室 8人

解析Ⅰ 7月19日　4限 図書館 7人

技術基礎数学 7月22日　2限 B37教室 7人

CプログラミングⅡ 1月15日　4限 図書館 30人

解析Ⅱ 1月22日　4限 図書館 20人

線形代数Ⅱ 1月22日　5限 図書館 20人

7月13日　3限 C22教室

7月20日　3限 C22教室

生体情報計測学 7月17日　5限 B37教室 30人

解析Ⅲ 7月20日　5限 B37教室 20人

情報解析学 7月23日　5限 B37教室 18人

アルゴリズム 7月24日　5限 B37教室 23人

システム制御工学Ⅰ 1月8日　5限 C22教室 30人

微分方程式 1月11日　5限 C22教室 5人

応用プログラミングⅠ 1月17日　5限 B37教室 30人

年度 講義（科目） 日時 場所 人数

6月12日　2,3限 図書館

7月4日　1限 図書館

7月5日　4限 会議室

7月27日　5限 B棟7階

7月13日　5限

 7月17,18,19日　5限

解析Ⅰ

線形代数Ⅰ

技術基礎数学

CプログラミングⅠ 10月12日 5限 図書館 10人

C プログラミングⅡ 11月14日  5 限 図書館 50人

ロボット設計 11月14日  1､3 限 図書館 20人

電気工学基礎 11月20日  5 限 B37 27人

12月21日  2 限 26人

12月26日  5 限 0人

C プログラミングⅡ 1月16日  3､5 限 B34 20人

20人

2018年度後期 数学系科目
C 棟 1F
学習室

ロボット設計
電気工学基礎

電子工学基礎

1月24日
1～4 限

A15

7月17日　1～5限 B35,B36 50人

2017年度前期

2017年度後期

2018年度前期

論理回路 80人

約100人

2018年度後期

2017年度生 活動状況

2018年度生 活動状況

2018年度前期

CプログラミングⅠ

物理学Ⅰ B38

57人
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地域における課題解決を目指す経営工学サービスラーニング 

―「大学での学び」を「地域のサービス」に換えて， 

さらなる「深い学び」へ― 

 

藤 岡 寛 之（システムマネジメント学科） 

田 嶋 拓 也（システムマネジメント学科） 

井 口 修 一（システムマネジメント学科） 

小 林   稔（システムマネジメント学科） 

傅     靖（システムマネジメント学科） 

木 村 由 紀（社会連携室） 

日名子 美千代（社会連携室） 

浅 田 晶 子（社会連携室） 

桑 原 雅 浩（図書館事務室） 

 

Key words: 地域，課題解決，経営工学，サービスラーニング 

 

1 . はじめに  

 学問の発展と複雑化・細分化の結果，「基礎爆発

時代」を迎えた。従来型の「講義」と「実験・演

習」による積み上げだけでは，学生は現実世界に

現れる複数の学問分野を横断する問題 1 )を解決で

きないばかりか，学びの目的を見失い，最終的に

意欲喪失へと繋がりかねない。  

 システムマネジメント学科では，ディプロマポ

リシーに基づき基礎知識・技術を伝授すると同時

に，それらの知識・技術を実世界の具体的課題へ

と学生たち自らが結びつけ，課題解決という目標

に向かって協働して意欲的に取り組むことができ

る力の育成に注力している。まず，「基礎知識・技

術の伝授」について，2015 年度から開始した主に

初年次教育を軸とした学科内での学習内容の再確

認・改善および教授法の改革を行い，「課題解決力

の育成」へと繋がる大よその枠組みが出来上がっ

た。  

 2017 年度からは，次フェーズである「課題解決

力の育成」の枠組み構築へと移行した。この枠組

みの構築にあたり，情報工学部システムマネジメ

ント学科における主要な学びである「経営工学」

を軸に，本学の社会連携室（旧名称：大学・地域

連携推進室）と協働で古賀市，新宮町，福岡県警

察本部の 3 自治体・機関をパートナーに「サービ

スラーニング」を正課授業（授業名：「システムマ

ネジメントゼミナール I I」， 3 年生通年必修科目）

として開始した。ここでは，このようなサービス

ラーニングを経営工学サービスラーニングと呼ぶ

ことにする。  

 本報告では， 2 年間にわたる経営工学サービス

を振返りながら，本取組みを実践する上での難し

さ，それらに対して行った改善策などをまとめた

い。ただ，最初に断っておくが，本報告はサービ

スラーニングでの「教授法」や，サービスラーニ

ングがどのような教育効果をもたらすかといった

「評価」に焦点は当てていない。むしろ，2 年間に

わたる実践の中での学生の学びに対する「モニタ
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リング」から得た著者らの気づきをまとめたもの

である。  

 本報告の構成は以下のとおりである。まず，2 節

では，準備としてサービスラーニングの概略とそ

の意義について述べる。 3 節では，経営工学サー

ビスラーニングの取組み事例と実施体制について

紹介し，その 2 年間にわたる本取組みのモニタリ

ングからみえてきた課題とその改善策を 4 節で述

べる。最後に， 5 節において本報告のまとめを述

べる。  

 

2 . サービスラーニングの概要とその意義  

 本取組みをご理解頂くための準備として，2 .1 節

でサービスラーニングについての概要を述べた後，

2 .2 節で本 取組みを振 返りながら その意義に つい

て述べる。  

 

2 .  1 サービスラーニング  

 サービスラーニングは，1970 年頃からアメリカ

で始まった教育活動の一つであり，「社会活動を通

して市民性を育む学習」である。サービスラーニ

ングの歴史や細かな説明は他の文献等 2 )にゆずる

として，日本国内の大学での，しかも工学専門分

野の教育では認知されているとは言い難い。その

ため，本取組みもボランティア活動や実習・フィ

ールドワークと同一に捉えられることが多い 3 )。  

 サービスラーニングの特徴は以下の 2 点にまと

められる 4 )。  

 

特徴 1：サービスを通じて現実社会へ何らかのイ

ンパクトを与える。  

特徴 2：単なる体験ではなく，構造化された教育

的取組みである。  

 

これら 2 つの特徴から，従来のボランティア活動

や実習やフィールドワークとも異なることがご理

解いただけるかと思う。まず，特徴 1 については，

正課で取り組む実習やフィールドワークとは異な

り，予め用意された疑似的なものでなく実体験を

伴う。地域や人々の役にたったという体験が得ら

れることが実習やフィールドワークとは異なる。

一方，特徴 2 に関しては，ボランティア活動のよ

うに何でも体験させればよい，というものではな

い。カリキュラムやディプロマポリシーに基づく

学修目的に沿った活動を取り込むことが肝要であ

る。このために，教員側からは何を学ばせるか，

という緻密な計画と，学生自身が何を学んだか，

という振り返りが重要となる。ただし，実施にあ

たっては地域のニーズ理解無しには取組むことは

難しく，初期段階では試行錯誤的に計画や振り返

りの内容を考える必要がある。  

 

2 .  2 サービスラーニングの意義  

 次に，本取組みを振返りながら，サービスラー

ニングの意義について考えたい。サービスラーニ

ングの取組みを行うと， 2 .1 節の特徴 2 の教育的

取組みに注力するだけで十分ではないか，といっ

たご指摘を度々うける。本取組みのサービスラー

ニングは，もともと 4 年生で行われる卒業研究を

通して不足している知識・技術を定着させたい，

能動的な学修態度の涵養を促進したい，との想い

から始まった。プレ卒業研究のような位置づけで

あった「システムマネジメントゼミナール I I」（ 3

年生・通年必修科目）の中で経営工学と情報科学

を専門とする学科教員 5 名が本学・社会連携室（旧

名称：大学・地域連携推進室）のサポートを得な

がら教職協働で実施している。  

 知識・技術の定着に関しては，2015 年度から開

始した授業改善の甲斐あって，徐々ではあるが手

ごたえを感じている。しかし， 4 節でも再度述べ

るが数理的知識が不足しており，そのために学生

が専門科目を学ぶ力，さらには学んだ知識・技術

を組み合わせる力といったいわゆる実践力，とい

う点について満足し難い状況にある。一方，能動

的な学修態度に関しては，答えのない課題に取り

組む際に必要な「自ら学ぶ力」，すなわち「やれば

できる」と思わせるような自己効力感を生む「動

機づけ」，知識の定着および学習意欲を維持・向上
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させるための「学習方略」，自らの学びをモニタリ

ング・コントロールできる「メタ認知」5 ) , 6 )が課題

として挙げられる。以上から，我々がサービスラ

ーニングを導入した理由をご理解いただけるので

はないだろうか。また，大言壮語的な言い方では

あるが，「豊かな人間性・社会性の形成」，「大学が

もつ知の資源を地域へ還元」といった，いわゆる

人間形成と社会貢献という大学の役割といった視

点からも本取組みの意義をご理解頂ければ幸いで

ある。  

 

3 .  経 営 工 学 サ ー ビ ス ラ ー ニ ン グ の 取 組 み 事 例

と実施体制  

 本節では，3 .1 節で経営工学サービスラーニング

の取組み事例を紹介し，3 .2 節で実施フローと取組

み体制について簡単に述べる。  

 

3 .  1 取組み事例  

 本取組みは， (1 )  古賀市， (2 )  新宮町， (3 )  福岡

県警察本部，の 3 つの近隣自治体・機関をパート

ナーに各々のプロジェクトに取組んでいる。以下

では，それぞれの取組みを紹介する。  

 

(1 )  古賀市プロジェクト：古賀市において例年 8

月に開催されている「古賀市工場見学したいけ

んツアー」（注： 2018 年度は台風のため中止と

なった）において，参加学生が大学において身

に付けた経営工学に関する知識と技術を応用し，

工場見学コースやイベントの企画・立案から事

前準備，実施当日に於いては参加する小中学生

の誘導やファシリテーションまでを一貫して行

う（図 1）。企画・運営の指導については，工場

見学ツアー参加企業及び古賀市役所，古賀市商

工会，本学の社会連携室およびサービスラーニ

ング担当教員が連携して行い，これらで構成さ

れる工場見学・体験教室実行委員会を運営主体

とする（図 2）。さらに学生は工場見学ツアー企

画・実施期間中に，学生目線での工場見学ツア

ー参加企業における課題発見を行い，特に，大

学で学ぶ経営工学分野のインダストリアルエン

ジニアリング（以下， IE と呼ぶ）に関する知識

や技術を応用・適用し，課題解決を図る。例え

ば，図 3 にあるような企業が有する倉庫内での

材料の最適配置シミュレーション，や運搬工程

分析等の課題に学生が取り組んでいる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 古賀市工場見学したいけんツアー  

 

 

 

 

 

 

図  2 工場見学・体験教室実行委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 倉庫内材料の最適配置シミュレーション  

 

(2 )  新宮町プロジェクト：糟屋郡新宮町と本学と

の連携事業の一環として，発足したプロジェク

トである。特に，「 ICT」，「小学校での学び」と

するキーワードを包括する「 ICT 体験授業」の

企画・運営に取り組んでいる。パイロットケー

スとして取り組んだ開始当初は，統計学を軸に

新宮町の人口統計を題材にした授業を提供して
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いたが，2017 年度からは本学科の学びの主軸と

もいえるオペレーションズリサーチ（以下，OR

と呼ぶ）を基礎に，遠足に持っていくお菓子の

組 み 合 わ せ を 題 材 と し た 授 業 を 提 供 し て い る

（図 4）。体験授業の具体的内容は，複数種類の

お菓子の中から決められたお小遣い内で，小学

生の満足度が最大となるような組合せを選ぶ，

というものである。お菓子の種類が少数であれ

ば，小学校で学ぶ樹形図だけで簡単に最適な組

合せを求められる。しかし，種類が増えるにつ

れ，考える必要のある組合せは指数関数的に増

え，いわゆる全探索的な手法ではコンピュータ

を使っても高速に解くことができない。その際，

どんな工夫をすれば高速に解くことができるか，

といったいわゆる「プログラミング的思考力」

を学べる内容となっている。一方，大学生側は，

体験授業のためにオリジナルアプリを開発し，

小学生が使いやすいようにインターフェースの

設計・改善を行うなど情報工学の基本を学ぶ。

加えて，最適化問題を高速に解くために授業で

学ぶ OR 分野の学習を振返り，深掘りすること

になる。  

 

(3 )  福岡県警察本部プロジェクト：自動車対歩行

者の交通死亡事故において，その大半は歩行者

が道路横断中に発生している。また歩行者側に

も法令違反が見受けられる，との報告もある。

また，諸外国に比べて交通事故死者数に占める

歩行中死者数が高いことなどを考えると，人が

横断歩道を渡る際には「止まって，見て，待っ

て渡る」といった横断時の安全確保に向けた対

策を行う必要性は依然ある。  

  このような必要性に対して，本プロジェクト

では，仮想現実空間技術を使って「具体的な危

険性を認識させ，運転者の注意力を向上させる

こと」を目的とした交通安全シミュレータの開

発に取り組んだ（図 5）。2018 年度からは，シミ

ュレータ開発からその評価へとフェーズを移し

た。例えば，横断歩道を渡る際の人の行動デー

タの計測を行い，その分析を行うことに取組ん

でいる（図 6）。そこでは，動画像処理技術の調

査や導入，さらにはデータ分析のために統計学

の振り返りや，新たな項目を学ぶことになる。

現状では，これらのサービスラーニングにより，

信号のない，片側 1 車線の対面通行道路の横断

時の場合には，右側から接近する自動車の確認

は行っているものの，反対車線方向には注視し

ていない，といった定量的な結果が得られてお

り，新たな交通安全教育の方向性を拓く基礎結

果が得られ始めている。  

  

(a ) 体験授業時の様子  

(b ) 毎日新聞 2018 年 2 月 19 日付記事  

図  4 ICT 体験授業  
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3 .  2 実施フローと取組み体制  

 本サービスラーニングの実施フローを図 7 に示

す。大まかなフローとしては，(1 )  参加学生の決定

とプロジェクト選択の後，(2 )  各自治体・機関との

課題設定と打合せ，に入る。課題解決を行うため

の知識を振り返り・発展させるために (3 )  個人・グ

ループ学習を行い，(4 )  成果発表とその準備，とい

った流れとなる。特に，(2 )から (4 )のサイクルをい

かに複数回まわし，「学び」としての質を高めてい

くかがキーとなると感じている。  

 このようなサイクルをまわす上で，本取組み担

当教員と社会連携室職員との「教職協働」が必須

となる。ここでの教職協働とは，教職員それぞれ

がもつ知識・経験をもとに「社会に貢献する人材

を育成する」という共通目標に向け，対等の立場

で力を合わせながら教育活動を行う，という意味

である 7 )。  

また，広義には，3 .1 節の各プロジェクトに参加す

る自治体・機関や企業の担当者の方々，および各

プロジェクトの元参加メンバーでグループ学習の

ファシリテートや助言を行うために採用された学

生クラスサポーター（ CS）にもこの教育活動には

参加頂いており，「教職官民学協働」での取組み体

制といっても過言ではない。  

 

4 . 本取組みにおける課題とその改善策  

 本取組みは，開始から 2 年しか経っていない。

そのため，教育効果についてルーブリック等を用

いた定量的な評価・議論をしたところで，それら

の結果にはさほど意味がないだろう。  

 代わりに， 2 年間にわたる本取組みを実践して

きた中で，学生の学びに対する「モニタリング」

から得た著者らの気づきが多くあった。特に，サ

ービスラーニングのみならず，学科および大学教

育における根本的課題までが浮き彫りになった。

本節ではその課題と筆者らが取り組んでいる改善

策について， 2 節で述べた以下のサービスラーニ

ングの 2 つの特徴の側面からまとめてみたい。  

 

特徴 1：サービスを通じて現実社会へ何らかのイ

ンパクトを与える。  

 

特徴 2：単なる体験ではなく，構造化された教育

的取組みである。  

 

  

(b) 分析のための動画像処理の例  

図  6 横断歩道を渡る際の人の  

行動データの計測・分析  

(a ) 計測時の様子  

図  5 交通安全シミュレータ  
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4 .  1 特徴 1 の側面からの課題・解決策  

 3 .1 節のすべての取組みプロジェクトに対して，

中間報告（ 7 月頃）と期末報告（ 2 月～ 3 月頃）を

義務付けている。特に，期末報告では各プロジェ

クトのパートナーである自治体・機関に同席頂き

成果報告および振り返りを行う機会を頂いている。

また，すべてのプロジェクトが，オープンキャン

パスでのデモをはじめ，サイエンスインカレ，地

域貢献に関する発表会等の学外イベントに参加し

ている。  

 以上のような経験を通して，半期ごとに記載を

行っているプログレスシートからは「やればでき

る」などの動機づけ，「どうまとめるべきか，どう

やり遂げられるか」といった学習方略が試行錯誤

的ながらもプロジェクトの過程で学生が意識でき

たことが窺える。すなわち，本取組みは能動的学

習態度の涵養という意味での教育的成果は大きい

といえる。ただ，「自らの学びがどれくらい進んで

いるのか」などのメタ認知をどのように意識・定

着させるか，また「動機づけ」と「学習方略」に

関してもプロジェクトを通して担当する教職員一

同が感じたものであり，早期の段階で「動機づけ」

「学習方略」「メタ認知」を本学学生に理解させる

かが今後のプロジェクトを展開していく上での鍵

となると考えている。それを解決するためのヒン

トは「自己調整学習」5 ) , 6 )にあるといても過言では

ない。特に，文献等でも指摘があるように「学習

前」，「学習中」，「学習後」と自己調整学習を補助

する「見える化」が必要と感じている。そのため，

2019 年度からは，文献やメモノートに至るまで学

びに関する資料をファイリングし，週ごとの学習

内容をプロジェクトメンバー・担当教職員と共有

できるシステム構築を行い，試行している。  

 

4 .  2 特徴 2 の側面からの課題・解決策  

 2 .1 節にて，サービスラーニングではボランティ

ア活動のように何でも体験すればよい，というも

のではなく，学修目的に沿った活動が取り込まれ

ることが肝要である，と述べた。  

 そのため，教員側からは何を学ばせるか，とい

う緻密な計画が重要となる。とはいうものの，い

ざ計画を練ろうとしても，自治体・機関のニーズ

や，プロジェクトの性質を理解していなければ良

案が中々出てこない。初年度は，そのような「学

びの軸」が明確に設定されなかったため，参加学

生が夢物語を語るだけのプロジェクトがあるなど，

各自治体・機関にご迷惑をおかけする結果となっ

た。その反省を活かし， 2 年目は情報技術を必須

の学びとし，それに加えて古賀市プロジェクトは

IE，新宮町プロジェクトは OR，福岡県警察本部プ

ロジェクトは統計学，と予め学びの軸を設定した。

また，課題テーマ内容も，前年度のものを理解し

た上でブラッシュアップすることを基本とした。

こうした学びの軸と課題テーマ内容の設定は，あ

る種，学びの制限を課すことになる。ただし，こ

のような制限を課さなければ，課題テーマの探索

より先に進むことはない 8 )，もしくはその探索に

相当な時間を要すことを覚悟しなければならない。

図  7 経営工学サービスラーニングの実施フロー  
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しかしながら，特徴 1 に関して述べた「動機づけ」

「学習方略」「メタ認知」の涵養という点を考える

と，このような制限に対する塩梅をいかほどにす

るか，といった点は非常に難しいと感じている。  

 一方，学生が何を学んだか，という点について

学科カリキュラムに沿って考えてみる。本学科で

は「解析学」と「線形代数学」が必修となってお

らず，数理的知識の不足は認めざるを得ない。そ

のため，OR や統計学といった本学科の主軸ともい

うべき専門科目の学びの深化，さらには学んだ知

識・技術を組み合わせる力といったいわゆる実践

力の涵養が十分ではない。結果，経営工学に基づ

く課題解決を行う際のボトルネックとなっている。

早急に数理的知識の不足に対する教育の見直しを

図るべきではあるが，一先ず 2019 年度からは学科

として入学生に対して数学科目に関する履修アド

バイスを開始した。また， 3 年前よりシステムマ

ネジメント実験（ 2 年生・通年必修）をはじめとし

て情報技術や IE， OR に関する実践教育の改善が

されている。さらには 2019 年度より PC の必携化

も開始し，今後，それらを利用した授業改善が行

われることになる。  

 こうした，組織的かつ複合的な教育改善の取組

みにより，上述の数理的知識および実践力の涵養

に関する課題も解決されることを期待している。  

 

5 . おわりに  

 本報告では，2017 年度より開始した経営工学サ

ービスラーニングの実践を振返りながら，本取組

みを実践する上での難しさ，それらに対して行っ

た改善策などをまとめた。現時点では，数多くの

課題が山積しており教育的効果について評価・議

論できる段階にはない。しかし，そもそも本取組

みの出発点は所属学科の初年次教育の改善から継

続して行われてきた教育改善の一環であり，楽観

的ではあるものの一つの取組み自体の評価にはほ

とんど意味をなさないのではないかとも考えてい

る。ただ，担当教職員の間では，まだまだ満足の

いく領域までには達していないものの，開始直後

よりも学生の学びの質が着実に高まってきている

ことは実感している。  

 最後に，本取組みを通して地域（自治体・機関）

から様々な形で我々の教育・研究へと還元され始

めていることも紹介しておきたい。例えば，福岡

県警察本部プロジェクトの担当部署が統計分析を

行っていることもあり，本学科 1 年生向けの確率

統計 I（後期・必修）で講師として招聘し，交通事

故を題材とした統計分析に関する特別講義を実施

している。学生からは，警察で統計学を扱ってい

る事実に驚くと同時に，これから学ぶ統計学が非

常に有用であると理解でき，学びの動機づけにな

ったとの意見が多くある。また，現段階では詳細

を語れないものの，担当教員が取り組む研究成果

を基に，サービスラーニングおよび卒業研究に取

組む学生たちが食品工業分野へと応用していくと

いった新たなプロジェクトなども生まれつつある。

まさに，本取組みを通して，「大学での学び」を「地

域のサービス」に換えて，さらなる「深い学び」

へと繋がっていることがいえよう。  
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教養力育成科目における PBL の展開 

―「地域創生入門」初年度における教育活動の記録― 

 

松 藤 賢二郎（社会環境学部） 

木 村 由 紀（社会連携室課長） 

川 口   薫（経営企画課課長補佐） 
 

Key words: 地方創生，PBL，教養教育科目，フィールドワーク 

 

1 . はじめに  

 我が国が直面する人口の急激な減少，超高齢化

という近年の事態に対して，政府は一体となった

取り組みとして，地方創生をキーワードとする諸

施策を掲げている。地方創生とは，「各地域がそれ

ぞれの特徴を活かして，自律的で持続的な社会を

創生することを目指すものである」。政府は，以上

のような地方の活性化に資するべく，地方に焦点

を合わせた取り組みを積極的に進めている。本科

目では，このような「地方創生の時代」という時

代背景を踏まえて，地方の特色について見識を深

めるとともに，一市民としてより身近な地域の現

状についての理解を深めることに主眼を置いた。

したがって，本科目での「地方」「地域」の範囲と

しては，福岡県や福岡市といったある程度に広範

な行政単位での地方，行政区や校区といったより

日常生活に身近な単位での地域に至るまでをも包

摂した。  

 

2 . 「地域創生入門」の授業概要  

 本科目は，2018 年度から配置された教養力育成

科目であり，1・ 2 年生配当科目ではあるが，開講

初年度であったため 1 年生のみを履修対象とした。

また，実際の地域の現状や課題を踏まえて，多角

的な視点で地域が抱える問題を発見し，解決に向

けた具体的かつ実践的な企画を検討していく科目

としての目論見があって設置されたものである。

そのため，グループワークやフィールドワークに

よる AL 形式を中心とした授業形態を前提とした

授業内容，授業運営を計画し，開講前の段階から

準備を進めてきた。なお，以上のような授業形式

を導入し，また初年度開講であったため，履修者

については，70 名以上の履修希望者に対して，抽

選によって 34 名に限定し，全学部全学科からの履

修者となった。そして，テーマ毎に 5～ 6 人から成

るグループを 6 グループ形成した。  

 

2-1 授業内容と内容構成  

少子高齢化が進み，我が国は既に高齢社会となっ

ている。人口動態の変化は，我々の身近な生活に

直結する形で様々な影響を及ぼしつつある。商店

街の衰退や公共交通の利便性の低下，医療福祉サ

ービスの低下，自治体による公共サービスの限界，

住民の負担増などである。全国的に地域活性化や

まちづくり，地域再生をキーワードにして，地域

を取り巻く主体（住民，自治体，大学，企業）に

より地域の課題に対応した取り組みが行われてき

ている。本科目では，以上のような全国的な地域

の傾向を理解するとともに，大学を取り巻く近隣

地域の現状と課題に着目し，問題発見・問題解決

策を考察する。グループワークによる議論を通じ

て，ゲストスピーカーによる地域の現状や課題に

ついての報告を踏まえ，チームワークによる問題

発見・解決能力，そして具体的な企画提案能力を

修得する。  

※ 枠 内 は ， 公 表 の シ ラ バ ス よ り 抜 粋 （ 以 下 同 様 ）  
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 以上のような授業内容とし，①ゲストスピーカ

ーによる講義形式の授業，②グループワークによ

るディスカッション，③グループワークによるフ

ィールドワーク，の 3 つの授業形式を併用した形

で授業内容を構成した。  

 

2-2 授業計画と授業運営  

1.  我が国の社会・経済の加齢化  

2 .  郊外住宅地の現状と課題  

3 .  過疎化と住民生活  

4 .  地域の現状と課題について（つなぐホーム）

5.  地域の現状と課題について（古賀市）  

6 .  地域の現状と課題について（福岡市）  

7 .  地域の現状と課題について（コミセンわじろ）

8.  地域の現状と課題について（新宮町）  

9 .  地域の現状と課題について（小郡市長）  

10.  地域の現状分析  

11.  地域の問題発見  

12.  地域の課題への提案（①企画書の添削）  

13.  地域の課題への提案（②プレゼン添削）  

14.  地域の課題への提案（報告会①）  

15.  地域の課題への提案（報告会②）  

 

 2018 年度では，上記の計画にしたがって，グル

ープワークを通じた学生の主体的な学習と調査を

踏まえて，最終的な成果として地域の課題に対す

る分析と課題解決のための企画提案の報告会を行

う段取りとした。なお，授業の運営については，

教員 1 名（担当以外で 1 名の教員による協力）と

社会連携室，FD 推進室が担当し，学生への指導を

も含めて実質的にも教職協働による運営を行った。 

 第 1 回目～ 3 回目において，オリエンテーショ

ン，各グループのテーマ設定にあたっての問題提

起・導入として，「地方創生の時代」についての全

国的な状況や政府の取り組み，地域に関する少子

高齢社会を背景とする全国的な傾向について基礎

知識の修得を目的とした講義，簡単なチームビル

ディングを行った。なお，オリエンテーションな

いしグループ設定前に社会人基礎力を主たる指標

とする 5 段階での自己評価を行い，本科目を通じ

て達成すべき目標や修得すべき知識・能力につい

て学生の認識を促進した。  

 次に，第 4 回目～第 9 回目までをゲストスピー

カーによる地域の現状と課題についての講義とし，

コメントシートにより，質疑への参加の促進を図

るとともに，学生の地域に関する理解度を評価し

た。ゲストスピーカーの招聘にあたっては，社会

連携室・FD 推進室が主体となり，同室職員が自治

体との調整，講演者の選定を行った。教員は，講

演におけるテーマ設定と講演内容の調整を行い。

教職員それぞれに役割を分担することによって，

教員の負担を大幅に軽減し授業運営の効率化を図

ることができた。なお，2018 年度のゲストスピー

カーの派遣と PBL を展開するにあたってのテーマ

設定に関して，4 つの自治体と 1 つの NPO 法人と

1 つの企業にご協力をいただいた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 ゲストスピーカーによる講演風景  

 

 第 10 回目～第 11 回目は，ゲストスピーカーに

よる地域の現状と課題を踏まえて，現地調査や関

係者へのヒアリング調査など，学外でのフィール

ドワークを行った。フィールドワークの実施にあ

たっては，学生に事前準備として計画書の作成・

提出を義務づけ，担当教員の承認の上，社会連携

室が実施にあたっての諸調整を行った。社会連携

室では，担当教員との綿密な連携の下，関係機関

ないし担当者に対して，調査活動の相談やヒアリ
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ング調査の日程調整等のフィールドワークを実施

するための準備を代理で行っていただいた。その

結果，県内 6 カ所での 6 グループによるフィール

ドワークであったにもかかわらず，担当教員 1 名

で全ての引率が可能となり，特段の問題もなく円

滑に実施することが出来た。また，フィールドワ

ーク実施後については，学生に対して実施報告書

の作成・提出を義務づけ，調査活動で得られた成

果の整理と反省を促進させた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 フィールドワーク  

（関係機関でのヒアリング調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 フィールドワーク  

（地元商店街での実地調査）  

 

 第 12 回目～ 15 回目については，フィールドワ

ークによって得られた調査結果を踏まえて，テー

マに関連した地域の問題について，グループワー

クを通じて，メンバーそれぞれの分析や解釈，心

象を共有させることによって，調査結果の整理を

行った。そして，地域の問題解決に向けての課題

について，グループによる検討を促し，それらを

以てテーマに関しての調査による成果報告として

プレゼン資料の作成を指導した。第 14 回目で成果

報告会を開催し，ゲストスピーカーないし関係機

関によるコメントをいただいた。最後の第 15 回目

については，成果報告会を終えてのグループ単位

での反省会とし，オリエンテーションから始まっ

た一連の授業を通じて何を成果として得られたか

を共有させた。授業開始当初に記入した社会人基

礎力を指標とする自己評価シートを再配布し，学

生に対して授業終了段階での自己の成長に関した

自己評価を行わせた。また，授業の過半をグルー

プワークによって展開してきたことを踏まえ，自

己評価の客観性を確保すべく，グループ内での他

のメンバーによる多面的評価も取り込んだ。  

 

2-3 達成目標と成績評価  

 本 科 目で は ， DP に 則 っ た 形式 で の 修 得す る 知

識・能力について，以下の達成目標を設定した。  

 

表  1 修得する知識・能力，達成目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループワークを主とする AL 形式の授業を前

提としていたため，達成度合いの評価尺度として

関与度 項目 修得する知識・能力 達成目標

E

種々の科学技術、情報及び知識を活
⽤して社会の要求を解決するための

デザイン能⼒

他の科⽬で修得をめざす学問領域に

求められる知識を、地域のニーズや

課題に対していかに活⽤していくべ

きか、応⽤の可能性を⾒極めること

ができるようになる。学問領域の社

会的有⽤性を意識できるようにな

る。

I

チームで仕事をするための能力 地域の現状や課題、解決に向けた取

り組み事例を踏まえて、多⾓的な視

点での解決策の検討や企画書の作

成、プレゼンでのグループワークを

通じて、チームで仕事をするための

素養を⾝につける。

C

数学及び⾃然科学（⼈⼈社会科学）

に関する知識とそれらを応⽤する能
⼒

技術的知識や社会に関する深い洞察

⼒に基づいて、地域のニーズを⾒極

め、それに対応して知識を応⽤して

活⽤できるようになる。

H

与えられた制約の中で計画的に仕事

を進め、まとめる能⼒
⾃ら⾒出した地域の課題やニーズに

対して、与えられた時間的・能⼒的

制約の中で最⼤限の成果を追求でき

るようになる。

大

小
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社会人基礎力の各指標を用いることによって，①

学生が自己評価しやすいこと，②また授業を通じ

て涵養すべき素養について明確に理解しやすいこ

とを意図し，簡便化を図るとともに学生の目標意

識を定着させた。  

 成績評価については，レポート 50%，プレゼン

テーション 50%とした。前者のレポートについて

は，ゲストスピーカーによる講義を受講した際，

コメントシートという形態で個々の学生の理解度

を評価するための手段として活用した。また，グ

ループ単位での評価として，フィールドワークの

事前・事後の報告書の作成・提出をもレポートと

して評価対象とした。後者のプレゼンテーション

については，概ねグループ単位での評価とし，補

足的にグループ内での役割をも評価した。  

 

3 . 具体的成果と今後の課題  

 2018 度は，開講初年度であったため，以上のよ

うに多くの部分で試行錯誤しながらの取り組みと

なった。しかしながら，幾つかの取り組みについ

て，授業評価アンケートや学生へのヒアリングを

通じて積極的な成果を確認できた。  

 

・教育成果を測定するための指標として社会人基

礎力の指標を活用したが，受講を通じて成長で

きた要素を学生自身が確認することができ，目

標管理の意識を涵養できた。特に，授業に積極

的に参加することによる達成感を醸成できたよ

うである。  

・フィールドワークの実施にあたって，学生に事

前・事後で報告書の作成・提出を義務づけたこ

とによって，フィールドワークの目的と達成す

べき成果をグループ内で明確に共有させること

ができた。また，フィールドワークでのより計

画的な行動を可能とした。  

・ 1 年次でグループワークを主軸とする AL 型授

業を経験したことにより，一部の学生で AL 型

授業への抵抗感を緩和し，あるいは AL 型授業

への参加意欲を高めることができた。専門教育

における学生の主体的な学びを促進する上で，

教養力育成科目としての役割を十分に果しえた

のではないだろうか。  

 

 また，授業運営上の成果として，教職協働によ

り，教員の負担を大幅に軽減することができた他，

ゲストスピーカーの選定などを通じて，授業内容

の充実化を図ることができた。  

 他方でさらなる教育成果の向上，授業内容の充

実化・高度化を図っていくうえで，今後改善すべ

き課題も明らかとなった。  

 

・授業内容の構成について，ゲストスピーカーの

時間数が大きすぎたため，授業時間内でのグル

ープワークの時間，グループワークへの教員の

指導時間を十分に確保することが困難であった。

そのため，時間外学習で積極的にグループワー

クを行ったグループとそうでないグループでの

習熟度に大きな差が出てしまった。学科を超え

たグループ形成であったため，グループワーク

としての時間外学習の時間を学生たちが共通し

て確保することが困難であったのであろう。  

・フィールドワークに割くことができる時間が限

定的であった。そのため，事実上，各グループ

1 回だけのフィールドワークとなり，学生たち

が十分な調査結果を得ることができなかった。

教養力育成科目として，フィールドワークを経

験させることだけに意義を求めるか，本科目の

主旨である地方創生に関する習熟度を高めるこ

とに意義を求めるか。本科目全体を通じての教

育成果の目標に関連づけて，フィールドワーク

の目的・目標を再検証すべきであろう。  

・プレゼン能力について，グループ間での差が大

きく現れた。そのため，最終成果報告において，

十分な調査結果を得ていたにもかかわらず，効

果的にそれらを報告することができなかったグ

ループが散見された。全履修者が 1 年次であっ

たため，プレゼンテーションを全く経験してこ

なかった学生が多くを占めるグループでは，プ
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レゼンテーションの指導を施す必要があった。  

・ PBL の授業ではあったが，全てのグループにつ

いて，最終成果としては現状分析と問題発見ま

で終わっており，課題の認識と課題解決に向け

た提案までには到達していなかった。この点に

ついては，学生の学びの成果として，到達点を

どこまでに設定すべきか，今後検討を行ってい

きたい。たとえば，テーマを数年単位で維持し，

各年度の成果を次年度の履修者に引き継いでい

く形での PBL の組み立て方など。 1 期だけで外

部機関を巻き込んでの PBL を完結させるには限

界があることを踏まえて，授業内容の構成とと

もに指導内容の在り方も含めて再検討していき

たい。  
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Advanced English A, B における授業実践 
 

土 屋 麻衣子（社会環境学科／教養力育成センター） 

池 田 賢 治（社会環境学科／教養力育成センター） 

原 田 寛 子（社会環境学科／教養力育成センター） 
 

English Lessons for Advanced English A, B 
 

Maiko Tsuchiya (Socio-Environmental Studies)  
Kenji Ikeda (Socio-Environmental Studies) 

Hiroko Harada (Socio-Environmental Studies) 
 

Key words: Advanced English classes, active learning, motivation for learning English 

 

1 . カリキュラム改訂の背景  

 平成 30 年度より教養科目の新カリキュラムが

施行されたが，英語科目に関しては平成 29 年度か

ら先行実施された。旧カリキュラムからの大きな

改訂点は以下の 3 点であった。  

(1 ) 新入生のうち英語力の高い上位 80 名程度に

対して，全学科横断の英語科目 Advanced  Engl i sh

を設けた。  

(2 ) Advanced  Engl i sh およびそれ以外の学生に対

する英語科目 Engl i sh の双方において，受講者

自身の意志で学習トピックを選択できるように

した。  

(3 ) 英語力を評価する国際指標 CEFR の日本人向

け版 CEFR-J（投野，2013）を参照し，Can-do の

視点を評価指標として考慮することにした。  

 

 本学に入学する学生の多くは英語学習に苦手意

識を持っており，高校卒業時に望まれる英語力と

される英語検定 2 級の英語力を持っている者は毎

年 1 割程度である。旧カリキュラムでは学科別に

上級，中級，初級の習熟度別のクラス編成として

いたが，それにより上級クラスが 1 桁の構成人数

となるところもあり，運用上，クラスサイズの均

衡化を図っていた。しかしながら，これにより上

級クラスに中級レベルの学生が含まれるという状

況が生じていた。一方，初級クラスにおいては，

英語への学習意欲および英語力が低い学習者が集

まったことから，アクティブ・ラーニング（ペア

ワークなどの教え合い）が成立しない場面が多々

見られるという問題点があった。さらに，従来の

クラス分けが，学生にはプレースメントテストの

点数に基づき指定されたクラスで受講しなければ

ならないという義務的な印象を与えていたことも

改善すべき点であった。  

 上記のような状況と問題点を踏まえ，英語力の

高い入学生 80 名程度を対象として，さらなる英語

力 の 伸 長 を 促 す べ く 1 年 生 の 英 語 科 目 と し て

Advanced  Engl i sh  A,  B を設置することとなった。

それ以外の学生については，特に初級クラスに見

られていた英語学習への後ろ向きの姿勢を改善さ

せ，アクティブ・ラーニングが成立するよう，そ

れ以上のクラス分けはせず Engl i sh  A,  B を設置し

た。また双方において，学生自らの選択によって

受講しているという意識向上を狙い，それぞれ 3

つのトピックスから選択するシステムとした。  

 

2 . 2018 年度の Advanced Eng l i sh  A,  B について  

2 .  1 受講者  

 2018 年の新入生のうち， CASEC テストの上位

76 名が Advanced  Engl i sh  A,  B の受講者であった。
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Advanced  Engl i sh  A,  B のトピックスとして， Dai ly  

L i fe， Trave l， Spor t  & Hea l th が設定されており，

対象者は第 1 希望と第 2 希望のトピックスを選択

の上，クラス分け結果に従い受講するという流れ

であった。  

 

2 .  2 各トピックスの内容  

 Advanced  Engl i sh については，原則専任教員が

担 当 す る こ と と し て い る 。 2018 年 度 ， Advanced  

Engl i sh  A,  B の Dai ly  Li fe は池田， Trave l は原田，

Spor t  &  Hea l th は土屋が担当した。以下，それぞれ

のトピックの授業の概要を述べる。  

 

(1 ) Dai ly  Li fe   

 Dai ly  L i fe では，日常の様々なトピックを取り上

げ，総合的な英語力を身につけることを目的に授

業を行った。テキストの内容に加えて，ペアワー

クまたは全体での意見交換により，場面ごとの会

話表現というよりもコメント力に力点を置き，コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の 向 上 を 図 っ た 。 前 期  

Advanced  Engl i sh  A において Mobi le  Phones がテー

マであれば，携帯電話の使途からメリット，デメ

リ ッ ト 等 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。 後 期

Advanced  Engl i sh  B は食事，買い物，天候などを扱

う内容で，ペアワークではテキストのライティン

グの問題を基本にテーマに合った作文をし，発表

する形をとった。語彙，読解，聴解等についても，

テキストの問題を基本に英語で理解し，考える習

慣がつくことを意識し授業を行った。授業を英語

で行うため，その習慣づけの環境は提供できたの

ではないかと考えられる。例えば，読解では英語

で要約させることで，日本語を介さず理解度を確

認することを行った。  

 テキスト以外では，アクティブ・ラーニング授

業の一手法であるアイスブレイク・ディスカッシ

ョンとして最初の 5～ 10 分を利用し，当日の英字

新聞から記事を取り上げ，語彙増強に加えて，全

体での意見交換（ディスカッション）を行った。

発言者が固定されるなどの問題点はあるものの，

様々なトピックを扱うことで，語彙増強に加えて

英語で考える力の向上，他者の意見を聞くことに

よる刺激などの効果はあったのではないかと思わ

れる。  

 

(2 ) Trave l   

 Trave l では，海外旅行で遭遇する場面（出入国，

買い物，病気，ホテルやタクシーでのやりとりな

ど）を想定し，必要な単語や表現の習得を中心に

授業を行った。毎回テキストの前半を予習部分と

し，内容を事前に知ることによって，授業での学

びを円滑に行えるようにした。授業中はペアワー

クを基本に，各場面に相応しい表現を用いて会話

を行えるよう練習を行った。学期末には，学生自

らが選んだ観光地へのツアーを考案し，その魅力

を紹介するという，約 5 分のプレゼンテーション

をペアで行った。パワーポイントとスクリプトの

作成段階では，ネイティブ講師を招き，英語の表

記や発音など個別に相談できる時間を持った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，授業外学修を強化するため，ブックレポ

ートとライティング課題を評価に入れた。オック

スフォード・ブックワームズ・ライブラリーを読

み，内容や感想を含めたレポート作成を課した。

ライティングにおいては，内容の一貫した 4 パラ

グラフのエッセイを合格レベルに達するまで書き

直すという課題を課した。単なる英作文ではなく，

自分の意見を論理的に述べることができるよう訓
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練を行い，個別の指導と添削を通じて修正をサポ

ートした。  

 

(3 ) Spor t  &  Hea l th  

 Spor t  &Hea l th では，学生がニュースなどを通し

て知っているスポーツ選手や健康に関する最新ニ

ュースに触れることで英語学習への興味を喚起す

る狙いから，受講生に web 版の英字新聞を用いた

英語学習を授業外学修として行うことを勧めた。

授業ではその効果的な学習方法を提示する意味も

含め， 1 ヵ月以内にアップデートされたスポーツ

または健康に関する記事を用いた学習活動を主に

行った。具体的には大谷翔平，イチロー，大迫傑，

羽生結弦，大坂なおみなどスポーツ選手に関する

ものや，インドネシアのタバコと子供を取り巻く

社会事情やイギリスの足指相撲，東京オリンピッ

クなどを扱った。 web 版の英語記事には音声がつ

いているものが多かったため，読解力だけに注力

するのではなく，それを用いたリスニングやスピ

ーキングの学習方法も指導した。また英文の読解

およびリスニングを下支えするのに必要な文法知

識の定着を図るために，テキストを用いた演習を

毎週の課題として与えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業形態は基本的にアクティブ・ラーニング型

で，すべて英語で行った。ペアワーク，グループ

ワークを数多く取り入れ，意見交換というアウト

プットを通して学生自身の思考を助長させること

に留意した。また，国際連携室のネイティブ・ス

タッフに 3 回授業に来てもらい，ティーム・ティ

ーチングを行った。日頃の英語での授業で培った

会話力の実践の場という目的であった。ほとんど

の学生が臆することなく英語で会話することに努

めていたことは喜ばしいことであった。さらに，

学生の自己調整学習力を伸長させるために，隔週

ペースで各学生と個人的に対話し，形成的な観点

からのフィードバックを定期的に与えるという教

育的指導を行った。  

 

3 . 実践結果  

 Advanced  Engl i sh  A,  B の授業の効果を把握する

ために，後期終了時に独自のアンケート調査を実

施した。「 Advanced  Engl i sh  A,  B での受講を振り返

り，良かった点として当てはまるものがあれば〇

を記入してください」という指示文とともに，以

下の 5 点を選択肢として提示した。  

1 .  同程度の英語力の人が周りにいることで英語学

習（資格試験受験）への意欲が高まった。  

2 .  英会話能力が高まった。  

3 .  グループワークなどの教え合いに積極的に参加

できた。  

4 .  総合的な英語力が上がった。  

5 .  自主的に英語学習に取り組む姿勢が身についた。 

 

 表 1 に結果を示す。まず，受講者の 6 割前後が

学習意欲の高まりと英会話能力の高まりを感じた

と回答した点は， Advanced  Engl i sh  A,  B を新設し

た意義があったことだと考える。このことは，旧

カリキュラムおける英語上級の 1 クラスに，数名

程度の Advanced  Engl i sh レベルの学生しか含まれ

ず，クラスの雰囲気としてさらなるやる気を感じ

るのが難しかったという状況が改善された結果だ

といえよう。 Advanced  Engl i sh  A,  B では，互いに

切磋琢磨するという雰囲気がクラス内に生じてい

たと考えられる。  
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表  1  

 

 

 

 

 

 

 

 さらに，質問 2 や 4 のように英語学習における

自己効力感を問う質問に関して，一般的に日本人

英語学習者は肯定的姿勢を明示しない傾向がある

が，本アンケートにおいては 4 割～ 6 割の学生が

“ Yes”と答えたことは注目すべき点であろう。一

方，質問項目 5 の自主的な取り組みに関しては他

より低い数値であった。項目 1 の数値が高値であ

ることを踏まえ項目 5 の数値を見ると，やはりま

だ学生の中に「授業だから」や「課題だから」と

いう意識があることがうかがえ，この点は今後教

育的介入により改善させるべき点である。  

 英語力の一指標として，入学直後と 1 年次終了

時点での CASEC の点数変化を見ると，最高スコ

アは 666 点から 686 点に上がり，上位 20%の点数

平均も 603 点から 612 点に向上した。全体平均は

545 点から 526 点にやや下がったが，先述したア

ンケート結果も含めて考えると，英語学習に向か

う前向きな姿勢は入学時より増進しており，総合

的に Advanced  Engl i sh  A,  B は受講者にプラスに作

用したと考える。  

 

4 . おわりに  

 本年度の授業実践を通して，来年度は自主的学

習姿勢の涵養を図る取り組みおよび学習意欲をさ

らに助長させる取り組みを導入したいと考えてい

る。具体的には，前期，後期に異なるトピックの

クラスに在籍したとしても年間を通じて取り組め

るような共通の語彙学習を導入し，学生自身に短

期目標と長期目標を設定させる活動を考えている。

また，同じように学習に取り組んでいる同士がい

ることを認識させ，さらなる学習意欲を引き出す

ための機会として， 3 クラスの学生が一堂に会し

英語学習に従事するような活動も考えている。指

導側としては，十分な準備の上授業に臨み，AL 授

業の質的な改善も図りながら，学生の英語学習を

全面的にサポートしたいと考える。  

 

参考文献  

投 野 由 紀 夫（ 編 ）： C A N - D O リ ス ト 作 成・活 用  英 語 到

達 度 指 標 C E F R - J ガ イ ド ブ ッ ク ，大 修 館 書 店（ 2 0 1 3）．  

 

項  ⽬ 割合 (%)
1．英語学習への意欲が⾼まった。 64
2．英会話能⼒が⾼まった。 58
3．教え合いに積極的に参加できた。 42
4．総合的な英語⼒が上がった。 40
5．⾃主的に取り組む姿勢が⾝についた。 32
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平成 30 年度「授業アンケート（期末）」の実施総括 
 

長谷川 純 一（FD 推進室） 
 

 平成 30 年度の授業アンケート（前後期・期末）

について，実施概要，回答率，集計結果について

総括したい。ここでは，全体としての回答状況や

集計結果を主に，必要に応じて学部別や授業別（専

門・共通）などの状況に触れながら振り返りを行

なうこととする。特に後段では，現在その伸長が

課題にもなっている「授業外学習時間」について

アンケート結果の多角的な分析から現状と対応策

についても探ってみることとする。  

 

1 . 実施概要  

1 .  1 目的  

 「授業アンケート」は中間と期末，学期中 2 回

実施されている。中間では，ミクロレベルの教育

改善（授業改善）のための形成的評価として，目

安箱やコミュニケーションツールとしての活用を

目的としている。フォーマットは自由であるが，

個々の教員による期中の授業改善に活かされるほ

か，学科ごとに取りまとめられ，共通する傾向や

課題などについて共有が図られることになってい

る。  

 一方，期末での授業アンケートでは，総括的評

価として，学生自身の成長度を測るとともに，評

価やコメントなどを通して次年度の授業改善にも

役立てられる。また時期履修者に対しては履修計

画の参考情報とする他，カリキュラムの検証や学

部・全学の教育改善への活用も狙いとしている。  

 

2 . 回答率  

 「授業アンケート」の回答率については平成 25

年度の web 化以降，年々微増を続けており，平成

27 年度以降は前期 40%以上，後期で 30%以上を維

持している。平成 29 年度以降は my FIT での要請

の増加，教員に対しての定期的なメールでの働き

かけの強化，また途中段階で回答率が低い学科に

は学科長に取組みを要請するなど，回答率向上に

向けて様々な施策を実施した。それらの結果，前

期で 824 授業について 48 .4%，後期については 774

授業で 31 .9%の回答率となった。特に前期はここ

5 年間では最も高い回答率を記録した。しかし後

期について前年を 2%強下回る結果となった。回答

率については学年進行に連れて低下する傾向があ

り，近年２年生以上の上位学年（特に 3 年生，4 年

生）について個別に myFIT での要請を行なうなど

の取組みを行なったが，今年度は， 4 年生では前

期で 19 .0%，後期で 14 .7%と両期で前年を下回っ

ており，新たな対策の立案，実施が求められるこ

とになった。  

 

2 .  1 学科別回答率内訳  

 学科別で回答率をみてみると，前期では最高学

科 65 .8%に対して最低学科では 32 .1%と 33 .6 ポイ

ント差，後期では最高 44 .6%に対して最低学科で

は 21 .8%と 22 .8 ポイント差に及ぶ大きな差がみら

れる。学科によっては授業内での入力を推奨する

ところがある一方，教員コメントの入力を含めて，

授業アンケートに関心が低い学科も散見され，今

学科名 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期 H28後期 H28前期 H27後期 H27前期 H26後期 H26前期

電子情報工学科 32.7% 49.5% 38.0% 47.3% 45.9% 43.4% 40.0% 54.1% 18.7% 43.4%

生命環境科学科 23.3% 32.1% 21.4% 37.7% 19.8% 46.0% 15.9% 44.8% 6.0% 22.7%

知能機械工学科 29.2% 43.2% 42.6% 58.1% 45.5% 71.2% 30.6% 59.8% 34.8% 80.7%

電気工学科 24.5% 44.8% 34.8% 31.2% 38.8% 38.8% 37.9% 41.3% 7.3% 38.6%

工学部計 27.5% 42.5% 34.7% 44.0% 37.8% 50.6% 31.3% 50.2% 17.4% 46.9%

情報工学科 26.2% 36.6% 21.6% 34.2% 20.6% 23.5% 20.8% 33.7% 18.4% 33.0%

情報通信工学科 38.8% 50.9% 34.6% 47.4% 46.5% 44.8% 45.8% 48.3% 29.5% 49.7%

情報システム工学科 33.0% 65.8% 36.3% 51.5% 34.1% 52.9% 21.0% 58.5% 13.7% 35.7%

システムマネジメント学科 21.8% 32.5% 20.8% 44.5% 16.9% 35.6% 25.2% 53.9% 16.6% 29.2%

情報工学部計 30.0% 46.3% 28.2% 43.4% 29.9% 37.8% 27.9% 46.6% 19.6% 37.0%

社会環境学科（学部) 44.6% 55.4% 48.3% 58.1% 38.1% 40.1% 29.6% 25.4% 13.7% 27.4%
その他（教職課程、外国人留学生科目） 35.6% 62.6% 25.4% 34.4% 26.5% 27.7% 25.5% 31.7% 20.9% 16.4%

合計 31.9% 48.4% 34.6% 46.3% 34.6% 43.2% 29.5% 43.7% 17.6% 38.8%

【表  1 学部学科別回答率】  

（ H26～ H30 年度  前後期）  
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後の働きかけが必要と考えられる。  

 

2 .  2 教員コメント入力  

 教員コメントの入力については，学生が表明し

た意見や改善要求の対する回答として重要視して

おり，学生コメントがあった授業については，可

能な限りコメント入力を行なうよう，教員に要請

を行なっている。コメント記載によるフィードバ

ックが学生の学習改善を促進することの理解も進

み，Ｈ 29 年前期には入力率が 60%を超えるまでに

なったが，本年度は一転前後期ともに 40%台の入

力にとどまった。  

 また教員コメント入力率は，必要性の認識が高

まったこともあって H29 年度までは一貫して上昇

基調にあったが， H30 年度は前期・後期ともに前

年度を下回る入力率となった。 web 化以降の定着

傾向と，今年度特に大きな変更点がなかったこと

もあってコメント入力について強い働きかけを行

っていなかったことも一因にあると思われる。  

 

3 . 全体集計結果と解析  

3 .  1 設問 1， 2  

 設問 1（この授業を受講するにあたって，シラ

バスの内容を確認しましたか。）について集計結果

をみてみる。この問いに対して①十分に確認した，

②ある程度確認したとの回答率は前期 83 .8%，後

期 86 .4%と い ず れ も 前 年 同 期 （ H29 年 度  前 期

78 .7%，後期 80 .0%）を大きく上回った。授業運営

にあたってシラバスへの記載が精緻・詳細化する

とともに，ほとんどの授業で第 1 回にはシラバス

を参照しながらガイダンスが行われている中で，

AL 型授 業 の導入 や各 回の時 間外 学習の 指示 など

について事前確認の必要性が強まっていることな

どが考えられる。  

 

3 .  2 設問 2  

 設問 2（この授業について自主的かつ意欲をも

って学習に取組むことができましたか。）について

学科名 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期 H28後期 H28前期 H27後期 H27前期 H26後期 H26前期

電子情報工学科 49.3% 47.8% 44.6% 52.8% 47.4% 53.4% 38.0% 53.6% 36.7% 63.8%
生命環境科学科 21.7% 36.1% 42.0% 56.7% 32.9% 46.0% 33.3% 47.0% 15.6% 25.3%
知能機械工学科 45.9% 52.4% 46.5% 64.6% 38.7% 48.2% 28.7% 64.6% 29.3% 59.2%
電気工学科 33.8% 48.6% 45.7% 62.2% 46.2% 50.0% 45.0% 51.9% 24.7% 42.7%
工学部計 38.1% 46.0% 44.8% 58.8% 41.2% 49.4% 36.0% 54.2% 26.6% 46.9%
情報工学科 58.0% 72.1% 57.3% 73.3% 57.0% 50.9% 52.6% 67.0% 36.3% 40.4%
情報通信工学科 69.0% 77.8% 74.7% 80.0% 72.9% 73.4% 77.9% 74.7% 54.1% 69.9%
情報システム工学科 53.4% 58.2% 62.0% 62.2% 69.6% 75.3% 53.0% 64.2% 40.3% 66.2%
システムマネジメント学科 52.7% 57.1% 56.1% 58.7% 65.1% 60.9% 50.8% 57.4% 46.9% 42.3%
情報工学部計 58.3% 67.3% 62.2% 69.1% 65.2% 63.8% 58.8% 66.3% 44.0% 54.1%
社会環境学科（学部) 44.8% 28.1% 48.6% 67.5% 65.9% 64.4% 61.8% 64.8% 39.4% 71.6%
その他（教職課程、外国人留学生科目） 28.1% 33.9% 16.0% 30.8% 24.0% 36.0% 60.0% 46.2%
合計 44.2% 49.5% 51.3% 63.5% 54.0% 57.3% 49.8% 60.5% 35.2% 53.0%

【表  2 学部学科別教員コメント入力率】  

【図  1 シラバスの確認】  

（上段： H30 前期  下段： H30 後期）  
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は①十分に，②ある程度「取組んだ」への回答が

前期 92 .5%，後期 92 .6％と前年（ H29 年度  前期

91 .2%，後期 90 .3%）通りに 90％を上回るなど高次

での安定を示しており，授業への取組み姿勢は継

続して前向きであるとみられる。  

 

3 .  3 設問 4， 5  

 この 2 つの設問については，各学科のディプロ

マポリシーに全学で共通している「修得する知識・

能力」（ A～ I）との関与度を各授業でシラバスに示

すこととしたため，学生がこれらの知識・能力に

ついてどのように感じたのかを測るためのもので

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問 4（この授業で成長したいと考えていた「力」

は何ですか。）で成長期待を，設問 5（この授業を

通じて実際に伸ばすことができたと実感している

「力」は何ですか。）で成長実感を測ることとして

いる。  

【図  2 授業への取組み姿勢】  

（上段： H30 前期  下段： H30 後期）  

H27前期 H28前期 H29前期 H27後期 H28後期 H29後期
回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 H27前期⽐ 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 回答⽐率 H27後期⽐

A 11.9% 12.5% 13.8% 13.6% 113.9% 12.8% 12.7% 11.9% 12.3% 96.6%
B 14.9% 16.1% 16.3% 16.2% 108.5% 17.2% 16.8% 15.7% 16.8% 97.6%
C 23.2% 23.9% 23.3% 25.2% 108.5% 24.2% 24.2% 24.6% 24.1% 99.9%
D 49.8% 49.8% 49.7% 49.9% 100.3% 51.8% 52.7% 54.7% 54.6% 105.3%
E 11.9% 11.4% 12.1% 12.2% 102.6% 12.6% 11.7% 12.9% 12.1% 96.5%
F 16.8% 17.7% 19.0% 18.8% 112.2% 16.1% 15.8% 17.0% 18.5% 114.5%
G 27.8% 29.0% 31.8% 31.4% 113.0% 28.5% 29.6% 29.8% 29.8% 104.4%
H 14.8% 14.7% 16.6% 17.5% 118.2% 13.7% 13.8% 14.2% 15.3% 111.8%
I 13.4% 12.6% 14.2% 15.6% 116.3% 11.4% 12.1% 12.1% 15.0% 131.8%

H30前期 H30後期
DP

【表  4 成長実感（ A～ I）の経年変化】  

（ H27 年度～ H30 年度）  

【表  3 修得する能力・知識（ A～ I）】  

 No  選択項⽬
A  地球的観点から多⾯的に物事を考える能⼒とその素養
B  技術が社会や⾃然に及ぼす影響や効果、及び社会に対して負っている責任理解
C  数学及び⾃然科学（⼈⽂社会科学）に関する知識とそれらを応⽤する能⼒
D  当該分野において必要とされる専⾨知識とそれらを応⽤する能⼒
E  種々の科学技術、情報及び知識を活⽤して社会の要求を解決するためのデザイン能⼒
F  論理的な記述⼒、⼝頭発表⼒、討議等のコミュニケーション能⼒
G  ⾃主的、継続的に学習する能⼒
H  与えられた制約の中で計画的に仕事を進め、まとめる能⼒
I  チームで仕事をするための能⼒
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 ここでは特に設問 5 の成長実感に焦点を当てて

分析を試みる。 H25 年度以降，前・後期ともに回

答数，回答率が最も大きいものは D で，学生たち

が各授業を通じて専門知識や能力を実際に身につ

けたことと考えていることが分かる，次いで大き

いものが G であり，知識・技術にとどまらず，自

主性や継続性といった「態度」の確立を望んでい

ることも他方で分かる。  

 この G の他にも，H25 年度以降一貫して伸長し

ているのは F，H，I である。これらはいわゆる「汎

用的能力」と言われるコミュニケーション力や自

主性・計画性に関係する能力である。中でも I の

伸長が 全体 の中で も目 立って いる 。本学 で は AL

型授業の全学展開を進めており，Ｈ 30 年度も全授

業の 80%強が AL 型にて実施されている。この成

果が「汎用的能力」全般の伸びを学生に実感させ

るものとなっていることは勿論，これら授業では

ペアワークやグループでの学習が一般的に行われ

ており，特に I が示す「チームで仕事をするため

の能力」が高まっているものと思われる。  

 

3 .  4 設問 6  

 設問 6（この授業の内容は全体として意義ある

ものでしたか。）は平均評価ポイントとして 4 点満

点で集計している。  

 全 学 で の 平 均 評 価 ポ イ ン ト は 前 期 3 .35， 後 期

3 .32 であり，前年度（ H29 年度）と比較して前期

0 .02 ポイント，後期 0 .03 とともに上昇した。  

 学部別でみると，工学部，情報工学部が前年度

から前・後期ともに上昇しているが，社会環境学

部が前期，後期共に若干の減少がみられ，学部間

の平準化が進んでいる。  

4 . 授業外学習時間について  

 本報告では，授業アンケートの回答項目から授

業外学習時間について，様々な観点から分析を試

み，現状と課題について考察を行うこととする。

本学では全学で推進している AL 型授業の目標の

ひとつに「能動的学習態度の涵養」を掲げている。

「能動的学習」とは「主体性に基づいた学習」と

換言することができる。この主体性の涵養を示す

指標として授業外学習時間は好適であり，その伸

長についても注視を続けているものである。  

 

4 .  1 設問３  

 設問 3（この授業における授業以外での学習時

間は， 1 週間当たり平均すると何時間でしたか）

上記した目標の達成度を図るために基本的な指標

となる。  

 年度ごとの推移をみると，着実に授業外学習時

間は伸びており，H27 年度との対比では前期で 13

分（ H30 年度），後期で 12 分（ H29 年度）の伸び

が確認されている。しかし今年度の結果からは頭

打ち感がみられ，特に後期では前年度と比較して

5 分減少となった。これまで全体としての伸びの

要因ともなっていた比較的長時間（ 2 時間以上）

の 実 施 者 が 減 少 （ H29 年 度  前 期 11 .9%， 後 期

12 .8% Ｈ 30 年度  前期 11 .8%，後期 10 .9%）して

いることも一つの要因と考えられる。  

 学部別でみても H27 年度から概ね伸長基調であ

ったものが，今年度からは停滞感がみられ，社会

環境学部では前・後期ともに減少，情報工学部で

は後期が減少となっており，原因の究明が求めら

れる。   

 一方科目種別では専門科目が共通科目を大きく

Ｈ27前期 Ｈ27後期 Ｈ28前期 Ｈ28後期 H29前期 Ｈ29後期 H30前期 前年同期差 H30後期 前年同期差
全学 3.28 3.28 3.28 3.28 3.33 3.29 3.35 0.02 3.32 0.03
⼯学部 3.25 3.23 3.24 3.25 3.31 3.28 3.34 0.03 3.33 0.05
情報⼯学部 3.26 3.26 3.26 3.25 3.30 3.24 3.36 0.06 3.3 0.06
社会環境学部 3.44 3.45 3.41 3.37 3.39 3.38 3.35 -0.04 3.37 -0.01

専⾨科⽬ 3.27 3.28 3.28 3.28 3.31 3.31 3.36 0.05 3.33 0.02
共通科⽬ 3.29 3.28 3.27 3.26 3.25 3.25 3.31 0.06 3.3 0.05

【表  5 学部別科目別授業の平均意義ポイント推移】  
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上回ってはいるものの，今年度後期には６分の減

少となるなど停滞がみられる。  

 さらに専門科目での推移を学部別でみると H27

年度から概ね伸長基調であったものが，今年度か

らは停滞感がみられ，特に後期には３学部とも前

年度と比較して減少となっており，全体としての

授業外学習時間減少の大きな要因となっている。

特に社会環境学部では前・後期ともに減少に転じ

ており，さらなる原因究明が必要となる。  

4 .  2 その他の検証  

 授業アンケートで測定された個々の授業での授

業外学習時間をもとに，学生ひとり当たりの週全

体の授業外学習時間を算定し，全体感を探ってみ

ることにする。アンケートで得られた平均時間に

平均受講科目数を乗じたものが週あたりの総時間

となる。H30 年度の週あたり総学習時間平均は 7 .9

時間となる。この時間については H27 年度以降確

実に伸長している。AL 型授業の全学への進展に伴

【図  3 授業外の学習時間】  

（上段： H30 前期  下段： H30 後期）  

【表  6 学部別授業外学習時間推移】  

                                            （ 単 位  分 ）  

Ｈ27前期 Ｈ27後期 Ｈ28前期 Ｈ28後期 H29前期 Ｈ29後期 H30前期 前年同期差 H30後期 前年同期差
全学 42 45 50 56 53 56 54 1 51 -5
⼯学部 42 53 51 62 56 64 63 7 64 0
情報⼯学部 45 45 49 60 54 58 60 6 55 -3
社会環境学部 28 27 53 40 48 41 43 -5 37 -4

専⾨科⽬ 48 52 57 63 59 64 61 2 58 -6
共通科⽬ 28 27 35 34 37 32 36 -1 32 0

【表  7 学部別専門科目授業外学習時間推移】  

                                            （ 単 位  分 ）  

  Ｈ27前期 Ｈ27後期 Ｈ28前期 Ｈ28後期 H29前期 Ｈ29後期 H30前期 前年同期差 H30後期 前年同期差
⼯学部 51 61 59 69 62 71 65 3 65 -6
情報⼯学部 50 50 49 68 60 66 62 2 57 -9
社会環境学部 30 32 57 42 53 45 44 -9 40 -5



－ 116 － 

い，特に一定量の事前学習を伴う反転授業や授業

終了後の議論を誘発するグループ学習の増加が時

間伸長の要因とも考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 さらに授業アンケートの結果をもとに，学年別

の授業外学習時間を算定してみる。授業アンケー

トの運用上， 4 年生についての主要な学習内容で

ある「卒業研究」関連時間の取得は行っていない

ため，ここでは 1 年生から 3 年生について算定を

行うこととした。それによると 1 授業当たりの授

業外学習時間は概ね学年進行に従って伸長する傾

向がみられる。一方週あたりの総時間では 1 年前

期から後期，2 年前期と伸長し，2 年後期から 3 年

にかけては減少する傾向にある。学年進行につれ

て個々の授業の学習時間は伸長するが，履修科目

の減少によって生じる余裕を満たすほどには学習

に時間を振り向けていないことがうかがわれる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  3 授業外学習時間についてのまとめ  

 授業アンケートからみた授業外学習時間につい

ては AL 型授業の浸透や教員の授業内外を連動さ

せた学習推進への努力などがあり伸長の基調には

ある。しかし本年度の結果をみると「踊り場」を

迎えた感もある。シラバスの記述が重要視される

中，予習として行う内容を具体的に示されている

授業では授業外学習時間が長いことが確認されて

いる。また学修ポートフォリオ（ FIT-AIM）に予習・

復習時間やその内容を記載させ，前後の授業の理

解度との関連を学生に振り返りを行わせる試みな

どもなされている。短期的には意図的に予習・復

習を課すことの必要性も理解しながらも，究極的

には主体的・自律的な学習の発露となるよう自ら

が個々の授業について単位取得にとどまらない目

標を有し，その達成に向けて現状の確認と改善に

向けた取組み（自己調整学習）に向かわせる仕組

み作りを並行して急ぐ必要もあると考える。  

 一方授業アンケートの仕組みや運用についても

課題がある。まずは回答率に関わる課題から，上

位学年で増加する「実験・実習科目」での授業外

学習時間を把握しきれておらず，現在の集計値は

実際の実施時間より短く算出されているとも推察

される。また ICT 活用やラーニングコモンズ拡大

など学習機会の増加がもたらす学習時間を現アン

ケートの設問方法では捉え切れていないとの指摘

もある。今後様々な取組みで伸長をめざす授業外

学習時間をできるだけ適切に捕捉できるよう，ア

ンケートの改善を図るとともに，補助的な手法も

講じるようにしたい。  

 

5 . 授業アンケートの課題と今後の展望  

 授業アンケートについては， Web 化後 5 年（ 10

回実施）を経過しており，学部での授業改善活動

の指標として継続的に活用されるなど一定の効果

をもたらしている。  

 反面データの信頼性にも影響をおよぼす回答率

については，ここにきた頭打ちの傾向が顕著であ

る。このアンケートについてはこれまでも学生の

成長度や「 AL 型授業の定着」を知る重要な取組み

となってきた。今年度から本学では「アセスメン

ト・ポリシー」の試行的導入に伴い，授業レベル

とプログラムレベルでのアセスメントを全学で実

施することになっている。適切なアセスメントを

行い，さらなる改善につなげるためには，授業や

カリキュラムの実情を示す根拠資料（エビデンス）

が必要となる。そこでこの授業アンケートでの回

答がその大きな役割を果たすことになる。学科間

【表  8 週あたり総授業外学習時間推移】  

               （ 単 位  時 間 ）  

H27 H28 H29 H30

6.2 7.5 7.7 7.9

 【表  9 入学年度別学年進行による週あたり  

総授業外学習時間推移】  

（ 単 位  時 間 ）

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期

27年度⼊学者 8.0 9.1 10.3 10.3 8.7 8.3

28年度⼊学者 10.5 11.8 11.3 10.1 8.4 7.3
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や学年間のバラツキにとどまらず，成績や出席率

と回答率との関係も明らかになっており，今後さ

らにこのアンケートの目的や必要性を学生に的確

な根拠資料とするためにも，できる限りの回答率

向上に取組んでいくべく有効な実施方法の提案・

実践を図っていきたい。あわせて教員コメントの

入力率にも頭打ち傾向がみえる。教員のコメント

によるフィードバックが学生の安心感を与え，こ

のアンケートの意義を実感させるものとなる。こ

ちらも取組みを高めたい。  

 アンケート結果については，定常的な指標に基

づく分析では評価や課題抽出に限界もある。今回

も試みに授業外学習時間について別角度からの分

析を行なったが，今後は他のデータとも重ね合わ

せて，真の授業改善につながる現状把握や提案な

どにつなげることができればと考えている。IR の

重要性もさらに高まっている。「学生統合データベ

ース」も年々充実してきており，当該データベー

スと授業アンケート結果の統合的な分析により，

学生の成長につなげる提案につなげることをめざ

したい。  
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平成 26 年度文部科学省大学教育再生加速プログラム（AP）（テーマⅠ：アクティブ・ラーニング）採択事業 

福岡工業大学 AL 型授業推進プログラム 平成 30 年度事業報告 
 

1 . 事業全体の概要  

1 .  1 AL 型授業推進プログラムの概要と目的  

 本事業の全体の目的は，本学の人材育成目標「自

律的に考え，行動し，様々な分野で創造性を発揮

できるような人材（実践型人材）」を達成するため，

学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵

養」の実現を図ることである。その方法として，

アクティブ・ラーニング（以下，AL）の導入，活

用が効果的であるとの知見はキャリア教育充実・

強化の活動等のいくつかの試みを通じて学内で共

有されてきたが，実践例，ノウハウの共有，効果

測定等については十分なものがなく，全学的，組

織的な展開には至っていなかった。この主要な原

因は，これまでの本学の教育改革では「実践型人

材」育成のための制度的枠組みの構築に努めなが

らも，教育現場での具体的，実際的な教授方法を

提示しきれていなかったことにある。  

そこで，本事業では，教育改革のフレームに「教

授方法の質的転換」を加え，その具体的方策とし

て AL 型授業の全学的，組織的な展開を加速的に

進めていく。  

 

1 .  2 AL 型授業の定義  

 本事業における AL を「学生の知識定着及び能

動的な学修態度の涵養を目的として行われる，学

生の意見表明及び振り返りを基本的な要素とする

授業・学習形態。具体的には，グループ学習，グ

ループディスカッション，体験学習，課題解決学

習などを取り入れた授業」として定義し，このよ

うな授業を組織的，全学的に展開し，「実践型人材」

の育成を図っていく。  

 

1 .  3 進捗状況（第 3 フェーズ：平成 30～ 31 年度）  

 平成 30 年度からは第 3 フェーズの取組となっ

た。第 3 フェーズでは，それまでの取組をもとに

成果を点検・検証し，取組の改善につなげるとと

もに，事業期間終了後の取組継続に向けた体制を

整備する。本年度（平成 30 年度）の目的は， AL

型授業の全学展開の取組を継続するとともに，本

事業のこれまでの取組の成果に関する評価を踏ま

え，計画の改善と再整理を行うことであり，具体

的には，引き続き「教育技術開発 WG」を起点と

して，FDer を中心に AL 事例調査・研究，AL 講演

会・報会，クラス・サポーター活用，学生 FD スタ

ッフによる AL 型授業の改善，授業アーカイブシ

ステム活用を進めるとともに，卒業生調査の実施，

前年度より着手した学修成果の評価指標の策定の

推進，学習ポートフォリオの運用を行う。取組の

評価・改善については，平成 29 年度に実施した

「中間成果報告会」および「中間評価」における

指摘はもとより，それまでの在学生アンケート・

卒業生アンケート実施結果や評価委員会の指摘を

踏まえた検討を行う。  

 

2 . 本年度の取組概要  

2 .  1 教職協働による AL 型授業推進体制の構築  

2 .  1 .  1   教職協働から教職「学」協働の実施体制へ  

 平成 26 年 10 月， FD 推進機構のもとに教職協

働組織である教育技術開発 WG が設置され，以降，

AL 導入促進の主体として， FD 推進機構各部会か

ら報告される実施状況・成果の分析，学内講習会

開催，事例調査・視察の計画や振り返りを行い，

FD 推進機構運営委員会で報告を行うとともに，得

た知見を学内に水平展開することを目的に活動を

行った。さらに平成 27 年 2 月には，授業実施者に

よる「 AL 実践研究会」を，教育技術開発 WG 下に

設置し，実践例の蓄積と課題の抽出を行うことと

した。また，平成 28 年度より，WG 構成員の見直

しを行い，各学部委員を各部会長（学部長）に変

更するとともに，授業実施代表者として学部代表
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4 名を加え，授業実施者と推進組織との密なる連

携を図るものとした。また，平成 29 年度からは，

教職「学」協働の実施体制への移行を目指し，学

生 FD スタッフの会議への参画を開始した。平成

30 年度は，学生 FD の活動報告として学生 FD ス

タッフ 3 名が会議に参加（平成 30 年 10 月 30 日），

独自に行ったアンケート結果から，本学学生が自

らの学習意欲を喚起する授業方法は，「体験」でき

る AL 型授業であると感じていること，学習内容

に関する科目間の繋がりの例示，具体的に学んで

いる内容がどのような実用性を持つものかについ

ての説明も有効であると感じていることなどが報

告され，これについて，教職員と学生での意見交

換を行った。  

 また，中間評価の結果を踏まえ，教育技術開発

WG の本年度の重点事項を定め，取組の方向性を，

実質化・可視化・点検評価の 3 つに整理し，改善

のサイクルを回しながら推進していく体制を整え

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  1 .  2 FDer（ファカルティ・ディベロッパー）

の認定基準見直し  

 本事業では，AL 型授業に先駆的に取組む教員を

「ファカルティ・ディベロッパー（以下，FDer）」

と位置づけ，AL の全学展開をリードし，本学の教

授法の質的転換の実現の先導役となることを期待

役割として認定する取組を行っており，平成 30 年

度は 1 名を認定した。  

 FDer の役割は，新たに AL に取り組む教員の動

機づけとなり，第 2 フェーズである全学展開の局

面において，その存在は大きなものとなった。本

学における FDer の認定要件は「 AL 型授業を先導

的に実践し，その知見を一般化，体系化して共有，

展開することができる者」・「本学の教育改善に資

する指定された 2 つ以上の研修を修了した者，ま

たは同等以上の能力を有する者」・「自らの教育力

を高めるとともに，本学の教員や組織の教育力を

高める継続的な支援の経験を有する者」の 3 つの

要件をすべて満たした教職員を認定するものとし，

活動については年間 10 万円の予算措置を行って

いる。要件の一つとしている「教育力向上の支援」

については，学内で実施する AL テーマ講演会，

報告会において自身の実践事例を報告する以外に

も，参加した研修プログラムでの知見を活かし，

新任教員 FD 研修会など，学内研修会におけるフ

ァシリテーター役を務めることや，学生の学修成

果に係るデータを AL の効果検証のために分析す

るといった内容が含まれている。FDer の活動の拡

がりは，本学における FD・ SD 活動の進展につな

がるものとなっており，今後は認定基準に教育改

革への貢献度評価を含む方向で見直しを行い，教

員の動機づけを強めていく計画である。  

 本年度は認定基準見直しの一部として，認定要

件や業務・役割等についてこれまでの申し合わせ

をより具体化する議論が行われた。新たな認定要

件では「具体的活動」を明示し，FDer 認定対象者

が職務にふさわしい経験，意欲，知識を有してい

るかが判断できるものとするとともに，その業務，

役割についても明確化を図った。さらに，学内に

おける教育活動上の実績として明確化するため，

学内で実施している「業績評価加点項目（表）」の

新規加点項目として位置づけし，教員の業績とし

て明確に組み入れることについて議論を行ってい

るところである。  
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2 .  2 アセスメント・ポリシーの策定  

 これまでの取組の中で，本学では， 3 つのポリ

シーに基づく教学マネジメントの確立と AL の全

学展開による教育の質的転換の取組を推進してき

た。3 つのポリシーは平成 29 年４月から策定・公

表したが，平成 30 年度にはその仕上げとしてアセ

スメント・ポリシーの導入を計画した。アセスメ

ント・ポリシーとは，個々の学生の学修成果およ

び教育プログラム全体の教育成果を測る全学共通

の考え方や尺度のことである。アセスメント・ポ

リシーの導入を，さらなる教育の質向上に資する

ものとするため，平成 30 年度を通じて全学的な検

討を行い，平成 31 年 4 月にアセスメント・ポリシ

ーとして制定，公表するとともに，それに照らし

たアセスメントを試行的に実施することとなった。

アセスメント・ポリシーに沿って，「成績評価ガイ

ドライン」を策定したが，同ガイドラインでは，

ディプロマ・ポリシーを知識・能力・態度といっ

た性質ごとにカテゴリ化し，それぞれに対応する

達成目標を評価するための課題と評価の方法を例

示した。特に本取組で育成しようとする「能動的

学修態度（主体性）」をルーブリックとして示し，

評価の参照とする内容を含むものとした。これら

の内容は本事業での取組成果が活かされたもので

あり，本学の人材育成目標の達成に向けて，本事

業が寄与する点であるといえる。  

 

2 .  3 AL 型授業実施のための教授・学習環境の整

備  

2 .  3 .  1 授業アーカイブシステムの活用状況  

 本取組では，第 1 フェーズである平成 27 年度

後期から授業アーカイブシステムを導入し，学生

の振り返り学習や反転授業の事前学習としての利

用およびモデル授業の FD 研修コンテンツとして

の活用を行っている。平成 30 年度の利用実績は下

記のとおりである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用状況の特徴としては，振り返り学習＋反転

学習者（ H30 前期実数 1 ,059 名，後期実数 560 名），

平均視聴時間総合（同前期 4 時間 13 分，後期 4 時

間 24 分），学生一人当たり平均視聴時間（同前期

6 時間 39 分，後期 7 時間 48 分）という状況であ

り，試験が近い期間に視聴率が伸びる傾向があっ

た。反転学習用にはパワーポイントなどの PC 画

面をキャプチャーした資料，振り返り用には板書

の映像資料などの利用例が多くあり，資料作成方

法や動画時間など先生方の創意工夫が見受けられ

る。また，授業アーカイブシステムが導入された

平成 27 年度後期以降の経年での利用状況を確認

したところ，後期に比して前期の利用が多い傾向

にあること，直近 1 年間は，振り返り学習に比し

て反転学習の利用平均視聴時間が長い傾向にある

こと等が確認された。  

 

2 .  4 AL 実践事例の調査研究と共有  

2 .  4 .  1 他大学事例の視察  

 本取組では本年度，特に事業成果をどのように

点検・評価するかという視点を踏まえるため，学

修成果の可視化方策の検討イメージを得ることを

目的として，訪問調査を行った。  

●宇都宮大学（テーマⅠ・Ⅱ複合型）  

 テーマ： AL の深化・拡充，学習成果の可視化  

 日  時：平成 30 年 11 月 29 日（木）  

 訪問者：職員 1 名（ FD 推進室  次長）  

 宇都宮大学における学修成果の可視化について

は ， 人 材 育 成 目 標 で あ る 3C 精 神 （ Chal lenge ,  

Change ,  Con t r ibu t ion）を 3C チェックシートとい

う形で具現化されている点が大変参考となった。
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本学での議論では，ディプロマ・ポリシーにおけ

る主体性を授業科目内でどのように評価し，その

成果を可視化するかについて検討しているが，宇

都宮大学においては，ディプロマ・ポリシーと直

接結び付けない形で汎用的能力の評価を行う形で

実施しており，教員の抵抗感の払拭や汎用的能力

の育成の重要性の理解の促進につながるのではな

いかという認識を持った。  

2 .  4 .  2 AL をテーマにした講演会・報告会の開催  

【 AL 実践研究会】  

 本取組では，随時 AL をテーマとした講演会・

報告会を開催し，学内教職員を対象に AL に関す

る授業実践例ならびにその成果についての情報共

有や，授業実施上の課題に関する協議の場として

授業実施者による実践例の報告と課題の抽出を行

っている。本年度の実績は以下のとおりである。  

●第 6 回  平成 31 年 2 月 25 日（月）   

 テーマ：教養力育成科目における AL 実践とそ

の効果  

 発表者：社会環境学科  中野美香准教授  

     社会環境学科  樋口貴俊助教  他  

 参加者： 32 名（教員 23 名，職員 9 名）  

 教養力育成科目における AL 授業の実践報告を

するとともに，その教育効果や専門教育への繋が

り等について議論が行われた。  

●第 7 回  平成 31 年 3 月 4 日（月）  

 テーマ：新任教員ピア授業参観振り返り  

 進 行 役 ： 社 会 環 境 学 科  藤 井 洋 次 教 授 （ FDer） 

 報告者：電気工学科  松尾敬二教授（教育技術

開発 WG 長， FDer）  

 参加者： 15 名（教員 11 名，職員 4 名）  

 新任教員を対象に，反転授業の実践とその成果

についての授業実践例紹介が行われ，また後期講

義の振り返りと今後の授業改善についてのワーク

が行われた。  

【 FD 研修会（ FD Café）】  

 FD 研修会（ FD Café）では，外部有識者（大学

教育関係者を問わず）を招聘し，外部の知見を取

り入れて教職員の AL に対する理解を深めている。

本年度は，主に学修成果の評価に関するテーマを

取り上げて開催した（内容の詳細は「参考資料」

FD Café を参照）。また，昨年度からは，学生と授

業改善をテーマにした教職員の意見交換会につい

ても FD ca fé として企画を行っている。  

●第 14 回  平成 30 年 6 月 18 日（月）  

 テーマ：授業外の学修について話をしよう～教

職員 &学生懇話会～  

 ファシリテーター：情報工学科  山澤一誠教授  

 参加者： 29 名（教員 9 名，学生 8 名，職員 12

名）  

 教職員・学生で，授業外学修の「位置づけ・目

的」，授業外学修について「する理由・しない理由」，

FD として「授業の改善（教員側）・その他の改善

（学生・大学設備）」についてそれぞれグループで

ディスカッションを行った。  

●第 15 回  平成 30 年 10 月 12 日（金）  

 テーマ：ルーブリックを活用した学修評価  

～主体性の育成に着目して～  

 講演者：芝浦工業大学  教育イノベーション推

進センター／工学部  榊原暢久教授  

 参加者： 28 名（教員 21 名，職員 7 名）  

 講演およびワークショップを通して，ルーブリ

ックの利点として，学生の評価に関する行動指針

が明確になること，学生が自らの学習活動を評価

できること，結果だけでなく，プロセスも評価で

きること，評価のぶれが少なく採点時間が短縮で

きる一方で，詳細なフィードバックが可能になる

こと，採点に係る教員のストレスの軽減につなが

るなどが確認された。  

●第 16 回  平成 30 年 12 月 17 日（月）  

 テーマ：成績評価の客観性および厳格化につい

て～ガイドラインとアセスメント・ポ

リシーの策定～  

 講演者：筑波大学  教育研究センター   

田中正弘准教授  

 参加者： 28 名（教員 17 名，職員 11 名）  

 厳格な成績評価を実施するにあたり，成績評価

ガイドラインとアセスメント・ポリシー策定の重
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要性と背景について講演があり，本学のそれらの

検討状況について，成績評価ガイドラインの中で

ルーブリックを設定し，主体性の評価に取組もう

としている点，アセスメント・ポリシーについて，

「機関（大学全体）レベル」，「教育課程（プログ

ラム）レベル」，「科目（授業）レベル」に加えて

「学生」レベルが設けられている点について，独

自性が評価され，今後の検討に向けた貴重な機会

となった。  

【新任教員 FD 研修会】  

 着任後３年以内の新任教員を対象に，AL 型授業

をはじめとする授業改善に取り組んでもらうこと

を目的に，グループディスカッション形式により

教職員で意見交換を実施している。  

● 2018 年度  平成 30 年 9 月 13 日（木）  

 対象者：平成 30 年度新任教員 10 名  

 参加者： 22 名（教員 16 名，職員 6 名）  

 内  容：  

  1 .  アクティブ・ラーニング授業事例紹介（社

会環境学科  藤井洋次教授  FDer）  

  2 .  グループワーク「前期講義を振り返っての

気付き」  

  3 .  相互授業参観について  

 

2 .  5 CS（クラス・サポーター）の育成とその活

動  

2 .  5 .  1 CS の雇用  

 本事業では，AL 導入科目についてクラス・サポ

ー タ ー （ 以 下 ， CS） と 称 す る 先 輩 学 生 を 雇 用 し，

AL 型授業の効率化を図っている。 CS には対象科

目の受講経験のある学生のうち優秀な者から，教

員を補助し，授業内外における少人数によるグル

ープ学習のファシリテートやピアラーニングを促

す知識・技能を一定程度有し，さらには ICT 機器

にも習熟した学生を育成，雇用するもので，対象

科目の受講学生はもちろん，CS 自身の学習深化に

も繋げることを目的としている。今年度において

も，雇用科目の定着が進み，継続的な実績の伸び

を示している。  

【 CS 雇用実績】  

 

 

 

 

 

 

 

 受講生の視点から CS 雇用の成果を示すものと

して，全科目に実施している授業アンケートにお

いて科目の意義を問うた平均評価ポイント（ 4 .0 点

満点）を全科目と CS 雇用科目の平均値を比較し

たところ，CS 雇用科目のポイントが高くなってい

る他，学修時間の平均値も高く，CS が授業のファ

シリテートやピアラーニングの促進を行うことに

より，受講生の学びに良い影響を与えていること

が確認できた。  

2 .  5 .  2 CS の事前研修プログラム  

 クラス・サポーター（ CS）の役割は，学内申し

合わせにより，「 AL 型授業の円滑な運営のために

グループ学習やピアラーニングのファシリテート

や助言， ICT 機器操作の補助および資料の整理な

どの業務補助を行う」と定義づけている。求めら

れる知識・スキル・態度としては「 AL への理解」・

「ファシリテーターとしての心構え」等であり，

合宿形式の事前研修でそれらの基礎を身に付けた

後，科目での活動で実践的に学んでいる。本年度

は，事前研修プログラムの見直しの一つとして，

後期開始時に「後期 CS 研修」を開催， CS 活動を

振り返り， CS 活動での経験や考えを共有した。  

●後期 CS 研修  

 参加者：  本年度（前・後期）CS として活動を行

う学生 34 名と，教職員 6 名  

 日  時：平成 30 年 10 月 3 日（水）  

 テーマ：学びの促進者となるために  

 目  的：  

  ①  日ごろ感じていることや不安に思ってい

ることを共有し，協働した学びを体験する。 

  ②  ファシリテーターとしての役割を確認し，
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今後の活動に活かすためのヒントを得る。  

  ③  CS 活動を通した自らの学びを振り返り，

自己の成長を確認する機会とする。  

 講  師：宮本知加子特任教員（ FD 推進機構）  

 内  容：  

  (1 ) レクチャー  

  ・ AL の定義・ AL 全学展開による「実践型人

材」の育成について等  

  (2 ) グループディスカッション  

  (3 ) グループ発表  

2 .  5 .  3 CS の追跡調査  

 本年度はこれまで育成してきた CS 学生につい

て，その活動が CS 自身の学習深化や成長につな

がっていることを検証するため，追跡調査を実施

した。  

 平 成 27 年 と 平 成 29 年 に 本 取 組 で 実 施 し た

PROG テストの結果では，リテラシー平均点とコ

ンピテンシー平均点ともに CS 経験学生は比較的

大きな伸びが見られた他，コンピテンシーにおい

ては特に親和力や協働力の伸びが顕著であったこ

とから，CS 経験とこれらの伸びに相関関係が期待

されることがわかった。  

 

*CS と全体の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*CS 学生の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，累積 GPA・進学率・就職率においても CS

経験学生には優位性が見られることが確認された。 

 これらの検証により，CS 経験学生の学習深化と

成長が一定程度確認できたといえる。今後は，教

員が求める CS の役割を再度抽出し，それらの要

素を再検討した上で，CS 養成における到達目標を

明示し，育成過程の見直しを行う予定である。  

2 .  5 .  4 学生による授業改善活動（学生 FD スタ

ッフ）  

 本取組では，CS の活動の活発化によって形成さ

れてきた CS コミュニティを活用し，学生が授業

を構成する一方の当事者として授業改善に参画す

るシステムを構築する取組を行ってきた。活動の

端緒として，平成 27 年度から CS 合宿の運営への

参画をはじめ，平成 28 年 10 月には学内で公募を

行い，「学生 FD スタッフ」として発足し，活動を

開始した。平成 29 年 12 月に団体の名称を「 FIT－

jo in（フィットジョイン）」と定め，本年度は本格

的な活動を展開した。新入生オリエンテーション

の企画運営，FD Café「授業外の学修について話を

しよう」開催，学生 FD サミット i n 京都光華女子

大学参加，教員インタビュー・授業参観実施，広

報誌「 Future  Des ign 学生とともに，先生とともに

創る」 Vol2 発行， Q-Confe rence2018（九州地区大

学教育改善ネットワーク年次大会）でのポスター

発表等，種々の活動を通して，学生の視点で教員

が持つ教育改善に向けた意欲・努力を感じ，教職

員とともに授業改善に取り組んでいくことを自ら
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の活動の課題と位置付けることができた。  

 

2 .  6 学習ポートフォリオの活用  

2 .  6 .  1 学習ポートフォリオの機能と学生への導

入指導  

 AL による学習効果を高めていくためには，学生

の「やる気・動機づけ」が重要な要素となる。そ

れらを継続的に保持，向上させていくためには，

目標を設定し，その達成のため自らをモニタリン

グ（メタ認知）しながら調整をしていくという能

動的なプロセス（自己調整学習）へと学生が進む

よう支援する必要がある。これまで本学では，キ

ャリア活動の記録に主眼を置いた「キャリア・ポ

ートフォリオ」を運用してきたが，今回これをよ

り汎用的なシステムへと改善し，学習ポートフォ

リオとして開発，教員・学生間のフィードバック

により学習成果の共有や振り返りを相互的に行い

ながら，授業改善や自己調整学習を支援できる形

成的アセスメントツールとして活用していくこと

とした。名称は，「主体的学びのための双方向学修

支援システム【略称】：FIT-AIM（フィットエイム）

＝ FIT-Ac t ive ,  In te rac t ive ,  Managing  sy s tem」とし，

本年度 4 月から運用を開始した。  

【主な機能】  

 半期の振り返りと目標設定，授業の振り返り，

ルーブリックによる主体性評価（「授業理解」・「講

義への取組姿勢」），授業外学修時間の計画・実施  

2 .  6 .  2 学習ポートフォリオの活用状況  

 本年度 4 月導入後の活用状況をみると，前期に

おける利用授業数 443，総授業科目数 824，利用率

53 .8%，後期における利用授業数 256，総授業科目

数 774，利用率 33 .7%となっている。活用例は様々

だが，授業での毎回の振り返りや，それをもとに

した宿題（課題）の提出・返却，講義理解度や取

組姿勢の確認を行いながら講義中間期におけるア

ンケートとして活用するなどの取組が行われてい

る。  

 

2 .  7 学習成果指標の策定  

2 .  7 .  1 主体性のルーブリック  

 学習成果指標の開発については，本学で伸ばそ

うとしている「主体性」について教職員で共通認

識を持ち，それをもとに学生にとっては学修指標

として，教員にとっては評価指標として活用する

ためルーブリックを作成することとした。そのス

テップとして，まず学生視点で，次に教員視点で

「どのような行動」が「主体的な学習」といえる

かを明確にする作業を行い，両者のずれを見るこ

ととした。最後に，その内容と本学のディプロマ・

ポリシーの要素との関連を見る作業も行った。  

 学生については，CS 経験のある学生を中心にワ

ークショップを行い，学生が考える主体的な学習

行動を付箋に書き出し，カテゴライズ。最終的に

は「模範・貢献」「働きかけ・問題解決」「学び方

の工夫」「学ぶ姿勢の確立」の 4 つのレベルに整理

した。次に，教員視点では，外部の「主体性」に

関するアンケート調査に本学教員 11 名が学生の

どのような行動を主体的だと思うかという内容を

回答したものがあったため，その回答内容をカテ

ゴライズし，レベルの整理を行った。その後，内

容について整理を行ったところ，「個人・自主的な

課題への取組」「協働の取組」「自己調整学習」と

いった要素が混在していることが分かった。また，

学生視点でのルーブリックと比較してみたところ，

「個人・自主的な課題への取組」「協働の取組」に

ついては学生のルーブリックには含まれていたが，

「自己調整学習」の内容はあまり含まれていなか

った。3 つの要素を「自主的な課題への取組」「自

律的学習の習慣化」「協働課題への取組」の評価項

目に分けて整理したものが「主体性」ルーブリッ

クである。その後，評価項目を福岡工業大学ディ

プロマ・ポリシーの要素と対比してみたところ，

それぞれ G「自主的，継続的に学習する能力」， H

「与えられた制約の中で計画的に仕事を進め，ま

とめる能力」，I「チームで仕事をするための能力」

におおよそ対応しており，教員・学生ともに日頃

意識している「主体的学び」はディプロマ・ポリ
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シーと強く関連するものであることがわかった。  

【福岡工業大学「主体性」ルーブリック】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福岡工業大学ディプロマ・ポリシー】  

 

 

 

 

 

 

 次にこの主体性のルーブリックをどのように評

価に活用するかという検討を行っていく。現時点

では，各科目における達成目標（ディプロマポリ

シー A～ I に対応する）の達成度をどのような評価

方法を活用して評価するのかを明らかにするとと

もに，多様な要素の中からそれぞれの授業科目の

形態，目標，内容に即して可能な限り複数を選択

し て 行 う と い う 成 績 評 価 ガ イ ド ラ イ ン の 中 に ，

G/H/I の要素に対応する達成目標について主体性

ルーブックを参照して評価を行っていくことを示

すことにしており，具体的な科目での評価活用事

例を蓄積していく予定である。  

2 .  7 .  2 授業外学修時間  

 学習成果指標として本年度特に注目した要素と

しては，授業外学修時間がある。学生一人当たり

の AL 科目に対する授業外学修時間（ 1 週間あた

り）は，平成 27 年度実績の 2 .3 時間から平成 30

年度実績の 6 .1 時間と徐々に伸びてきている。  

 しかしながら，目標とする 20 時間とは乖離した

状況である。これについて，いくつかのデータ検

証を行い，目標値との乖離の原因を分析した。  

 授業アンケートの学習時間平均データ別授業の

内訳をみると，平成 30 年度前期の授業外学修時間

の実態は，1 授業当たり平均は 54 分，それに受講

数 8 .73 科目を掛けると約 7 .9 時間となる。 1 授業

における状況の分析を行ってみると，学修時間平

均は 31 分～ 60 分が最多。最小時間は 0 分，最大

時間は 300 分。実験やプログラミング，ゼミナー

ル科目などで学修時間が長い。また，シラバスの

記載内容との関連では，授業外の学修内容（時間）

がシラバスに記載ありの授業の方が無しの授業よ

りも時間が長い。そのうち具体的な学習時間の記

載については時間の伸びに影響していないが，具

体的な学習内容の記載がある場合には，時間の伸

びに繋がっていることが認められた。  

 これまで，本指標の数値については期末の授業

アンケートにおいて一授業に対する予復習の時間  

を問い，その平均値を履修科目数平均で乗じたも

のをとっていた（平成 29 年度 7 .7 時間／目標値 18

時間）。しかしながら，学生にとっては，毎日の生

活においてどの科目の学習をどの程度やっている

かを把握することは難しいこと，また授業外学修

時間の内容について，自宅での予復習の他，学内

でレポート作成のために調べものをしたり，他の

学生と課題について相談したりするなどの多様な

学習形態での学修時間を含むことについて認識の

ばらつきがあることなどから，正確な状況が把握

できていない可能性がある。そこで，「 1 週間の生

活記録」という形式で調査を実施し，本学学生の

授業外学修時間の状況把握を行った。また，授業

外学修の定義について，統一した内容を示し，学

生の理解にばらつきがでないよう工夫した。  

 調査では， 1 年次から 4 年次までの指定する科

目において，講義実施第 13 週の課題として，学生

に 1 週間の生活記録を登録させ，授業外学修時間

の状況を把握した。  

 調査の結果，授業外学修時間の状況は，予習と

復習を 併せ て全学 年平 均で前 期 8 .88 時間 ， 後期

8 .29 時間（通年 8 .59 時間）とこれまでのデータ（平

成 29 年度 7 .7 時間，平成 30 年度 7 .2 時間）と比
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較すると 1 時間程度の差が見られた。また，学年

別で見ると 3 年次生の時間数が多く，前期 10 .72

時間，後期 14 .07 時間（通年 12 .40 時間）と，全学

年平均との差が大きい。さらに，個別の学生デー

タを見ると， 3 年次生・ 4 年次生の中には， 20 時

間・30 時間を超える学修時間を記録している場合

もあり，授業外学修時間の個人による差がどこに

あるのか（履修状況や生活状況，成績との関係）

個別の状況をサンプルとして検証し，課題の明確

化を図っていきたい。  

 

3 . 取組の成果  

3 .  1 事業目標に対する達成度  

 本事業における必須指標および事業目標に関す

る達成度は以下のとおりである。  

【テーマにおける必須指標】  

 

 

 

 

 

 

 

【事業目標】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定量的な数値目標の達成状況は，テーマにおけ

る必須指標に関しては，項番 1 から 5 までの目標

値を達成した。特に，本事業で目標としてきた項

番 1・ 3・ 5 の 3 つの 80%が達成できたことは，事

業が順調に進捗していることの証左といえる。こ

の中でも，項目 1 の前年からの延びは顕著であり，

この背景としては，AL 導入科目の割合を明らかに

するために実施している教員アンケートの回答率

が 9 割を超えたことが大きい（平成 30 年度 90 .1%，

平成 29 年度 91 .8%，平成 28 年度 78 .6％）。回答率

が向上したということは，AL の展開を否定的に捉

える教員層の減少として捉えることができるとも

に，これまで未回答や未実施であった教員が，こ

れまで実施した種々の施策を通じて，本学におけ

る AL の定義や手法を共有した結果，AL 実施と回

答するよう変化したものであり，全学展開の具体

的進展を実質的に示している。課題となっている

必須指標の項番 6 の学生一人当たりの AL に対す

る授業外学修時間については，実績値が目標値に

届いていないものの，平成 27 年度から平成 30 年

度にかけて項番 1 の AL 型授業科目数の割合に比

例して毎年度伸びを示している。  

 本学任意の項目については，設定した大多数指

標について，目標値を達成もしくは上回る状況で

推移している。その中で，平成 30 年度の主な取組

として， FDer の認定基準の明確化や CS 育成プロ

グラムの見直し，卒業生調査の実施など，これま

での取組を俯瞰的に見たうえで，成果を確認しな

がら，改善点を見出していくという点検・評価の

サイクルを回す道筋をつけた。  

 

3 .  2 成果の測定項目とその分析結果  

 本取組では，AL の進展に伴う成果の測定項目を，

学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵

養」のそれぞれについて以下の図のとおり設定し，

その測定データによるエビデンスを踏まえて取組

の改善を行っている。  
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【成果の測定項目】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各測定項目についての内容と，それに基づく改

善事項は以下の通りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「知識の定着の程度」を示すものでは，学業成

績（ GPA 第 3 四分位値）を追跡して確認したとこ

ろ，全学平均で毎年度上昇，学業成績の底上げに

一定の成果が見られている。「能動的な学習態度の

涵養」を示すものは，授業外学修時間の伸び，授

業アーカイブシステム利用授業数と視聴時間の伸

びなどにより成果が確認される他，卒業生アンケ

ートでは就職活動への満足度の上昇が確認されて

おり，さらに同調査では学生生活を通じて最も積

極的に取り組んだことに正課（授業，卒研・ゼミ）

を挙げる比率が上昇し，正課に最も積極的に取り

組んだ学生ほど自ら準備活動を行い，就職先企業

が目標に適ったものである傾向が認められ，AL の

成果といえる結果が出ている。  

3 .  3 点検・成果公表  

3 .  3 .  1 授業アンケート  

 本学では，授業アンケートの設問項目に，ディ

プロマ・ポリシーに示す要素について，「自分が伸

ばしたいと思う力」「実際に伸びたと実感する力」

を問い，学習成果の振り返りを行っているが，そ

のデータについて，事業開始直後の 2015 年度前期

の数字を 100％としてその後の変動状況を見たと

ころ，ディプロマ・ポリシーのうち，AL の進展に

より特に伸長を目指す要素である G・H・ I の学生

の自己評価が高まっていることが分かった。これ

は，AL 型授業が増加したことにより，協働型の課

題や，自主的な学びへの取組の機会が増えた結果

であると推定される。  

3 .  3 .  2 工大サミット学生調査  

 学習成果の測定を目的とした学生調査について

は，平成 30 年度から「大学 IR コンソーシアム」

に加盟し，教学 IR データを全国共通の調査票で収

集・分析することにより，学生調査項  

目の共有，調査結果の相互比較に加え，認証評価

や格付け評価等の内部質保証のエビデンスとして

活用することとし， 1 回目の調査を平成 30 年 10

月に実施した。それに先立ち，平成 30 年 4 月に，

私立 5 工大（愛知工業大学，大阪工業大学，芝浦

工業大学，広島工業大学，本学）で創設している

「工大サミット」の枠組みの中で，同調査を試行

的に共同して実施，調査結果から得られた各大学

の教育内容の特徴を評価し合い，教育の質を客観

的に保証するとともに，教育改善の方策を見出し

ていくこととした。その調査結果から，学習成果

に係る学生の自己評価について，AL の進展に伴い，

伸長を期待する学修成果（人間関係を構築する能

力，コミュニケーション能力，他の人と協力して

物事を遂行する能力，プレゼンテーション能力等）

の向上が見られており，本事業の成果を示すデー

タの一つして位置付けている。  

3 .  3 .  3 卒業生調査  

 本事業での学びとキャリアとの接続を能動的な

学習態度の継続という視点で検証を行うため，卒
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業生に対するアンケート調査を実施した。  

 *調査対象：① H30.3 卒（学部卒 1 年目：本事業

開始後の初めての卒業生，対象者 951 名／回答

率 18 .6%），② H25.3 卒（キャリア教育未実施の

学年，同 911 名／ 15 .1%）  

 *実施時期：平成 30 年 12 月～平成 31 年 2 月  

 *設問項目：大学 IR コンソーシアム卒業生調査

（試行）を基本とし，本学独自の設問を追加  

 *実施方法：Web アンケート，QR コードを付した

調査依頼票郵送  

 本事業開始後に初めて卒業した平成 30 年 3 月

卒業生とそれ以前の平成 25 年 3 月卒業生に，大

学生活における AL の参加度を尋ねたところ，平

成 30 年 3 月卒業生の参加度が上回っており，本

事業における AL の展開を裏付ける結果となった。

また，卒業年次別に「在学中に身についた能力」

を尋ねたところ，平成 30 年 3 月卒者で「身につい

た」と答えた割合が高かったものは，「分析力や課

題解決能力」・「コミュニケーション能力」・「プレ

ゼンテーション能力」・「リーダーシップの能力」・

「人間関係を構築する能力」などであること，さ

らにそれらを AL 参加度との関係で見ると，AL に

「よく参加した」と回答している学生ほど，「身に

ついた」と回答している能力も同様の項目であっ

た。これらの能力は，AL により修得することを期

待する学修成果と合致しており，本事業の成果が

確認できるものであるといえる。また，その他の

能力項目について，「時間を効率的に活用する能力」

の自己評価は，AL に「よく参加した」と回答して

いる学生ほど「身についた」と回答している割合

が高かったことが確認されており，これは本学が

AL によって育成しようとしている「主体性」の要

素としている「自己調整学習」との関わりを示す

結果であるといえる。  

 今後は，この卒業生調査の詳細分析を進め，そ

の結果を踏まえて，卒業生が在籍する企業にヒア

リング調査を実施し，卒業生が自己評価する「身

についた能力」が実際に就業場面でどのように評

価されているのか，企業が求める能力との合致は

どうかについて検証を進めていく。  

 総論として，本学の AL 型授業の全学展開は目

標に向けて本年も一定の成果をあげていると言え，

本事業最終年度となる令和元年度においては，AL

型授業の全学展開の取組さらに定着させるととも

に，本事業のこれまでの取組の成果に関する評価

を踏まえて取組の改善と整理を行い，事業期間終

了後の取組に繋げていく。  
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フレッシュマンスクール 2018 年度自己点検・評価報告書 
 

太 神   諭（フレッシュマンスクール数学担当） 

瓜 生 千 尋（フレッシュマンスクール国語担当） 
 

1 . はじめに  

 フレッシュマンスクールは， 1 年次生のうち特

に「基礎学力・コミュニケーション能力に問題を

抱える学生」を対象にした学習支援組織である。  

 その目的は「大学で勉強するために必要な力」，

特 に 中 教 審 が 示 す 種 々 の 答 申 に 掲 げ ら れ て い る

「コミュニケーション・スキル」や「数量的スキ

ル」を涵養するとともに，自律学習の習慣を身に

つけさせることにある。加えて，大学生活への不

適応や学習意欲低下による留年・退学等の防止の

一役を担う存在でありたいと考えている。この目

的のもと，フレッシュマンスクールでは学習プロ

グラムとして数学ベーシック，レポーティング・

スキルの 2 講座を開講している。なお，例年開講

していたディベーティング・スキルについては，

受講者数の減少および「話す力」の育成について

正課の授業での支援が充実してきたことを理由に，

2018 年度より閉講することとした。  

 今回の自己点検・評価では，本年度の取組，フ

レッシュマンスクールの対象者（以下，スクール

生）の決定，学習の進捗状況，学生の出席状況な

どを点検し，フレッシュマンスクールの有効性を

再確認する。  

 

2 . カリキュラムの構成  

 カリキュラムの構成は， 1 週間を単位として，

各学科の時間割の空き時間に応じて受講クラスを

設定する。なお，学習内容の理解が十分でない学

生には他の曜日の講義を再度受講するよう促すほ

か，個別指導の時間に指導を行う。前期 13 回（週

1 回数学ベーシック： 90 分，レポーティング・ス

キル： 50 分），後期 13 回の授業を実施し，夏季休

業期間中には SPI 対策の内容で夏季講座を行う。  

 数学ベーシックでは，各学科での専門科目を学

習していくうえで必要となる「数量的スキル」を

養うことを目的として，カリキュラムの構成を行

った。なお，中学校から高等学校で学習する「数

と式」，「関数」，「図形と計量」，「資料の活用」の

4 分野の中から，「関数」の内容を中心に構成した。

前期では，基本的な関数の取り扱いとして，「一次

関数」と「二次関数」の確認を行い，「三角比」を

発展させた「三角関数」を学習することとした。

後期では，「指数関数」，「対数関数」など各種の関

数と，それらを用いた「微分・積分」のほか，「ベ

クトル」や「複素数」，「数列」，「場合の数と確率」

の学習をすることとした。また，課題や各回のミ

ニテストなどを用いて，「関数」以外の分野の学習

を行うこととした。  

 レポーティング・スキルでは，学科でのレポー

ト課題および就職試験で基礎となる「書く力」を

養うことを目的としカリキュラムの構成を行った。

また，新聞記事を通しての時事学習や就職活動の

際に受ける SPI なども授業内容に取り入れること

で，学生の意欲喚起に結び付けた。昨年に続き，

年間を通して新聞記事を用いた学習を実施した。

1 つの記事に対して「記事を読み，指定の文字数

に要約する授業」，「記事内容を踏まえて自分の意

見をまとめる授業」を行った。取り上げた新聞記

事の内容としては，『見破れるか？フェイクニュー

ス』『「オオタニ」的人生哲学』などその時に話題

になっているもの，また『就活面接  スマホで録

音』『就活指針  なぜ廃止検討？』など就職活動に

関する記事など，新聞社が偏らないよう配慮しつ

つ幅広く選定した。また，文章作成には欠かせな

い語彙力の育成のために，前期は高校での学習内

容の復習，後期は SPI の言語分野を用いて，継続
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的に小テストやまとめテストを行った。  

 

3 . 開講するプログラムとその対象者の決定  

 (1 ) 数学ベーシック  

 数学ベーシックの対象者は，工学部・情報工学

部の新入学生に実施した基礎学力テスト【数学】

の結果をもとに候補者を決定する。表 1 に示すそ

の結果から，数学 I・A までの範囲の配点 70 点中，

得点が 35 点以下の学生（試験は 100 点満点，留学

生を除く）をフレッシュマンスクールにて候補者

として選定する。これをもとに工学部・情報工学

部の各学科が検討したうえでスクール生が決定す

る。また， 4 月中旬から下旬にかけて実施した全

員面談の結果も考慮する。加えて，自ら集合学習

の受講を希望してきた学生についても，クラス定

員に支障がなければ学科との協議のうえでスクー

ル生として登録する。  

 なお，候補者を選定するために利用する基礎学

力テスト「数学」において，今年度から試験範囲

及び解答形式を 2017 年度以前まで実施していた

数学 I・ A までの範囲の基礎を多肢選択式の試験

から，数学 I I・ B までの範囲の基礎を記述式の試

験に変更した。これは，昨年度までの試験では，

学習支援が必要な学生の選定のための基準として

は十分に効果があるが，微分積分やベクトルなど

大学の講義での利用頻度の高い分野の学習が不足

している学生の選定には不向きな面があったため

である。また，この試験では，試験結果は 100 点

満点で換算し，その内訳として，数学 I・A までの

範囲が 70 点，数学 I I・ B の範囲が 30 点である。  

 

 (2 ) レポーティング・スキル  

 レポーティング・スキルの対象者は，表 2 に示

す社会環境学部の新入生を対象とした基礎学力テ

スト【日本語】の結果において，スコアが 480 以

下の学生（ 800 点満点，留学生は除く）を対象とし

選定する。その他，社会環境学部だけでなく，工

学部と情報工学部の学生から希望者を募り，スク

ール生として決定する。また，社会環境学部の学

表  1  入試種別による基礎学力テスト【数学】の

得点分布（単位：人）  

入 試 種 別  

専

願

制

・S
S

公

募

制 

一

般 

留

学

生 

合

計 

基

礎

学

力

テ

ス

ト 

得

点

分

布 

8 1 ~ 1 0 0  1 7  2 7 2 0 6  0 2 5 0

6 1 ~  8 0  8 2  7 1 2 5 6  0 4 0 9

4 1 ~  6 0  1 0 1  3 0 2 4  0 1 5 5

2 1 ~  4 0  4 5  4 1  0 5 0

 0 ~  2 0  1 8  0 0  0 1 8

未 受 験  0  0 3  0 3

合 計  2 6 3  1 3 2 4 9 0  0 8 8 5

ス ク ー ル  
候 補 者  

7 5  7 1  0 8 3

表  2  入試種別による基礎学力テスト【日本語】

の レ ベ ル 分 布 と 文 章 力 テ ス ト の 評 価 分 布

（単位：人）  

入 試 種 別  

専

願

制

・S
S

公

募

制 

一

般 

留

学

生 

合

計 

基

礎

学

力

テ

ス

ト 

レ

ベ

ル

分

布 

A  
( ~ 8 0 0 )

6 3  1 4  0 2 3

B  
( ~ 6 4 0 )

1 4 2  1 5  0 3 1

C  
( ~ 5 6 7 )

2 9 1 2  1 7  0 5 8

C  
( ~ 4 8 0 )

4 4 9  4  0 5 7

D  
( ~ 3 4 0 )

2 0  0  0 2

E ,  F  
( 0 ~ 2 8 5 )

3 1  0  0 4

文

章

力

テ

ス

ト

評

価

分

布 

A  7 4  1 0  0 2 1

B  6 0 1 9  3 6  0 11 5

C  3 1 4  4  0 3 9

未 受 験  0 0  0  0 0

合 計  9 8 2 7  5 0  0 1 7 5
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生を対象にし，基礎学力テストとあわせて，文章

力テストも実施したため，その結果も参考として

報告を行った。文章力テストでは，学生に 200～

300 字程度の文章を書かせ，その文章の評価を行

った。評価方法は，文章作成に関わる基礎的な項

目を設定し，その項目の達成数に応じて A～ C の

3 段階で評価するものとした。評価が C の学生に

関しては文章力に関わる指導の際に特に留意すべ

き学生となる。これをもとに社会環境学部が検討

したうえでスクール生が決定する。また， 4 月中

旬から下旬にかけて実施した全員面談の結果も考

慮，加えて自ら集合学習の受講を希望してきた学

生についても，クラス定員に支障がなければ学科

との協議のうえでスクール生として登録する。  

 

 (3 ) フレッシュマンスクールの定員  

 フレッシュマンスクール生の定員については，

1 クラス 10～ 15 名を目安に 150 名程度を想定して

いる。2018 年度の登録者数は以下のとおりである。 

 数学ベーシックでは，表 3 に示すように，各学

科からの推薦や個人の希望などによる追加登録の

ため，基礎学力テストの結果から選定した初期候

補者 83 名より増加し，前期の登録者は 110 名とな

った。また，後期には，前期中の学習状況などか

ら 7 名が追加で登録されるが，休退学者や，成績

優良による受講免除などの理由で 12 名が登録除

外となり，後期の登録者は 105 名となった。なお，

各学科の人数枠については，基礎学力テストの結

果と新入生面談の結果を指標として，学科の担当

教員と協議のうえ，調整する。  

 レポーティング・スキルでは，表 4 に示すよう

に，テストの結果から候補者 63 名を選定した。そ

の他，希望者が工学部・情報工学部から 2 名が加

わり，前期 65 名での実施となった。後期は工学

部・情報工学部からの希望者 1 名が辞退し，64 名

での実施となった。学生個々の履修状況が異なる

ため 1 クラスの人数に差があるものの，受講者の

多いクラスでも 16 名での実施となった。基本的に

表  3 数学ベーシックの登録者数（単位：人）  

 
前 期  後 期  

初 期 候 補  追 加 登 録 登 録 削 除 登 録 者  追 加 登 録  登 録 削 除 登 録 者  

電 子 情 報 工 学 科  7  8  0  1 5  2  0  1 7  

生 命 環 境 化 学 科  3  5  0  8  5  4  9  

知 能 機 械 工 学 科  9  0  0  9  0  1  8  

電 気 工 学 科  9  1 0  0  1 9  0  1  1 8  

情 報 工 学 科  1 4  0  0  1 4  0  4  1 0  

情 報 通 信 工 学 科  1 4  3  0  1 7  0  2  1 5  

情 報 シ ス テ ム 工 学 科  9  0  0  9  0  0  9  

シ ス テ ム マ ネ ジ メ ン ト 学 科  1 8  1  0  1 9  0  0  1 9  

2 0 1 8 年 度  合 計  8 3  2 7  0  11 0  7  1 2  1 0 5  

2 0 1 7 年 度  合 計  4 8  3 2  0  8 0  5  4  8 1  

 

表  4 レポーティング・スキルの登録者数（単位：人）  

 
前 期  後 期  

初 期 候 補  追 加 登 録 登 録 削 除 登 録 者  追 加 登 録  登 録 削 除 登 録 者  

社 会 環 境 学 科  6 3  0  0  6 3  0  0  6 3  

工 学 ・ 情 報 工 学 部 希 望 者  0  2  0  2  0  1  1  

2 0 1 8 年 度  合 計  6 3  2  0  6 5  0  1  6 4  

2 0 1 7 年 度  合 計  6 2  5  0  6 7  0  0  6 7  
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は一斉授業という形態であるが，個人への文章添

削や助言を行うこともあるため，指導の充実とい

う点では 10 名以下での少人数での実施が望まし

い。  

 

4 . プログラムの教育内容  

 (1 ) 教育内容  

 フレッシュマンスクールのプログラムは，単位

認定を行わず自主学習の一環として位置づけられ

ている。ただし，通常講義との関連付けを可能な

限り行い，独自のカリキュラムによって高校から

大学への円滑な移行を図るべく，基礎学力向上お

よび学習スタイルの確立をサポートする。  

 数学ベーシックでは，「数量的スキル」の育成を

目的として，数学の基礎的な内容について学習す

るようカリキュラムを構成した。特に，練習問題

を解かせることで各分野の内容や公式の扱い方な

どの理解を促すこととした。そのうえで，「なんと

なく」ではなく，「なぜ」その答えに辿り着いたの

かがわかるような，つまり，自分自身の考えを説

明できるような解答を作るよう指導する。  

 レポーティング・スキルでは，プログラムスタ

ートの際から「書く力」の育成を主眼としたカリ

キュラムの構成を行ってきた。しかし，近年，議

論されている大学入学共通テストの内容などから

分かるように，学生に対し「考える力」を求める

動きが大きくなっている。それに加え，記述式へ

の移行という点から「書く力」はこれまで以上に

求められるようになるだろう。新聞記事を用いた

学習は，「考える力」を伸ばすために必要な知識を

補うことができる。学生生活を送るにあたり，与

えられた資料・情報からどのように考え，それを

どのように相手に伝えるかということは非常に重

要である。授業では 400 字程度と短い作文を課し

た。短い文章であっても，継続して書くことによ

って文章というものへの苦手意識を緩和すること

ができる。  

 

 (2 ) 大学の講義内容との関連  

 数学ベーシックのカリキュラムでは，大学の各

学科で開講している基礎数学関連科目の内容を理

解するための前提となる基礎学力を向上させるこ

とにより，基礎数学関連科目および数学関連科目

への理解度の向上に寄与できたのではないかと考

えられる。ただし，学科ごとにその特色から必要

とする数学の能力が異なるため，より重点的な指

導が求められる内容が異なる。こちらについては

個別指導などで適宜対応する必要がある。また，

スクール生の多くは数学が「苦手」，「嫌い」とい

った意識を持っている学生も多いが，一部の学科

などで基礎数学，または基礎数学相当科目の履修

前提科目としてシラバスに明示されたことにより，

スクールでの継続的な学習へと繋がっている。  

 レポーティング ･スキルのカリキュラムは，多く

の学科で共通して教育目標に掲げられている「コ

ミュニケーション能力」「考える力」「自主的・継

続的に学習する力」に関し，その基礎力を養う課

程として位置づけることができる。前項でも示し

た通り「考える力」に関してはプログラムの主眼

でもある。また，講義で課されるレポート等の課

題に際しても，文章作成の基礎から学ぶことは，

学生にとって有益である。  

 

 (3 ) 学習形態  

 フレッシュマンスクールでは，学習形態を集合

学習と個別指導とに分け，それぞれ学科の講義が

ない学生の空き時間を主として実施している。な

お，集合学習の講義形式は，SA（ Student  Ass i s tan t，

3・ 4 年の学生）を活用しグループワークの形態な

ど，学生が能動的に学習に取り組むことができる

方法を取り入れている。  

 数学ベーシックでは，学科・クラス単位で受講

する基本となる時間割を作成したうえで，スクー

ル生の希望を取り入れ，受講するクラスを決定し

た。なお。今年度は 1 クラス 3～ 19 人で授業を実

施した。毎回の授業は，小テスト，学習内容の提

示，プリント学習，確認テストで構成し，90 分の
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授業とした。プリント学習では，スクール生が個

人のペースで内容を確認しながら，練習問題を解

くことにした。プリント学習の間は，教員および

SA が学習の補助や指導を行う個別指導に近い，少

人数での学習を行う。また，学習中は学力の高い

スクール生が周囲のスクール生の手伝いをする場

面や，協力して問題を解く場面なども見られ，コ

ミュニケーション能力の向上などの良好な結果も

得られている。なかには，プリント学習が早く終

わるスクール生もおり，そういったスクール生に

は応用問題の提示や，学科での学習内容の予習・

復習の時間として残り時間を活用させた。  

 レポーティング・スキルでは，1 クラス 3～ 16 人

で授業を実施した。受講時間を決めるにあたり学

生の希望を優先し，それぞれ都合の良い時間帯に

受講した。授業の基本的な構成は，小テスト，新

聞記事の下読み，文章作成，教員による添削，清

書である。全てを終えるのに 50 分間を予定してい

たが，能力差が大きく 40 分で終わる学生もいれば

90 分以上かかる学生もいた。90 分以上かかる場合

には，他の授業のことも考慮し，清書のみ後日提

出とする場合もあった。下書きと添削を複数回繰

り返す学生は時間がかかるが，清書を終えた学生

から退室させるようにしたため，各自がストレス

無く自分のペースで取り組めていた。10 人以上の

クラスでは添削待ちの列が出来ることもあったた

め改善が必要だが，後期には添削を待っている間

に学生が各自で文章を確認するなど添削箇所が少

なくなるように工夫している姿も見られた。  

 個別指導としては，数学のほか，物理学や電気

工学などに関連する学科開講科目に関しての質問

などにも対応した。電気工学などの専門的な内容

などは，集合学習の課題終了後などに SA に質問

する場面など，積極的に学習する場面なども見ら

れた。  

 

 (4 ) シラバスの作成と活用状況  

 毎年度，シラバスを作成しプログラム開始当初

にスクール生および各学科の担当者，学科長に配

布を行っている。  

 数学ベーシックでは，図 1 に示すように，基礎

学力テストの結果として，「関数」と「図形」，お

よび，「場合の数と確率」の正答率が低いため，中

学校数学と数学 I，数学 A の内容をカリキュラム

の基盤として，数学 I I，数学 I I I および数学 B の

内容を取り入れた。学科で活用される機会が多い

「関数」に関する内容を中心に可能な限り流れを

通して学習していくようにシラバスを作成した。

また，「複素数」や「ベクトル」，「数列」など，ス

クール生が高等学校で未履修となっていることが

多い分野の基礎も取り入れることとした。今年度

は当初の予定を微調整し，一部の学習内容を課題

として課すとともに，前期の 終回に前期学習し

た内容の前期確認テストを実施することとした。  

 レポーティング・スキルでは，開講式でシラバ

スを提示したが，適宜，学生の状況や要望に応じ

て修正を加えた。前期は学生のレベルに合わせた

漢字，ことわざ，慣用句などの学習を取り入れ基

礎の育成に重点を置き，後期は前期の応用として

SPI 対策を行うこととした。文章作成に関しては，

前期に比べ後期は，要約は短く，作文は長く書く

ように設定し，シラバスに沿って授業を行った。  

 

 (5 ) 教育効果の測定  

 4 月に実施した基礎学力テストと同一のテスト

図  1  2018 年度基礎学力テスト【数学】の分野別

正答率  
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を 1 月に修了試験として実施し，その結果を比較

する。また，表 5 に示す単位取得状況をフレッシ

ュマンスクールでの学習成果の側面的な指標のひ

とつとして考察した。  

 数学ベーシックにおいて，入学時に実施した基

礎学力テストの結果と 1 月に実施した修了試験の

結果を比較すると，受験者の平均点は全ての学科

で上昇がみられ，全体でも 8 点ほど上昇した。な

お，72 人のスクール生が点数を伸ばしており，中

でも 20 点以上点数を伸ばしたスクール生が 16 人

いた。また，図 2 に示すとおり，分野別の正答率

は「場合の数と確率」の分野を除く 3 つの分野で

正答率が上昇している。また，「関数」の分野を中

心にスクールで学習したこともあり，「関数」の正

答率が大きく上昇している。しかし，「数と式」以

外の分野の正答率はまだまだ低く，内容の定着が

十分とは言えない。学習習慣の涵養と全体的な基

礎の定着のために授業の内容を工夫し，継続的な

復習を促すなど，今後も改善していく必要がある。 

 レポーティング・スキルにおいては， 4 月実施

の基礎学力テストと 1 月実施の修了テストを比較

すると，多くの学生にスコアの上昇が見られた。

テストは全 90 問であり，全体として「語彙力を問

う」という点では一致しているが，その出題形式

は多岐にわたる。例えば，語句の用例として正し

いものを選ぶもの，会話文中に適切な慣用句を挿

入するものなど大問が 11 種類設定されている。社

会環境学部の学生の平均スコアに関しては， 4 月

の基礎学力テストと 1 月の修了テストを比較した

結果 28 .2 ポイントの伸びを示した。なお，ランク

別の人数変化を見ると，A ランク 0 人→ 0 人，B ラ

ンク 0 人→ 1 人，C ランク 51 人→ 48 人，D ランク

1 人→ 4 人， E ランク 2 人→ 1 人， F ランク 0 人→

表  5 スクール生の単位取得状況（単位：人，単位）  

学科 

スクール生 （参考）2018 年度入学者 

登録者数 平均 

取得 

単位数

留年または 

取得単位数 
30 未満の学生

退学 

者数 
入学 

者数 

平均 

取得 

単位数 

留年または 

取得単位数 
30 未満の学生

退学 

者数 前期 後期 

電子情報工学科 15 17 33.9 5 0 113 42.3 8 0 

生命環境化学科 8 9 37.1 4 0 94 43.5 7 0 

知能機械工学科 9 8 31.3 4 1 139 41.5 9 2 

電気工学科 19 18 33.8 4 0 94 39.0 11 1 

情報工学科 14 10 43.5 0 1 151 44.3 4 2 

情報通信工学科 17 15 35.4 3 2 99 41.1 7 4 

情報システム工学科 9 9 37.3 1 1 127 41.3 12 2 

システムマネジメント学科 19 19 40.6 0 0 68 41.6 3 0 

社会環境学科 63 63 39.4 2 0 175 40.2 7 0 

全学部 173 168  23 5 1060  68 11 

※スクール生の統計は， 1 学期以上登録されていたスクール生を対象とする

※ 2019 年 2 月成績発表時点
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図  2  2018 年度基礎学力テスト【数学】の分野別
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0 人とである。全体としてはスコアに伸びが見ら

れ中位層の C ランクでは人数が減少し， B ランク

となった学生もいた。ただし，授業の本体は文章

力を身につけることであり，上記テストのスコア

比較のみで教育効果を測ることは困難である。そ

こで昨年に続いて修了テストの実施にあわせて行

った文章力テストに関して，実際の文章力の変化

を確認した。 4 月入学時と修了テスト時を比較す

ると，評価別人数では A ランク 3 人→ 16 人，B ラ

ンク 36 人→ 34 人，C ランク 24 人→ 10 人と全体に

上位層が大幅に増えているのがわかる。また，文

章力テストの項目別達成者数の比較で見ると，ま

ず構成面では項目 1 論理の一貫性において 4 月に

比べて 1 月は着実な伸びを示している。記述面に

おいても項目 5 漢字の利用法，項目 6 句読点等の

使用法，項目 7 略語等の不使用といった評価項目

において伸びを示している。これらは 1 年を通し

て指導，添削の中で繰り返し徹底を図った成果で

ある。  

 なお，どちらのプログラムにおいても，フレッ

シュマンスクールでの学習状況が良好にもかかわ

らず，修了試験の結果が思わしくないスクール生

や，学科の単位取得が思わしくないスクール生が

少なからず見受けられる。こういったスクール生

については，基礎の定着や解答能力の向上に時間

を要するものが多く，また，学習に取り組む姿勢

が向上したスクール生も多いことから，来年度以

降の学科での学習・単位取得状況など長期的に判

断していく必要である。  

 

 (6 ) 学生による授業評価の活用状況  

 プログラムの前期終了時と後期終了時にそれぞ

れ記名式のアンケートを実施した。なお，このア

ンケート結果については，学生の要望を授業内容

に取り入れたり，次年度カリキュラム構成の参考

にしたりするなど有効に活用した。また，記名式

で実施しているため，個々の学生の要望の把握や

詳しい内容の聞き取りなどが可能である。アンケ

ートの回答率（登録者数に対する回答者数）は数

学ベーシックの前期が 95 .5%，後期が 91 .4%，レポ

ーティング・スキルの前期が 98 .5%，後期が 100%

であった。  

 アンケート結果について，数学ベーシックでは，

基礎学力が身に付いたと答える学生が前期 98 .1%，

後期 90 .6%と高く，単元ごとの理解度も多くの学

生が「充分理解できるようになった」，「理解度が

上がった」と答えている。  

 レポーティング・スキルでは，文章力について

「授業で学んだポイントを普段の生活や学習の中

で意識するようになった」と答える学生が 90 .6%，

「文章作成の力をつけることができた」と答える

学生が 96 .9%と，フレッシュマンスクールでの学

習は自らの伸びにつながったと，肯定的評価を行

っていることが明らかとなった。  

 

 (7 ) 教学との連携と学生指導  

 数学ベーシックでは，学科の担当者に出席状況

を定期的にメールで報告し，欠席したスクール生

などへの出席指導など協力を仰いだ。なお，欠席

した学生に対しては，スクールからも電話や e メ

ールを用いて，欠席理由を確認すると共に，振替

受講を促した。学科からの協力もあり，今年度の

年間平均出席率は 95 .4%と，昨年度と同様に高い

水準であり，2011 年度以降 80%以上の出席率を維

持している。また，今年度の皆勤者は 95 人であり，

ほとんどの学生が継続して学習に取り組んでいる

ことがわかる。また，スクール生に対して，フレ

ッシュマンスクールでの学習以外に関すること，

例えば，学科の講義への対策や学内行事への参加

なども含めて，意欲的に指導を行った。フレッシ

ュマンスクールでの授業を通して，先輩である SA

との交流，他学科の学生との交流など，活発な学

生生活を送るための環境作りを行った。出席率の

推移の傾向としては，例年後期になると多欠席と

なるスクール生が増え，出席率が下がる。これは，

「フレッシュマンスクールでは単位が出ないこと」

や「前期の単位が比較的良好に取れたこと」など，

フレッシュマンスクールで学習することに対する
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モチベーションの低下が後期に出席率が低下する

大きな要因である。他にも「友人が休んでいるの

で自分も行かない」といった多欠席者の連鎖が起

こりやすくなるのも要因の 1 つである。また，学

科の担当者とスクール生の学習状況を共有するた

めに，学生プロファイル上に学生が提出したプリ

ントの PDF ファイルをアップロードした。  

 レポーティング・スキルでは，学生の出欠状況

や学習姿勢に関しては担当教員が指導を行った。

また，今年度は教務課と連携して多欠席の学生に

対し対策を行うこともあった。ただ，多欠席の学

生はフレッシュマンスクールの授業だけでなく，

学科の講義も休みがちな学生である。そういった

傾向の学生にいかに学びへの動機づけをさせてい

くかが今後の課題となる。しかし，多くの学生は

フレッシュマンスクールでの学習に対し前向きに

受け止め，学習に通り組んでいた。その結果，レ

ポーティング・スキルの本年度の年間平均出席率

は 99 .6%となり，出席率は過去 高となった。特

に後 期は 受 講者 全員 が 出席 率 100%を達 成 す るこ

とができた。今年度の皆勤者は 62 人であり，前年

度同様多くの学生が継続して学習に取り組んでい

ることがわかる。また，今年度から社会環境学科

の進級要件が変更されたことを踏まえ，後期開始

時に各自の成績を詳細に確認させる時間を設けた。

前期の取得単位数，成績， GPA から後期の成績目

標を立てるように指導した。この時点ですでに進

級が難しい学生もいたため，次年度は前期試験前

に今年度同様の指導を行うようにしたい。  

 個別指導の時間の利用状況を表 6 に示す。表 6

にあるように，個別指導の時間の利用者は大きく

減少している。これは，集合学習の時間内での個

別指導増えてきており，別の時間に質問に来る必

要が少なったことが 1 つの要因と思われる。また，

利用者の中から進級や卒業前に単位取得が危ぶま

れるような上位年次の学生少なくなってきたこと

も要因と思われる。個別指導の内容としては，今

年度もスクール生以外の学生が学科の授業内容に

関する質問をする機会もあり，スクール生ととも

に自習する場面もみられた。他にも，サークル活

動など，フレッシュマンスクールの外でもスクー

ル生同士の親交や SA との親交を深めた学生もい

るようである。このような環境での学習を通して，

今後も学習・大学生活に対して積極的な姿勢が育

つのではないかと考えられる。また，就職や今後

の進路に関する質問などもあり，必要に応じて就

職活動や社会人としての生活を見据えた指導も必

要だと考えられる。  

 

5 . スクール生の追跡  

 スクール生における各年度の追跡調査を行った。

2015 年度入学のスクール生として登録された 181

名のうち卒業した学生は 112 名（ 61 .9%），2016 年

度入学の 151 名のうち 4 年次に進級した学生は 93

名（ 61 .6%）という状況であった。ここで，表 7 に

修業年限卒業率の変化を示す。スクール生の修業

年限卒業率は 2012 年度入学者以降減少していた

が，今年度は増加に転じた。なお，学年平均と比

較すると， 10 ポイン近く低い状況が続いている。

また， 1 年次終了時点での進級状況の変化を表 8

に示す。今年度は 86 .7%と例年と同程度の水準と

なっている。なお，今年度から社会環境学科で 2

年次への進級要件が設定されたため，例年とは違

い，休学以外の理由で留年となった学生が存在す

る。なお， 1 年次の取得単位数が少ないなど 3 年

次への進級が危ぶまれるスクール生も少なからず

表  6 月別の個別指導利用者数（単位：人）  

月  
利 用  

者 数  
前 年 度  月  

利 用  

者 数  
前 年 度

4 月  1 0 1 4  1 0 月  4 3 3

5 月  4 5  11 月  8 1 3

6 月  9 1 6  1 2 月  4 1 3

7 月  2 1 2 3  1 月  1 4 2 5

8 月  5 1 0  2 月  4 8

9 月  2 0  3 月  0 0

  合 計  8 5 1 6 0

※ 2019 年 2 月末時点
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いるため，スクール生の修業年限卒業率を上げる

ためにも，学習習慣の定着を図り， 1 年次の単位

取得数を伸ばすサポートをしていく必要があると

思われる。  

 

6 . スタッフ  

 教育スタッフは，2009 年 4 月 1 日から附属城東

高校より人事上の協力を得て，高校教員経験者 2

名（数学 1 名・国語 1 名）を教育スタッフとして

配置している。集合学習の講義運営，個別指導対

応，対象学生の学習生活指導にあたっている。教

育スタッフに対しスクール生が気軽に話しかけ相

談 し て い る 場 面 が 多 く あ り ， 学 生 プ ロ フ ァ イ ル

「 my FIT」 な ど も 有 効 に 活 用 し な が ら ス ク ー ル生

への親身な対応を行っている。学習と生活の両面

における高大接続という観点からは高校教員の協

力を得ることには大きな意味があったと考えられ

る。  

 数学ベーシックでは，各スクール生への丁寧な

指導を考慮した個別指導に近い授業方法をとって

いるため，SA の活用は非常に重要な事項だと言え

る。また，スクール生にとって，SA の存在は学習

面だけでなく，学生生活や，進路などに関しても，

1 年生が有用な情報を得られる重要な要素だと言

える。これらのことから，SA の採用に関して，教

職課程履修者が望ましいのは言うまでもないが，

学習だけでなく，学校生活そのものに意欲的に参

加している学生が望ましいといえる。さらに，よ

り細やかな学校生活の指導を考えるならば，各学

科から 1 名以上 SA を採用することが望ましい。

また，今後もスクール生だった学生が SA として

戻り，自身の経験を活かした指導を行う機会があ

ることを期待する。  

 

7 . 管理運営  

 フレッシュマンスクールの運営に係る事項は，

FD 推進機構教養力育成センター部会にて審議・決

定されている。同部会では，入学前教育の取組を

含め初年次教育全般，キャリア教育および外国語

教育等の共通教育カリキュラムに関して議論を行

表  7 スクール生の修業年限卒業率の変化  

入 学 年 度  

学 部  
2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 5  

工 学 部  5 0 . 0 %  ( 7 4 . 0 % ) 4 8 . 3 %  ( 7 4 . 6 % ) 3 5 . 8 %  ( 6 9 . 1 % )  4 9 . 1 %  ( 7 2 . 3 % )

情 報 工 学 部  6 7 . 2 %  ( 8 0 . 3 % ) 6 4 . 9 %  ( 8 2 . 9 % ) 6 4 . 8 %  ( 8 2 . 4 % )  5 2 . 5 %  ( 7 8 . 5 % )

社 会 環 境 学 部  8 5 . 5 %  ( 8 1 . 2 % ) 7 6 . 0 %  ( 8 1 . 2 % ) 7 3 . 3 %  ( 7 8 . 7 % )  8 1 . 5 %  ( 8 4 . 7 % )

全 学 部  6 6 . 9 %  ( 7 7 . 8 % ) 6 2 . 3 %  ( 7 9 . 2 % ) 5 6 . 9 %  ( 7 6 . 4 % )  6 1 . 9 %  ( 7 7 . 0 % )

※（  ）内の数字は学年の平均

 

表  8 スクール生の学部別進級状況の変化（単位：人）  

年 度  2 0 1 0  2 0 11  2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 5  2 0 1 6  2 0 1 7  2 0 1 8  

工 学 部  
7 9 . 7 %  6 6 . 7 %  9 0 . 3 %  7 3 . 3 %  7 0 . 1 %  7 7 . 2 %  6 5 . 5 %  7 8 . 8 %  6 9 . 0 %  

 ( 8 7 . 5 % )  ( 9 4 . 1 % ) ( 9 2 . 6 % ) ( 9 2 . 8 % ) ( 9 2 . 2 % ) ( 8 9 . 8 % )  ( 8 9 . 8 % ) ( 9 1 . 4 % )

情 報 工 学 部  
9 5 . 2 %  9 8 . 4 %  9 5 . 3 %  9 4 . 7 %  9 6 . 3 %  9 3 . 2 %  8 6 . 1 %  9 3 . 9 %  9 3 . 2 %  

 ( 9 9 . 3 % )  ( 9 9 . 1 % ) ( 9 8 . 8 % ) ( 9 9 . 1 % ) ( 9 8 . 7 % ) ( 9 8 . 3 % )  ( 9 8 . 9 % ) ( 9 7 . 8 % )

社 会 環 境 学 部  
9 6 . 9 %  1 0 0 . 0 %  9 8 . 2 %  9 6 . 0 %  1 0 0 . 0 % 9 2 . 3 %  9 6 . 7 %  1 0 0 . 0 % 9 6 . 8 %  

 ( 1 0 0 . 0 % )  ( 9 7 . 8 % ) ( 9 7 . 8 % ) ( 9 9 . 5 % ) ( 9 7 . 3 % ) ( 9 7 . 3 % )  ( 9 5 . 9 % ) ( 9 6 . 0 % )

全 学 部  
9 0 . 5 %  8 8 . 8 %  9 4 . 5 %  8 7 . 4 %  8 7 . 8 %  8 7 . 8 %  8 2 . 8 %  9 1 . 2 %  8 6 . 7 %  

 ( 9 4 . 8 % )  ( 9 6 . 7 % ) ( 9 6 . 1 % ) ( 9 6 . 6 % ) ( 9 5 . 8 % ) ( 9 4 . 6 % )  ( 9 4 . 6 % ) ( 9 4 . 8 % )

※登録者数と進級者数は 1 学期以上登録されていたスクール生を対象とする

※（  ）の割合は新入生全体の進級率を表す



－ 138 － 

っている。  

 

8 . 終わりに  

 フレッシュマンスクール生が 1 年間のプログラ

ムを受講した感想として，多くの学生がスクール

を前向きにとらえており，基礎学力が身に付き，

学習習慣がついたといった感想が寄せられている。

スクール生の決定，学生の出席および学習の進捗

管理，学科との相互の連絡のあり方などそれぞれ

経年とともに改善を重ね，フレッシュマンスクー

ルの安定的な運営を図ってきた。もちろん教育ス

タッフのスキルアップも然りである。  

 今年度もスクール生 107 名が出席し修了式を迎

えることができた。修了式では，スタッフのそれ

ぞれからスクール生に対して， 1 年間の努力を称

えるとともに，継続する力は，今後社会に出てか

らも役に立つものであるというアドバイスや，学

修するうえで何が大切なのか，生きていくうえで

どういう情報が必要なのかを考えて正しい情報の

選びとり方を身に付けてほしいといった，今後の

大学生活に繋がる励ましの言葉が贈られた。  
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工学部会活動報告 

部会長 倪   宝 栄 
 

 2018 年度において，工学部では計 10 回の FD 推

進機構工学部会が開催され，予定された諸活動が

進められた。以下に主な活動について要約する。  

 

1 . 資格取得支援  

 資格取得支援制度は 2012 年度にスタートし，年

1 回，その年度に指定した資格取得した学生を表

彰するものである。2018 年度は，対象となってい

る資格を取得し，表彰の対象となった学生は計 65

名で，前年度（ 49 名）に比べて 33%の増加であっ

た。その内訳として， S クラス 0 名， A クラス 14

名， B クラス 37 名， C クラス 14 名であった。昨

年よりも難易度の高い A クラス資格を取得する学

生が 67%増加したが，新設の S クラスは残念なが

ら取得学生はいなかった。表彰対象者 65 名の中に

4 年次生は 16 名含まれているが，これらの学生は

2018 年 3 月の卒業式の日に表彰された。一方， 3

年次以下の表彰対象者は，2019 年 5 月に開催され

る表彰式で表彰される予定である。  

 また，2017 年度の表彰対象学生に対する表彰は，

2018 年 5 月に行われた（図 1）。その時に実施した

アンケート調査結果の一部を図 2 に示す。「今後，

ぜひ上位ランクの資格や別の資格を取得したいと

思いますか」という問いに対して，図 2 のように，

約 96%の学生は，本制度がモチベーションの向上

に寄与したと評価している。また，「本資格支援制

度は今後も必要だと思いますか」という問いに 9

割以上の学生は，必要だと答えている。  

 

2 . 学業優秀者表彰  

 学業優秀者表彰は制度開始から 7 年目となり，

4 年目開始時に制度の見直しを実施した。主な改

正点は優秀者表彰数を各学年各学科上位 10 名か

ら上位 5%とし，その代わりに前の半期との比較で

成績順位の上昇度で上位 2 名を表彰することにし

た。  

 改正された制度に則り，2017 年度後期分（ 5 月，

図 1）及び 2018 年度前期分（ 10 月）として各学科

各学年成績上位者 5 或いは 6 名，及び成績上昇度

上位者 2 名に対してそれぞれ表彰を行った。  

 学業優秀者表彰制度について表彰対象者学生に

対するアンケート調査を実施した。表彰制度その

ものに対する評価について，約 9 割以上の学生が

良いとし，制度が少なくとも優秀な学生たちに支

持されていることが明らかである。自由記述には

多数の意見が寄せられた。「努力が評価してもらえ

るから」，「誰でも努力すれば表彰されるので，今

まで優秀者で無かった人も努力すると思う」，「上

位を目指すことが勉強に対するモチベーションア

ップに繋がると感じた」などと，大半は本制度が

日ごろの学修モチベーションの向上に繋がったと

図  1 資格取得と学業優秀表彰式  図  2 アンケート結果  
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評価するものであった。一方， GPA で順位付けを

しているが，同じ科目で難易度の異なるテストを

実施していることとの矛盾点を指摘する回答もあ

った。  

 また，本制度の継続を希望するかどうかについ

ては約 95%の学生が希望していることが分かり，

自由記述では，「頑張った結果が手に取れる形で表

れ る の で 次 も 頑 張 ろ う と い う 気 持 ち に な れ る 」，

「今回対象になった人は次回も，ならなかった人

は入れるよう努力するようになると思う」等と，

勉強の目標になるという意見が多数寄せられた。  

 

3 . 工学部講義 PDCA 

 第 16 回（ 2017 年度後期）及び第 17 回（ 2018 年

度前期）の工学部講義 PDCA を実行し，2018 年度

6 月度及び 11 月度の工学部教授会で報告した。各

学科からの多様な授業改革の取り組みの紹介，授

業アンケート総合評価点 3 .2 以上の科目が 2/3 以

上を占めるようになったことが確認された。今後

本制度の継続を前提に，より効率的で効果的な運

用を検討することとなった。  

 

4 . 工学部授業公開の取り組み  

 FD 活 動 実 質 化 の一 環 と し て各 学 科 の 授業 を 教

員同士で見学する（授業公開）制度が 2018 年度か

ら工学部で正式に実施することとなった。その制

度の要点は下記の通りである。  

  各学科で教員 2 名以上，授業計 2 科目以上設

定する。設定された科目の担当教員が 15 回講

義の中から公開する回（複数回可）を指定す

る。  

  着任 2 年以内の教員は， 1 学期において，公

開授業を 1 回以上見学する。その他の教員は，

原則として年 1 回以上見学する。  

  見学した後に報告書を作成する。  

 2018 年度前期において，各学科から計 25 科目

の講義が公開授業として登録され，授業見学を行

った教員は，計 11 名だった。その中に着任 2 年以

内の新任教員によるものも 7 件含まれている（対

象新任教員は 9 名）。後期において，図 3 のように

計 38 の公開講義が登録された。授業見学を行い，

報告書を提出した教員は 20 名に達した。しかし，

工学部の専任教員数は 59 名であることを考える

と，新任教員も含め，教員による授業見学率の向

上が課題である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . グローバル PBL の展開  

 本学の協定校の一つである芝浦工業大学では，

専門性を生かしたグローバル PBL（ Pro jec t  Based  

Learn ing）プログラムが多数開発され，学生の教育

に活用されている。その先進事例を参考しつつ，

2018 年 度 か ら 工 学 部 の グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 を 強

化する具体策の一つとして，本学の海外協定校を

主なカウンターパートに，工学部独自のグローバ

ル PBL プログラムの開発と実施を行っている。  

 2018 年 8 月の約 2 週間において，King  Mongkut ' s  

In s t i tu te  o f  Technology  Ladkrabang（ KMITL）で行

われた gPBL プログラムに，工学部の 4 学科から

学生 6 名及び引率教員 2 名が参加した。今回のプ

ログラムは，「 Smar t  Farming  Sy s tem for  Mushroom 

図  3 授業公開サポートのホーム画面  
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t h rough  Mul t i cu l tu ra l  Work ing  Envi ronment」という

題材であり，IoT（もののインターネット：In t e rne t  

o f  Th ings）技術を利用することで遠隔地からキノ

コを効率的に栽培するというもので，本プログラ

ムにおいては，タイ・ＫＭ ITL の学生 9 名，中国・

同済大学の学生 16 名，本学学生 6 名の合計 31 名

が 6 つのグループに分かれ，英語でコミュニケー

ションを取りながら，課題解決学習に取り組んだ

（図 4）。参加学生は，言葉や文化の異なる海外の

学生と共同で課題解決に取り組むことにより，異

文化に対する理解力も深め，グローバルに活躍す

るリーダーの育成を目指すプログラムを経験して

大きく成長した。  

 

以上  

 

図  4 外国の学生と一緒に取り組む様子  
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情報工学部会活動報告 

部会長 木 室 義 彦 
 

 「全ての学生が満足する教育を受けて卒業する」

を目的とし，以下の 5 つを重点事項に，学生の学

力レベルに応じた様々なサポートを実施した。  

 1 .  基礎学力の向上（初年次教育の充実）  

 2 .  専門教育の充実（資格取得，学科横断的教育） 

 3 .  高度な情報教育（スマホアプリ講座，地域連携） 

 4 .  学生の質保証（基準の厳密化，成績優秀表彰） 

 5 .  教育改善 PDCA サイクルの実施  

 本部会の委員は，木室（部会長），山口，杉田，

作田，田嶋である。  

 

1 . 学習相談コーナーの実施  

 専門基礎科目の理解が不十分な学生へのサポー

トとして，今年度も「学習相談コーナー」を実施

した。科目は，数学，物理，プログラミングなど

学生がつまずきやすい科目である。今期は，教養

科目の再配置などでスケジュール調整が困難な場

面が多々あったが，実施結果は，おおむね良好で

あった。学生の間でも学習相談コーナーが定着し，

初年次教育での学生サポート体制としての効果は

持続している。しかしながら，受講が強く望まれ

る基礎学力が低い学生の参加が依然少なく，学修

意欲の乏しい一部学生への新たな対策が求められ，

次年度に入学前ないし入学後集中のスクーリング

を試行することとなった。  

 

2 . 学生表彰制度（資格，成績）の実施  

【資格表彰】学生の学修意欲向上と学部推奨の資

格等を多く取得させるために表彰制度を実施した。

難易度により A～ C の 3 つのクラスとし，今年度

は， A， B， C それぞれ， 11 名， 40 名， 64 名の計

115 名であった（図 1）。人数自体は，昨年度とほ

ぼ同数だが，今期は，応用情報や基本情報，一陸

技や一陸特など学部学科の専門と密接に関係する

資格取得の割合が増えた（ 31 .4%→ 44 .3%）。基本情

報午前試験免除講座なども他学科展開が進んだ。

教員免許取得者は 17 名で，昨年度と同様，卒業生

の約 5%であった。教職希望を除く表彰学生の就職

率は 93 .9%，全体では，84 .9%であり，教員志望学

生の把握と対外的な情報公開が必要である。  

 

 

 

 

 

 

 

図  1 資格表彰者数と各クラス割合の推移  

【成績表彰】学生には幅広く専門知識を習得して

欲しいが，卒業要件（ 124 単位）ぎりぎりの学生が

多い。多くの単位を優秀な成績で取得した学生の

表彰制度を実施した。対象は， 2 年生と 3 年生の

学年末の成績において基準を満たした学生。今年

度，基準を満たした学生は，2 年生 115 名，3 年生

9 名であり，表彰者は， 76 名となった。今回，情

報 2 年とシスマネ 2 年で基準をクリアする学生が

昨年の 1 .5 倍となった。来年 3 年次の状況を見守

りたい。図 2 は，卒業生の取得単位数の推移であ

り， H30 年度の 126 単位以下の卒業生の割合は，

70 .1%と さ ら に 上 昇 し た 。 各 学 科 ご と の 動 向 の 検

証の他，費用対効果についても改善を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

図 2  卒業時取得単位数の割合の推移  
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3 . 高度な情報技術教育（スマホ AP，地域連携） 

【クラウドアプリ開発入門講座】意欲のある学生

の ICT スキル向上を目的として， 8 /29～ 9/5（ 6 日

間）に実施した。受講者は 18 名。企業講師 1 名，

TA6 名で実施した。今回の講座では，昨今のクラ

ウドサービスの隆盛を鑑み，スマホアプリだけで

なく，バックエンドのサーバの構築も含めること

とし，最新のソフト開発管理手法も交え，講座を

進めた。また今期は，開発アプリのビジュアルデ

モンストレーションの講座も予算の範囲で実施し

た（ 10/13）。今年度も受講者の意欲と満足度は非

常に高く，講座後も開発を継続し，報告会を 11/1

に FIT-LINK で開催，学生が技術を修得したこと

を確認した。本講座を受講した有志学生が企業協

働の九州アプリチャレンジキャラバンに参加した。 

 

 

 

 

 

 

図  3 成果報告会集合写真（ FIT-LINK）  

 

【地域や外部組織との連携による実践的 IT 技術

者育成支援】地域の課題を IT で解決する 5 大学連

携（九大，九工大，九産大，福大，福工大）の「ふ

くおか IT Workout s  2018」に情報システム（山口

研）の学生が新宮町「ゴミ出しアプリ」で参加し，

11/28 の成果発表会で報告を行った。また，これま

での活動実績を背景に，新たに包括的連携協定を

結んだ島原市において情報システムの山口研と山

本研の学生が 3 件の地域 PBL を実施した。大学の

学びを生かす学修として拡大が期待される。  

     

 

 

 

 

図  4 FITW 発表会風景と島原 PBL 報道  

【情報モノづくりセンター】学部学生の IT を活用

したプロジェクト活動の場として，情報モノづく

りセンターの整備を進めた。学部に準備委を設置

し， " i -Tech ラボ "の名称を選定するなど学生活動

を支援した。今期は，ポケラボ，チャレキャラ，

FITW の 3 つのプロジェクトで利用された。来期

は，他の地域 PBL プロジェクトの合流も見込む。 

 

4 . 他学科科目履修の推進  

 学科横断的教育の一環として，より多くの知識

を学生に修得してもらうために実施した。しかし，

他学科科目は卒業単位に含まれないため，本制度

による受講者は，昨年と同じ 3 名に留まった。た

だし，本制度が指定した推奨科目以外の受講が 13

件あり，学修意欲の高い学生に向けたこの種の支

援は継続する必要があると思われる。  

 

5 . 教育業績賞の実施  

 学 科 か ら 推 薦 さ れ た 教 育 業 績 に 優 れ た 教 員 を

10 月の学部教授会で表彰した。今年度の受賞者は，

西原教授（情報），徳安教授（情報システム），井

口准教授（システムマネジメント）の 3 名であっ

た（図 5）。各先生方は，次年度前期までに公開授

業ないし報告会を行って頂く予定であり，教育に

係るノウハウやスキルの共有を進める。  

 

 

 

   

図  5 H30 年度受賞者（西原，徳安，井口先生）  

 

6 . 教育改善 PDCA サイクルの実施  

 教育改善 PDCA サイクルの WG を学科内に組織

し， FD 活動を全学科で実施した。学部全体では，

各学科教員の学期ごとの教育改善計画書のまとめ

を FD 部会で報告した後，各学科の学科会議で情

報を共有した。今年度，アセスメントポリシーが

策定されたことから，この教育改善計画書の活用

を進める必要がある。  
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社会環境学部会活動報告 

部会長 森 山 聡 之 
 

社会環境部会  委員  

 森山聡之（部会長），中川智治，鄭  雨宗，藤井

洋次，尹  諒重  

 

1 . 部会の重点課題について  

 1)  第 8 次 MP 学部原案作成  

 2)  LegoMinds to rms を活用した AL の実施及び

次年度以降の展開検討  

 3)  新専門教育カリキュラム実施に関わる対応

及び準備状況確認  

 4)  AL 実 施 率 向 上 に 向 け て の 制 約 要 因 洗 い 出

し  

 

2 . 主な活動状況  

(1 )  第 8 次 MP 学部原案作成  

 本年度の本部会における最重点事項は，第 8 次

MP（マスタープラン）学部原案作成であった。作

成にあたっては，まず第 2 回会議において，第 7

次 MP の全般的なレビューを行うと共に，第 3 回

には入試動向の分析，第 4 回には今後取り組むべ

き課題について議論した。議論の結果，第 1 に，

数理・データサイエンス教育，プログラミング教

育などの「次世代教育への対応」が必要であると

の結論に至った。第 2 に，「経営コース」及び「地

域コース」それぞれを代表する教育内容が必要で

あるとの結論に至った。検討すべき教育内容とし

ては，ケースメソッドによる企業経営教育の実施，

地理情報システム（ GIS）を用いた教育の基軸化，

数理科学に基づいた専門教育の導入，英語で学ぶ

専門教育の導入などが候補として提案された。第

3 に，工業大学の文系学部にふさわしい教育の充

実が必要であるとの結論に至った。充実の方向と

しては，教育内容面では数理科学（データサイエ

ンス）教育への対応がふさわしいとの提案があっ

た。一方，教育環境の整備としては， GIS 教育に

対応したワークステーションルームの整備や今後

のプログラミング教育に対応するための環境整備

などが提案された。以上の 3 点を踏まえて具体的

な取組内容を検討し，「学生を鍛える福工大」とし

てのイメージ確立に努めることが目標とされた。  

 第 5 回からは，上記の内容を第 8 次 MP 原案と

して纏めるにあたっての具体策について資料を収

集しながら議論を継続した。そのための枠組みと

して，「経営コース」及び「地域コース」の運営と

その将来について検討するために「地域コース将

来構想 WG」（メンバーは上杉，田中，陳，森山，

渡邉）と「経営コース将来構想 WG」（メンバーは

鄭，藤井，松藤，尹，李）を学部内に設置した。

第 6 回から第 8 回にかけては，各コースの将来構

想 WG から各コースの具体的な対応策について報

告し議論を重ねた。さらに第 8 回から第 10 回に

かけては，次年度以降の予算計画についても議論

を行い，第 8 次 MP 学部原案作成及び第 8 次 MP

における単年度の施策として実施する具体的内容

の予算計画について議論を行った。  

 議論の結果，第 8 次 MP 学部の部門別施策とし

ての項目数は以下の 13 項目となった。基礎学力が

確かな入学生の確保，教育内容の戦略的広報によ

る志願者増，入試制度改革への対応，さらに高度

な社会環境学部への転換，次世代教育への対応策

取り，教育プログラム（学位）の明確化，外部競

争的研究資金の獲得支援，研究活動の活性化，就

職支援体制の継続，コース毎の就職支援体制の構

築，国際連携室との連携によるグローバル化の推

進，社会連携室との連携による地域活動の推進，

及び，組織ガバナンスの強化である。  

 

(2 )  LegoMindstorms を活用した AL の実施及び

次年度以降の展開検討  

 LegoMinds to rms を活用した AL（アクティブラ
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ーニング）の実施及び次年度以降の展開検討に関

しては，第 5 回会議において，「利活用に関しては

継続していくが，プログラミング教育への対応の

ため時間をかけて検討していく」ことが確認され

た。この点を踏まえ，第 6 回，第 7 回，第 8 回と

検討を重ねた。その結果，LegoMinds to rms を活用

した AL の実施を今後展開していくためには，現

有する 12 台では 1 学年 180 名を超える学科の学

生全体を動かす形で実施するには台数が足りない

という問題があるとの意見となった。一方，学科

の予算状況から，次年度以降，台数を増やして展

開するには厳しいとの認識となった。そのため，

第 8 回会議において「運営方法の再検討が必要」

との結論に至り，次年度以降の展開に関しては「一

旦保留」との結論となった。  

 

(3 )  新 専 門 教 育 カ リ キ ュ ラ ム 実 施 に 関 わ る 対 応

及び準備状況確認  

 新専門教育カリキュラム実施に関わる対応及び

準備状況確認に関しては，会議メンバーである教

務委員と第 5 回会議の後に学部教授会で設置した

「地域コース将来構想 WG」及び「経営コース将

来構想 WG」を中心に議論を重ねた。その結果，

次年度以降，ゼミナール学生幹事会設置，卒業研

究の中間ポスター発表会，及び，卒業研究ポスタ

ー発表会について順次検討していくことが確認さ

れた。  

 

(4 )  AL 実施率向上に向けての制約要因洗い出し  

 AL 実 施 率向上 に向 けての 制約 要因洗 い出 しに

関しては，会議メンバーである教務委員を中心に

議論を重ねた。第 6 回会議において，前期 2 単位

プラス後期 2 単位で学修内容が完結するような科

目群について，空間情報学Ⅰ・Ⅱを例として議論

を行った。現状では，シラバスへの記入において，

「Ⅱの履修条件としてⅠを単位取得することとし

てはどうか」との提案や「前提となるⅠを登録必

修とする」などの提案があったが，今後も継続し

て検討していくこととなった。  

(5 )  AL 実施の顕著な実績  

 本年度のＡＬ実施の顕著な実績としては，古賀

市経営企画と上杉研究室が連携して取り組んだモ

ビリティ ･マネジメントがある。モビリティ・マネ

ジメントとは，一人一人の移動（モビリティ）が，

個人的にも社会的にも望ましい方向（すなわち，

過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切

に利用する方向）へ自発的に変化することを促す，

コミュニケーション施策を中心とした交通施策を

意味する。  

 本取組の契機としては，古賀市が公共交通利用

促進のために実施した「バス乗っ得キャンペーン」

に学部 1 年生の学生が自発的に参画し，ミニツア

ーへの添乗と古賀市の特産物紹介を実施したこと

に端を発する。本取組の目的は， 1 人でも多くの

古賀市民が公共交通機関を利用するよう働きかけ，

その効果を検証するというものである。2018 年 10

月より古賀市経営企画課と打合せを重ね，古賀市

民 200 名を抽出した事前調査アンケートを郵送し，

その結果， 1 06 名から回答を得た。事業パートナ

ーである古賀市経営企画課の中田業務主査からは

「アンケート用紙の印刷方法などまで含め，学生

さんと一緒に準備したことが，市民の皆さんの公

共交通にへの関心の高さに相まって功を奏しまし

た！いただいたアンケートには丁寧に対応し，ふ

だんの交通行動について考えていいただくきっか

けとなるよう取組を進めていきます。」とのコメン

トを頂戴している。  

 現在，回収したアンケートを「生活スタイルに

合わせたバス利用プランを提案するグループ（施

策群）」と「何も提案しないグループ（制御群）」

に分け，学生達が施策群向けのバス利用プランを

作成している。単にバス情報を提供するだけでな

く，バスを使った古賀市の魅力スポットへのお出

かけや地球温暖化防止等にも波及効果のあるプラ

ンの提示を目標としている。なお，本取組につい

ては，次年度以降も継続することが確定している。 

  



－ 146 － 
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回収アンケート検討の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

回収アンケート検討の様子  

 

(6 )  第 5 回国公私立環境フォーラム  

 長崎大学環境科学部，熊本県立大学環境共生学

部，福岡工業大学社会環境学部は，平成 26 年 12

月に 3 大学連携協定を締結した。協定締結から 5

年目を迎える今年度は，長崎大学環境科学部の主

催で 12 月 1 日に「第 5 回国公私立 3 大学環境フ

ォーラム」を長崎大学において開催した。本学か

らは森山部会長が参画し，共同研究シーズ紹介と

して「あまみず社会の実装」について発表した。

発表では，あまみず社会の実装に向けて， IT-DRR

（ IT を活用した防災・減災），Eco-DRR（生態系を

活用した防災・減災）及びグリーンインフラをキ

ーワードに，共同研究の可能性について発表した。 

 また本年度も，学生によるポスターセッション

が実施され，大学院生 5 名及び学部生 5 名による

ポスター発表が行われた。  
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大学院部会活動報告 

部会長 大 山 和 宏 
 

1 . 大学院 FD 部会活動の概要  

 FD 推進機構大学院部会は，4 月から毎月 1 回の

ペースで計 6 回，大学院専攻主任会と同時に開催

した。本 FD 部会において検討された目的別の取

組課題として，2018 年度の重点事項を整理すると，

次のようになる。  

(1 ) 入口強化：優秀な学生の進学促進  

 A)  ディジタルサイネージによる在学生への大

学院のアッピール  

 B)  積極的な募集活動による定員充足  

(2 ) キャリア教育強化：コミュニケーション能力

などの人間力の向上  

 A)  学術交流を目的とする教員帯同型海外研修

プログラム（工学研究科）  

 B)  大学院教育のグローバル化を推進する専門

科目の開講に向けて（工学研究科）  

 C)  キャリア形成の推進と就職に役立つ語学資

格（ TOEIC と N1）の義務化（社会環境学研

究科）  

 D)  グローバル・地域戦略の連携強化と活性化

（社会環境学研究科）  

(3 ) 出口強化：よりよい企業への就職，より高い

就職率の実現  

 A)  学術交流を目的とする教員帯同型企業訪問

プログラム（工学研究科）  

 B)  大学院生の就職支援のためのトップアップ

講座  

(4 ) 研究力強化：研究環境の整備，研究交流の促

進，そして研究成果の発信  

 A)  大学院スペースの拡充（工学研究科）  

 B)  教育研究協力校との国際シンポジウムの開

催（工学研究科）  

 C)  大学院における研究活動をアッピールする

国 際 電 子 ジ ャ ー ナ ル の 発 行 に 向 け た 検 討

（工学研究科）  

 D)  社会環境学部と社会環境研究所との連携に

よる院生の論文投稿数の倍増（社会環境学

研究科）  

(5 ) 社会環境貢献できる環境人材育成  

 A)  合同ゼミによる論文指導（特に論文作成の

不正行為防止）の徹底による教育の質向上

（社会環境学研究科）  

 B)  教員組織の欠員補充と社会ニーズに合致す

るカリキュラムの改訂（社会環境学研究科） 

 以下において，各重点事項における取組課題に

おいて，実施した内容と今後の課題を報告する。  

 

2 . 入口強化：優秀な学生の進学促進  

 図 1 に示すように，工学研究科の 2019 年度入

試では，合格者数が回復し，過去 8 年において最

高となる 75 名の合格者を獲得し，定員 64 名に対

して 65 名の入学生を確保することができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 合格者数と入学者数の推移  

 

 推薦入試（成績上位 1/3 対象の入試）からの入

学者数は，学業奨励生制度が施行されてから安定

しており，募集定員の半分程度を占めている。推

薦入試からの入学者数には学業奨励生（成績上位

10％）が約 5 割含まれているので，成績上位層の

確保については成功している。  
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 ここ数年は，学部卒でも優良企業の内定を獲得

できている。そのため，就職だけを進学の目的と

する場合，大学院にてキャリアアップすることの

利点が見え難い状況にある。このような状況を反

映し，一般入試からの入学者数は低迷している。  

 社会環境学研究科の 2019 年度入試については，

一般入試において 3 名の合格者があり， 3 名の入

学者を確保できた。  

 在学生への広報として，2017 年度に導入したデ

ィジタルサイネージの設備を活用し，各専攻にお

いて大学院をアッピールするコンテンツをアップ

デートして公開した。積極的な募集活動について

は，各専攻で企画した説明会などの取組を実施し

た。また各専攻が独自に実施し，志願者獲得に効

果が認められた取組については，専攻主任会にお

いて情報共有するようにした。  

 募集定員増（学部定員 1 /3）と内部進学強化を目

的とし，工学研究科において結成した進学者獲得

WG が主体となり， 6 年一貫プログラムについて

検討し，図 2 で示すような副専攻制と国際コース

のアイディアを発想した。副専攻制は，学内の学

際研究を促進するだけでなく，副産物として国内

外の大学及び企業との協働による PBL に基づく教

育システムの構築も目論んでいる。国際コースは，

公用語を英語とし，これまで受け入れ実績の少な

い欧米の大学からの留学生を積極的に受け入れ，

大学院教育のグローバル化を促進する。両案とも，

学部の成績上位者を対象とする 6 年一貫コースの

修士課程と位置付けることで，トップレベルの学

生を大学院に受け入れる際の受け皿とする。今後

は，これらの発想に基づく具体的な教育システム

を検討していくことを専攻主任会及び工学研究科

委員会において確認している。  

 社会環境学研究科では，図 3 に示すように 2007

年度設置してから，定員の平均充足率は 88 .9%で

あり， 2018 年度には定員を満たしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 2007 年～ 2018 年入試結果  

 

 定員を維持するために，前期には社会環境学研

究科の教員延べ 5 名と大学院事務室の職員延べ 2

名にて， 2 校の日本語学校を訪問した。その成果

として，社会環境学研究科の 2019 年度入試では，

推薦入試と一般入試の合計において 3 名の合格者

を得ている。しかし，募集定員 6 名を満たしてお

らず，更に日本人学生の入学者はいないので，今

後の課題としたい。  

 

3 . キャリア教育強化：コミュニケーション能力

などの人間力の向上  

 2018 年度の「学術交流を目的とする教員帯同型

海外研修プログラム」では，英国プログラム（電

気系・機械系），加国プログラム（化学系），そし

て米国プログラム（情報系）を計画した。 11 月の

学園祭を跨いだ時期に，英国プログラムと加国プ

ログラムを実施し，12 月に米国プログラムを実施

した。英国プログラムの主な研修内容は，ノッテ

ィンガム大学と電気系・機械系の製造業関連企業

との学術交流であった。加国プログラムの主な研

修内容は，加国ブリティッシュコロンビア大学と図  2 6 年一貫プログラムの概要  
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化学系の製造業関連企業との学術交流であった。

米国プログラムの主な研修内容は，米国サンノゼ

州立大学と IT 関連企業との学術交流に加え，起業

家研修であった。各プログラムにおいて，プログ

ラムを企画した大学院担当教員 1 名が航空券や宿

泊先の手配から引率までを担当し，研究発表や英

語力に基づいて選抜した 4 名の大学院生と共にプ

ログラムを実施した。結果として，大学院生 12 名

と引率教員 3 名の合計 15 名を派遣することがで

きた。各プログラムの内容については，引率教員

が作成したプログラム計画書や報告会の資料（ス

ライド）を参照されたい。  

 2018 年度の「大学院教育のグローバル化を推進

する専門科目の開講に向けて」では，オムニバス

講義として，電気工学専攻を除く各専攻で 2 回以

上（合計 14 回）を開講し，電気工学専攻では， 6

回以上を開講する計画であった。しかし，実施で

きたオムニバス講義は合計 15 件（電子情報工学専

攻 0 件，生命環境化学専攻 0 件，知能機械工学専

攻 2 件，電気工学専攻 7 件，情報工学専攻 2 件，

情報通信工学専攻 2 件，情報システム工学専攻 2

件，システムマネジメント専攻 0 件）に留まった。

辛うじて正規科目として必要な授業回数を確保で

きた。しかし，各専攻で責任を持って実施するこ

とを確認していたにも拘わらず，自主性に任せて

いたことが主な原因となり，実施しない専攻があ

った。このような自主性に任せた実施形態では，

授業回数の確保に関して不安定な面があることが

分かった。  

 世話役の大学院担当教員が，研究活動の活発な

著名な海外研究者を招聘し，学術交流と同時に研

究紹介を兼ねて，英語で招待講演（オムニバス講

義の 1 回分）をして頂けるようにコーディネート

している。従って，基本的に世話役となる大学院

担当教員は講師を招待しているスタンスとなるの

で，講演後に講師を労う懇親会などの経費は大学

院担当教員の方で負担している。このような実施

方法では，大学院担当教員のボランティア精神に

基本的に頼ることになるため，2018 年度は昨年度

と比較して実施率が下がった思われる。2019 年度

も正規科目ではないので，世話役となる大学院担

当教員に対して授業コマが加算されることはなく，

時間的且つ経済的な負担を強いることになる。そ

こで，せめて大学院担当教員に経済的な負担を課

さないように，招聘する講師との打ち合わせ費用

（懇親会等の経費）を FD 特別予算より支出でき

るようにしたい。  

 将来的には，正規科目として実施する予定で進

めているが，海外からの講師招聘にあたり通常講

義では十分な予算措置が取れないため，この問題

の解決方法を模索しつつ，正規カリキュラム化を

検討していきたい。  

 

4 . 出口強化：よりよい企業への就職，より高い

就職率の実現  

 大学院工学研究科の就職率は，早期に 100%を達

成することができている。しかしながら，国内ト

ップ企業への就職率は，九州工業大学と比較する

と大きく水をあけられているのが現状である。そ

こで，国内トップ企業への就職率を改善するため

の取組として，「学術交流を目的とする教員帯同型

企業訪問プログラム」と「大学院生の就職支援の

ためのトップアップ講座」を実施した。  

 「学術交流を目的とする教員帯同型企業訪問プ

ログラム」については，先ず 2017 年度実施分の報

告会を実施し，工場見学の詳細，企業技術者との

学術交流，そして訪問した企業からの内定獲得な

ど，具体的な成果を確認した。その報告会では，

本プログラムに参加した大学院生と引率した大学

院担当教員だけでなく，就職課の大学院担当者，

学部生，そして修士 1 年生が参加することによっ

て，広く情報共有する機会を創成できた。  

 更に 2018 年度においては，就職課（東京事務

所・池田所長）との連携を強化し，大学院生が希

望する企業に対して，大学院担当教員のコネクシ

ョンがない場合であっても，学生ニーズに応えら

れる体制を整えた。  

 大学院担当教員（指導教員）と大学院生がペア
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となる従来の方法により，7 ペア（学生 19 名，教

員 9 名）を派遣できた。訪問先企業の内訳は次の

とおりである。  

・株ヤクルト本社  中央研究所  

・東芝機械株式会社  

・㈱日立パワーデバイス  

・株式会社ＩＨＩ  

・資生堂ジャパン（株）  

・（株）スリーボンド  

・（株）東京精密  

・三和シャッター（株）足利工場  

・酒井重工業（株）  

・東京エレクトロンソリューションズ株式会社  

 

 新たな実施方法として，東京事務所の池田所長

のご支援により，多数の大学院生と教職員のグル

ープで製造工場を見学するツアーを企画した。参

加者数は，大学院生 33 名と教職員 6 名の合計 39

名であった。訪問先は次のとおりである。  

・三和シャッター（株）朝倉工場  

・ THK 株式会社  山口工場  

 

 「大学院生の就職支援のためのトップアップ講

座」については，2017 年度の実施内容をより大学

院生（研究開発職希望者）向けにブラッシュアッ

プして実施した。学業奨励生を中心として受講生

を選定し， 2018 年度 11 月より実施しており，受

講生の就職活動に生かされている。  

 2018 年 度 の 社 会 環 境 学 研 究 科 の 修 了 生 の 就 職

内定率は 100%であった。  

 社会環境研究科では，出口戦略として日本人学

生は TOEIC 受験し，そして留学生は修了時までに

日本語 N1 取得することを促している。 2018 年度

においては，日本人の TOEIC 受験者 1 名，そして

留学生 10 名のうち日本語 N1 取得者 6 名，残り 4

名が次年度に開催される日本語 N1 試験の合格を

目指して頑張っている。そのほかに，リテールマ

ーケティング 2 級に 1 名が合格した。  

 院生の社会人基礎力を向上するため，大学院担

当教員が大学院生を引率して， 6 月に福岡市東部

資源化センター・伏谷伏谷埋立場を，12 月に博多

港港湾を見学した。  

 

5 . 研究力強化：研究環境の整備，研究交流の促

進，そして研究成果の発信  

 研究環境の整備については，エレクトロニクス

研究所移転で生じた空きスペースや F 棟（新棟）

などを利用して，総合研究機構が提供する時限付

き研究スペース（インキュベーションスタジオ）

によって，研究スペース不足の問題に対して，あ

る程度の解決が図れている。  

 研究交流の促進のための取組「教育研究協力校

との国際シンポジウムの開催」としては，盧教授

のご支援の下， 12 月 26～ 27 日の期間に，海外協

定校である高雄科技大学（台湾）にて，「福岡工業

大学・国立高雄科技大学大学先進教育  先端技術国

際セミナー」を開催し，多くの大学院生に対して

英語での口頭発表や研究交流の機会を創出できた。

具体的には，工学研究科の大学院生より 23 件，本

学大学院担当教員より 8 件，高雄科技大学から 18

件，合計 49 件の研究紹介の発表があった。また高

雄科技大学の学生と教員から 150 名前後の参加者

があり，活発な学術交流が実施できた。  

 これまでの海外協定校を中心とした海外大学と

の国際セミナーの実施により，海外協定校との大

学院レベルでの学術交流を推進し，海外協定校と

の友好関係を深めることができた。更に，修士・

博士の低学年の学生らに対して英語でのプレゼン

テーションの機会を創成し，海外の大学院生との

学術交流によって学生らの研究意欲を高めること

ができた。また 2019 年度に計画している韓国での

研究セミナーの開催を成功させると，2020 年度に

おいて本学開催予定の国際シンポジウムの下地が

整う。  

 研究成果の発信のための取組「大学院における

研究活動をアッピールする国際電子ジャーナルの

発行に向けた検討」については，教育研究協力校

との国際シンポジウムでの発表論文を国際ジャー
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ナルとして発行する方法を検討した。前述の通り，

国際セミナーは開催できているが，著作権の問題

があり，ジャーナル以前にプロシーディングスす

ら発行できなかった。引き続き，2020 年度開催予

定の国際シンポジウムにおいて国際電子ジャーナ

ルを発行できるように，諸規定の整備や発行方法

などを検討する。  

 社会環境学研究科では，社会環境学部と社会環

境研究所と連携し，長崎大学において開催された

第 5 回国公私立 3 大学連携環境フォーラムにおい

て，大学院担当教員の指導の下で， 2 年次大学院

生 5 名が発表テーマを決定し，ポスターセッショ

ンにおいて発表した。  

 

6 . 社会環境貢献できる環境人材育成  

 社会環境学研究科で学ぶために必要な日本語能

力や語学力を含め環境問題を学ぶための基礎学力

を育成し，より深く学修・研究するための教育を

充実させることが重要であると認識している。  

 また，教育の充実のために，教員が役割分担し

て共同ゼミを行い，修士論文の課題，テンプレー

ト，評価などを修士 1 年次から指導し，最後に大

学院生全員にディスカッションペーパーを作成す

ることは毎年の AP を用いて実行している。その

上，論文作成時の不正行為防止のための指導をし，

教育の質を高める努力を継続している。  

 今後，本学第 8 次マスタープランを実施する際，

本研究科では引き続き教育質と付加価値の向上を

目指して，教員組織の欠員を補充し社会ニーズに

合致するカリキュラムの改訂を行う予定である。  
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教養力育成センター部会活動報告 

部会長 阿 山 光 利 
 

1 . 部会の経過  

 平成 30 年 10 月 31 日（水）第 5 回部会  

  1 .  アセスメントポリシーの策定について  

  2 .  2019 年 度 入 学 生 に 対 す る 入 学 前 教 育 の 実

施について  

 平成 30 年 11 月 14 日（水）第 6 回部会  

  1 .  アセスメントポリシーの策定について  

 平成 30 年 12 月 19 日（水）第 7 回部会  

  1 .  アセスメントポリシーの策定について  

  2 .  中間アンケートのまとめ  

  3 .  FD 推進特別予算の申請について  

 平成 31 年 1 月 28 日（月）第 8 回部会  

  1 .  入学前教育の実施状況について  

 平成 31 年 2 月 20 日（水）第 9 回部会  

  1 .  FD 推進特別予算の申請について  

  2 .  フレッシュマンスクール関連報告  

  3 .  授業アンケートの回答状況  

 平成 31 年 3 月 13 日（水）第 10 回部会  

  1 .  FD 推進運営委員会報告  

 

2 . 重点事項  

 部会の重点項目として，「新たな教養教育カリキ

ュラムの実施と改善」，「新英語カリキュラムによ

る英語力向上」，「初年次教育の充実（入学前教育

の実施，フレッシュマンスクールの運営）」，「アク

ティブラーニング型授業の積極的展開」の 4 項目

を確認した。  

 

3 . 教養教育カリキュラムの実施と効果  

 平成 30 年から，本学を卒業するすべての学生が

身に付けるべき「教養力」を育成する全学共通の

教養教育カリキュラムを実施し，①全学共通，②

アクティブラーニングの積極的展開，③就業力育

成を特長とした教養力育成科目を展開した。  

 「キャリア形成」を就業力育成の基軸とし，こ

とに学部学科混成のクラス編成で，他学科の学生

との交流から学びの幅を広げる「知と教養」，英語

力 育 成 の 強 化 を 図 り 設 定 さ れ た 「 Advanced  

Engl i sh」， ウ ェ ル ネ ス 獲 得 の た め 教 育 環 境 を 整 備

した「ウェルネス基礎」に関しては，第 6 回 AL 実

践研究会「教養力育成科目における AL 実践とそ

の効果」において，授業実践ならびにその効果に

ついて報告をおこなった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 . 英語カリキュラムによる英語力向上  

 上 位 層 で あ る Advanced  Engl i sh ク ラ ス で の

TOEIC IP 受験率は 40%，スコアに関しては， 600

点以上： 4 名， 500 点以上： 5 名， 400 点以上： 15

名である。なお最高点は 895 点，平均点は 406 点

であった。  

 

5 . 初年次教育の充実（入学前教育の実施，フレ

ッシュマンスクールの運営）  

 入学前教育の実施においては，対象者 509 名（工

学部：185 名，情報工学部：210 名，社会環境学部：

114 名），内 e- lea rn ing 対象者は 502 名で，実施率

は事前テスト（工学部：100%，情報工学部：99%，

社会環境学部：100%），修了テスト（工学部：90 .6%，

情報工学部： 90 .4%，社会環境学部： 89 .4%）であ

る。なお希望制科目実施に関しては，工・情報工
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学部は合計 94 名，社会環境学部は 34 名であった。  

 後期フレッシュマンスクール登録者数は，数学

ベーシック 105 名，レポーティング・スキル 64 名

であった。出席状況はともに 90%を超え安定して

おり，基礎学力テスト（入学時）と修了試験（ 1 月）

の比較においては，数学，平均点 38 .4 から 46 .3 と

8 点の上昇，レポーティング，平均点 419 .4 から

447 .6 と 28 .2 点の上昇が見られた。文章力テスト

においても評価 B が減少し，評価 A が増加してい

ることが認められた。  
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【2018年度FD推進機構運営委員会・各部会開催状況】 
 

FD推進機構運営委員会 
 第1回 4月16日 

  1. 報告事項 

   (1) 平成29年度部会活動報告 

   (2) 平成30年度フレッシュマンスクール開講について 

   (3) フレッシュマンスクール開講科目の見直しについて 

   (4) シラバスチェックの実施について 

   (5) 平成30年度授業アンケート（中間・期末）の実施について 

   (6) その他 

    ・入学前教育の実施状況報告（平成30年度入学生） 

    ・平成30年度FD推進予算執行状況報告 

    ・FD Annual Report2017スケジュール 

    ・大学間連携共同教育推進事業事後評価結果（修士課程） 

  2. 審議事項 

   (1) 平成30年度部会メンバーおよび重点事項について 

 第2回 6月25日 

  1. 報告事項 

   (1) シラバスチェックの結果について 

   (2) 平成30年度英語プレイスメントテスト実施結果 

   (3) 平成29年度フレッシュマンスクール自己点検・評価報告書

（要旨）について 

   (4) 平成30年度入学生の入学前教育の実施結果について 

   (5) その他 

    ・平成30年度新任教員FD研修会の実施について（9/13） 

    ・FITMoodle「教育活動フォーラム」開設について  

    ・平成30年度キャリア形成「アドバンストプログラム」につ

いて 

    ・「学生成績分布に基づく教育成果点検の試み」 

  2. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーの策定について 

 第3回 8月20日 

  1. 報告事項 

   (1) 大学教育再生加速プログラム進捗状況報告 

    ・平成29年度進捗状況報告書の提出について 

   (2) その他 

    ・授業アンケート実施結果について（H30前期） 

    ・大学等におけるインターンシップ表彰への申請について 

  2. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーの策定について 

    ・福岡工業大学アセスメント・ポリシー～学修成果の評価・

改善の方針～（案） 

    ・福岡工業大学 成績評価ガイドライン（案） 

   (2) 大学IRコンソーシアム学生調査の実施について 

 第4回 10月1日 

  1. 報告事項 

   (1) 2018年度新任教員FD研修実施報告 

   (2) 工大サミット学生調査分析結果（概要） 

   (3) 第2回工大サミットの開催について 

  2. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーの策定について 

 第5回 11月6日 

  1. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーの策定について 

  2. 報告事項 

   (1) 2018年度前期部会活動報告 

   (2) 2019年度入学生への入学前教育実施について 

   (3) 2019年度新入生オリエンテーション実施方針について 

   (4) その他 

    ・第23回（2018年度）工学教育賞の推薦について（依頼） 

    ・大学IRコンソーシアム学生調査実施状況（報告） 

 第7回 1月7日 

  1. 報告事項 

   (1) 大学教育再生加速プログラム（AP）平成30年度フォロー  

アップ報告書について 

  2. 審議事項 

   (1) アセスメント・ポリシーの策定について 

 第8回 3月11日 

  1. 2018年度FD推進特別予算実績報告 

  2. 2019年度FD推進特別予算事業選定 

  3. 2018年度FD推進一般予算実績報告 

  4. 2019年度FD推進一般予算（案） 

  5. その他 

   (1) FD Annual Report2018投稿状況 

   (2) 2019（平成31）年度大学教育再生加速プログラム調書 

   (3) 2019年度新入生に対する全員面談について【見直し実施】 

   (4) 2019年度FD推進機構運営委員会の開催予定について 

 

工学部会 
 第1回 4月13日 

  1. 平成30年度FD部会年間スケジュール 

  2. 工学部表彰対象者確認と表彰日確定について 

  3. 工学部表彰対象者資格の確認について 

  4. 授業公開の実施について（確認） 

  5. その他 

   (1) 教育技術開発WG（3/27開催）報告 

 第2回 5月9日 

  1. 平成30年度部会重点項目について 

  2. 平成29年度後期PDCA報告 

  3. 平成30年度前期中間アンケート実施について 

  4. シラバスチェックについて 

  5. その他 

   (1) 平成30年度FD講演会実施内容検討 

   (2) FD推進機構運営委員会（4/16）報告 

   (3) 教育技術開発WG（4/24開催）報告 

 第3回 6月6日 

  1. シラバスチェック結果について 

  2. 平成29年度後期学部PDCA報告 

  3. 平成30年度前期PDCAスケジュールについて 

  4. 表彰制度に基づく学業優秀者表彰規定・表彰資格の見直しに

ついて 

  5. 授業公開に実施について 

  6. その他 

   (1) 教育技術開発WG（6/4開催）報告 

 第4回 9月10日 

  1. 中間アンケートについてのまとめ 

  2. 31年度FD特別予算（3期目3年終了）の取扱いについて 

  3. 授業アンケート回答結果 

  4. 後期科目での授業アーカイブの活用について 

  5. その他 

   (1) 来年度以降の講義PDCAについて（議論） 
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   (2) クオーター制の導入について（情報共有） 

   (3) PBLの単位認定について（情報共有） 

   (4) FD推進機構運営員会（6/25開催）報告 

   (5) FD推進機構運営員会（8/20開催）報告 

   (6) 教育技術開発WG（6/19開催）報告 

   (7) 教育技術開発WG（7/24開催）報告 

   (8) 教育技術開発WG（8/24開催）報告 

 第5回 10月3日 

  1. 後期授業中間アンケート実施について 

  2. 後期授業公開について 

  3. 31年度FD特別予算（3期目3年終了）の取扱いについて 

  4. 平成30年度前期学業優秀者表彰について 

  5. アセスメント・ポリシー策定について 

  6. その他 

   (1) 教育技術開発WG（9/25開催）報告 

 第6回 11月7日 

  1. 平成30年度前期講義PDCA報告 

  2. 31年度FD特別予算（3期目3年終了）の取扱いについて 

  3. 共通科目「国際工学実習」（仮称）について 

  4. その他 

   (1) 平成30年度前期FD推進機構工学部活動報告 

   (2) 平成30年度前期学業優秀者表彰について（報告） 

   (3) グローバルPBL参加報告会について（報告） 

   (4) FD推進機構運営委員会（11/6開催）報告 

   (5) 教育技術開発WG報告（10/30開催）報告 

 第7回 12月5日 

  1. 2018年前期工学部講義PDCA総括報告 

  2. FD特別予算総括報告 

  3. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（12/3）報告 

   (2) 教育技術開発WG報告（11/27開催） 

 第8回 1月9日 

  1. 平成30年度後期中間アンケート報告 

  2. 学業優秀者及び資格取得者（申請）表彰掲示の件 

  3. その他 

   (1) 工学部教育実績に関する教員表彰者選定依頼 

   (2) 授業公開の状況報告 

   (3) FD推進機構運営委員会報告（1/7開催） 

   (4) 教育技術開発WG報告（12/17開催） 

 第9回 2月19日 

  1. 平成31年度FD特別予算について 

  2. 後期授業アンケート回答内容 

  3. 2018年度工学部教員表彰者 

  4. 平成30年度後期講義PDCA開始のお願い 

  5. その他 

   (1) AL実施アンケート回答状況 

   (2) 教育技術開発WG（1/29）報告 

 第10回 3月7日 

  1. 平成30年度FD特別予算実績報告 

  2. 授業見学報告について 

  3. 資格取得者（表彰対象者）の確認について 

  4. 成績優秀者（表彰対象者）の確認と4年生対応について 

  5. 平成31年度のスケジュールの件 

  6. その他 

   (1) 教育技術開発WG（2/26）報告 

 

情報工学部会 
 第1回 4月25日 

  1. 学習相談コーナーの実施について 

  2. 学生表彰制度の評価（学生表彰者の進路調査結果） 

  3. 各学科におけるシラバスチェックの実施状況および結果に

ついて 

  4. FD推進機構各学部会におけるシラバスチェックの実施につ

いて 

  5. 中間アンケート実施科目について 

  6. 授業評価アンケートに関する検討（記名化と教員のコメント

入力）について 

  7. その他 

   (1) 「情報モノづくりセンター（仮）」の正式名称の選定結果に

ついて 

   (2) 情報通信工学科 入学前未履修科目教育プログラムアン

ケート結果 

   (3) FD推進機構運営委員会（4/16）報告 

   (4) 教育技術開発WG（4/24）報告 

 第2回 5月30日 

  1. 他学科学習相談コーナーの利用について 

  2. 学生表彰の資格見直しについて 

  3. シラバスチェックの結果について 

  4. 学科FD活動年間スケジュールについて 

  5. 教育業績賞報告会について 

  6. その他 

   (1) スマートフォンアプリ開発入門講座（仮）について 

   (2) 九州アプリチャレンジキャラバンについて 

   (3) i-Tech LABについて 

 第3回 6月27日 

  1. 中間アンケートまとめ 

  2. 平成30年度教育業績賞スケジュールについて 

  3. 2018年度情報工学部会シラバスチェック結果報告 

  4. 学生表彰の資格見直しについて 

  5. 情報工学部学生表彰・成績優秀者表彰制度に関する学生周知

について 

  6. 平成31年度以降「FD推進特別予算」について 

  7. その他 

   (1) 九州アプリチャレンジキャラバンについて 

   (2) 教育技術開発WG（6/19）報告 

   (3) FD推進機構運営委員会（6/25）報告 

 第4回 7月25日 

  1. 学生表彰の資格見直しについて 

  2. 授業アンケート（期末）回答結果 

  3. スマートフォンアプリ開発入門講座について 

  4. その他 

   (1) 教育技術開発WG（7/24）報告 

   (2) 平成29年度情報工学部教育業績賞に関わる公開授業（7/26

シスマネ 傅 靖助教） 

 第5回 9月26日 

  1. 前期授業アンケート回答結果 

  2. 平成30年度前期学習相談コーナーの実施報告及び予算執行

状況 

  3. 教育改善実施状況表について 

  4. その他 

   (1) クラウドアプリ（Webサービス）開発入門講座成果報告 

   (2) 中間アンケート実施科目（修正版）報告 
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   (3) 教育業績賞の受賞者確認 

   (4) 教育技術開発WG（8/24）報告 

   (5) 教育技術開発WG（9/25）報告 

 第6回 10月31日 

  1. 教育改善計画書のまとめについて 

  2.  i-Tech LABの状況について 

  3. アセスメント・ポリシーについて  

  4. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会報告（10/1）報告 

   (2) 教育技術開発WG（10/30）報告 

 第7回 11月28日 

  1. 学生表彰について 

  2. 中間アンケートのまとめについて 

  3. アセスメント・ポリシーについて  

  4. ポイント制度について  

  5. その他 

   (1) 学習相談コーナー執行状況について（報告） 

   (2) クラウドアプリ（Webサービス）開発入門講座成果報告会

について（報告） 

   (3) 九州アプリチャレンジ・キャラバン2018コンテスト開催に

ついて 

   (4) FD推進機構運営委員会（11/6）報告 

   (5) 教育技術開発WG報告（11/27）報告 

 第8回 12月26日 

  1. ポイント制度について 

  2. その他 

   (1) 九州アプリチャレンジ・キャラバン2018コンテスト報告 

   (2) FD推進機構運営委員会報告（12/3）報告 

   (3) 教育技術開発WG（12/17）報告 

   (4) FD Café開催報告 

 第9回 2月4日 

  1. 学習相談コーナー2019年度計画案について 

  2. 情報工学部学生表彰（資格）について 

  3. 2019年度FD推進特別予算取組計画について 

  4. 後期授業アンケートについて 

  5. その他 

   (1) 他学科科目の履修について 

   (2) 授業参観実施報告（中間アンケートコメントを受けて） 

   (3) 教育技術開発ＷＧ報告（1/29）報告 

   (4) シラバスチェック計画書について 

 第10回 3月12日 

  1. 成績優秀者学生表彰について 

  2. 資格取得者学生表彰について 

  3. H30年度後期教育改善計画書のまとめについて 

  4. H30年度後期学習相談コーナーの学科総括について 

  5. 情報工学部スクーリング事業について  

  6. その他 

   ・教育技術開発WG（2/26）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（3/11）報告 

 

社会環境学部会 
 第1回 5月2日 

  1. 平成30年度部会重点事項について 

  2. シラバスチェックの実施について 

  3. 平成30年度前期中間アンケート実施について 

  4. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（4/16）報告 

   (2) 教育技術開発WG（4/25）報告 

 第2回 5月16日 

  1. 第7次MP 中期3ヵ年計画レビュー 

  2. シラバスチェックの実施について 

  3. その他 

 第3回 6月13日 

  1. シラバスチェックについて 

  2. 第8次MP学部案作成にあたって 

  3. その他 

   (1) 教育技術開発WG（6/4）報告 

 第4回 7月18日 

  1. 今後のカリキュラム内容とアップデートの方向性 

  2. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（6/25）報告 

   (2) 教育技術開発WG（6/19）報告 

 第5回 8月24日 

  1. カリキュラム改訂について 

  2. 第8次MPでの提起内容と今後について 

  3. 次年度からのゼミ運営のあり方について 

  4. 次年度入学前教育の実施について 

  5. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（8/20）報告 

 第6回 10月11日 

  1. コース別ワーキンググループ報告 

  2. 次年度人事構想について 

  3. マスタープラン策定委員会報告（学部関連分） 

  4. アセスメント・ポリシー策定について 

  5. 自己点検評価（学部関連分）作成について 

  6. 30年度前期部会活動報告作成について 

  7. 次年度からのゼミ運営の在り方について 

  8. レゴマインドストームの活用について 

  9. 空間情報学Ⅰ・Ⅱの取扱いについて 

  10. 教育改善実施状況表について 

  11. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（10/1）報告 

   (2) 教育技術開発WG（8/24）報告 

   (3) 教育技術開発WG（9/25）報告 

 第7回 11月14日 

  1. 前期FD部会活動報告 

  2. マスタープラン策定委員会報告（学部関連分） 

  3. コース別ワーキンググループ報告 

  4. 30年度予算計画について 

  5. アセスメント・ポリシー策定について 

  6. 自己点検評価（学部関連分）作成について 

  7. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（11/6）報告 

   (2) 教育技術開発WG（10/30）報告 

 第8回 12月12日 

  1. マスタープラン策定委員会報告（学部関連分） 

  2. コース別ワーキンググループ報告 

  3. 30年度予算計画について  

  4. 保護者向け説明会（ポスターセッション）について  

  5. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（12/3開催）報告 

   (2) 教育技術開発WG（11/27開催）報告 
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   (3) ラーニングポートフォリオの開発状況 

 第9回 1月18日 

  1. マスタープラン策定委員会報告（学部関連分） 

  2. 中間アンケート報告 

  3. 30年度予算計画について 

  4. 入学前教育実施状況 

  5. その他 

   (1) FD推進機構運営委員会（1/7）報告 

   (2) 教育技術開発WG（12/17）報告 

 第10回 2月6日 

  1. 31年度FD特別予算について 

  2. 30年度後期授業アンケート報告（概要）  

  3. その他 

   (1) 教育技術開発WG（1/29）報告 

   (2) 中期3ヵ年計画策定にあたって（学部関連分） 

 第11回 3月5日 

  1. 部門別中期3ヵ年計画策定にあたって（学部関連分） 

  2. その他 

   (1) 教育技術開発WG（2/26）報告 

 

大学院部会 
 第1回 4月10日 

 審議事項 

  1. 平成30年度取組課題について 

  2. 志願者獲得検討WG（第3報）について 

  3. 平成31年度大学院修士課程推薦入試募集要項（案）について 

  4. 平成30年度奨励生の新規及び継続採用について 

 報告事項 

  1. 学業特待生選考枠 

 第2回 5月8日 

 審議事項 

  1. 奨励生の点検について 

  2. 海外研修プログラムについて 

  3. シラバスチェックの実施について 

 報告事項 

  1. 各選考の志願者対策 

  2. 国際研究セミナーの参加のお願い 

 その他 

  ・デジタルサイネージの更新依頼 

 第3回 6月5日 

 審議事項 

  1. 前期授業アンケートの実施について 

  2. 奨励金支給制度に関する申し合わせの一部変更について 

  3. 奨励生の点検について 

  4. 工学研究科学業特待生選考申し合わせの改正について 

 報告事項 

  1. 各種アンケート結果報告 

  2. 特別研究指導教員一覧と学位取得状況 

  3. 学会出席状況報告表 

  4. デジタルサイネージ広報活動の一例（知能機械のコンテンツ） 

  5. 指導教員帯同型工場見学応募の中間報告及びH29実施分報告

会の案内 

  6. 推薦入試辞退に関する過去の議論 

  7. 自署・押印の書類一覧 

 第4回 7月5日 

 審議事項 

  1. 海外研修プログラムについて 

  2. 国際シンポジウムの計画について 

 報告事項 

  1. 平成29年度各種アンケートの検証結果 

  2. シラバス点検結果報告 

 その他 

  ・第8次マスタープラン策定に向けたフリーディスカッション 

 第5回 9月4日 

 報告事項 

  1. 海外研修プログラム参加学生の選考と実施日程 

  2. 第8次MP策定委員会資料 

 その他 

  1. FBK9期生スタディツアーにおける研究室訪問の協力依頼 

  2. デジタルサイネージ最新データ紹介 

  3. DDプログラム実施細則（案）について 

 第6回 10月15日 

 審議事項 

  1. 前期授業アンケート結果について 

 報告事項 

  1. 奨励生成果報告 

 その他 

  1. トップアップ講座受講者と昨年度受講者の就職状況報告 

 第7回 11月13日 

 審議事項 

  1. 前期授業アンケート結果の検証 

  2. 台湾セミナー参加者と発表テーマ一覧  

 第8回 12月11日 

 審議事項 

  1. 博士後期課程DDプログラムの手続要領 

  2. 博士後期課程DDプログラムの募集要項（案）及び合否判定

（案）について 

 報告事項 

  1. 教員帯同型企業訪問プログラムの案内  

  2. 海外研修プログラム実施報告（報告会の日程）  

  3. 平成29年度後期各種アンケートの実施について 

  4. JICA支援プログラムへの参加報告（KMITL・DDプログラム） 

 第9回 1月8日 

 報告事項 

  1. 平成31年度工学研究科特別予算申請計画 

 その他 

  1. 進学説明会の開催案内 

  2. 学位論文公聴会のご案内 

 第10回 2月5日 

 報告事項 

  1. 平成31年度TA担当科目依頼 

  2. 第2回進学説明会の実施報告 

  3. 2018年度第2回日本語能力試験N1試験結果 

  4. 学習奨励費語学能力に関する要件について 

  5. 教職課程再課程認定申請の結果報告 

  6. 次年度シラバスの点検依頼 

 その他 

  1. 修士課程学内推薦入試案内の作成依頼 

  2. 平成30年度APの通期レビュー作成依頼 

  3. 工程表および2019年度年間AP（行動計画）の作成依頼 

 第11回 3月4日 

 審議事項 
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  1. 学位規定の改正について 

  2. 非常勤講師の委嘱審査申請について 

 報告事項 

  1. 担当教員資格変更届  

  2. 協定校受け入れ可能数事前調査依頼 

 

教養力育成センター部会 
 第1回 5月7日 

  1. 中間アンケートの実施について 

  2. シラバスチェックの実施について 

  3. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（4/16）報告 

   ・教育技術開発WG（4/24）報告 

   ・新入生オリエンテーション実施の振り返り 

 第2回 6月20日 

  1. シラバスチェックの結果について 

  2. H30年度英語プレイスメントテストの結果について 

  3. H30年度フレッシュマンスクール自己点検（要旨） 

  4. H30年度入学生の入学前教育の実施結果について 

  5. その他 

   ・教育技術開発WG（6/4）報告 

 第3回 7月18日 

  1. 中間アンケートまとめ 

  2. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（6/25）報告 

   ・教育技術開発WG（6/19）報告 

 第4回 9月19日 

  1. アセスメント・ポリシーの策定について 

  2. その他 

   ・教育技術開発WG（7/24、8/24）報告 

 第5回 10月31日 

  1. アセスメント・ポリシーの策定について 

  2. 2019年度入学生に対する入学前教育の実施について 

  3. フレッシュマンスクール関連報告 

  4. その他 

   ・中間アンケート実施について 

   ・教育技術開発WG（10/30）報告 

 第6回 11月14日 

  1. アセスメント・ポリシーの策定について 

  2. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（11/6）報告 

 第7回 12月19日 

  1. アセスメント・ポリシーの策定について 

  2. 中間アンケートまとめ 

  3. FD推進特別予算の申請について 

  4. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（12/3）報告 

   ・教育技術開発WG（11/27）報告 

 第8回 1月28日 

  1. 入学前教育の実施状況について 

  2. その他 

   ・教育技術開発WG（12/18）報告 

 第9回 2月20日 

  1. FD推進特別予算の申請について（実績報告書・予算執行計画

書） 

   (1) ウェルネス科目におけるカリキュラム改訂に伴う教育環

境の整備 

   (2) 英語アドバンストクラスへのインセンティブ 

   (3) 入学前教育の実施 

   (4) キャリア形成DVD作成 

  2. フレッシュマンスクール関連報告 

  3. 授業アンケートの回答状況 

  4. その他 

   ・AL授業アンケート回答状況 

   ・教育技術開発WG（1/29）報告 

 

教育技術開発WG 
 第1回 4月24日 

  1. WG構成員の変更について 

  2. H30教育技術開発WG重点事項 

  3. H29後期AL型授業実施アンケートコメント分析 

  4. H29年度CS合宿報告 

  5. H30前期 CS導入状況 

  6. 学習ポートフォリオ導入指導報告 

  7. 学習ポートフォリオの開発について 

  8. その他 

   ・平成29年度大学改革推進等補助金実績報告書 

   ・「情報導入教育」におけるAL要素実施のご報告 

   ・九州大学次世代型大学教育センター主催イノベーション教  

育セミナー 

    「ファシリテーションを活かした学びの場づくり」案内 

 第2回 6月4日 

  1. FIT-AIMの活用について 

   (1) 活用状況について（報告） 

   (2) Moodleのフォーラム機能を活用した情報共有について 

  2. AL型授業における評価方法の開発とアセスメント・ポリシ

ーの策定について 

  3. 授業外学修時間の調査について 

  4. 成果指標測定結果報告 

   (1) H26～H29年度累積GPA状況 

   (2) H29年度就職活動に関するアンケート結果 

  5. 学生FDの活動について 

   (1) H30年度活動計画案 

   (2) FD Café開催計画「授業外での学習について（仮）」（6/18） 

  6. その他 

   (1) FDer育成研修予定一覧 

   (2) 第5回APテーマⅠ採択校協議会の開催（7/3） 

   (3) チームAP合宿の開催（9/10～9/11） 

   (4) 九州大学次世代型大学教育開発センター教育イノベーシ

ョンセミナー 

     「アクティブラーニングの手法としてのケース・メソッド

の活用」 

 第3回 6月19日 

  1. FIT-AIMの活用について 

  2. H30前期AL型授業アンケート調査 

  3. AL型授業における評価方法の開発について 

  4. 授業アンケート分析（AL型授業との相関） 

  5. 授業外学修時間の調査について 

  6. CS育成に関して明示すべき内容について 

  7. その他 

   ・大学教育再生加速プログラム（AP）フォローアップに係る  

実施状況報告書の提出について 
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   ・FD Café実施報告（6/18） 

 第4回 7月24日 

  1. FIT-AIMの活用について 

  2. AL型授業における評価方法の開発について 

  3. 授業外学修時間の調査実施報告 

  4. FD Café（6/18）参加者アンケート報告 

  4. CS経験学生の追跡調査 

  5. FIT-AIM前期開発内容について 

  6. H30後期CS実施とH30前期CSアンケート・雇用報告書につい

て 

  7. H30後期FIT Replay活用について（案内） 

  8. その他 

   ・大学教育再生加速プログラム（AP）フォローアップに係る  

実施状況報告書の提出について 

   ・採択校協議会参加報告（7/3） 

   ・【開催案内】カリキュラム設計担当者養成プログラム（8/7～

8/9） 

    「インストラクショナル・スキルズ学修成果に基づく大学教

育の展開に向けて」@九州大学基幹教育院次世代型大学教育

開発センター 

 第5回 8月24日 

  1. AL型授業における評価方法の開発について 

  2. 2018年度後期CS研修の実施について 

  3. AL型授業アンケート回答状況について 

  4. H30前期FIT Replay（授業アーカイブシステム）利用状況 

  5. その他 

   ・FD Caféの開催について（10/12） 

 第6回 9月25日 

  1. FDerのあり方について 

  2. 2018年度前期ALアンケート回答結果について 

  3. 2018年度前期FIT-AIM利用状況について 

  4. 授業アンケート分析 

   ・授業外学習時間平均 

   ・学生が実際に伸びたと実感できた力（DP要素）の経年変化 

  5. CS追跡調査 

  6. その他 

   ・H30前期CS活動まとめ 

   ・H30後期CS一覧 

   ・APテーマⅠ成果報告書の原稿について 

   ・学生FD活動報告（学生FDサミット参加、委嘱状交付式） 

   ・2018APシンポジウム@芝浦工業大学（10/26） 

 第7回 10月30日 

  1. 学生FD活動報告 

  2. FDerのあり方について 

  3. FDerの推薦について 

  4. 2018年度後期FIT-AIM利用状況について 

  5. FIT-AIM機能変更箇所について 

  6. 2018年前期授業アンケート「学習時間平均」分析 

  7. 評価委員会開催報告（9/27） 

  8. CS研修実施報告（10/3） 

  9. その他 

   ・APシンポジウム2018@芝浦工業大学参加報告（10/26） 

   ・採択協議会とテーマⅠ･Ⅱ共同シンポジウムの参加について

（11/24） 

   ・Q-conferene2018へのポスター発表参加について（12/22） 

 第8回 11月27日 

  1. FDerの認定について 

  2. 卒業生調査の実施について 

  3. 2018年度後期FIT-AIM利用状況について 

  4. 2018年度前期AL型授業アンケートコメント分析 

  5. AL事例集の作成について 

  6. 授業外学修時間の調査について（後期13週目授業） 

  7. その他 

   ・FIT-joinキックオフミーティング開催報告（11/16） 

   ・テーマⅠ採択校協議会およびテーマⅠ・Ⅱシンポジウム報告

（11/24） 

   ・先進事例調査の実施について（11/29：宇都宮大学） 

   ・FD Caféの開催について（12/17） 

   ・評価委員会の開催について：3/27（水）11:00～ 

 第9回 12月17日 

  1. 卒業生調査の実施について 

  2. H30後期AL型授業実施アンケートについて 

  3. H31（2019）年度CS候補者募集とCS事前研修 

  4. AL事例集の作成について 

  5. 先進事例調査実施報告（宇都宮大学） 

  6. FIT-AIMの追加機能開発について 

  7. その他 

   ・APパンフレット原稿（日本学術振興会作成） 

   ・AL実践研究会開催予定 

    2019年2月25日（月）13:00～@Cultivation Site R1 

    テーマ：「教養力育成科目におけるAL実践」 

 第10回 1月29日 

  1. AP平成30年度フォローアップ報告書について 

  2. 卒業生調査回答状況報告 

  3. H30後期クラス・サポーター雇用報告書とCSアンケート 

  4. FIT-AIMの追加機能開発について 

  5. その他 

   ・第6回AL実践研究会：2/25（月）13：00～ 

   ・第7回AL実践研究会（新任教員ピア授業参観振り返り）：3/4

（月）13：00～ 

 第11回 2月26日 

  1. H30後期AL型授業実施アンケート回答状況 

  2. 授業外学修時間について 

  3. H31年度CS申請一覧 

  4. H30年度授業アーカイブシステム利用案内 

  5. H30年度CS合宿の実施について 

  6. H31年度調書提出について 

  7. その他 

   ・第6回AL実践研究会：2/25（月）13:00～実施報告 

   ・第7回AL実践研究会 

    （新任教員ピア授業参観振り返り）：3/4（月）13:00～ 

 第12回 3月26日 

  1. H30後期AL型授業実施アンケート集計結果 

  2. H30年度FIT Replay（授業アーカイブシステム）利用状況 

  3. H30年度後期FIT-AIM集計結果 

  4. FIT-AIMによる学修時間調査結果 

  5. CSアンケート・雇用報告書まとめ 

  6. H26～30年度 累積GPA学科・年次別 四分位点一覧 

  7. 卒業生調査の結果について 

  8. その他 

   ・CS合宿実施報告（3/14～15） 

   ・2019（H31）年度教育技術開発WGメンバーについて 
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開催日時 区分 参加者数 テーマ・講師等 

2018.5.23 工学部 

FD 研修会 

22 名 「グローバル PBL 参加報告会」 

（工学部 電子情報工学科 教授 倪 宝栄） 

（工学部 電子情報工学科 教授 江口 啓） 

（参加学生 5 名） 

2018.6.7 情報工学部 

FD 研修会 

6 名 公開講義（科目名）：「解析Ⅰ」（A クラス） 

（情報システム工学科 助教 菊田俊幸） 

2018.6.18 第 14 回 

FD Café 

29 名 「授業外の学修について話をしよう～教職員＆学生懇談会～」 

（情報工学科 教授 山澤一誠） 

2018.6.20 情報工学部 

FD 研修会 

32 名 教育業績賞受賞者報告会： 

「電気通信系難関国家資格取得への取り組み」  

（情報通信工学科 教授 中嶋徳正） 

2018.7.26 情報工学部 

FD 研修会 

7 名 教育業績賞受賞者報告会： 

公開講義（科目名）：「オペレーションズ・リサーチⅡ」 

（システムマネジメント学科 助教 傅 靖） 

2018.9.13 新任教員 

FD 研修会 

22 名 新任教員 FD 研修会 

「前期授業の振り返り、後期授業での目標設定」 

（社会環境学科 教授 藤井洋次） 

2018.9.19 情報工学部 

FD 研修会 

34 名 教育業績賞受賞者報告会： 

「福岡工業大学における約半世紀を振り返って」 

（情報工学科 教授 松尾一壽） 

2018.10.12 第 15 回 

FD Café 

28 名 「ルーブリックを活用した学修評価～主体性の育成に着目して～」

（芝浦工業大学 教育イノベーション推進センター 

 ／工学部 教授 榊原暢久 氏） 

2018.12.17 第 16 回 

FD Café 

28 名 「成績評価の妥当性と信頼性の向上～組織的な評価体制の構築に向

けて～」 

（筑波大学 教育研究センター 准教授 田中正弘 氏） 

2019.2.6 社会環境学部 

FD 研修会 

20 名 シラバスに関する FD 研修会 

（教務課、FD 推進室） 

2019.2.8 情報工学部 

FD 研修会 

36 名 シラバスに関する FD 研修会 

（教務課、FD 推進室） 

2019.2.13 工学部 

FD 研修会 

36 名 シラバスに関する FD 研修会 

（教務課、FD 推進室） 

2018 年度 FD 講演会・研修会開催一覧 
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2019.2.25 第 6 回 AL 実践

研究会 

32 名 「教養力育成科目における AL 実践とその効果」 

1. 教養力育成科目のカリキュラム概要について 

 （教養力育成センター長／社会環境学科 教授 阿山光利） 

2. 授業実践報告： 

 ①「知と教養」（社会環境学科 准教授 中野美香） 

 ②「Advanced English」（英語教員 WG） 

 ③「ウェルネス基礎」（社会環境学科 助教 樋口貴俊） 

2019.3.4 新任教員 FD 研

修会兼第 7 回

AL 実践研究会

15 名 新任教員 FD 研修会兼第 7 回 AL 実践研究会 

1.「授業実践事例紹介 反転講義と実習、FIT-AIM の活用」 

 （学務部長／電気工学科 教授 松尾敬二） 

2.「新任教員ピア授業参観振り返り」 

 （社会環境学科 教授 藤井洋次） 

 

 

  

【2018.6.18 第 14 回 FD Café】 

 

  

【2018.9.13 新任教員 FD 研修会】 
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アクティブ・ラーニング事例集 

事例
No.

科⽬名 担当教員 対象学部・学科 学年・学期 区分・形態・必／選 受講⼈数 特徴

1 電⼦回路II 倪 宝栄
⼯学部
電⼦情報⼯学科

2年・後期 専⾨教育科⽬・講義・必修
1組55名
2組52名

ピアサポート,解答提出,振り返り

2 基礎製図II 砂原 賢治
⼯学部
知能機械⼯学科

1年・後期 専⾨教育科⽬・講義/演習・必修
1組70名
2組67名

ループワーク,ピアサポート

3 ロボット設計 利光 和彦
情報⼯学部
情報システム⼯学科

1年・後期 専⾨教育科⽬・講義・必修
1組69名
2組78名

反転学習（ＬＴＤ）,グループワーク（協調学
習）,予習（次回課題）,次回での確認

4 確率統計I 藤岡 寛之
情報⼯学部
ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

1年・後期 専⾨教育科⽬・講義/演習・必修 44名
ピアラーニング,ポートフォリオへの記載,（学
⽣による）解答板書,振り返り

5 地域創⽣⼊⾨ 松藤 賢⼆郎 全学科 1年・後期 教養⼒育成科⽬・講義・選択 34名
グループワーク,フィールドワーク,プレゼン
テーション,問題解決・課題解決型学習

6 コミュニケーション基礎 宮本 知加⼦

電⼦情報⼯学科
知能機械⼯学科
情報通信⼯学科
情報ｼｽﾃﾑ⼯学科
ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

1年・後期 教養⼒育成科⽬・講義・必修 36〜72名
グループディスカッション，ディベート，プ
レゼンテーション

グループワーク,ピアサポート講義・必修 
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科 ⽬ 名 電⼦回路Ⅱ 
対 象 学 部 ・ 学 科 ⼯学部 電⼦情報⼯学科 
開講年度・学年・学期 2018 年度・2 年・後期 

担 当 教 員 倪 宝栄 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 専⾨教育科⽬・講義・必修 
受 講 ⼈ 数 1 組 55 名，2 組 52 名 

 
 
 

もともと理⼯系専⾨科⽬において AL の⼿法がどこまで通⽤するかについて興味があり、
少しずつ実践してきたが、⼭梨⼤学⼯学部の森澤正之教授が過⽇本学で⾏われた講演を聞
いたのがきっかけである。ここへきて本学の AL 推進体制にも背中を押されていると感じる
ようになり、担当授業科⽬において AL をより広く実践するようになった。 
 
 
 
事前学習：事前に予習内容を指定することがある。また、15 回講義中２回ほど反転講義を

実施しているので、その場合事前に学習コンテンツを⾃作の Web サイトにアッ
プして、学⽣には学習してもらう。 

講  義： 反転講義では、学⽣に学習した内容についてグループで発表したり、グループで
やや難しい課題を解いたりする。通常の講義では、毎回最後の 15 分間にその⽇
に学習した内容についての理解度テストを受ける。 

事後学習：毎回の授業内容に対して、必ず時間（1 時間）を確保して復習を⾏い、理解度テ
ストについて模範解答と照らし合わせて、⾃分の学習について振り返りを⾏う。 

 
 
 
 理解度テストは、毎回採点し、⾃作の Web サイト（myscore）に学⽣に成績を公開す

る。その際、クラスの最⾼点、最低点、平均点及び標準偏差等も同時に表⽰する。更に
模範解答も公開する。学⽣それぞれの成績は、他⼈には⾒えないような仕組みをとって
いる。 

 反転講義では、5~6 名から構成するグループを学籍番号の連番等ではなく、ランダムに
つくる。 

 FIT-AIM での振り返りを毎回実施してもらっている。 
 
  

事例１ 特徴 ピアサポート，解答提出，振り返り 
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授業の冒頭で、本⽇の授業の概要と流れに
ついて説明。今回は今までの学習内容を踏
まえて、学⽣が PC 上で回路シュミレータ
とソフトウェアを使って電⼦回路を作成
し、その機能を評価。回路シュミレータが
どういったもので、どのように役に⽴つの
か伝えた上で操作に⼊る。 
 

回路の作成及び評価などの作業時間が設け
られ、学⽣たちはわからないところはクラ
スメイトに相談しながら、ソフトウェアの
操作に取り組み、出来たら印刷して提出。学
⽣が毎回の授業の振り返りを⾏うように、
⾃分の成績は myscore にアップされ、クラ
スの成績分布と⾃分の成績を⽐較できる。
学⽣は掲載されている模範解答を確認しな
がら⾃⼰の学習の振り返りを⾏う。 

■myscore 画⾯（演習およびテストの得点率） 
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 グループ学習（発表や演習問題）における個々の学⽣の評価が難しい。 
 反転講義の PPT（＋⾳声）の⻑さに気を遣う必要がある。⻑すぎると学⽣の集中⼒が

持続できなくなる。 
 理解度テスト（演習問題）の採点に多くの時間が要する。 
 
 
 
中間アンケートの⾃由記述の抜粋： 
・ 最後の⼩テストのおかげで講義への理解を深めることができる。 

■Myscore 画⾯（各回の演習成績および模範解答） 



－ 167 － 

・ 毎回の講義が教科書に沿って進めているので、理解がしやすいです。 
・ 講義で分かりにくかった点に関しても教科書の図がわかりやすかったため、凄く理解し

やすかった。 
・ 前回の授業の復習をあまりしていないので、授業についていくのが、やっとだった。 
 
 
 

AL が取り⼊れてから学⽣に変化が⾒られるとは、残念ながら感じなかった。教育⼿法の
変化に対する学⽣の反応として、むしろ⾄って冷静かつ⾃然に受け⼊れているようにも思
える。AL 慣れというものだろうか。 
 
 
 

学⽣⼀⼈ひとりがどれだけ理解したかについてもっと敏感になったような気がする。AL
の各⼿法により学⽣の理解度や学修成果等がより具体的、より詳細に採れるようになった
ので、⾃分の授業における教育効果についてもより客観的に評価できるようになったと感
じている。 
 
 
 

ここ数年間、AL 要素を徐々に取り⼊れてきたので、はっきりと前と後に分けることが現
実的ではないし、やや無意味でもあるので、AL 要素も取り⼊れている授業の現在を反映す
る成績分布として期末テストの結果を下記に⽰す。 
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AL ⼿法は、これまで実践してきた多くの教育⼿法の⼀つであり、毎年⼊学してくる学⽣
の気質や学⼒等に合わせて適材適所的な利⽤が肝要である。授業科⽬や学⽣の状況によっ
ては、AL をあえて封印することも考えられるし、逆もしかりである。 
 
 
 

⾒学はいつでも可能である。ちなみに、⼯学部教員なら、どなたでも下記の URL により
⼯学部で公開されているすべての講義の⾒学が予約できる。 

https://eng.fit.ac.jp/openclass/ 
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科 ⽬ 名 基礎製図Ⅱ 
対 象 学 部 ・ 学 科 ⼯学部 知能機械⼯学科 
開講年度・学年・学期 2018 年度・１年・後期 

担 当 教 員 砂原 賢治 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 専⾨教育科⽬・講義・必修 
受 講 ⼈ 数 1 組 70 名，2 組 69 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

学⽣の頭に、あやふやな記憶としてではなく、製図の勘所が深く残る講義をしたかった。 

講  義：製図は、描いて・失敗して・指摘されて・修正することの繰り返しで、勘所を理解
する。つまり、失敗することが⼤切である。本講義の AL 要素は、グループワーク
（4 ⼈で 1 グループを構成し、失敗点については 4 ⼈にまとめて指摘し、4 ⼈で教
え合って完成させる）である。講義の流れとして、機械要素（ねじ、軸受、⻭⾞な
ど）の構造と製図⽅法の説明をしたあと、課題の演習をさせる。課題の演習に当た
っては、⼿本の図⾯をスクリーンで⾒せながら、⼿元の⽤紙に同じ図を描かせる。
多くの学⽣は、スクリーンの⼿本と同じ図を描けない。太線と細線を使い分けられ
なかったり、⼨法が不適切だったりする。⼀⽅で、たまたま失敗しない学⽣もいる。
しかし、写経のように描き写せているだけで、スクリーンの⼿本が無ければ描けな
い。つまり、勘所が分かってない。本講義では 4 ⼈が描いてきた 4 枚の図に対し、
CS（クラスサポーター）がチェックして 4 ⼈に対して失敗点を指摘する。たまたま
失敗しなかった学⽣も、このグループワークで失敗ポイントを知り、製図の勘所を
理解する。そして、失敗した学⽣は、グループの他のメンバーに教えてもらいなが
ら、正しい図⾯を描き上げる。 

時間的な制約で、1 ⼈の教員では 70 ⼈の学⽣に対して丁寧な指摘ができない。そこで 3 ⼈
の CS に協⼒してもらい、失敗点を丁寧に指摘できるような体制を構築した。なお、CS のレベ
ル確保が課題となるが、事前に CS にも課題を描かせて失敗させ、教員が指摘し、勘所を深く
理解させている。 

事例２ 特徴 グループワーク、ピアサポート 



－ 170 － 

 
 
             機械要素（ねじ、軸受、⻭⾞など）について、講義前半の３分

の１の時間で、座学にて「構造と製図⽅法」を学ぶ。 
 
 
 
 
 
             座学の講義終了後、残りの３分の２の時間を⽤いて、課題の演

習を⾏う。スクリーンに映された⼿本の図⾯を⾒ながら演習
するが、なかなか正しく描けない。製図⾃体は、個⼈作業であ
るが、４⼈１グループを作り、教え合うことを推奨している。 

 
 
 
             演習では、CS がグループの 4 ⼈に対し失敗点を指摘する。失

敗は貴重な経験なので、こうすることで失敗をグループ 4 ⼈
で共有する。そして、4 ⼈が正しい図⾯を描けるまで教え合う
ことで、製図の勘所を深く理解する。 

 
 
 
 
 
 
 

進みが速い学⽣と、遅い学⽣がいる。基本的には、グループの中で教え合うことを学⽣に
求めているが、進みが速い学⽣に不満を感じさせないよう注意している。具体的には、極端
に遅い学⽣がいるグループには、教えてくれている学⽣をねぎらうと共に、教えることの有
意義さ（教えるために、⾃分の頭を整理することが、教える側の深い理解に繋がる）を、都
度、⾔葉で伝えている。さらに、時間をキッチリと区切り、教える時間が⻑時間とならない
ようにしている。 
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中間アンケートは実施していないので、期末アンケートの結果を代わりに⽰す。意義や満⾜
度が⽐較的⾼く、講義スタイルに対する好意的なコメントが多かった。1 組、2 組に分けて、
意義、満⾜度、学⽣コメント件数を⽰すと共に、代表的なコメント 3 件を紹介する（コメント
は、⽂意を変えない程度に、⽤法の統⼀などの編集を⾏っている）。 
 
1 組：意義 3.55、満⾜度 64.4%、学⽣コメント件数 79 件 
(1)グループのみんなと教え合うことで⾃分の復習もでき、理解しやすかったです。 CS の先輩
は、とても優しく的確にどこがどう違うか教えてくれました。また、課題が終わってない場合
は気にかけてくれ、とてもありがたかったです。 
(2)この講義の良いところは、1 ⼈でできないところを周りの⼈と協⼒してできるようになると
いうことです。製図は⾼校でかじったこともなかったので不安でしたが、⾯⽩いと思いました。
CS の先輩が重要なところをしっかり注意し説明してくれるので分かりやすかったです。 
(3)CS の先輩はとても厳しくチェックしていて、そんなところまで？っていうレベルで指摘さ
れました。その後は、細かいところまで意識して製図を⾏うようになり、綺麗に描くことがで
きるようになりました。CS の先輩の厳しいチェックのおかげです。 
 
2 組：意義 3.67、満⾜度 62.7%、学⽣コメント件数 67 件 
(1) グループで協⼒して課題に取り組む際も、⾃分が分かっているところ、分かっていないと
ころも再確認できて⾮常によかったです。 
(2)毎回講義の後に課題をする時間が設けられていることが、とてもよかったです。講義の内容
を忘れる前に課題に取り組むことができ講義の内容をしっかり⾝につけることができました。 
(3)とても分かりやすく教えてもらって製図が好きになりました。グループ学習で互いのこと
を指摘しあったりするのは⾃分の能⼒も⾼められるのでよかったです。 

多くの学⽣に製図の勘所を伝えることができたと思う。3 ⼈の CS により学⽣らに時間をかけ
て丁寧に指摘できたことによる成果であるとともに、グループワークで失敗を共有し教え合う
という AL 講義による成果だと思う。製図は機械技術者にとっては⼤事な基本スキルである。
協⼒してくれた CS にとっても、教える⽴場で臨むことで、製図に⾃信が持て、今後の機械技術
者⼈⽣に役⽴ててくれると思う。 

歓迎します。 
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科 ⽬ 名 ロボット設計 
対 象 学 部 ・ 学 科 情報⼯学部 情報システム⼯学科 
開講年度・学年・学期 2018 年度・1 年・後期 

担 当 教 員 利光 和彦 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 専⾨教育科⽬・講義・必修 
受 講 ⼈ 数 1 組 69 名，2 組 78 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

国⽴⼤学および⾼専に勤務していたが、2015 年度に本学に赴任し、講義で学⽣の基礎学⼒の
個⼈差、理解度の不⼗分さとばらつきに苦労していた。本学で進められている AL 型授業推進
プログラムをきっかけに、学⽣同⼠で教えあえる形式が、本学のような多様かつ学⽣数が多い
私⽴⼤学において有⽤であると感じ、導⼊のきっかけとなった。 

事前学習： 
【事前学習プリント】講義終了時に配布し、各学⽣が事前に学習を⾏う。 

（myFIT の授業資料としても事前にアップロードする） 
 

講  義：  
【前回講義内容の復習と定着】課題の学⽣による相互採点（10 分） 
【当⽇講義の説明】事前学習プリントの簡単な解説（15 分〜20 分） 
【グループ演習】演習問題をグループで話し合いながら解く（残りの時間） 
 
事後学習： 
【課題】講義内容の演習問題を課題として課す。 

 グループは 5 名 1 グループを原則とする。 
 事前学習や演習の資料は、学⽣がわかりやすいようにかなり親切に解説したものを配布 
 また、その内容も学⽣の様⼦を⾒ながらレベルの調整を⾏う。 
 事前学習で、内容を理解していることを前提に、解説は 15 分程度で簡潔に⾏う。（講義し

すぎない） 

事例３ 特徴 
反転学習（ＬＴＤ），グループワーク（協調学習）， 
予習（次回課題），次回での確認 
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講義室全体のグループ演習の様子 

 
1 年次、必修科⽬、⼈数が 70 名〜80 名で
多いという、かなり厳しい条件での AL 講
義です。 
当初は⼼配されましたが、実施可能です。 
 
 
各グループ演習の様子 

 
「模型（ピンク⾊）の図形の図⾯を作成す
る演習」 
 
（各グループが教え合う様⼦をご理解い
ただけると思います。） 
 

 

CS によるグループ演習のサポート 

 
定期的に、CS が巡回しグループの演習を
サポートします。 
 
 
 
CS によるグループ演習の指導 

 
グループ演習課題の１つが終わると、グ
ループ代表が CS のチェックを受けます。
OK が出れば、全員分の演習結果を提出し
て、次の課題に進むことができます。 
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ある程度理解できている以上が「85%で満足度は高い」 

①②の理由 
 今の講義で満⾜している 
 グループで楽しく教え合えるので 
 事前学習プリントで何を予習すればいいか分かる

ので 
 毎回の授業前の課題採点と解答配付が復習となっ

て忘れることの対策になっている 
 授業での 15 分程度の解説が分かりやすい 
 進度や難易度が丁度よい 
 授業, 課題プリントが多いので復習しやすいし、

おもしろい 
③の理由 
 資料の問題は理解できるが、応⽤が分からない 
 もともと物理が苦⼿だから、内容が難しい 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

中間アンケート結果 

 

学⽣⾃⾝が、友達から指摘されてなぜ理解できないかが分かり、おもしろいと感じるようだ。
本講義でコツを学ぶことで、3 年次の AL 講義で（学年が進むにつれ）⾃主的な取り組みやコ
ミュニケーション能⼒が向上していると感じる。 

講義形式より、教員の負担が減った。学⽣の⾃主性が AL の鍵なので、意識的に学⽣の⾃主
性を尊重して指導するようになった。 

 15 分の説明は集中して聞くよう指導する。それ以後の演習は活発・⾃由に⼤いに話しあっ
てよいことを徹底（緊張と弛緩のメリハリ） 

 教えすぎないこと、放置しないこと、適宜に「話し合っていますか」などの声掛け 
（講義 15 回のうちの後半になると、学⽣に慣れと緩みがでてくることがあります。その
結果、グループ演習での取組姿勢の良くないグループが出ます。対応は、状況に応じグル
ープを変えるなどを⾏います。できるだけ強制にならないようしていますが、注意するこ
とが必要な場合もあります。） 
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平成 27 年度の学⽣⼈数は 108 名、平成 30 年度は 140 名であり、平成 30 年度のほうが、
かなり⼈数が多く、講義としてはたいへんである。にもかかわらず中間テストの成績分布は
「いわゆる 2 こぶラクダになりつつある状態」から「正規分布」に近くなって、成績中位か
ら上位層が増える傾向にある。 
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H27年度 1組+2組 中間テスト結果

人数

得 点

平均58.5点

受験者108名
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H30年度 1組+2組 中間テスト結果

人数

得 点

平均62.5点

受験者140名

本 AL の⽅法は、本講義を受ける学⽣の基礎学⼒や特性などの状況を考え、独⾃にアレンジ
した⽅式である。今では、担当するすべての講義を AL で⾏うようになった。科⽬内容、学⽣素
養、環境など多くの要因はあると考えられるが、本学のような私⽴⼤学では、教員負担を軽減
し、教育効果も上がる有⽤な⽅法であると感じる。また、AL は学⽣が主体になるため、教員の
指導や運⽤のコツがあり、独⾃で⼯夫することが重要だと感じる。 

事前にご連絡いただければ、できるだけ対応します。 
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科 ⽬ 名 確率統計Ⅰ 
対 象 学 部 ・ 学 科 情報⼯学部 ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 
開講年度・学年・学期 2018 年度・1 年・後期 

担 当 教 員 藤岡 寛之 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 専⾨教育科⽬・講義/演習・必修 
受 講 ⼈ 数 44 名 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   
 
 
 
 
 

きっかけは、若⼿時代に上司や海外の共同研究者から⾮常に丁寧な教育（指導）を受けたこ
とが、「⾃分も研究者・教育者としてこうありたい」と形成されていった結果であろうと思いま
す。ただし、やみくもに AL 講義とはといったものを探究するのではなく、コーチングやイン
ストラクショナルデザインに関する講習で得た「これなら私でもできて、効果がありそう」と
いったものを積極的に活⽤しています。 

事前学習：教科書の章末問題から課題 2~4 問。学習ポートフォリオ（FIT-AIM）に提出す 
る。後⽇、Dropbox に模範解答をアップロードしている。 

 
講  義： 前回の振り返りを⾏った後、隣同⼠や近くの学⽣で教え合いをすることを可として

演習問題を解いていく。途中で学⽣が、板書および書画カメラを使って⾃分の解き
⽅を解説させることもある。その後も教員と CS が机間巡視し、質問しながら演習
を⾏った。 

 
事後学習：講義終了時、学習ポートフォリオ（FIT-AIM）に、その回の授業の振り返りを⼊⼒

する。「学修継続」という点では講義の第 3 回⽬までが重要だと感じており、FIT-
AIM への返信も丁寧に⾏う。 

インストラクショナルデザインからの視点でいえば、「ARCS モデル」を基本に「Attention
（注意）、Relevance（関連性）、Confidence（⾃⾝）、Satisfaction（満⾜感）」の視点から学⽣の
学習意欲を⾼める⼯夫をしている。ARCS モデルについては、「鈴⽊監修、インストラクショナ
ルデザインの道具箱 101、北⼤路書房」などが詳しい。「知識の定着・確認」という点で毎回、
宿題を出すが、たまに POP テスト（〇回⽬辺りで実施する予告はある）を組み込むなど「宿
題をやらざるをえない、教科書を読まざるをえない」から「宿題をやっておこう。教科書を読
んでおこう」と学⽣の学習フェーズが移るように授業設計をしている。 

事例４ 特徴 
ピアラーニング、ポートフォリオへの記載、 
（学⽣による）解答板書、振り返り 
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演習問題に近くの学⽣同⼠で 

教え合いながら取組む 

 
演習問題の解答を板書し、説明する学⽣ 

 
机間巡視する教員・CS に質問する 

 
学習ポートフォリオ（FIT-AIM）での振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 内容の振返りは、教員ではなく、学習ポートフォリオ（FIT-AIM）で学⽣⾃⾝に⾏わせる。
それで理解ができなければ、記述⽅法を変える必要があることのみを伝えている。 

 あくまで「知識の定着」を⽬標にしており、宿題などは他⼈と相談していいものの、結局、
⾃分で理解しないといけないことがわかる POP テストや教科書を繰り返し学習すること
に繋がる仕組みづくりが重要である。 

例えば、「⾔葉の意味や式は知っていても、その意味までは考えたことがなかった。ど
ういう意図があってそうなっているのか考えることで記憶の定着が進んだ。」「⼿計算で
求める時の⽅法もよく分からなかったし公式も何故そうなるのかが理解できなかったの
で、家に帰ったら教科書を読み直そうと思う。」など、⾃⾝の知識に対する⾃⼰省察が全
体的にできていると思われる内容が多い。 



－ 178 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近年、教科書を変えたりしており（レベルの⾼いものに変更）しており、成績分布を⽐較
できない。ただし、参考までに 2018 年度に実施した定期試験（電卓以外の持ち込みなし）
の平均的な得点の 2 名の学⽣の解答を掲載する。以前は、⾔葉での説明もなければ、途中式
もないような解答が⽬⽴ったが、上述したようなこれまでの取組みにより「学び」⾃体が改
善されていることがわかる。 

毎回、授業の終了後にポートフォリオを記述、さらに次回に振り返りを⾏わせること
で、「先週、何を学んだかを忘れた」ということが無くなった。また、宿題などはすべて
ポートフォリオ上に添付するようにしており、教員側からは普段の学習状況を⾒える化、
学⽣側からは学習エビデンスを保管することができている。何より、ポートフォリオ導
⼊により⾃主的に学習する学⽣の割合が増えつつあり、実際、期末試験の結果および単
位取得割合などを⾒る限り、本取組はうまくいっていると思われる。 

当初、学⽣の理解度レベルにあった授業を設計する、という視点で考えていたが、今
はこちらが望む知識レベルを獲得させるにはどうすればよいか、という視点で設計する
ようになった。⼀⽅で、数理的な科⽬に対して「⾃分にはたいしたことはできない」と
思っている学⽣が多い中、「がんばって学習すれば、よい成績がとれる」という信念をい
かにもたせるか？このような⾃⼰効⼒感の形成に対する疑問をもつものの解決策となる
と⾒当もつかいことから、インストラクショナルデザインなどを学ぶ機会が増えている。 
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きっかけが「AL 講義をやろう」ではなく、学⽣の⾃⼰効⼒感を⾼め、学科の専⾨に接続
するための基礎専⾨知識をどのように定着させるか、といったことが出発点である。結果、
講義スタイルが AL 講義になったにすぎない。ただ、当初はこのような課題に対する最適解
を⼿探りで探すことが⾮常にストレスであったことは間違いない。幸いコーチングやイン
ストラクショナルデザインに関する講習などへの参加の機会を与えて頂いたことで、「教え
を受けて知識や技芸を⾝につける」といった意味での「まねる」といったスタンスで、「こ
れなら私でもできそう、そして効果がありそう」という⼿法を実践しては、振り返り、⾃分
のものにしていっただけである。ただ、個⼈レベルで「担当授業の学⽣の成績が上昇した」
というレイヤーで留まることなく、学科レベルで他教員との情報共有でき、さらなる改善へ
と繋げていけたことが最⼤の教育改善のカギとなっていることは間違いないと考えている。 
 
 
 
 
 

⾒学はご⾃由にどうぞ。 
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科 ⽬ 名 地域創⽣⼊⾨ 
対 象 学 部 ・ 学 科 全学部全学科 
開講年度・学年・学期 2018 年度・1 年・後期 

担 当 教 員 松藤 賢⼆郎 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 教養⼒育成科⽬・講義・選択 
受 講 ⼈ 数 34 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本科⽬は、2018 年 4 ⽉から実施する教養⼒育成科⽬において、実際の地域の現状や課題を
踏まえて、多⾓的な視点で地域が抱える問題を発⾒し、解決に向けた具体的かつ実践的な企画
を検討していく科⽬として設置され、グループワークやフィールドワークによる AL 形式を中
⼼とした授業展開を⾏った。 

講  義：  
・第 1 回から 3 回の講義ではオリエンテーション、講義、グループ分け等を実施 
・第 4 回から 10 回にかけて２企業・4 ⾃治体からゲストスピーカーを招聘し、地域の現状と

課題を講演してもらった 
・その後、企画書の書き⽅の指導を⾏い、企画書に沿ってフィールドワークを実施 
・最終講義で報告会（課題に対するプレゼンテーション）を実施。再度ゲストスピーカーを招

聘してプレゼンテーションへの質疑・コメントを受けた 
事後学習： 

プレゼンテーションへの質疑・コメントを受けて調査結果をまとめ、振り返りを⾏った 

・グループ毎の雰囲気、特に学科横断であるため、学⽣毎の授業履修の⽬的や参加意欲の違い
を含んで AL の展開に配慮した。 

・フィールドワークなどを想定し、グループワークにおける学⽣間の⽬的・⽬標意識の共有を
徹底した。 

・AL を通じて学⽣にはどのような成⻑（＝教育成果）を教員側から期待しているかを明確に
⽅向づけた。 

事例５ 特徴 
グループワーク、フィールドワーク、プレゼンテー
ション、問題解決・課題解決型学習 
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ゲストスピーカーの講演を聞く        課題に関する情報共有（グループワーク） 
 
 
 
 
 
 
課題解決のプレゼンテーション 
 
課題解決策についてのプレゼンテーション     企業・⾃治体からの質疑応答 
（成果報告会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・フィールドワーク実施にあたっては、学⽣として履修にあたってのマナーや責任をしっかり
認識するよう指導するとともに、実施先（企業・⾃治体）との調整に苦慮した。 

・全学部学科合同実施ということで、各⾃の授業時間割が異なり、課外でのグループワークや
フィールドワーク実施の時間調整が困難であった。 

 地域に興味・関⼼のある学⽣も多く、課題を提供する企業・⾃治体にゲストスピーカーの講
演の前に前もって視察をしたり、多くの質問を⾏ったりするなど、積極的な姿勢が⾒られた。 
【授業アンケート学⽣コメント】 
・この科⽬は他にはない、各地域の⽅等をお招きして講演をして頂き、実際に⾃分らがフィー

ルドワークに出向いて問題解決をする⾮常に⾯⽩い科⽬であった。 他学期や他学年でもあ
ったらまた受講したいと考える。 
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新規科⽬につき、該当なし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・フィールドワークの引率を通じて、教員⾃らも地域の現状についての理解を深められた。 
・授業運営において、学内各部署（⼤学地域連携推進室、FD 推進室）の⽀援が不可⽋であっ

たため、教職共同による授業運営として、それら部署との調整を重視していた。フィールド
ワークなどの学外活動の展開、⾃治体や企業、NPO 法⼈といった学外関係者の巻き込み、
授業の構成要素を考慮すると、教育成果の向上を⽬指す上では、さらなる教職共同を意識し
ていく必要があった。 

・学⽣個々の特性への理解が深まり、学⽣とのコミュニケーションが円滑になった。 

今年度は、初年度であったため、試⾏的な取り組みとなったが、多くの AL 展開上の教訓を得
ることができた。教育成果を測定するための指標として社会⼈基礎⼒の指標を活⽤したが、授
業当初と授業終了時点での学⽣の成⻑の差、成⻑した項⽬のばらつきが⼤きかった。今後は、
教育成果としてめざす要素をもう少し絞り込んで、グループワークにおける学⽣の特定の要素
における習熟度を⾼めていくことに専念していきたい。 

・班の⼈と協⼒して問題解決に向けて取り組む事が出来た 
・この授業の中でグループワークを通して⾃分に⾜りない⼒を改めて知ることができました。

グループのメンバーにとても積極的に動ける⼈がいてとても憧れました。頑張ろうと思いま
した。 

・グループのみんなで現地に⾏って、現状について理解したり、課題について考えたりと貴重
な経験になりました。しっかり考える⼒が⾝についたと思います。 

・まだまだ⾃分の知らない地域のことや市について聞いたりすることは新しい発⾒があり⾯⽩
かった。⼈の発表などを聞いているとああいう⾵にできるのが羨ましかった。⾃分から進ん
でやることが⽬標だったがあまりできなかったことが悔しい。他の⼈に⽢えているところが
多々あるのでそこを直して⾏くのが学んだことです。 
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科 ⽬ 名 
コミュニケーシ
ョン基礎 

対 象 学 部 ・ 学 科 電⼦情報⼯学科、知能機械⼯学科、 
情報通信⼯学科、情報ｼｽﾃﾑ⼯学科 
ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 

開講年度・学年・学期 2018 年度・1 年・後期 

担 当 教 員 宮本 知加⼦ 
区 分 ・ 形 態 ・ 必 ／ 選 キャリア科⽬・講義・必修 
受 講 ⼈ 数 36〜72 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必修科⽬であることから，どのような学⽣にとっても取りくみやすいような授業進⾏を⼼が
けています。毎回の講義に共通するのは，スモールステップで授業を進めること，講義 90 分
を構造化し取り組む内容を明確にすること，メンバーの構成に変化をつけることです。このよ
うな⼯夫は，他者と協働しながら学習する⾵⼟を醸成し，ディスカッションをスムーズにする
ことができます。 

事前学習： 決められたテーマに沿って，適宜情報収集を⾏っています。 
 
講  義：授業開始時には，FIT-AIM（学習ポートフォリオ）に記⼊された学⽣の気づきを紹

介し，前回の振り返りを⾏います。 
 授業の進⾏に合わせて，ペアでの発表，グループでの発表，全体での発表と，ステ

ップを踏むような授業構成にしています。学⽣の意⾒表明がしやすいような環境を
作っているため，他者の意⾒を共有すると共に，実践しながら伝えるスキルも⾝に
付けています。 

 
事後学習：授業後に，活動内容と気づきを FIT-AIM（学習ポートフォリオ）に記録し，⾃⼰成

⻑を確認しています。 

 いざ就職活動という時期になっても，⾃分の⾔葉で話すことができない学⽣がいることが問
題視されたのがきっかけです。コミュニケーションに関するスキルは，すぐに⾝につくもので
はなく，4 年間を通して⾝に付けるものだと考えているため，1 年次からの経験が重要だと 
思っています。 

事例６ 特徴 
グループディスカッション，ディベート，プレゼン
テーション 
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授業の初めに，スライドにて前回の
授業についての FIT-AIM のコメン
トを 3 名程紹介します。振り返りを
クラス全体で共有することで，授業
への意欲を⾼めます。質問があった
場合には，その場で質問に答えま
す。 

さらに，苦⼿な学⽣も取り組みやすいように，CS(クラス・サポーター)を活⽤しています。
CS は，個⼈に対するアドバイスはもちろん，グループディスカッションが上⼿くいかない時
のファシリテーション，発表や学⽣の意⾒に対するフィードバックを⾏います。クラス全体の
雰囲気作りを⼼がけながら，時には発表を促すなど，学⽣の背中を後押しするように⾏動して
くれています。CS 合宿での学びや考え⽅が活きていると感じています。 

まずはグループで作戦タイムを⾏
います。 
教員と⼀緒にクラス・サポーターが
グループを⾒回り，適宜アドバイス
します。 

次に、その⽇の学習内容についての
講義を⾏います。 
この回は，ディベートにおけるスピ
ーカーの役割を復習。（⽴論，反駁，
総括） 
講義をもとに，その後の活動にスム
ーズに移ることができます。 
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●授業アンケートの内容（抜粋） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

・論題に対して相⼿の意⾒を聞き、それについて反論することで話し合いを活発にでき、相⼿
に伝えるための⼒をつけることができました。また、発表を通して集団の前で意⾒を⾔う⼒や
伝える⼒を鍛えることができました。 
・授業が始まったばかりの頃ともうすぐ終わるこの頃を⽐較して⽐べると、議題を論理的に考
えることができ、相⼿側の意⾒の尊重など、話し合いで⼤切な部分を学べたと思う。 
・決められた時間の中で意⾒をまとめ相⼿に伝えることの⼤変さがわかった。回数を重ねるう
ちにだんだん上達していくのがわかり楽しくなった。 
・⾃分の意⾒をまとめる⼒がついたと実感できる授業だった。最後に発表できて１つ壁を乗り
越えた気がした。 

司会はクラス・サポーターが担当しま
す。 
全体を⾒ながら状況を判断し，スムー
ズに進むように配慮しながら進めま
す。 
適宜，教員がクラス全体に向けてのコ
メントやアドバイスを⾏います。 

ディベートを実践します。 
ジャッジのグループが，それぞれの
⽴論，反駁，総括について，評価シ
ートを⽤いて内容・伝え⽅を 5 点満
点で評価します。 

最後に，全体共有の時間を取ります。 
司会者，発表者，評価者の役割はすべ
て⽴候補です。 
緊張しながらも，⾃分なりの⾔葉で思
いを伝えるトレーニングとなっていま
す。 
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 はじめは，正解を探すように話をしようとしていましたが，様々な価値観や考えの違いに触
れることによって，内容そのものを⾯⽩がれるようになっていったと思います。そのような姿
勢は，柔軟な考えにも繋がりますし，多様な⽂化をもつ⼈への理解にも繋がっていると思いま
す。否定されることを怖がるのではなく，対話を通して理解を進めることができるようになっ
てきていると思います。 
 さらに，発表に対する不安感が少なくなっているのを感じます。発表の機会が多く，⾃分か
ら発信しなければならないので始めは緊張感が⾼いものの，毎回の課題をクリアしていくこと
が⾃信となっています。その⾃信が次の発表へと繋がり，よい学習の循環ができていると感じ
ます。 

 AL 講義は，苦⼿意識をもっている学⽣もいると思うのですが，学⽣が取り組みやすい環境を
整えることで，⼗分にグループディスカッションや発表ができるようになると感じています。
⾃分の意⾒を⼈前で話すことが苦⼿だと感じている学⽣は多くいますが，そのような学⽣こそ，
AL 講義で⾃分のできる部分を⾒つけることができます。 
 講義の担当者として，クラスの安⼼感を醸成し，違った意⾒を伝え合える環境を作ることも
重要な役割だと改めて思います。 

 ⾒学可能です。ご希望があればご連絡ください。 
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